
第
五
章

日
中
戦
争
と
海
軍
航
空
隊

第
一
節

政
党
政
治
と
軍
部

第
一
項

昭
和
前
期
の
村
勢

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
二
月
末
の
千
歳
村
の
人
口
は
四
七
一
七
人
、
戸
数
は
八

九
〇
戸
を
数
え
る
。
そ
の
内
訳
は
、
農
業
四
五
三
戸
、
林
業
及
び
狩
猟
業
一
六
八
戸
、

工
業
八
戸
、
商
業
四
〇
戸
、
交
通
業
二
四
戸
、
公
務
及
び
自
由
業
五
五
戸
、
其
他
の
有

業
者
は
一
四
二
戸
だ
っ
た
。
産
業
別
生
産
額
で
は
、
農
業
が
三
九
万
二
三
九
三
円
と
最

も
多
く
、
次
い
で
林
業
二
万
四
一
六
六
円
、
畜
産
三
万
七
八
一
四
円
、
水
産
二
万
二
五

九
九
円
と
な
っ
て
い
る
。

中
で
も
米
は
、
作
付
面
積
六
三
六
町
歩
、
生
産
高
一
万
一
七
八
石
、
価
格
二
一
万
七

五
三
五
円
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
〇
年
前
の
大
正
五
年
の
作
付
面
積
三
八
九
町
、
生
産
高

五
八
三
五
石
、
価
格
八
万
七
五
二
五
円
の
倍
以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
林
業

は
、
大
正
五
年
の
二
一
万
一
七
四
〇
円
に
比
べ
落
ち
込
み
は
著
し
い
。
村
の
産
業
構
造

は
、
薪
炭
業
主
体
か
ら
米
作
、
畑
作
な
ど
農
業
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
。

千
歳
村
役
場
は
村
長
、
収
入
役
、
書
記
三
人
、
書
記
捕
四
人
の
体
制
だ
っ
た
。

大
正
十
五
年
、
住
民
多
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
鉄
道
が
開
通
し
、
本
村
に
往
来
す
る
も

の
が
多
く
な
っ
た
。
昭
和
二
年
中
の
鉄
道
利
用
者
は
乗
車
が
一
万
六
三
六
八
人
、
下
車

が
二
万
八
六
三
五
人
と
な
っ
て
い
る
（『
千
歳
村
勢
一
覧
』）。

四
年
十
月
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
ウ
ォ
ー
ル
街
で
株
価
の
大
暴
落
が
起
こ
っ

た
。ア
メ
リ
カ
経
済
が
日
に
日
に
悪
化
し
、八
年
五
月
に
は
失
業
者
が
一
二
九
五
万
人
、

失
業
率
二
五
�
に
い
た
っ
た
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
波
及
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ク
レ
デ
ィ
ッ
ト
・
ア
ン
シ
ュ
タ
ル
ト
銀
行
や
ド
イ
ツ
の
ダ
ナ
ー
ド
銀

行
な
ど
有
力
銀
行
が
破
綻
や
支
払
い
停
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
金
融
恐

慌
は
不
況
と
失
業
に
苦
し
ん
で
い
た
イ
ギ
リ
ス
に
飛
び
火
し
、
イ
ギ
リ
ス
は
つ
い
に
金

本
位
停
止
に
踏
み
切
っ
た
。
こ
の
恐
慌
か
ら
抜
け
出
す
た
め
同
年
六
〇
ヵ
国
が
参
加
し

て
ロ
ン
ド
ン
世
界
経
済
会
議
が
開
か
れ
た
が
各
国
の
利
害
が
対
立
し
失
敗
に
終
わ
る
。

そ
れ
以
降
各
国
は
競
っ
て
保
護
主
義
の
方
向
に
走
り
、
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
対

立
す
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
は
や
が
て
軍
事
的
ブ
ロ
ッ
ク
の
形
成
へ
と
進
み
、
し
だ
い
に
軍

事
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
対
立
が
強
ま
っ
て
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

台
頭
し
、
や
が
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
っ
た
。

日
本
は
五
年
一
月
、
金
解
禁
に
踏
み
切
っ
て
い
た
。
同
時
に
約
一
〇
�
の
円
の
切
り

上
げ
を
行
っ
て
い
た
。
金
解
禁
は
結
果
的
に
日
本
が
恐
慌
の
暴
風
を
も
ろ
に
浴
び
る
こ

と
に
な
り
、
株
価
・
物
価
の
暴
落
、
工
業
・
農
業
生
産
の
低
下
、
貿
易
収
支
の
悪
化
、

失
業
者
の
増
大
な
ど
、
日
本
経
済
は
未
曾
有
の
窮
乏
の
淵
に
沈
ん
だ
。
労
働
争
議
が
激

化
し
、
農
村
で
は
小
作
争
議
が
あ
い
つ
い
だ
（
中
村
政
則
「
世
界
恐
慌
と
日
本
」）。

六
年
九
月
十
八
日
の
柳
条
湖
事
件
に
始
ま
っ
た
満
州
事
変
以
降
、
日
本
は
中
国
に
排

他
的
覇
権
を
確
立
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
。
翌
七
年
三
月
、
満
州
国
の
建
国
と
な
り
、

日
本
は
そ
の
承
認
と
同
時
に
結
ば
れ
た
日
満
議
定
書
に
よ
っ
て
満
州
に
お
け
る
権
益
を

確
立
さ
せ
る
。
国
際
連
盟
が
満
州
国
を
否
認
す
る
報
告
と
勧
告
を
採
択
す
る
と
、
八
年

三
月
二
十
七
日
に
連
盟
を
脱
退
し
て
国
際
的
孤
立
化
の
道
を
歩
ん
だ
（
石
島
紀
之
「
全

面
戦
争
へ

盧
溝
橋
の
銃
声
」）。

恐
慌
で
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
財
閥
は
、
戦
争
景
気
の
な
か
で
息
を
吹
き
返
し
、

日
本
経
済
の
覇
権
を
確
立
し
た
（
前
掲
「
世
界
恐
慌
と
日
本
」）。

こ
の
事
変
で
千
歳
村
出
身
の
陸
軍
騎
兵
曹
長
大
畠
政
勝
が
七
年
十
月
十
三
日
満
州
關

保
子
で
、
八
年
四
月
十
二
日
陸
軍
歩
兵
伍
長
近
藤
国
定
が
北
支
の
�
陽
城
附
近
で
戦
死

し
た
。
大
畠
は
八
年
一
月
三
十
日
幌
加
尋
常
小
学
校
で
、
ま
た
近
藤
は
八
年
五
月
十
五

日
千
歳
尋
常
小
学
校
で
村
主
催
の
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
（『
昭
和
八
年
千
歳
村
事
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業
報
告
書
』）。

七
年
末
、
千
歳
村
の
人
口
は
五
〇
七
六
人
、
戸
数
は
九
二
八
戸
を
数
え
た
。
こ
の
ほ

か
ア
イ
ヌ
系
の
人
が
二
四
九
人
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
農
業
五
七
八
戸
、
林
業
一
五

〇
戸
、
工
業
八
戸
、
商
業
三
九
戸
、
運
送
業
二
四
戸
、
公
務
及
び
自
由
業
四
四
戸
、
其

他
の
有
業
者
は
八
五
戸
だ
っ
た
。
人
口
は
確
実
に
増
加
し
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
農
業

関
係
者
と
考
え
ら
れ
る
。

村
役
場

昭
和
八
年
、
千
歳
村
役
場
の
吏
員
の
事
務
分
掌
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（『
昭
和
八
年

千
歳
村
事
務
報
告
書
』）。

係

名

分

掌

職

名

氏

名

村

長

清

水

良

作

会
計
係

現
金
出
納

収
入
役

三

海

亀

蔵

庶
務
主
任

庶
務
、
教
育
、
社
会

書
記
兼

書
記
補

瀬

戸

吉

三

戸
籍
兵
事
主
任

戸
籍
、
寄
留
、
兵
事

同

春

木

冬
至
郎

財
務
主
任

財
政
、
税
務

同

熊

谷

正

勧
業
土
木
主
任

勧
業
、
土
木

書
記
補

林

準

一

統
計
主
任
兼
兵

事
勧
業
係

統
計
、
牛
馬
籍

同

中

川

亀
太
郎

財
務
係

財
務
、
税
務

同

斉

藤

廣

吉

戸
籍
兵
事
係

戸
籍
、
寄
留
、
兵
事

同

関

武

庶
務
係

庶
務
、
教
育
、
衛
生

同

遠

田

久

雍

庶
務
一
般

臨
時
雇

高

田

武

雄

財
務

同

吉

川

昌

雄

人
員
も
増
え
、
業
務
も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。

村
会昭

和
八
年
六
月
一
日
、
千
歳
村
の
村
会
議
員
の
改
選
が
行
わ
れ
当
選
者
は

中
川
種
次
郎

渡
部
栄
蔵

谷
本
亀

清
水
市
郎

細
川
孫
作

吉
田
峰
蔵

今
勘

吉

吉
川
傳
作

関
久
五
郎

木
谷
外
男

滝
川
亮
次

井
上
栄
作

高
橋
徳
久

安

沢
作
次

植
田
藤
次
郎

鈴
木
六
三
郎

大
宮
間
右
衛
門

�
重
寿
吉

以
上
の
一
八
名
だ
っ
た
。

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
九
七
四
人
、
投
票
者
数
九
一
三
人
、
棄
権
者
六
一
人
だ
っ

た
。常

設
委
員
は
村
会
議
員
中
か
ら
中
川
種
次
郎
、
渡
部
栄
蔵
、
鈴
木
六
三
郎
、
細
川
孫

作
、
高
橋
徳
久
、
谷
本
亀
の
六
名
と
、
村
公
民
か
ら
鈴
木
恭
次
郎
、
堤
丈
太
郎
、
清
水

清
信
、
小
野
塚
貢
の
計
一
〇
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
土
木
工
事
監
督
常
設
委
員
は
滝
川
亮

次
、
木
谷
外
男
、
関
久
五
郎
、
清
水
市
郎
、
今
勘
吉
、
井
上
栄
作
、
植
田
藤
次
郎
、
安

澤
作
次
、
吉
田
峰
蔵
の
九
名
で
あ
っ
た
。

こ
の
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
選
挙
会
は
役
場
内
一
ヵ
所
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
と

き
初
め
て
投
票
分
会
を
幌
加
校
に
設
け
た
。

村
会
に
関
す
る
記
録
は
乏
し
い
が
九
年
二
月
二
十
三
日
に
、
千
歳
村
役
場
会
議
室
に

召
集
し
、
二
十
五
日
ま
で
、
次
の
議
題
を
審
議
し
て
い
る
。

議
案
第
一
号

昭
和
八
年
度
千
歳
村
歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算

議
案
第
二
号

昭
和
八
年
度

同

特
別
会
計
備
荒
基
本
財
産
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
三
号

昭
和
九
年
度

同

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
四
号

昭
和
九
年
度

同

基
本
財
産

特
別
会
計

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
五
号

昭
和
九
年
度

同

特
別
会
計

灌

漑

溝

歳
入
歳
出
予
算

７８２
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議
案
第
六
号

昭
和
九
年

同

製
炭
資
金

特
別
会
計
自
作
農

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
七
号

昭
和
九
年

同

特
別
会
計
自
作
農

創
設
維
持
資
金

歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
八
号

昭
和
九
年
度
千
歳
村
特
別
会
計
備
荒
基
本
財
産
歳
入
歳
出
予
算

議
案
第
九
号

備
荒
基
本
財
産
畜
積
条
例

議
案
第
十
号

備
荒
基
本
財
産
特
別
会
計
規
則

議
題
第
十
一
号

千
歳
村
有
給
吏
員
定
数
規
程
設
定
ノ
件

議
題
第
十
二
号

有
給
吏
員
給
料
額
旅
費
額
及
支
給
方
法
中
改
正
ノ
件

議
案
第
十
三
号

名
誉
職
吏
員
報
酬
額
及
実
費
弁
償
支
給
条
例
中
改
正
ノ
件

議
案
第
十
四
号

営
造
物
建
築
準
備
積
立
金
停
止
ノ
件

議
案
第
十
五
号

基
本
財
産
一
時
支
消
ノ
件

議
案
第
十
六
号

国
税
並
地
方
税
附
加
税
賦
課
ノ
件

議
案
第
十
七
号

補
助
ノ
件

議
案
第
十
八
号

寄
付
金
ノ
件

議
案
第
十
九
号

特
別
税
反
別
割
賦
課
徴
収
条
例
中
改
正
ノ
件

議
案
第
二
〇
号

村
税
特
別
税
段
別
割
賦
課
率
ノ
件

議
案
第
二
十
一
号

基
本
財
産
支
消
金
補
填
方
法
議
決
変
更
ノ
件

議
案
第
二
十
二
号

補
助
ノ
件

九
年
度
の
歳
入
歳
出
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
七
万
五
九
二
七
円
で
あ
っ
た
。

十
年
の
耕
地
面
積
は
四
一
四
五
町
歩
（
田
一
〇
五
三
町
歩
・
畑
三
〇
九
二
町
歩
）、

主
要
農
作
物
は
米
・
大
豆
・
麦
・
燕
麦
・
豌
豆
、
総
生
産
価
格
は
総
額
八
五
万
円
、
う

ち
農
産
五
五
万
円
・
林
産
一
六
万
円
・
畜
産
一
〇
万
円
な
ど
で
あ
り
、
農
家
戸
数
は
七

三
七
戸
・
四
三
四
一
人
、
全
戸
数
の
約
八
割
が
農
業
だ
っ
た
（『
北
海
道
の
地
名
』）。

千
歳
村
と
飛
行
場

昭
和
四
年
二
月
、
国
営
飛
行
場
と
し
て
設
置
方
を
貴
衆
両
議
院
に
請
願
、
衆
院
で
通

過
採
択
さ
れ
た
が
、
実
現
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

村
は
千
歳
村
陸
軍
飛
行
隊
設
置
連
成
会
を
組
織
し
、
九
年
九
月
十
五
日
創
立
総
会
を

開
催
し
た
。
会
則
、
予
算
工
事
施
行
計
画
及
び
方
法
を
決
定
、
作
業
に
要
す
る
労
力
は

村
民
の
勤
労
奉
仕
で
あ
っ
た
が
、
村
費
を
七
四
〇
円
を
支
出
し
た
。
九
月
二
十
八
日
に

第
一
期
工
事
と
し
て
五
万
坪
の
整
備
に
着
手
し
た
。
当
初
目
的
の
五
万
坪
に
及
ば
な
い

が
四
万
五
〇
〇
〇
坪
を
十
月
二
十
三
日
ま
で
に
完
成
し
た
。
同
月
二
十
八
日
、
新
飛
行

場
で
開
場
式
を
、
ま
た
千
歳
小
学
校
で
竣
功
祝
賀
会
を
催
し
た
。

同
年
冬
、
の
ち
航
空
自
衛
隊
初
代
千
歳
基
地
司
令
に
な
る
中
島
正
が
雪
上
訓
練
（
ス

キ
ー
飛
行
の
開
発
）
の
基
地
を
探
す
た
め
千
歳
を
訪
ね
て
い
る
。「
飛
行
所
と
い
っ
て

も
、
只
の
の
っ
ぱ
ら
で
雪
の
上
に
兎
の
足
跡
が
無
数
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
二
枚
羽

根
の
戦
闘
機
の
脚
の
車
を
ス
キ
ー
に
代
え
て
訓
練
し
た
」（
中
島
正
「
千
歳
基
地
二
十
五

周
年
に
当
っ
て
思
う
こ
と
」）。

十
年
二
月
、
千
歳
村
は
陸
軍
飛
行
隊
設
置
の
陳
情
請
願
を
行
っ
た
。
八
六
〇
人
の
署

名
捺
印
が
あ
っ
た
。

同
年
三
月
九
日
、
陸
軍
航
空
特
別
演
習
の
計
画
責
任
者
で
あ
る
航
空
本
部
員
青
木
喬

大
尉
が
千
歳
を
訪
れ
た
。
青
木
大
尉
は
同
年
秋
、
津
軽
海
峡
を
挟
ん
だ
航
空
攻
防
演
習

す
る
た
め
道
内
の
演
習
地
適
地
調
査
に
来
道
し
て
い
た
。

同
年
三
月
二
十
五
日
に
陸
軍
飛
行
隊
設
置
の
請
願
が
採
択
に
な
っ
た
千
歳
村
は
、
こ

の
陸
軍
航
空
特
別
演
習
を
陸
軍
飛
行
隊
誘
致
の
絶
好
の
機
会
と
考
え
た
。

こ
の
た
め
の
第
二
期
拡
張
工
事
は
、
同
年
四
月
四
日
に
着
手
勤
労
奉
仕
の
ほ
か
、
一

部
請
負
に
付
し
、
雇
上
人
夫
を
使
役
し
六
月
六
日
、
予
定
ど
お
り
完
成
し
た
。
第
一
期

四
万
五
〇
〇
〇
坪
を
合
せ
一
〇
万
三
六
二
〇
坪
の
飛
行
場
に
な
っ
た
。

第
三
四
回
陸
軍
特
別
演
習
が
北
海
道
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
村
は
、
飛
行
場

第５章 日中戦争と海軍航空隊

７８３

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.22 09.39.25  Page 323 



の
拡
張
整
備
の
た
め
、
第
三
期
計
画
を
立
て
、
全
村
民
の
勤
労
奉
仕
を
基
本
と
し
て
約

六
万
八
〇
〇
〇
坪
の
工
事
に
十
一
年
五
月
十
日
着
手
、
六
月
二
十
日
、
こ
れ
を
完
成
さ

せ
た
。
拡
張
面
積
は
最
大
規
模
で
六
万
八
〇
〇
〇
坪
以
上
の
工
事
面
積
と
な
っ
た
。
千

歳
飛
行
場
は
拡
張
工
事
で
面
積
一
七
万
二
〇
〇
〇
坪
で
北
海
道
最
大
の
飛
行
場
面
積
に

な
っ
た
。

同
年
十
月
十
八
日
、
千
歳
尋
常
高
等
小
学
校
で
千
歳
村
国
民
精
神
総
動
員
大
会
が
開

か
れ
て
い
る
。
時
局
を
反
映
し
て「
重
大
事
局
と
国
民
精
神
総
動
員
実
施
の
要
諦
」、「
上

海
に
お
け
る
陸
海
軍
協
同
戦
況
並
空
軍
の
活
躍
」
な
ど
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
て
い

る
。同

年
十
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
、
陸
軍
特
別
大
演
習
が
行
わ
れ
、
千
歳
に
も
総
監

部
が
置
か
れ
た
。
千
歳
村
ネ
シ
コ
シ
橋
付
近
で
北
軍
（
第
七
師
団
）
と
南
軍
（
第
八
師

団
）
両
軍
が
衝
突
し
、
南
軍
は
千
歳
川
を
敵
前
渡
河
し
島
松
方
面
に
進
軍
し
た
（
守
屋

憲
治
『
北
の
翼－

千
歳
航
空
史－

』）。

十
年
の
国
勢
調
査
で
は
人
口
、
一
〇
五
七
世
帯
、
六
五
五
七
人
で
あ
っ
た
。

十
年
に
は
、
大
阪
の
水
谷
政
次
郎
が
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地
が
あ
る
辺

り
に
総
面
積
五
二
五
町
、
施
業
面
積
二
五
〇
町
の
農
場
を
開
設
し
て
い
る
。
水
谷
は
、

西
足
寄
（
現
十
勝
管
内
足
寄
町
）、
丸
瀬
布
（
現
網
走
管
内
遠
軽
町
）、
小
清
水
町
な
ど

に
農
地
を
開
い
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー
を
は
じ
め
最
新
鋭
の
農
機
具
を
米
国
か
ら
輸
入
し
、

機
械
化
さ
れ
た
大
農
場
だ
っ
た
。

十
二
年
七
月
十
二
日
、
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
付
近
で
日
中
両
軍
が
戦
闘
、
そ
の
後
華

北
、
華
中
に
戦
火
が
飛
び
火
し
、
日
中
は
全
面
戦
争
に
拡
大
し
て
い
く
。
本
村
か
ら
も

数
多
く
の
若
者
が
応
召
さ
れ
、
千
歳
駅
で
は
出
征
服
軍
人
を
見
送
る
人
で
溢
れ
た
。
全

村
あ
げ
て
若
者
の
武
運
長
久
を
祈
り
、
日
の
丸
の
小
旗
を
振
り
送
り
出
し
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
戦
線
の
急
激
な
拡
大
と
、
中
国
側
の
抗
戦
に
よ
り
、
日
本
軍
は
攻
勢
を

続
行
す
る
力
を
失
っ
て
い
く
。
こ
の
日
中
戦
争
で
の
千
歳
町
関
係
者
の
戦
死
、
戦
病
死

者
は
二
二
名
に
の
ぼ
る
（『
千
歳
町
戦
没
者
追
悼
写
真
帖
』）。

千
歳
駅
の
乗
降
客
は
順
調
に
伸
び
、
こ
の
年
、
乗
車
人
員
三
万
二
八
二
四
人
、
下
車

人
員
三
万
四
二
二
五
人
と
な
っ
て
い
る
（『
千
歳
村
勢
要
覧
』）。

海
軍
省
は
、
昭
和
十
二
年
四
月
中
旬
、
大
湊
海
軍
航
空
隊
に
北
海
道
西
部
地
区
と
青

森
県
東
南
部
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
飛
行
場
設
置
の
た
め
の
調
査
指
令
を
出
し
た
。
大
湊
海

軍
航
空
隊
は
、
攻
撃
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
檜
貝
譲
治
大
尉
と
戦
闘
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
小
福

田
皓
文
中
尉
を
そ
の
調
査
に
派
遣
し
た
。

檜
垣
ら
は
、
ま
ず
石
狩
川
の
下
流
付
近
を
踏
査
し
た
が
、
地
形
、
地
質
、
気
象
、
交

通
、
排
水
、
地
価
及
び
取
得
の
難
易
度
、
そ
の
他
、
所
有
条
件
を
充
た
す
よ
う
な
場
所

は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
南
の
苫
小
牧
は
「
地
質
と
海
霧
の
進
入
」
と
い
う

難
点
が
あ
り
、
や
む
な
く
、
す
こ
し
方
向
を
変
え
、
千
歳
村
を
訪
れ
た
。

役
場
は
二
ヵ
所
の
候
補
地
を
提
示
し
案
内
し
た
。
最
初
に
案
内
さ
れ
た
水
谷
牧
場

は
、
見
渡
す
限
り
の
平
坦
、
か
つ
整
地
さ
れ
た
大
農
場
だ
っ
た
。
適
地
と
思
わ
れ
た
が
、

責
任
者
の
口
ぶ
り
か
ら
取
得
は
難
し
そ
う
で
あ
っ
た
。
次
に
訪
れ
た
の
は
、
村
は
ず
れ

の
六
〇
〇
�
四
方
く
ら
い
の
平
坦
な
草
地
だ
っ
た
。
当
時
滑
走
路
の
長
さ
は
一
五
〇
〇

�
程
度
と
さ
れ
、
こ
の
付
近
で
あ
れ
ば
拡
張
し
、
そ
の
他
地
質
な
ど
諸
条
件
も
悪
く
な

か
っ
た
。
結
局
、
現
在
の
千
歳
飛
行
場
を
第
一
候
補
と
し
て
、
細
部
調
査
の
う
え
報
告

書
を
提
出
し
た
（
小
福
田
祖
「
適
地
を
求
め
て
」）。

同
年
九
月
、
海
軍
省
は
千
歳
飛
行
場
を
海
軍
航
空
基
地
と
正
式
に
決
定
し
、
本
格
的

な
飛
行
場
整
備
が
進
め
ら
れ
、
十
四
年
十
一
月
五
日
開
隊
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が

今
日
の
千
歳
飛
行
場
、
新
千
歳
空
港
に
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
三
年
度
、
千
歳
村
は
戸
数
一
二
五
九
戸
、
人
口
男
五
〇
六
四
人
、
女
三
七
三

〇
人
、
計
八
七
九
四
人
を
数
え
て
い
た
（
表
５－

１
）。

耕
地
面
積
は
、
田
一
〇
六
〇
町
歩
、
畑
三
三
五
四
町
歩
、
農
業
戸
数
は
六
八
四
戸
。

農
業
生
産
高
は
一
〇
八
万
一
一
三
八
円
で
あ
る
。

７８４
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十
二
年
初
頭
、

海
軍
航
空
隊
の
設

置
が
決
定
さ
れ
直

ち
に
用
地
買
収
、

立
木
の
伐
採
、
整

地
な
ど
造
成
工
事

が
着
手
さ
れ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
海

軍
の
建
設
先
遣
隊

の
軍
人
、
工
事
に

携
わ
る
工
事
関
係
者
が
千
歳
村
に
流
入
し
て
き
た
。
十
二
年
度
以
降
の
人
口
増
は
そ
う

し
た
も
の
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
５－

２
は
昭
和
初
期
か
ら
中
頃
ま
で
の
役
場
の
歳
入
歳
出

予
算
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
四
年
予
算
は
、
同
五
年
度
予
算
の
ほ
ぼ
倍
近
い
規
模
に

な
っ
て
い
る
。
十
四
年
度
予
算
に
は
新
た
に
警
防
費
は
経
常

費
、
臨
時
費
合
せ
て
二
〇
〇
九
円
、
ま
た
、
防
空
費
二
八
七
円

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
く
は
不
明
だ
が
十
二
年
の
盧
溝
橋

事
件
以
降
、
中
国
で
戦
火
が
拡
大
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
戦
時

下
を
想
定
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
級
町
村
制
時
代

昭
和
十
四
年
四
月
一
日
、
一
級
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
千
歳

村
は
一
級
村
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
前
後
し
て
色
々
な
役
所
の
出

先
機
関
が
千
歳
に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
級
町
村
で
は
、
町
村
長
及
び
助
役
は
任
期
四
年
で
町
村
会

が
選
挙
し
、
北
海

道
庁
長
官
の
認
可

を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、

収
入
役
は
、
任
期

四
年
で
、
町
村
長

の
推
薦
に
よ
り
町

村
会
が
選
び
、
北

海
道
庁
長
官
の
認

可
を
受
け
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

町
村
会
の
議
員

表５－１ 昭和初期の戸口と人口

年 戸口 人口

昭和元年 ９５２＊１ ５，０４５

２年 ８９０ ４，７１７

３年 ８９３＊２ ４，７３３

４年 ９１８ ４，８６５

５年 ９６５ ５，２７５

６年 ９２６＊３ ５，０５６

７年 ９２８ ５，０７６

８年 ９２６ ５，２７３

９年 ９７２ ５，５１３

１０年 １，０５７ ６，５５７

１１年 １，０６４ ６，５８０

１２年 １，１９０ ７，４２０

１３年 １，２５９ ８，７９４

１４年 １，６９４＊４ １０，６７８

＊１ 『北海道庁統計書』第３８回大正１５・昭
和元年 第１巻

＊２ 『北海道庁統計書』第４０回昭和３年
第１巻土地戸口其他

＊３ 『石狩支庁管内要覧』
＊４ 『北海道統計』第８１号

表５－２ 昭和初期から中頃までの歳入歳出予算（年度）

歳入科目 昭和５ 昭和９ 昭和１２ 昭和１４

使用料及び手数料 ５５０ ７１８ ７９５ ７４４

交付金 ６８１ １，５６０ ２，００１ ２，４３９

公有林費交付金 ２，２６９ － － －

下賜金 ２，８９３ ２，８９３ ２，９８５ １，９８４

国庫下渡金 １１，５００ １４，７２４ ９，０６８ １３，７２１

国庫補助金 ２２９ ４０１ １７１ ２７４

地方費補助金 １３１ ６，４４８ １，２５１ ４，８５５

寄付金 ６８０ ２，０７５ ９，７０３

繰入金 ２ ２ ２

償還金 ４００ － － －

繰越金 － １，５００ ５０ －

救護費弁償金 － １０ － －

村税 ５１，０９８ ４５，１８４ ５５，６０９ ８，６６８

雑収入 ９８０ １，８０７ １，９３５ １，３６１

補給金 － － － １５８

旧村引継金 － － － ９，４６４

旧村未入金 － － － ６，７３０

合 計 ７０，７３１ ７５，９２７ ８０，４３７ １２１，１０３

歳出科目 昭和５ 昭和９ 昭和１２ 昭和１４

（経常費）

神社費 １，０００ ７１０

会議費 ９４９ １，０２５ １，０３７ ７０９

役場費 １４，２３５ １３，７３６ １４，６２７ ２３，００５

土木費 ５，０４０ ４，１３８ １，２００ １，８００

小学校費 ２６，０００ ２６，３０４ ３０，２５０ ３８，５７４

青年学校費 ３，７５２ ３８，５７４

学事諸費 １，３７７ １，５２０ １００ １００

伝染病予防費 １７５ ２０５ ３９９ ２７４

トラホーム予防費 ７８ ５８ １０３ ７４

村医費 ２，１３０ ２，２４０ ２，６９０ １，４６０

墓地費 － ５０ ８０ ８

火葬場費 ５ １５ ３０ ３０

勧業費 ４８０ ４７０ ２８５ １，４９７

史跡名勝天然記念物保存費 － － １１０ １００

史蹟保存費 ３０ ３０ － －

社会事業費 － ６８５ ６４０ ６４９

母子保護費 － － － １３３

公会堂費 ４５ ８０ １００ －

警備費 ６５０ ６９１ ６６８ －

警防費 － － － ２，００９

防空費 － － － ２８７

基本財産繰入金 － － ３００ ３００

財産費 ４１８ ８２１ ６１０ ５２２

諸税及負担 １５５ ３３ ７３５ １，１００

選挙諸費 ４９ ６０ ９０ －

統計費 １，０３４ ５１４ ７０４ ７０９

地方改良費 ６００ ７３９ ６１０ １，１００

教育教化費 － － － １２０

経済更生費 － ７５０ ４４０ １，０７３

雑支出 １，０９９ １，２４６ １，３４２ １，３２３

旧村未払金又は支出 － － － １４，７２９

予備費 ８０２ ９３０ ６００ ８００

経常経費計 ５５，３５１ ５６，３４０ ６２，５０２ １００，６６２

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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定
数
は
、
一
級
町
村
で
は
人
口
段
階
別
に
八
人
か
ら
二
四
人
ま
で
法
定
と
し
て
い
る
。

一
級
町
村
の
町
村
会
議
員
の
任
期
は
六
年
で
三
年
毎
に
各
級
で
半
数
を
改
選
す
る
。
議

長
は
町
村
長
が
あ
た
っ
た
。

一
級
町
村
に
は
、
そ
の
後
幾
多
の
改
正
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
年
の
制
定
当
初
よ
り

相
当
に
自
治
が
充
実
さ
れ
、
本
州
府
県
に
適
用
さ
れ
て
い
る
市
制
町
村
制
に
準
ず
る
制

度
に
な
っ
て
き
た
。

昭
和
十
四
年
三
月
十
七
日
付
け
北
海
タ
イ
ム
ス
は
、

千
歳
郡
千
歳
村
が
一
級
町
村
制
を
施
行
す
る
こ
と
に
十
四
日
付
け
内
務
省
告
示
を
以
っ

て
指
定
さ
れ
て
い
る
。
尚
こ
れ
ら
昇
格
に
伴
う
村
会
議
員
選
挙
は
六
月
三
十
日
頃
執
行
見

込
み
で
あ
り
、
村
長
の
選
挙
並
に
助
役
、
収
入
役
の
選
定
は
右
村
会
成
立
後
行
は
る
べ
く
、

そ
の
間
は
村
長
及
び
収
入
役
の
臨
時
代
理
者
の
任
命
又
は
職
務
管
掌
の
派
遣
に
よ
り
代
行

さ
れ
る
筈
で
あ
る

と
伝
え
て
い
る
。

畠
山
定
吉
村
長
は
、
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
、
千
歳
村
に
一
級
町
村
制
が
実
施
さ
れ

る
と
、
村
長
は
公
選
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
決
定
ま
で
暫
定
的
に
一
級
町
村
制
の

村
長
の
臨
時
代
理
者
に
な
っ
た
。

七
月
十
五
日
、
石
狩
支
庁
か
ら
村
長
職
務
管
掌
と
し
て
高
橋
鋼
三
郎
が
任
命
さ
れ
、

十
月
十
四
日
岡
本
幸
信
が
公
選
に
よ
る
最
初
の
村
長
に
な
っ
た
（
表
５－

３
参
照
）。

助
役
が
設
置
さ
れ
、
初
代
の
助
役
は
松
樹
亮
渓
だ
っ
た
。
役
場
の
職
員
は
こ
の
ほ
か
書

記
が
六
人
、
書
記
補
六
人
、
技
手
が
一
名
の
一
〇
人
だ
っ
た
。

同
年
六
月
三
十
日
村
会
議
員
に
次
の
一
五
名
が
当
選
し
た
（『
昭
和
十
六
年
事
務
報
告

書
並
財
産
書
』）。

二
瓶
千
信

渡
部
栄
蔵

高
橋
徳
久

鈴
木
恭
次
郎

井
上
栄
作

窪
田
與
三
右
衛
門

山
崎
友
吉

細
川
孫
作

甲
斐
荘
正
顕

吉
田
峰
蔵

滝
川
亮
次

堤
丈
太
郎

中
川
種
次
郎

藤
本
音
市

清
水
市
郎

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
海
軍
航
空
基
地
は
同
年
十
月
一
日
に
開
隊
し
、
記
念
式
典

が
催
さ
れ
た
。
航
空
隊
の
勢
力
は
、
陸
上
攻
撃
機
一
隊
、
艦
上
戦
闘
機
二
隊
か
ら
編
制

さ
れ
、
配
置
機
数
は
四
八
機
で
あ
っ
た
。

航
空
隊
が
設
置
さ
れ
て
千
歳
の
町
は
様
子
が
一
変
し
た
。
昭
和
十
五
年
に
は
千
歳
座

が
開
業
し
、
映
画
、
芝
居
の
興
行
が
打
た
れ
た
。

十
六
年
当
時
の
村
役
場
の
陣
容
は
次
の
と
お
り
だ
っ
た
。

村

長

岡
本

幸
信

庶
務
係

書
記
補

前
田

実

助

役

松
樹

亮
渓

戸
籍
兵
事
係

〃

石
井

久
一

収
入
役

三
海

亀
蔵

統
計
係

〃

渡
邉

静

勧
業
主
任

書

記

村
田

貢

土
木
主
任

技
手
兼

書
記
補

鈴
木

茂

財
務
主
任

〃

今
田

彌
一

歳出科目 昭和５ 昭和９ 昭和１２ 昭和１４

（臨時の部）

小学校費 １９５ － ４，３００ －

土木費 ２，５７７ ８，６７８ ６００ ９，２０６

公債費 ６００ ２０８ ６８７ ６９８

基本財産支消補償金 ７，３４３ ２，３２４ － －

訴訟費 ５ ５ ５ －

補助金 ３，６６０ ５，０３９ ４，６３９ ４，５４７

土地払下代 １，０００

役場費 － － ３０ －

火葬場費 － ８００ － －

建築物買収費 － ２，５００ － －

寄付金 － ３３ － －

積立金穀 － － ３７５ ２，３２２

積戻金 － － ６，２２９ ２，５６８

財産買入金 － － ８００ －

雑支出 － － ７０ －

大演習記念帳編纂費 － － ２００ －

経済更生費 － － － １００

統計諸費 － － － １００

選挙諸費 － － － ３００

警防費 － － － ５００

教育教化費 － － － １００

臨時の部計 １５，３８０ １９，５８７ １７，９２５ ２０，４４１

合 計 ７０，７３１ ７５，９２７ ８０，４３７ １２１，１０３

７８６

第４編 開拓の開始と近代社会の成立
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庶
務
主
任

〃

佐
藤

文
喜

勧
業
係

臨
時
雇

高
崎

勇

調
整
主
任

〃

高
須

常
一

調
整
係

〃

小
川

守

戸
籍
兵
事

主

任

〃

米
田

忠
雄

〃

〃

佐
々
木
キ
ヨ

勧

業

係

〃

青
木

国
蔵

書

記

佐
々
木
佐
一

応
召
中

財

務

係

書
記
補

新
谷
喜
久
夫

〃

山
崎

辰
雄

〃

勧

業

係

〃

工
藤
平
八
郎

〃

生
田

正
義

〃

庶

務

係

〃

池

久
男

村
の
吏
員
、
佐
々
木
佐
一
、
山
崎
辰
雄
、
生
田
正
義
な
ど
三
名
が
応
召
し
て
お
り
、

さ
ら
に
兵
事
、
戦
死
・
戦
病
者
の
村
葬
な
ど
各
種
事
務
が
日
に
日
に
激
増
す
る
な
ど
時

局
の
進
展
は
千
歳
村
に
も
押
し
寄
せ
て
い
た
。

千
歳
駅
か
ら
航
空
基
地
ま
で
道
路
は
、
昭
和
十
六
年
五
月
か
ら
十

一
月
ま
で
の
工
期
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
さ
れ
た
。
市
街
地
に
は
将

校
ク
ラ
ブ
「
水
交
社
」、
下
士
官
ク
ラ
ブ
「
海
仁
会
」
が
建
設
さ
れ
、

甲
号
、
乙
号
の
士
官
、
下
士
官
用
宿
舎
が
九
九
棟
一
八
四
戸
建
て
ら

れ
た
。
そ
の
他
、
工
員
宿
舎
、
寮
も
建
て
ら
れ
た
（
前
掲
『
北
の
翼

－

千
歳
航
空
史－

』）。

十
四
年
の
海
軍
航
空
隊
の
開
隊
に
よ
り

千
歳
村
は
確
実
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

二
十
年
ま
で
の
戸
数
と
人
数
の
推
移
は

表
５－

４
の
と
お
り
で
あ
る
。

参
考
文
献

千
歳
村
『
千
歳
村
勢
一
覧
』
一
九
二
八
年
／

同
『
昭
和
八
年
千
歳
村
事
務
報
告
書
』
一
九

二
〇
年
／
千
歳
町
『
千
歳
町
戦
没
者
追
悼
写
真
帖
』
一
九
五
四
年
／
石
島
紀
之
「
全
面
戦
争
へ

盧
溝
橋
の
銃
声
」『
週
間
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
一
一
六
』
朝
日
新
聞
社

一
九
八
八
年
／
中

村
政
則
「
世
界
恐
慌
と
日
本
」『
週
間
朝
日
百
科
日
本
の
歴
史
一
一
三
』
朝
日
新
聞
社

一
九
五

四
年
／
有
限
会
社
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
北
海
道
の
地
名
』
平
凡
社

一
九
五
四
年

／
千
歳
村
『
千
歳
村
勢
要
覧

昭
和
十
四
年
度
』
一
九
三
九
年
／
中
島
正
「
千
歳
基
地
二
十
五

周
年
に
当
た
っ
て
思
う
こ
と
」『
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

二
十
五
年
史
』
航
空
自
衛
隊
千
歳
基

地

一
九
八
三
年
／
小
福
田
祖
「
適
地
を
求
め
て
」『
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

二
十
五
年
史
』

航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地

一
九
八
三
年
／
守
屋
憲
治

『
北
の
翼－

千
歳
航
空
史－

』
み
や
ま
書

房

一
九
八
五
年

第
二
項

政
党
政
治

護
憲
三
派
内
閣
の
成
立

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
、
第
二
次
山
本
権
兵
衛
内
閣
が
虎
ノ
門
事
件
の
責
任
を

と
っ
て
総
辞
職
し
た
の
ち
、
元
老
西
園
寺
公
望
が
後
継
首
相
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、
特

定
の
政
党
と
関
係
を
持
た
な
い
、
旧
山
県
有
朋
系
官
僚
で
あ
る
清
浦
圭
吾
枢
密
院
議
長

で
あ
っ
た
。
翌
年
一
月
、
清
浦
内
閣
は
貴
族
院
を
背
景
と
し
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
陣

容
は
軍
部
、
外
相
以
外
の
全
閣
僚
を
貴
族
院
議
員
で
独
占
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

普
通
選
挙
に
よ
る
政
治
刷
新
を
期
待
す
る
国
民
に
強
い
失
望
を
与
え
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
も
ま
た「
特
権
内
閣
」と
し
て
激
し
く
攻
撃
し
始
め
た
。
こ
う
し
て
、
加
藤
友
三
郎
、

山
本
、
清
浦
と
三
代
続
け
て
非
政
党
内
閣
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

清
浦
は
組
閣
の
大
命
を
受
け
る
と
、
衆
議
院
第
一
党
の
政
友
会
に
接
近
し
与
党
と
な

る
こ
と
を
要
請
し
た
が
、
政
友
会
総
裁
の
高
橋
是
清
ら
主
流
派
は
清
浦
内
閣
の
与
党
と

な
る
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
政
友
会
の
領
袖
で
あ
っ
た
床
次
竹
二
郎
は
高
橋

に
反
発
し
、
一
四
九
名
を
引
き
連
れ
て
政
友
会
を
離
党
し
た
。
床
次
は
離
党
者
を
中
核

と
し
て
新
た
に
政
友
本
党
を
結
成
し
、
清
浦
内
閣
の
与
党
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
政
友

表５－４ 昭和中頃の戸数と人口

年 戸数 人口
１５年 ２，１１３ １２，２４０
１６年 ２，１８３ １２，９８６
１７年 ２，２５０ １３，９９４
１８年 ２，１０９ １６，７５３
１９年 ２，５１０ １７，６８８
２０年 １，９６５ １０，５０５

表５－３ 一級町村制時代の村長

就 任 年 月 日 氏 名

臨時代理 昭和１４年１月３０日 畠山 定吉

職務管掌 昭和１４年７月１５日 高橋鋼三郎

初代村長 昭和１４年１０月１４日 岡本 幸信

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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会
に
残
っ
た
者
は
一
二
九
名
と
な
り
、
野
党
第
一
党
か
ら
も
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
清
浦
内
閣
の
露
骨
な
切
り
崩
し
工
作
に
憤
激
し
た
高
橋
は
、
同
じ
く
野
党
で

あ
る
憲
政
会
、
革
新
倶
楽
部
と
連
携
し
て
、
い
わ
ゆ
る
第
二
次
護
憲
運
動
を
推
進
し
て

い
く
の
で
あ
る
。

翌
十
三
年
一
月
十
八
日
、
高
橋
是
清
、
加
藤
高
明
（
憲
政
会
）、
犬
養
毅
（
革
新
倶

楽
部
）
ら
各
党
の
代
表
は
三
浦
梧
楼
の
斡
旋
で
会
談
し
、
護
憲
三
派
を
結
成
す
る
こ
と

で
合
意
を
見
た
。
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
清
浦
内
閣
を
倒
し
て
憲
政
の
本
義
に
則
り
、

政
党
内
閣
制
の
確
立
を
期
す
」
こ
と
で
あ
り
、
護
憲
三
派
に
よ
る
護
憲
運
動
が
全
国
各

地
で
展
開
さ
れ
た
。
護
憲
運
動
の
全
国
的
な
広
が
り
に
危
機
感
を
抱
い
た
清
浦
は
、
任

期
満
了
を
待
た
ず
に
自
ら
総
選
挙
に
打
っ
て
出
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
後
に
「
懲
罰
解

散
」
あ
る
い
は
「
清
浦
ク
ー
デ
タ
ー
」
と
も
称
さ
れ
る
も
の
で
、
清
浦
は
選
挙
の
勝
利

に
よ
る
起
死
回
生
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
こ
の
選
挙
の
争
点
は
、
政
党
内
閣
の
実
現
、

そ
し
て
成
年
男
子
に
普
通
選
挙
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
清
浦
内
閣
が
貴
族
院

を
背
景
に
成
立
し
た
こ
と
で
、
貴
族
院
を
改
革
す
べ
き
と
い
う
関
心
も
国
民
の
間
で
急

速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
政
府
が
露
骨
に
護
憲
三
派
に
対
す
る
選
挙
妨
害
を

行
っ
た
こ
と
が
、
国
民
の
更
な
る
憤
激
を
招
く
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

同
年
五
月
十
日
に
行
な
わ
れ
た
第
一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
護
憲
三
派
が
二

八
六
名
（
憲
政
会
一
五
一
名
。
政
友
会
一
〇
五
名
、
革
新
倶
楽
部
三
〇
名
）
の
当
選
を

果
た
し
、
こ
れ
に
対
し
政
友
本
党
は
一
〇
九
名
の
当
選
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

護
憲
三
派
の
圧
勝
に
終
わ
っ
た
選
挙
結
果
を
う
け
て
、
六
月
七
日
、
清
浦
内
閣
は
総

辞
職
し
、
比
較
第
一
党
で
あ
る
加
藤
高
明
憲
政
会
総
裁
に
組
閣
の
大
命
が
下
っ
た
。
六

月
十
一
日
、
護
憲
三
派
に
よ
る
連
立
内
閣
で
あ
る
、
加
藤
内
閣
が
発
足
す
る
。
加
藤
は
、

政
友
会
か
ら
二
名
、
革
新
倶
楽
部
か
ら
一
名
を
閣
僚
に
登
用
す
る
な
ど
、
軍
部
大
臣
を

除
く
閣
僚
全
て
を
政
党
人
か
ら
任
命
し
た
。
こ
う
し
て
、
昭
和
の
政
党
内
閣
は
そ
の
は

じ
ま
り
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

普
通
選
挙
法
と
治
安
維
持
法
の
成
立

総
選
挙
の
勝
利
を
受
け
て
誕
生
し
た
加
藤
高
明
内
閣
は
、
国
民
の
要
望
に
こ
た
え
る

た
め
、
ま
ず
普
通
選
挙
法
案
の
作
成
に
着
手
し
た
。
そ
れ
は
、
普
選
法
を
成
立
さ
せ
な

け
れ
ば
、
国
民
か
ら
護
憲
三
派
の
既
成
政
党
が
見
放
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
も
あ
っ

た
。主

な
内
容
は
、
男
子
の
納
税
資
格
を
撤
廃
し
、
二
五
歳
以
上
の
成
人
男
子
に
選
挙
権

を
、
三
〇
歳
以
上
に
被
選
挙
権
を
与
え
る
こ
と
と
、
選
挙
区
を
小
選
挙
区
制
か
ら
中
選

挙
区
制
に
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
中
選
挙
区
制
へ
の
転
換
に
関
し
て
は
、
従
来
か
ら

あ
ま
り
議
論
が
無
く
、
と
も
か
く
普
選
と
い
う
こ
と
で
決
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
お

そ
ら
く
、
小
会
派
の
革
新
倶
楽
部
に
配
慮
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
と
き
の
改
正
に
よ
っ
て
、
満
二
五
歳
以
上
の
全
て
の
成
年
男
子
に
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
有
権
者
数
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）

年
五
月
現
在
に
お
い
て
三
〇
七
万
人
程
度
（
人
口
に
対
し
約
五
・
五
�
）
で
あ
っ
た
も

の
が
、
改
正
後
初
め
て
行
わ
れ
た
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
三
月
の
総
選
挙
時
に
は
、

一
二
四
〇
万
人
（
人
口
に
対
し
二
〇
・
一
�
）
と
、
四
倍
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
台
湾
・
朝
鮮
な
ど
の
植
民
地
の
人
々
、
そ
し
て
女
性
に
対
し
て
は
参

政
権
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
世
論
の
反
応
は
そ
れ
程
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
改

正
に
よ
っ
て
、
普
選
運
動
に
参
加
し
た
人
々
の
多
く
が
満
足
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
女
性
達
は
、
平
塚
ら
い
て

う
や
市
川
房
枝
を
中
心
と
し
て
婦
選
獲
得
同
盟
を
設
立
し
、
婦
人
参
政
権
の
獲
得
を
目

指
し
て
こ
の
後
も
運
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
普
通
選
挙
法
に
基
づ
く
選
挙
は
昭
和
三
年
の
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か

ら
十
七
（
一
九
四
二
）
年
の
第
二
一
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
い
わ
ゆ
る
翼
賛
選
挙
ま

で
の
計
六
回
行
わ
れ
て
い
る
。
全
て
の
成
人
男
女
に
よ
る
完
全
普
通
選
挙
が
実
現
す
る

の
は
、
戦
後
の
二
十
年
十
二
月
に
改
正
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
公
布
さ
れ
る
ま
で
待
た

７８８
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ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
中
選
挙
区
制
度
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
一
時
的
中
断

を
挟
み
一
九
九
〇
年
代
後
半
ま
で
、
半
世
紀
に
亘
っ
て
日
本
の
衆
議
院
制
度
の
選
挙
制

度
と
し
て
続
く
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
普
選
法
が
成
立
し
た
同
じ
国
会
に
お
い
て
、
治
安
維
持
法
も
成
立
し
て
い
る

こ
と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
治
安
維
持
法
と
は
、「
国
体
」
の
変
革
や
私
有

財
産
制
度
の
否
認
を
目
的
と
す
る
、
結
社
や
運
動
を
禁
止
す
る
規
定
を
盛
り
込
ん
だ
新

し
い
治
安
立
法
で
あ
る
。
加
藤
内
閣
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
に
広
ま
っ
て
き

た
社
会
・
共
産
主
義
運
動
や
、
労
働
・
農
民
運
動
の
高
ま
り
を
恐
れ
た
貴
族
院
に
配
慮

し
、
こ
れ
ら
の
取
締
り
を
強
化
す
る
た
め
同
法
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
治
安
維
持

法
は
取
り
締
ま
り
対
象
の
定
義
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
運
用
側
の
解
釈
に
よ
っ
て
そ
の

適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
か
ね
な
い
と
い
う
、
極
め
て
危
険
な
要
素
を
持
っ
た
法
だ
っ

た
。
そ
し
て
事
実
、
こ
の
法
律
は
改
定
を
重
ね
る
毎
に
拡
大
解
釈
・
運
用
が
な
さ
れ
て

い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
護
憲
三
派
に
よ
っ
て
実
現
し
た
政
党
政
治
は
普
通
選
挙
を
実
現
さ

せ
、
国
内
の
民
主
主
義
を
一
定
程
度
前
進
さ
せ
た
反
面
、
女
性
や
植
民
地
に
対
す
る
目

線
は
、
既
存
の
政
策
と
何
等
変
わ
る
と
こ
ろ
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
引
き
続
く
日
本
の
護
憲
運
動
と
、
大
正
知
識
人
（
デ
モ
ク
ラ
ッ

ト
）
た
ち
の
、
ひ
と
つ
の
限
界
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

江
口
圭
一
『
体
系
日
本
の
歴
史
一
四

二
つ
の
大
戦
』
小
学
館

一
九
九
三
年
／
粟
屋
憲
太
郎

『
昭
和
の
政
党
』
岩
波
現
代
文
庫

二
〇
〇
七
年
／
坂
野
潤
治
『
日
本
憲
政
史
』
東
京
大
学
出
版

会

二
〇
〇
八
年

第
三
項

軍

部

張
作
霖
爆
殺
事
件

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
六
月
四
日
、
当
時
中
国
東
三
省
（
満
州
）
の
支
配
者
で
あ
っ

こ
う
こ
と
ん

た
張
作
霖
が
座
乗
す
る
特
別
列
車
が
、
奉
天
城
か
ら
ほ
ど
近
い
皇
姑
屯
の
満
鉄
線
と
京

奉
線
の
ク
ロ
ス
地
点
に
お
い
て
突
如
爆
破
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
張
作
霖

は
ま
も
な
く
死
亡
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
」
で
あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
勃
発
直
後
か
ら
日
本
軍
人
に
よ
る
謀
略
と
噂
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し

た
声
を
踏
ま
え
田
中
義
一
首
相
は
、「（
張
）
作
霖
横
死
事
件
に
は
遺
憾
な
が
ら
帝
国
軍

人
関
係
せ
る
も
の
あ
る
も
の
の
如
く
、
目
下
鋭
意
調
査
中
な
る
を
以
て
若
し
事
実
な
り

せ
ば
法
に
照
ら
し
て
厳
然
た
る
処
分
を
行
う
」
と
天
皇
に
上
奏
し
た
。

調
査
の
結
果
、
事
件
は
関
東
軍
高
級
参
謀
河
本
大
作
の
犯
行
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
明

ら
か
と
な
っ
た
が
、
陸
軍
は
真
相
を
公
表
す
る
こ
と
に
反
対
の
姿
勢
を
示
し
た
。
追
い

込
ま
れ
た
田
中
は
、
翌
二
十
九
年
六
月
二
十
七
日
、
張
作
霖
爆
殺
事
件
に
つ
い
て
、「
重

大
な
る
影
響
を
他
に
及
ぼ
さ
ざ
る
趣
旨
を
持
て
行
政
処
分
に
よ
り
軍
紀
を
匡
す
」
こ
と

で
事
件
を
処
理
し
た
い
と
、
昭
和
天
皇
に
上
奏
す
る
が
、
天
皇
は
「
お
ま
え
（
田
中
）

の
最
初
に
言
っ
た
こ
と
と
違
ふ
ぢ
ゃ
じ
ゃ
な
い
か
」
と
田
中
を
叱
責
し
た
の
で
あ
る
。

田
中
は
天
皇
の
誤
解
を
解
こ
う
と
翌
日
も
参
内
を
試
み
る
が
、
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長
か

ら
「
た
っ
て
拝
謁
を
願
わ
れ
る
な
ら
お
取
次
ぎ
は
致
そ
う
が
若
し
某
重
大
事
件
に
関
す

る
こ
と
な
ら
恐
ら
く
お
聴
き
に
な
り
ま
す
ま
い
」
と
告
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
、
天
皇

か
ら
不
信
任
の
意
思
を
示
さ
れ
た
田
中
は
、
ま
も
な
く
総
辞
職
す
る
に
至
る
。
こ
の
と

き
昭
和
天
皇
は
、「
田
中
の
い
う
こ
と
は
ち
っ
と
も
わ
か
ら
ぬ
。
再
び
き
く
こ
と
は
自

分
は
厭
だ
」
と
ま
で
語
っ
た
と
い
う
。

七
月
三
日
、
陸
軍
か
ら
事
件
の
責
任
者
処
分
に
つ
い
て
正
式
発
表
が
さ
れ
る
。
だ
が

そ
の
内
容
は
、
村
岡
長
太
郎
関
東
軍
司
令
官
は
待
命
（
の
ち
に
予
備
役
編
入
）、
関
東

軍
参
謀
長
斉
藤
恒
、
独
立
守
備
隊
司
令
官
水
町
竹
三
が
譴
責
、
そ
し
て
関
東
軍
高
級
参

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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謀
河
本
大
作
大
佐
は
一
年
間
の
停
職
処
分
と
い
う
、
非
常
に
軽
い
も
の
で
あ
っ
た
。

張
作
霖
爆
殺
事
件
が
昭
和
史
に
与
え
た
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
ず
広
義
に
は
、

謀
略
事
件
を
起
こ
し
て
も
厳
罰
に
問
わ
れ
な
い
こ
と
を
陸
軍
が
「
知
っ
た
」
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
事
件
は
こ
れ
以
降
陸
軍
が
起
こ
し
た
数
多
く
の
謀
略
事
件
を

生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
る
事
件
と
も
な
っ
た
。

そ
し
て
狭
義
に
は
、
満
州
事
変
を
計
画
・
実
行
し
た
軍
人
で
あ
る
石
原
莞
爾
ら
が
、

本
事
件
の
失
敗
を
教
訓
と
し
て
、
満
州
事
変
を
「
成
功
」
へ
と
導
い
た
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
軍
人
達
は
謀
略
が
何
故
失
敗
し
た
か
を
本
事
件
か
ら
「
学
習
」
し
た
の
で

あ
る
。

な
お
、
戦
前
は
、
こ
の
事
件
は
公
式
に
は
あ
く
ま
で
中
国
軍
に
よ
る
犯
行
と
さ
れ
て

い
た
。国
民
が
真
相
を
知
っ
た
の
は
、東
京
裁
判
の
場
で
事
件
は
河
本
に
よ
っ
て
計
画
・

実
行
さ
れ
た
謀
略
で
あ
っ
た
こ
と
が
暴
露
さ
れ
た
後
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

満
州
事
変
の
勃
発

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
十
八
日
、
奉
天
（
現
瀋
陽
）
郊
外
に
あ
る
柳
条
湖
の

満
鉄
線
が
爆
薬
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
お
こ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
柳
条
湖

事
件
で
あ
る
。
日
本
は
中
国
軍
の
犯
行
と
声
明
を
発
し
た
が
、
実
際
に
は
満
州
全
土
の

占
領
を
目
論
む
石
原
莞
爾
（
関
東
軍
作
戦
参
謀
）
ら
に
よ
っ
て
周
到
に
計
画
さ
れ
た
謀

略
事
件
で
あ
っ
た
。
張
作
霖
の
死
後
、
満
州
は
張
学
良
が
支
配
し
て
い
た
が
、
こ
の
と

き
張
は
軍
事
行
動
の
た
め
主
力
部
隊
を
率
い
て
満
州
を
留
守
に
し
て
い
た
。
石
原
は
こ

の
機
を
利
用
し
て
、
事
件
を
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
満
鉄
線
爆
破
の
報
を
う
け
、
本
庄

繁
関
東
軍
司
令
官
は
石
原
の
進
言
を
受
け
入
れ
、
関
東
軍
全
軍
に
出
動
を
命
じ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
に
朝
鮮
軍
に
来
援
を
要
請
す
る
。
当
時
、
関
東
軍
の
兵
力
は
一
個
師
団（
一

万
人
弱
）
程
度
の
兵
力
数
で
あ
り
、
石
原
が
目
指
す
満
州
全
土
制
圧
の
た
め
に
は
朝
鮮

軍
の
増
援
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
関
東
軍
は
直
ち
に
行
動
を
開
始
し
、

奉
天
市
を
制
圧
下
に
置
く
こ
と
に
成
功
し
た
。

翌
十
九
日
早
朝
、
事
件
の
第
一
報
に
接
し
た
陸
軍
中
央
（
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
）
の

首
脳
は
関
東
軍
の
行
動
を
至
当
と
し
た
が
、
朝
鮮
軍
司
令
官
林
銑
十
郎
中
将
か
ら
関
東

軍
の
要
請
に
よ
り
部
隊
（
混
成
第
三
九
旅
団
）
を
奉
天
方
面
に
出
動
さ
せ
る
準
備
中
で

あ
る
と
の
報
告
に
接
し
、
参
謀
本
部
は
一
時
行
動
を
見
合
わ
せ
る
よ
う
朝
鮮
軍
に
指
示

し
た
。
陸
軍
中
央
も
朝
鮮
軍
の
増
援
に
つ
い
て
は
反
対
で
は
な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
軍
が

中
国
に
出
兵
す
る
こ
と
は
国
外
出
兵
に
あ
た
る
た
め
、
奉
勅
命
令
（
天
皇
の
統
帥
大
権

に
基
づ
く
命
令
）
と
、
閣
議
の
経
費
支
出
承
認
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
陸
軍

は
、
ま
ず
閣
議
に
よ
る
承
認
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
若
槻
礼
次
郎
首
相
が
開
催
し
た
緊
急
閣
議
の
場
で
、
幣
原
喜
重
郎
外
相
が
事

件
は
関
東
軍
に
よ
る
計
画
的
行
動
で
あ
る
こ
と
を
示
す
外
務
省
電
文
を
披
露
し
た
た

め
、
南
次
郎
陸
軍
大
臣
は
増
援
を
提
案
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
閣
議
は
事
態
を
こ
れ
以

上
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
閣
議
決
定
を
う
け
て
、
金
谷

範
三
陸
軍
参
謀
総
長
も
事
件
の
不
拡
大
方
針
を
本
庄
司
令
官
に
伝
え
た
が
、
関
東
軍
は

あ
ら
た
な
謀
略
を
画
策
す
る
。
吉
林
方
面
に
わ
ざ
と
不
穏
状
態
を
作
り
出
し
、
翌
二
十

一
日
に
関
東
軍
の
主
力
を
吉
林
方
面
に
進
出
さ
せ
る
こ
と
で
満
鉄
沿
線
を
が
ら
空
き
に

し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
う
け
て
林
は
、
国
境
に
待
機
さ
せ
て
い
た
部
隊

を
「
独
断
越
境
」
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
若
槻
首
相
は
「
出
た
も
の
は
仕
方
な
き
に
あ
ら
ず
や
」
と
い

う
言
質
を
与
え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
二
十
二
日
の
閣
議
で
朝
鮮
軍
の
独
断
越
境
の
既
成

事
実
を
追
認
す
る
と
と
も
に
、
経
費
支
出
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
も
当
初

は
関
東
軍
の
行
動
に
反
対
の
意
思
を
示
し
て
い
た
が
、
閣
議
決
定
を
う
け
て
「
こ
の
度

は
致
し
方
な
き
も
将
来
充
分
注
意
せ
よ
」
と
述
べ
た
う
え
で
、
奉
勅
命
令
の
允
裁
（
天

皇
の
許
可
）
を
与
え
た
。
そ
し
て
九
月
二
十
四
日
、
政
府
は
関
東
軍
の
行
動
を
自
衛
の

た
め
と
す
る
声
明
を
発
表
す
る
。
こ
う
し
て
政
府
と
天
皇
は
、
満
州
事
変
に
お
い
て
関

東
軍
の
謀
略
を
成
功
さ
せ
る
決
定
的
な
過
誤
を
犯
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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満
州
国
の
成
立

国
際
連
盟
と
は
、
第
一
次
大
戦
後
、
国
際
間
の
協
力
に
よ
っ
て
国
際
平
和
を
維
持
す

る
た
め
、
米
国
大
統
領
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
提
唱
に
よ
っ
て
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
設

立
さ
れ
た
国
際
機
関
で
あ
る
。

満
州
事
変
の
勃
発
に
際
し
、
国
連
を
始
め
と
す
る
国
際
社
会
は
当
初
日
本
が
言
明
し

て
い
た
不
拡
大
方
針
を
信
用
し
日
本
に
好
意
的
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
だ
が
、
関
東
軍

は
着
々
と
既
成
事
実
を
積
み
上
げ
、
昭
和
六
年
十
月
八
日
に
は
張
学
良
が
臨
時
に
政
府

を
設
置
し
た
錦
州
へ
空
爆
を
実
行
し
た
。
こ
の
爆
撃
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
な

さ
れ
た
都
市
爆
撃
で
も
あ
っ
た
。

国
際
連
盟
の
空
気
も
こ
の
錦
州
爆
撃
に
よ
っ
て
一
変
す
る
。
十
月
二
十
四
日
の
理
事

会
で
、
日
本
は
た
だ
ち
に
撤
兵
を
開
始
し
十
一
月
十
六
日
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
と
い
う

決
議
案
が
、
賛
成
四
一
反
対
一
（
反
対
は
日
本
の
み
）
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
関

東
軍
は
そ
う
い
っ
た
国
際
情
勢
を
無
視
し
て
、
十
月
末
か
ら
満
州
北
部
（
黒
龍
江
）
へ

の
侵
攻
作
戦
を
開
始
し
た
。
ソ
連
と
の
軍
事
衝
突
を
警
戒
し
つ
つ
も
、
十
一
月
十
九
日

に
は
省
都
チ
チ
ハ
ル
を
占
領
し
て
い
る
。
さ
ら
に
翌
七
年
二
月
に
は
ハ
ル
ピ
ン
を
占
領

し
、
柳
条
湖
事
件
か
ら
四
ヵ
月
半
で
関
東
軍
は
満
州
全
域
の
主
要
都
市
と
鉄
道
沿
線
を

支
配
下
に
置
く
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

満
州
事
変
を
計
画
し
た
石
原
莞
爾
ら
は
、
当
初
は
満
州
全
土
の
領
有
化
も
視
野
に
入

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
九
ヵ
国
条
約
（
中
国
へ
の
不
可
侵
の
取
り
決
め
）
に
よ
る
制
約

に
加
え
、
武
力
に
よ
る
満
州
の
日
本
併
合
は
到
底
国
際
社
会
で
容
認
さ
れ
な
い
と
い
う

か
い
ら
い

陸
軍
中
央
の
反
対
意
見
も
あ
り
、
石
原
は
満
州
の
併
合
か
ら
「
傀
儡
国
家
」
の
樹
立
と

い
う
方
向
へ
変
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

柳
条
湖
事
件
勃
発
の
時
点
よ
り
二
ヵ
月
余
り
を
経
過
し
た
十
一
月
八
日
、
天
津
で
暴

動
が
勃
発
す
る
（
第
一
次
天
津
事
件
）。
奉
天
特
務
機
関
長
土
肥
原
賢
二
大
佐
に
よ
っ

て
起
こ
さ
れ
た
こ
の
事
件
の
目
的
は
、
暴
動
の
混
乱
に
乗
じ
て
清
朝
の
元
皇
帝
溥
儀
を

連
れ
出
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
関
東
軍
は
、「
傀
儡
国
家
」
樹
立
の
た
め
中
国
要
人
に
対

し
国
民
政
府
か
ら
の
離
反
工
作
を
進
め
て
い
た
が
、
土
肥
原
は
そ
れ
と
連
動
す
る
形
で

清
国
皇
帝
へ
の
復
帰
を
夢
見
て
い
た
溥
儀
を
利
用
し
、「
傀
儡
国
家
」
の
首
班
に
据
え

よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
三
月
一
日
、
日
本
に
「
抱
き
こ
ま
れ
た
」
中
国
要

人
ら
を
主
体
と
し
て
満
州
国
の
建
国
が
宣
言
さ
れ
、
溥
儀
は
満
州
国
の
執
政
と
し
て
迎

え
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

五
・
一
五
事
件
と
政
党
政
治
の
終
焉

第
二
次
若
槻
内
閣
は
、
満
州
事
変
に
対
す
る
当
初
の
不
拡
大
方
針
を
軍
部
に
よ
っ
て

挫
折
さ
せ
ら
れ
た
う
え
、
世
界
恐
慌
に
端
を
発
す
る
財
政
政
策
に
も
破
綻
を
来
し
た
た

め
、
世
論
の
支
持
を
失
い
、
十
二
月
十
一
日
に
総
辞
職
す
る
。
か
わ
っ
て
犬
養
毅
政
友

会
総
裁
が
首
相
に
就
任
し
た
。

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
満
州
事
変
が
い
ま
だ
解
決
を
見
ぬ
ま
ま
総
選
挙
が
行
な

わ
れ
、
与
党
政
友
会
は
三
〇
一
議
席
を
獲
得
し
圧
勝
し
（
民
政
党
は
一
四
六
議
席
と
い

う
惨
敗
を
喫
し
て
い
る
）、
選
挙
に
よ
っ
て
犬
養
内
閣
は
そ
の
政
権
基
盤
を
確
実
な
も

の
に
し
た
か
に
思
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
政
党
政
治
は
テ
ロ
と
ク
ー
デ
タ
ー
の

脅
威
に
直
面
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

満
州
事
変
と
前
後
し
て
三
月
事
件
、
十
月
事
件
と
呼
ば
れ
る
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
が
相

次
い
で
発
覚
し
、
こ
れ
ら
は
未
然
に
阻
止
さ
れ
た
が
、
同
年
二
月
に
は
前
蔵
相
井
上
準

之
助
が
、
つ
い
で
三
月
に
は
三
井
財
閥
の
団
琢
磨
が
暗
殺
さ
れ
る
な
ど
要
人
に
対
す
る

テ
ロ
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
要
人
テ
ロ
を
主
導
し
た
の
は
、「
一
人
一
殺
」
を
唱
え
る

井
上
日
召
率
い
る
血
盟
団
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
五
月
十
五
日
、
海
軍
急
進
派
の
三
上
卓
中
尉
率
い
る
青
年
将
校
グ
ル
ー
プ

が
、
犬
養
毅
首
相
の
暗
殺
を
目
的
と
し
て
首
相
官
邸
を
襲
撃
し
た
の
で
あ
る
。「
話
せ

ば
わ
か
る
」
と
制
す
る
犬
養
首
相
を
彼
ら
は
「
問
答
無
用
」
と
答
え
、
射
殺
し
た
。
一

連
の
テ
ロ
は
、
つ
い
に
現
職
の
総
理
大
臣
に
ま
で
及
ん
だ
の
だ
っ
た
。

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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五
・
一
五
事
件
は
社
会
に
強
烈
な
衝
撃
を
与
え
た
が
、
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
三
上
ら

に
対
す
る
減
刑
運
動
が
各
地
で
起
こ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
世
論
は
、
彼
ら
は
「
純
真
無

垢
」
な
心
情
か
ら
や
む
を
得
ず
犯
行
に
及
ん
だ
の
で
あ
り
、
そ
の
「
至
情
」
は
酌
む
べ

き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
軍
人
が
非
合
法
な
テ
ロ
活
動
を
行
な
い
、

な
お
か
つ
現
職
の
総
理
大
臣
を
殺
害
し
た
こ
と
を
非
難
す
る
声
も
少
な
く
な
か
っ
た

が
、
国
民
的
な
減
刑
運
動
の
う
ね
り
の
な
か
で
、
そ
の
声
は
大
き
な
も
の
と
は
な
ら
な

か
っ
た
。

血
盟
団
、
そ
し
て
五
・
一
五
事
件
の
実
行
犯
ら
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
対
外
的
な

危
機
感
と
と
も
に
農
村
の
窮
乏
へ
の
危
機
感
で
あ
っ
た
。
と
く
に
彼
ら
が
述
べ
た
農
村

問
題
の
深
刻
極
ま
り
な
い
状
況
は
、
政
党
内
閣
が
大
資
本
と
結
び
つ
き
、
農
村
の
窮
乏

を
救
済
し
よ
う
と
し
な
い
た
め
だ
と
い
う
主
張
と
結
び
つ
き
、
大
衆
の
共
感
を
呼
ん
だ

の
で
あ
る
。

こ
う
い
っ
た
世
論
状
況
の
な
か
で
は
、
も
は
や
政
党
内
閣
の
継
続
は
困
難
で
あ
る
と

元
老
西
園
寺
公
望
も
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
西
園
寺
は
後
継
首
相
に
元
朝
鮮
総

督
の
斎
藤
実
（
予
備
役
海
軍
大
将
）
を
後
継
首
相
に
推
薦
し
、
五
月
二
十
六
日
、「
挙

国
一
致
」
の
名
の
下
に
斎
藤
実
内
閣
が
成
立
す
る
。

こ
う
し
て
、
護
憲
三
派
内
閣
成
立
に
は
じ
ま
る
昭
和
の
政
党
内
閣
の
歴
史
は
、
わ
ず

か
八
年
で
終
焉
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

国
際
連
盟
の
脱
退

五
・
一
五
事
件
に
よ
っ
て
成
立
し
た
斎
藤
実
内
閣
は
、
国
内
的
に
は「
時
局
匡
救
」、

と
く
に
農
村
救
済
を
当
面
の
重
要
課
題
と
す
る
一
方
で
、
満
州
国
の
承
認
を
急
い
だ
。

国
際
連
盟
か
ら
満
州
事
変
調
査
の
た
め
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
現
地
調
査
が

行
な
わ
れ
て
い
た
。
日
本
は
調
査
団
の
結
論
が
出
る
前
に
、
既
成
事
実
を
固
め
て
お
く

必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
七
年
九
月
十
五
日
、
日
本
は
満
州
国
を
正
式
に
承
認

し
て
い
る
。

一
方
、
リ
ッ
ト
ン
調
査
団
の
報
告
書
は
同
年
十
月
に
全
世
界
に
公
表
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
柳
条
湖
事
件
は
日
本
の
合
法
的
な
自
衛
措
置
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
う
え

で
、
満
州
国
は
自
発
的
な
独
立
運
動
の
結
果
で
は
な
く
、
日
本
軍
の
武
力
に
よ
り
占
領

さ
れ
た
も
の
と
認
定
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
本
が
中
国
の
「
無
法
律
状

態
」
に
よ
っ
て
権
益
を
侵
害
さ
れ
て
い
た
と
い
う
状
況
に
つ
い
て
は
認
め
、
紛
争
解
決

の
た
め
満
州
地
域
に
自
治
政
府
を
設
け
、
こ
れ
を
日
本
を
主
と
す
る
国
際
連
盟
の
共
同

管
理
下
に
置
く
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
リ
ッ
ト
ン
報
告
書
の

内
容
は
、
日
本
の
満
州
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
権
益
を
認
め
、
さ
ら
に
事
実
上
満
州
を

中
国
か
ら
切
り
離
す
こ
と
を
容
認
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
作
り
出
し
た
既
成

事
実
を
あ
る
程
度
追
認
す
る
と
い
う
、
妥
協
的
な
内
容
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
に
と
っ
て
は
、
満
州
を
国
連
の
共
同
管
理
下
に
お
く
こ
と
が
大
問
題
で

あ
っ
た
。
満
州
に
つ
い
て
国
際
社
会
の
介
入
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
日
本
政
府

は
、
一
切
の
妥
協
に
応
じ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
既
成
事
実
を
盾
と
し
て
、
国
際
連
盟
と

対
立
す
る
道
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。

十
一
月
二
十
一
日
、国
際
連
盟
総
会
が
開
会
さ
れ
た
が
、日
本
代
表
松
岡
洋
右
は
リ
ッ

ト
ン
報
告
書
を
激
し
く
批
判
す
る
と
と
も
に
、
報
告
書
の
提
案
を
問
題
解
決
の
基
礎
と

し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
翌
八
年
二
月
二
十
四
日
、
国
際
連
盟
総

会
に
お
い
て
同
報
告
書
に
も
と
づ
く
報
告
・
勧
告
案
は
票
決
に
か
け
ら
れ
、
結
果
は
賛

成
四
二
反
対
一
（
日
本
）、
棄
権
一
（
タ
イ
）
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
を

見
て
、
松
岡
は
随
員
を
引
き
連
れ
て
総
会
を
退
場
し
、
三
月
二
十
七
日
、
日
本
は
国
際

連
盟
の
脱
退
を
正
式
に
通
告
し
た
の
で
あ
る
。

日
本
国
内
で
は
松
岡
の
退
場
を
「
名
誉
あ
る
退
場
」
と
表
現
し
た
が
、
そ
の
内
実
は

日
本
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
結
果
獲
得
し
た
国
際
連
盟
の
常
任
理
事
国
と
い
う
地
位
を

自
ら
放
り
投
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
日
本
は
、
国
際
社
会
で
の
孤
立
化
と
い
う
道
を
自
ら
選
択
し
た
の
で
あ

７９２
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る
。

二
・
二
六
事
件

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
二
月
二
十
六
日
早
朝
、
青
年
将
校
に
率
い
ら
れ
た
歩
兵

第
一
・
第
三
連
隊
を
主
力
と
す
る
決
起
部
隊
、
一
四
〇
〇
余
名
は
一
斉
に
行
動
を
開
始

し
た
。
栗
原
安
秀
中
尉
の
指
揮
す
る
三
〇
〇
余
名
は
首
相
官
邸
を
襲
い
、
防
戦
す
る
警

察
官
を
排
除
し
つ
つ
岡
田
啓
介
首
相
を
捜
索
し
射
殺
し
た
。
だ
が
実
際
に
射
殺
さ
れ
た

の
は
別
人
（
松
尾
伝
蔵
）
で
、
岡
田
は
奇
跡
的
に
難
を
逃
れ
た
。
こ
の
ほ
か
別
働
部
隊

は
高
橋
是
清
蔵
相
、
斎
藤
実
内
大
臣
、
渡
辺
錠
太
郎
陸
軍
教
育
総
監
を
殺
害
し
、
さ
ら

に
安
藤
輝
三
大
尉
の
指
揮
す
る
部
隊
は
鈴
木
貫
太
郎
侍
従
長
を
襲
い
、
鈴
木
は
重
傷
を

負
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
襲
撃
と
並
行
し
て
、
決
起
部
隊
は
首
相
官
邸
、
陸
軍
省
、

警
視
庁
、
陸
相
官
邸
な
ど
を
占
拠
し
、
朝
九
時
頃
ま
で
に
は
永
田
町
一
帯
を
中
心
と
す

る
国
政
の
中
枢
部
を
制
圧
す
る
に
い
た
る
。
そ
の
後
、
決
起
部
隊
は
荒
木
貞
夫
・
真
崎

か
ん

甚
三
郎
と
い
っ
た
皇
道
派
の
軍
人
に
よ
っ
て
陸
軍
を
一
新
す
る
こ
と
と
、「
君
側
の
奸
」

を
除
き
天
皇
に
よ
る
親
政
の
実
現
、
す
な
わ
ち
「
昭
和
維
新
」
を
断
行
す
る
と
い
う
内

容
の
決
起
趣
意
書
と
要
望
事
項
を
陸
軍
大
臣
に
手
渡
し
て
い
る

陸
軍
首
脳
部
は
、
当
初
は
決
起
部
隊
に
同
情
的
な
態
度
で
あ
っ
た
。
事
件
直
後
に
開

催
さ
れ
た
陸
軍
首
脳
会
議
の
場
で
も
「
鎮
定
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、「
諸
子
の
決
起
の
趣
旨
は
天
聴
（
天
皇
）
に
達
し
」
と
い
う
、
決
起
の

意
義
を
認
め
る
内
容
の
陸
軍
大
臣
告
示
を
出
し
、
翌
二
十
七
日
に
施
行
さ
れ
た
戒
厳
令

の
も
と
で
、
決
起
部
隊
を
警
備
隊
に
編
入
す
る
措
置
を
執
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
は
、
青
年
将
校
ら
に
決
起
成
功
を
期
待
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
天
聴
に
達
し
た
と
い
う
の
は
全
く
の
嘘
で
あ
っ
た
。
昭
和
天
皇
は
信
頼
し
て

い
た
重
臣
が
殺
害
さ
れ
た
こ
と
に
激
怒
し
、
当
初
か
ら
決
起
部
隊
を
賊
軍
と
言
い
切

り
、
本
庄
繁
侍
従
武
官
長
を
呼
び
出
し
て
そ
の
鎮
圧
を
督
促
し
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
天
皇
は
、「
朕
が
最
も
信
頼
す
る
老
臣
悉
く
倒
す
は
真
綿
に
て
朕
が
首
を
絞
る

に
も
等
し
い
行
為
で
あ
る
」
と
述
べ
、
つ
い
に
は
「
朕
自
ら
近
衛
師
団
を
率
い
こ
れ
が

鎮
定
に
当
た
ら
ん
」
と
ま
で
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
天
皇
の
断
固
と
し
た
意
思
の
た
め
、
陸
軍
も
決
起
を
反
乱
と
し
て
鎮
圧

の
方
向
へ
と
向
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
二
十
八
日
午
後
十
一
時
、
戒
厳
司
令
部
は「
叛

乱
部
隊
は
遂
に
大
命
に
服
せ
ず
、
依
っ
て
断
固
武
力
を
以
て
当
面
の
治
安
を
回
復
せ
ん

と
す
」
と
い
う
討
伐
命
令
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
戦
車
隊
を
含
む
陸
軍
鎮
圧

部
隊
が
、
さ
ら
に
東
京
湾
に
は
海
軍
艦
艇
が
包
囲
す
る
な
か
、
二
十
九
日
午
前
八
時
五

十
分
、
戒
厳
司
令
部
か
ら
「
下
士
官
兵
に
告
ぐ
」
と
い
う
ビ
ラ
が
ま
か
れ
た
。

一
、
今
か
ら
で
も
遅
く
な
い
か
ら
原
隊
に
帰
れ

一
、
抵
抗
す
る
も
の
は
全
部
逆
賊
で
あ
る
か
ら
射
殺
す
る

一
、
お
前
達
の
父
母
兄
弟
は
国
賊
と
な
る
の
で
皆
泣
い
て
お
る
ぞ

さ
ら
に「
勅
命
下
る
軍
旗
に
手
向
か
う
な
」と
い
う
ア
ド
バ
ル
ー
ン
が
揚
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
決
起
部
隊
の
兵
に
動
揺
が
走
り
、
彼
ら
は
次
々
と
帰
順
し
て
い
っ

た
。青
年
将
校
ら
は
必
死
で
押
し
止
め
よ
う
と
し
た
が
、も
は
や
大
勢
は
決
し
て
い
た
。

午
後
二
時
に
は
下
士
官
と
兵
は
全
て
原
隊
に
復
帰
し
、
自
決
し
た
一
部
の
将
校
を
除
く

大
半
は
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
一
発
の
弾
丸
を
撃
つ
こ
と
な
く
、
近
代
日
本
最
大

の
ク
ー
デ
タ
ー
、
二
・
二
六
事
件
は
鎮
圧
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

廬
溝
橋
事
件
か
ら
日
中
戦
争
へ

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
七
日
夜
半
、
中
国
北
京
郊
外
の
廬
溝
橋
付
近
で
日

本
と
中
国
の
軍
隊
が
衝
突
す
る
事
件
が
起
き
た
。
事
件
の
発
端
そ
れ
自
体
は
多
分
に
偶

発
性
の
強
い
も
の
で
、
七
月
十
一
日
に
は
日
中
両
軍
の
あ
い
だ
で
停
戦
協
定
が
成
立

し
、
本
来
な
ら
ば
事
件
は
局
地
的
な
も
の
で
終
わ
る
は
ず
だ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
事
件

は
拡
大
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
事
件
の
拡
大
を
目
論
む
陸
軍
の
強
硬
派
と
、
そ

れ
に
引
き
ず
ら
れ
た
陸
軍
上
層
部
、
さ
ら
に
は
近
衛
内
閣
の
採
っ
た
行
動
に
あ
っ
た
。

盧
溝
橋
事
件
の
第
一
報
が
東
京
に
到
着
し
た
と
き
、
陸
軍
の
反
応
は
「
厄
介
な
こ
と

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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が
お
こ
っ
た
ね
」、
あ
る
い
は
「
愉
快
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
ね
」
と
い
う
よ
う
に
、
大

き
く
二
つ
の
意
見
に
分
か
れ
て
い
た
（「
河
辺
虎
四
郎
少
将
回
想
応
答
録
」）。
前
者
は
、

下
手
に
中
国
と
事
を
構
え
て
問
題
が
こ
じ
れ
る
と
対
ソ
連
戦
準
備
が
お
ろ
そ
か
に
な
る

た
め
、
早
く
事
件
を
解
決
さ
せ
た
い
と
い
う
立
場
で
「
不
拡
大
派
」
と
称
さ
れ
る
。
一

方
後
者
は
、
こ
の
機
に
中
国
に
一
撃
を
加
え
華
北
を
制
圧
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
に

た
っ
た
意
見
で
「
拡
大
派
」
と
呼
ば
れ
た
。

事
件
当
時
、
陸
軍
参
謀
本
部
で
作
戦
部
長
の
要
職
に
あ
っ
た
の
は
、
か
つ
て
満
州
事

変
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
石
原
莞
爾
で
あ
る
。
か
ね
て
よ
り
石
原
は
、
対
ソ
戦
備
の
充

実
こ
そ
が
最
優
先
と
考
え
て
お
り
、
不
拡
大
派
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
石
原
は
部

内
で
慎
重
論
を
唱
え
た
が
、
参
謀
本
部
内
の
空
気
は
拡
大
派
が
叫
ぶ
中
国
へ
の
強
硬
論

に
同
調
す
る
も
の
が
大
勢
を
占
め
、
七
月
十
日
、
陸
軍
中
央
は
関
東
軍
二
個
旅
団
、
朝

鮮
軍
一
個
師
団
及
び
内
地
三
個
師
団
の
華
北
派
遣
案
を
ま
と
め
た
の
で
あ
る
。
支
那
駐

屯
軍
と
華
北
居
留
民
の
保
護
と
い
う
名
目
の
ま
え
に
は
、
石
原
も
抗
し
切
れ
ず
同
意
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
現
地
で
停
戦
交
渉
が
成
立
し
た
七
月
十
一
日
に
、

近
衛
文
麿
首
相
は
閣
議
の
席
で
、
陸
軍
提
案
の
派
兵
案
を
認
め
、
し
か
も
近
衛
は
「
今

次
事
変
は
全
く
中
国
側
の
計
画
的
武
力
抗
日
」
で
あ
り
、「
重
大
な
決
意
で
臨
む
」
と

い
う
声
明
を
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
盧
溝
橋
事
件
と
柳
条
湖
事
件
は
、
ど
ち
ら
も
戦
争
の
発
端
と
な
っ
た

事
件
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
は
大
き
く
相
違
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
柳
条
湖
事

件
は
計
画
的
に
遂
行
さ
れ
た
謀
略
事
件
で
あ
り
、
戦
争
状
態
を
作
り
出
し
た
後
に
無
理

矢
理
既
成
事
実
を
積
み
重
ね
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
盧
溝
橋
事
件
は
偶
発
的
な

事
件
で
あ
り
謀
略
性
に
乏
し
く
、
し
か
も
現
地
軍
は
事
態
収
拾
の
方
向
に
動
き
、
一
度

は
停
戦
協
定
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
政
府
や
陸
軍
中
央
は
本
格
的
な
派

兵
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
近
衛
の
「
重
大
な
決
意
」
声
明
が
、
事
件
の
拡
大
に
決
定
的
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
。
近
衛
の
真
意
は
戦
争
の
回
避
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
結
果
と
し

て
停
戦
交
渉
を
行
な
っ
て
い
る
最
中
に
な
さ
れ
た
派
兵
決
定
と
政
府
声
明
は
、
内
外
に

日
本
の
戦
争
決
意
と
受
け
取
ら
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
兵
力
増
強
を
背

景
に
日
本
が
中
国
側
に
要
求
し
た
停
戦
条
件
は
、
中
国
側
が
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
過
酷
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
中
国
側
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
た
の
は
、

間
違
い
な
く
近
衛
が
首
相
と
し
て
取
っ
た
行
動
に
あ
っ
た
。

七
月
二
十
六
日
、
支
那
駐
屯
軍
は
停
戦
交
渉
を
あ
き
ら
め
、
参
謀
本
部
に
武
力
行
使

の
許
可
を
求
め
た
。
陸
軍
中
央
も
そ
れ
を
容
認
し
、
七
月
二
十
八
日
、
つ
い
に
日
本
軍

は
総
攻
撃
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
八
月
に
は
上
海
に
戦
火
が
拡
大
し
、
日
本
は
三
個
師
団
か
ら
な
る
中
支
那
派

遣
軍
の
派
遣
を
決
定
す
る
。
日
本
軍
は
上
海
を
突
破
し
、
十
二
月
に
は
国
民
政
府
の
首

都
で
あ
る
南
京
を
占
領
す
る
。
南
京
攻
略
の
目
的
は
首
都
を
制
圧
す
れ
ば
中
国
は
降
参

し
て
く
る
だ
ろ
う
と
い
う
希
望
的
観
測
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
南
京
を
陥
落

さ
せ
て
も
戦
争
は
終
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
こ
の
と
き
日
本
軍
が
軍
民
合
わ
せ
て
十
数
万
人

に
も
及
ぶ
大
量
殺
害
を
行
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
盧
溝
橋
事
件
を
発
端
と
し
た
日
中
戦
争
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の

敗
戦
ま
で
続
く
泥
沼
の
戦
い
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

張
鼓
峰
事
件
と
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

当
初
は
三
ヵ
月
で
終
わ
る
と
豪
語
し
た
日
中
戦
争
で
あ
っ
た
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
気

配
を
見
せ
ぬ
ま
ま
戦
火
は
拡
大
し
て
い
く
。
そ
し
て
北
方
地
域
に
お
い
て
は
、
対
ソ
関

係
も
悪
化
の
兆
し
を
見
せ
て
い
た
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
、
ソ
連
・
満
州
国
・
朝
鮮
の
国
境
が
接
す
る
張
鼓

峰
で
、
国
境
線
を
め
ぐ
る
日
ソ
間
の
紛
争
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
参
謀
本
部
は
ソ
連

に
対
日
戦
争
の
意
図
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
た
め
、
威
力
偵
察
の
意
味
も
込

め
、朝
鮮
軍
隷
下
の
第
一
九
師
団
に
出
動
を
命
じ
た
。し
か
し
西
園
寺
を
は
じ
め
海
軍
、
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そ
し
て
外
務
省
も
対
ソ
戦
の
勃
発
を
恐
れ
武
力
行
使
に
反
対
し
た
た
め
、
大
本
営
は
出

動
部
隊
に
撤
退
を
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
地
の
尾
高
亀
蔵
師
団
長
は
七
月
三
十
日
、

独
断
で
ソ
連
軍
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ソ
連
軍
は
一
時
撤
退
し

た
が
、
八
月
に
入
る
と
態
勢
を
立
て
直
し
た
ソ
連
軍
が
猛
反
撃
を
開
始
し
、
第
一
九
師

団
は
一
時
壊
滅
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
八
月
十
一
日
、
モ
ス
ク

ワ
で
停
戦
協
定
が
成
立
し
、
よ
う
や
く
紛
争
は
終
結
し
た
。

張
鼓
峰
事
件
で
朝
鮮
軍
が
ソ
連
に
苦
杯
を
喫
し
た
の
を
み
て
、
関
東
軍
は
国
境
紛
争

で
朝
鮮
軍
の
二
の
舞
は
し
な
い
と
い
う
強
硬
な
決
意
を
固
め
た
の
で
あ
る
。
十
四
年
四

月
、
関
東
軍
参
謀
辻
政
信
少
佐
の
起
案
に
よ
っ
て
「
満
ソ
国
境
紛
争
処
理
要
綱
」
が
ま

と
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
国
境
紛
争
に
際
し
て
は
ソ
連
軍
・
外
蒙
軍
を
徹
底
的

よ
う
ち
ょ
う

し
ょ
う
ふ
く

に
膺
懲
・
慴
伏
さ
せ
る
と
い
う
、
極
め
て
強
硬
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

同
年
五
月
十
一
日
、
満
州
国
と
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
（
外
蒙
古
）
と
の
国
境
に
接

す
る
ノ
モ
ン
ハ
ン
付
近
で
、
満
州
国
軍
と
外
蒙
古
軍
と
の
間
に
武
力
衝
突
が
起
こ
っ

た
。ハ

イ
ラ
ル
に
駐
留
す
る
第
二
三
師
団
（
小
松
原
道
太
郎
師
団
長
）
は
「
満
ソ
国
境
紛

争
処
理
要
綱
」
の
方
針
に
従
い
、
国
境
を
越
え
て
部
隊
を
展
開
さ
せ
た
。
し
か
し
五
月

二
十
八
日
、
ソ
連
軍
の
反
攻
を
う
け
て
三
十
一
日
に
は
撤
退
に
追
い
込
ま
れ
て
し
ま

う
。
だ
が
関
東
軍
の
交
戦
意
欲
は
衰
え
ず
、
作
戦
参
謀
服
部
卓
四
郎
中
佐
や
辻
参
謀
の

強
硬
意
見
に
基
づ
き
、
六
月
二
十
七
日
、
独
断
で
外
蒙
古
の
後
方
基
地
タ
ム
ス
ク
を
空

爆
し
、
さ
ら
に
第
七
師
団
（
旭
川
）
歩
兵
一
個
連
隊
、
そ
し
て
「
虎
の
子
」
と
称
さ
れ

た
関
東
軍
戦
車
部
隊
ま
で
投
入
し
、
七
月
二
日
、
再
び
地
上
攻
撃
を
開
始
し
た
の
で
あ

る
。し

か
し
、
日
本
軍
の
装
備
を
遥
か
に
上
回
る
ソ
連
軍
の
火
力
・
機
動
力
の
前
に
、
総

攻
撃
は
た
ち
ま
ち
頓
挫
す
る
。大
本
営
は
事
件
を
終
結
さ
せ
よ
う
と
図
っ
た
が
、服
部
・

辻
ら
は
強
硬
論
を
唱
え
て
譲
ら
ぬ
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
兵
力
を
増
派
し
て
攻
勢
を
継
続

さ
せ
た
。
だ
が
八
月
二
十
日
に
始
ま
っ
た
ソ
連
軍
の
総
攻
撃
に
よ
っ
て
、
ノ
モ
ン
ハ
ン

に
展
開
す
る
日
本
軍
の
ほ
ぼ
全
て
が
三
十
一
日
に
は
壊
滅
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
九
月
三
日
、
大
本
営
は
関
東
軍
の
攻
撃
を
よ
う
や
く
中
止
さ
せ
、
九
月
五
日
、

モ
ス
ク
ワ
で
停
戦
協
定
が
成
立
す
る
。
協
定
が
早
期
に
実
現
し
た
背
景
に
は
、
ド
イ
ツ

軍
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
、
さ
ら
に
英
仏
の
対
独
宣
戦
布
告
と
い
う
世
界
情
勢
の
激
変
が

あ
っ
た
。
ソ
連
も
早
期
停
戦
を
実
現
さ
せ
た
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
お
け
る
日
本
軍
の
平
均
損
耗
率
は
二
八
・
七
�
と
い
う
甚
大
な

も
の
で
、
最
も
損
害
が
大
き
か
っ
た
第
二
三
師
団
は
、
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
う
ち
一
万

六
四
六
人
が
戦
死
傷
し
、
損
耗
率
は
な
ん
と
七
〇
・
三
�
に
も
達
し
て
い
る
。
前
線
の

連
隊
長
級
の
指
揮
官
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
戦
死
か
生
き
残
っ
た
者
は
独
断
で
陣
地
を

放
棄
し
て
後
退
し
た
と
非
難
さ
れ
、
自
決
に
追
い
込
ま
れ
た
。

日
本
軍
は
日
本
側
の
主
張
す
る
国
境
線
か
ら
、
南
部
地
域
を
除
い
て
ソ
連
側
の
主
張

す
る
国
境
線
ま
で
押
し
出
さ
れ
て
停
戦
し
た
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
責
任
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
参
謀
本
部
次
長
、
関
東
軍
司
令
官
な
ど
多
く
が
予
備
役
編
入
な
ど
の
処
分

が
な
さ
れ
た
。

参
考
文
献

藤
原
彰
・
粟
屋
憲
太
郎
ほ
か
『
日
本
近
代
史
の
虚
像
と
実
像
３

満
州
事
変
〜
敗
戦
』
大
月
書

店

一
九
八
九
年
／
江
口
圭
一
『
十
五
年
戦
争
小
史
（
新
版
）』
青
木
書
店

一
九
九
一
年
／
藤

原
彰
『
天
皇
の
軍
隊
と
日
中
戦
争
』
大
月
書
店

二
〇
〇
六
年
／
横
島
公
司
「
昭
和
初
期
に
お

け
る
新
聞
報
道
の
一
側
面－

満
州
某
重
大
事
件
と
検
閲
問
題－

」『
地
域
と
経
済
』
第
三
号

二

〇
〇
六
年
／
伊
香
俊
哉
『
満
州
事
変
か
ら
日
中
全
面
戦
争
へ
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
七
年
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第
二
節

世
界
恐
慌

世
界
恐
慌
と
日
本

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
十
月
二
十
四
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
街
で
株
式

の
大
暴
落
が
起
こ
っ
た
。
後
に
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ー
ズ
デ
ー
（
暗
黒
の
木
曜
日
）
と
呼
ば
れ

る
こ
の
日
を
発
端
に
、「
永
遠
の
繁
栄
」
に
酔
い
し
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

未
曾
有
の
大
恐
慌
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
発
の
恐
慌
は
ア
メ
リ

カ
国
民
の
巨
大
な
消
費
と
投
資
熱
と
に
支
え
ら
れ
、
第
一
次
大
戦
に
よ
る
荒
廃
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
し
て
い
た
欧
州
諸
国
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
国
民
の
消

費
減
少
に
よ
っ
て
、
輸
出
産
業
と
工
業
生
産
が
大
打
撃
を
受
け
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
資
金
流
入
が
止
ま
っ
た
こ
と
で
経
済
活
動
が
停
滞
し
た
。
そ
し
て
株
価
の
崩
落
に

よ
っ
て
世
界
の
農
産
物
市
場
が
パ
ニ
ッ
ク
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
が
と
ど
め
を
さ
す
形

と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ア
メ
リ
カ
発
の
恐
慌
は
た
ち
ま
ち
欧
州
全
体
に
波
及
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
、
欧
州
に
波
及
し
た
恐
慌
が
ア
メ
リ
カ
経
済
に
深
刻
な

打
撃
と
な
っ
て
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
恐
慌
が
は
じ
ま
っ
た
四
年
十
月
か
ら
六
年
末
ま
で

の
僅
か
二
年
余
り
で
、
欧
州
へ
の
貸
付
資
金
を
回
収
で
き
な
く
な
っ
た
大
小
併
せ
て
約

三
七
〇
〇
も
の
銀
行
が
休
業
、
そ
し
て
相
次
い
で
倒
産
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
八
年
に
フ
ラ
ン
ク
リ
ン＝

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
が
就
任

し
、
恐
慌
対
策
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」を
打
ち
出
し
、
ダ
ム
、

道
路
な
ど
の
公
共
投
資
を
拡
大
し
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
景
気
は
底
を
打
っ
た
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
経
済
的
な
実
力
で
他
を
圧
倒
す
る
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
、
不
況
か
ら
本
当

に
脱
出
で
き
た
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
軍
需
で
生
産

設
備
が
完
全
稼
動
し
始
め
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
世
界
恐
慌
時
の
日
本
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
を
述
べ
る
前
に
、
日
本
が
昭
和
二
年
に
経
験
し
た
金
融
恐
慌
に
つ
い
て
述
べ

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
恐
慌
は
不
良
債
権
化
し
つ
つ
あ
っ
た
関
東
大
震
災
の
債

権
の
後
始
末
を
議
論
す
る
国
会
が
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
関
東
大
震
災
で
発
行
し
た
手

形
を
公
的
資
金
注
入
に
よ
っ
て
補
填
し
よ
う
と
し
た
第
一
次
若
槻
礼
次
郎
民
政
党
内
閣

と
、
そ
れ
に
反
対
す
る
野
党
政
友
会
の
争
い
の
な
か
で
、
片
岡
直
温
蔵
相
が
答
弁
の
場

で
「
渡
辺
銀
行
倒
産
」
と
い
う
失
言
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
取
り

付
け
騒
動
が
全
国
各
地
で
起
こ
り
、
窓
口
に
殺
到
し
た
市
民
の
た
め
多
く
の
銀
行
が
休

業
に
追
い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
騒
ぎ
の
中
、
若
槻
内
閣
は
総
辞
職
し
、
政
友
会
総
裁
の
田
中
義
一
（
予
備

役
陸
軍
大
将
）
内
閣
が
発
足
す
る
。
蔵
相
に
就
任
し
た
高
橋
是
清
は
す
ぐ
さ
ま
金
融
政

策
に
乗
り
出
し
た
。
ま
ず
金
融
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
を
発
し
、
さ
ら
に
日
本
銀
行
か
ら
七
億

円
に
の
ぼ
る
資
金
を
銀
行
に
流
し
て
取
り
付
け
騒
動
を
乗
り
切
っ
た
う
え
で
、
銀
行
の

不
良
債
権
処
理
の
た
め
金
融
業
界
の
再
編
を
進
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
過
程
で
、

大
銀
行
へ
の
預
金
の
集
中
が
進
み
、
中
小
銀
行
の
多
く
が
倒
産
・
合
併
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
ま
た
、
資
金
が
都
市
・
大
銀
行
に
集
中
し
た
こ
と
で
、
地
方
の
中
小
銀
行
と
、

そ
れ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
農
業
・
中
小
企
業
が
大
損
害
に
見
舞
わ
れ
た
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
こ
の
と
き
の
金
融
恐
慌
で
高
橋
が
採
っ
た
政
策
は
、
金
融
緩
和
を
推
し
進

め
、
不
良
債
権
を
処
理
し
た
と
い
う
点
で
は
一
定
の
意
味
が
あ
っ
た
が
、
同
時
に
都
市

と
地
方
の
格
差
を
生
み
だ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

井
上
財
政
と
昭
和
恐
慌

ア
メ
リ
カ
で
の
恐
慌
発
生
時
、
日
本
は
井
上
準
之
助
蔵
相
の
も
と
で
国
家
財
政
の
引

き
締
め
（
公
共
投
資
の
削
減
）、
そ
し
て
金
解
禁
の
復
帰
と
い
っ
た
財
政
金
融
両
面
に

お
け
る
緊
縮
政
策
を
と
っ
て
い
た
。

国
家
財
政
引
き
締
め
に
は
肥
大
化
す
る
一
方
の
軍
事
予
算
の
削
減
、
ま
た
金
解
禁
に

は
、
い
わ
ゆ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
国
際
標
準
）
と
さ
れ
て
い
た
経
済
体
制

へ
の
速
や
か
な
復
帰
を
目
指
す
と
い
う
意
図
が
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
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結
果
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
恐
慌
の
ま
さ
に
真
只
中
に
行
な
わ
れ
た
井
上

財
政
は
、
そ
の
時
期
が
最
悪
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
波
及
し
た
恐
慌
は
、
ま
さ
に

致
命
的
な
打
撃
と
な
っ
て
日
本
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
世
界
恐
慌
の
影
響
が
具
体
的
に
現
れ
た
の
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
に
入
っ
て
か
ら
と
さ
れ
る
。

ま
ず
は
じ
め
に
現
れ
た
の
が
、
物
価
と
株
価
の
下
落
で
あ
る
。
ま
ず
物
価
の
下
落
に

よ
っ
て
企
業
の
収
益
が
低
下
し
た
。
し
か
も
世
界
全
体
で
物
価
が
大
き
く
下
落
し
て
い

た
た
め
、
日
本
の
物
価
は
欧
米
の
水
準
に
比
べ
て
も
割
高
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め

金
解
禁
に
と
も
な
う
輸
出
増
進
と
い
う
期
待
は
全
く
は
ず
れ
、
国
際
収
支
は
著
し
く
悪

化
し
た
の
で
あ
る
。
企
業
は
生
産
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に
減
配
、
無
配
、
減

資
、
解
散
、
休
業
、
倒
産
が
相
次
い
だ
。
さ
ら
に
株
価
の
下
落
は
企
業
の
資
金
調
達
に

悪
影
響
を
与
え
、
企
業
は
賃
金
切
り
下
げ
や
人
員
整
理
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
。昭

和
四
年
か
ら
七
年
ま
で
の
失
業
者
総
数
は
二
九
万
四
〇
〇
〇
人
（
失
業
率
四
・
三

�
）
か
ら
四
八
万
九
〇
〇
〇
人
（
同
六
・
九
�
）
と
、
二
〇
万
人
増
加
し
た
と
さ
れ
る
。

し
か
し
実
態
は
こ
の
三
倍
以
上
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
街
に
は
失
業
者
が

あ
ふ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
企
業
が
新
規
採
用
を
抑
制
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
高
等
教
育
を
う
け
た
学
生
の
就
職
難
も
深
刻
と
な
っ
た
。
昭
和

五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
大
企
業
三
二
五
社
中
、
全
く
新
卒
を
採
用
し
な
い
も
の
が
五

二
・
五
�
と
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
官
庁
の
志
願
者
倍
率
は
一
〇
倍

を
超
え
る
異
常
な
狭
き
門
と
な
り
、
合
格
出
来
な
か
っ
た
学
生
は
帝
大
の
法
学
部
を
出

な
が
ら
小
学
校
卒
の
資
格
で
受
験
可
能
な
巡
査
と
な
っ
た
り
、
日
給
で
市
電
の
運
転
手

と
し
て
働
く
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
昭
和
恐
慌
の
時
期
は
、
ま
さ
に
「
大
学
は

で
た
け
れ
ど
」
と
い
う
映
画
が
話
題
と
な
る
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
昭
和
恐
慌
は
農
村
に
も
大
き
な
打
撃
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
当
時
の
農
業
と

ま
ゆ

農
村
の
状
況
は
、「
米
と
繭
」
の
苦
難
と
呼
ば
れ
る
。
米
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
昭

和
五
年
は
豊
作
の
為
、
米
価
は
恐
慌
前
の
昭
和
二
年
か
ら
比
較
す
る
と
半
分
ま
で
下
落

し
た
上
に
、
翌
六
年
は
一
転
し
て
東
北
、
北
海
道
が
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
で
は
第
一
次
大
戦
後
か
ら
農
家
は
副
業
と
し
て
繭
の
生
産
が

広
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
、
繭
は
ア
メ
リ
カ
で
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
の

原
料
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
農
家
に
と
っ
て
繭
は
貴
重
な
副
収
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し

ア
メ
リ
カ
か
ら
の
需
要
が
大
幅
に
減
っ
た
た
め
、
繭
価
は
三
分
の
一
ま
で
暴
落
し
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
度
重
な
る
苦
境
に
よ
っ
て
農
家
の
収
入
は
著
し
く
減
少
し
、
農
村
地
域
で

は
娘
を
遊
郭
に
身
売
り
し
た
り
、
弁
当
を
持
っ
て
学
校
に
通
え
な
い
欠
食
児
童
が
増
大

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
昭
和
恐
慌
は
農
村
地
域
に
お
い
て
、
と
く
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
緊
縮
財
政
、
金
解
禁
に
こ
だ
わ
る
井
上
蔵
相
は
、
そ
れ
で
も
政
策
路
線
を

変
更
せ
ず
、
失
業
対
策
も
農
民
救
済
を
行
な
お
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
国
民
に

痛
み
を
求
め
た
結
果
、
国
民
の
不
満
は
政
治
家
と
資
本
家
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
っ
た
。
団
琢
磨
や
井
上
ら
が
暗
殺
さ
れ
た
背
景
に
は
こ
う
い
っ
た
社
会
情
勢
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

高
橋
財
政
と
景
気
回
復

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
二
月
、
犬
養
毅
内
閣
が
成
立
し
、
蔵
相
に
は
再
び
高
橋

是
清
が
就
任
し
た
。
井
上
財
政
を
批
判
的
に
観
察
し
て
い
た
高
橋
は
、
就
任
と
同
時
に

金
輸
出
の
再
禁
止
（
金
本
位
制
の
再
離
脱
）
を
実
行
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
公
債
発
行

に
よ
る
赤
字
財
政
支
出
と
低
金
利
政
策
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
の
日
本
は
公
共
事
業
、
震
災
復
興
、
戦
争
遂
行
と
い
っ
た
特
定
目
的
の
た

め
に
の
み
公
債
が
発
行
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
高
橋
は
政
府
の
通
常
支
出
の
た
め
の
公

債
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
赤
字
財
政
に
よ
る
財
源
捻
出
の
た
め
発
行
さ
れ
た
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公
債
は
、
日
本
銀
行
が
い
っ
た
ん
引
き
受
け
て
、
金
融
市
場
の
余
裕
が
あ
る
と
き
に
民

間
に
売
却
す
る
と
い
う
日
銀
引
受
発
行
の
方
式
が
と
ら
れ
た
。
高
橋
の
金
融
政
策
は
、

日
本
で
は
じ
め
て
行
わ
れ
た
公
開
市
場
操
作
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
っ

た
。こ

の
高
橋
財
政
に
よ
っ
て
、
一
般
会
計
歳
出
は
昭
和
六
年
の
一
四
億
円
か
ら
翌
七
年

に
は
一
九
億
円
、
そ
し
て
八
年
に
は
二
二
億
円
ま
で
増
大
し
て
い
る
。
こ
の
中
か
ら
年

平
均
二
億
円
を
三
年
に
わ
た
っ
て
農
村
救
済
事
業
、「
時
局
匡
救
」
政
策
と
し
て
実
行

し
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
農
家
に
対
し
現
金
収
入
に
よ
る
損
失
の
補
填
、
さ
ら

に
低
利
資
金
の
融
資
を
行
な
っ
て
農
村
に
資
金
を
流
入
さ
せ
る
も
の
で
、
農
家
所
得
引

き
上
げ
に
一
定
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

ま
た
、
六
〜
八
年
の
財
政
支
出
増
加
分
の
半
分
を
占
め
て
い
た
の
が
軍
事
費
で
あ
っ

た
。
軍
事
費
の
増
大
に
よ
っ
て
軍
需
を
中
心
と
し
た
需
要
が
急
増
し
、
企
業
は
遊
休
設

備
を
再
稼
動
さ
せ
た
結
果
、
失
業
者
の
再
用
に
も
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
い

わ
ば
高
橋
は
、
軍
事
費
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
で
巨
大
な
公
共
事
業
を
行
な
っ
た
と
い
う

こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
需
要
と
雇
用
の
創
出
に
よ
る
景
気
回
復
を
目
指
し

た
高
橋
財
政
は
、
そ
の
意
味
で
は
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
赤
字
財
政
が
景
気
の
カ
ン

フ
ル
剤
と
し
て
大
き
く
寄
与
し
た
結
果
、
日
本
は
世
界
恐
慌
か
ら
い
ち
早
く
脱
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
高
橋
自
身
も
、
赤
字
財
政
は
恒
常
的
に
行
な
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認

識
を
抱
い
て
い
た
。
赤
字
財
政
は
あ
く
ま
で
恐
慌
脱
出
の
た
め
の
緊
急
事
態
に
対
処
す

る
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
軍
は
、
国
債
発
行
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
軍
事
費

の
増
大
が
可
能
と
な
る
「
旨
み
」
を
す
で
に
知
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

十
一
年
か
ら
、
乱
発
し
た
国
債
償
却
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
た
め
、
高

橋
は
同
年
度
予
算
編
成
に
際
し
、
軍
事
費
を
抑
制
し
て
歳
出
膨
張
を
押
さ
え
な
が
ら
、

国
債
発
行
を
漸
減
し
て
い
く
方
針
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
高
橋
が
「
財
政
規
律
」

に
舵
を
切
っ
た
と
き
、
軍
部
は
軍
事
費
の
削
減
に
猛
烈
な
反
対
を
示
す
。
陸
軍
で
は
高

橋
へ
の
不
満
が
急
激
に
増
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
陸
軍
の
不

満
と
、
農
村
の
窮
乏
を
憂
い
、
彼
ら
を
一
切
救
お
う
と
し
な
い
（
と
思
い
込
ん
だ
）
高

橋
ら
を
「
君
側
の
奸
」
と
す
る
青
年
将
校
ら
の
「
熱
情
」
が
重
な
っ
た
と
き
、「
昭
和

維
新
」
の
名
の
下
に
、
二
・
二
六
事
件
が
勃
発
す
る
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

大
蔵
省
昭
和
財
政
史
編
集
室
『
昭
和
財
政
史
四
』
東
洋
経
済
新
報
社

一
九
五
五
年
／
中
村
政

則
『
昭
和
の
歴
史
二

昭
和
の
恐
慌
（
新
装
版
）』
小
学
館

一
九
九
四
年
／
長
幸
男
『
昭
和
恐

慌

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
前
夜
』
岩
波
現
代
文
庫

二
〇
〇
一
年
／
石
井
寛
治

原
朗

武
田
晴

人
『
日
本
経
済
史
三

両
大
戦
間
期
』
東
京
大
学
出
版
会

二
〇
〇
二
年
／
岩
田
規
久
男
『
昭

和
恐
慌
の
研
究
』
東
洋
経
済
新
報
社

二
〇
〇
四
年
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第
三
節

海
軍
航
空
隊
と
ま
ち
づ
く
り

第
一
項

飛
行
場
拡
張
と
陸
軍
飛
行
隊
誘
致

飛
行
場
設
置
の
請
願
と
二
番
機

大
正
十
三
年
七
月
、
衆
議
院
請
願
委
員
会
に
お
い
て「
北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村
字『
マ

マ
チ
』
ニ
航
空
場
設
置
ノ
件
」
が
採
択
さ
れ
た
。
前
述
の
よ
う
に
審
議
の
際
、
政
府
委

員
の
逓
信
省
航
空
局
次
長
波
多
野
保
二
は
、「
此
件
ニ
付
マ
シ
テ
ハ
、
昨
年
以
来
千
歳

村
長
カ
ラ
二
回
モ
逓
信
大
臣
宛
ニ
別
ニ
請
願
ガ
提
出
相
成
ッ
テ
居
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て

お
り
、
十
二
年
か
ら
す
で
に
逓
信
大
臣
宛
に
同
様
の
請
願
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

が
、
波
多
野
は
続
け
て
、「
有
力
ナ
ル
候
補
地
ノ
一
ト
シ
テ
、
十
分
ナ
ル
是
カ
ラ
先
ノ

研
究
調
査
ヲ
継
続
致
シ
タ
イ
」
と
答
弁
し
、
即
断
を
避
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
請
願
活
動
の
な
か
、
大
正
十
五
年
十
月
二
十
二
日
に
小
樽
新
聞
社
機
・

北
海
第
一
号
の
飛
来
が
あ
っ
た
。

千
歳
村
は
着
陸
場
に
再
び
飛
行
機
を
着
陸
さ
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
。

千
歳
村
は
北
海
タ
イ
ム
ス
の
永
田
重
治
操
縦
士
に
結
婚
の
祝
儀
を
包
み
、
千
歳
へ
の

訪
問
飛
行
を
依
頼
し
た
。
永
田
が
訪
問
飛
行
を
行
っ
た
目
的
は
定
か
で
は
な
い
が
、
北

海
タ
イ
ム
ス
が
札
幌－

旭
川
間
の
定
期
航
空
路
を
開
設
し
て
か
ら
一
年
が
た
っ
た
こ

と
、
札
幌
北
二
十
四
条
の
自
社
飛
行
場
に
格
納
庫
を
建
設
し
た
宣
伝
、
あ
る
い
は
永
田

の
趣
味
が
魚
釣
り
で
あ
っ
た
た
め
孵
化
場
を
見
学
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い

う
。昭

和
二
年
八
月
二
十
六
日
、
円
形
の
朱
に
塗
り
出
さ
れ
た
北
海
タ
イ
ム
ス
の
星
印
を

描
い
た
北
斗
第
五
号
Ｊ－

Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
が
永
田
操
縦
士
、
羽
泉
機
関
士
搭
乗
で
飛
来
し

た
。
機
種
は
陸
軍
乙
式
１
型
偵
察
機
の
民
間
払
い
下
げ
で
、
仏
製
サ
ル
ム
ソ
ン
２
Ａ
２

を
川
崎
造
船
が
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
た
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
時
、
千
歳
村
民
は
永
田
に「
千
歳
に
飛
行
機
が
飛
ん
で
く
る
の
は
初
め
て
で
す
」

と
言
っ
た
。
永
田
は
こ
の
言
葉
を
信
じ
、
自
分
が
千
歳
一
番
機
と
信
じ
て
疑
わ
ず
、
誇

り
と
し
た
。
高
齢
と
な
り
病
床
に
あ
っ
た
昭
和
五
十
五
年
、
一
番
機
で
は
な
い
と
の
事

実
を
知
っ
た
時
、
永
田
の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
と
平
木
は
記
し
て
い
る
（『
日
本
ヒ
コ
ー

キ
物
語
・
北
海
道
編
』）。

昭
和
四
年
二
月
に
も
千
歳
村
は
同
じ
『
航
空
場
設
置
請
願
書
』
を
内
務
、
逓
信
、
陸

軍
各
大
臣
、
貴
衆
両
院
議
長
に
提
出
し
て
お
り
、
翌
月
、
衆
議
院
請
願
委
員
会
に
お
い

て
そ
の
請
願
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
も
逓
信
省
の

答
弁
は
「
目
下
調
査
中
デ
ア
リ
マ
ス
ガ
、
将
来
其
施
設
ノ
場
合
ニ
ハ
、
此
地
方
モ
候
補

地
ノ
一
ツ
ト
シ
テ
参
考
ニ
致
シ
マ
ス
」
と
即
断
を
避

け
て
い
た
（「
第
五
十
六
回
帝
国
議
会
衆
議
院
請
願
委
員

会
議
録
」
第
一
一
回
）。

飛
行
場
の
建
設

昭
和
七
年
七
月
に
は
鹿
目
村
長
が
、『
空
輸
計
画

ヲ
伴
ウ
飛
行
場
建
設
ノ
儀
ニ
付
請
願
』
を
内
務
大

臣
、
逓
信
大
臣
、
陸
軍
大
臣
、
貴
衆
両
院
議
長
宛
に

写真５－１ 「千歳飛行場起工」日本手拭（昭和９年・守屋憲治所蔵）

写真５－２ 「千歳村飛行場開き」ビラ
（昭和９年・守屋憲治所蔵）
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行
い
、
国
設
飛
行
場
の
設
置
を
請
願
し
た
が
、
政
府
は
日
本
本
土
縦
貫
航
空
路
を
完
成

さ
せ
る
た
め
北
海
道
に
も
基
幹
飛
行
場
を
札
幌
に
建
設
す
る
と
発
表
し
た
。
飛
行
場
が

今
日
の
よ
う
に
広
大
な
面
積
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
、
飛
行
機
が
小
型
で
騒
音
問
題
も

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
飛
行
場
は
利
用
客
の
利
便
が
優
先
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。『
空
輸
計

画
ヲ
伴
ウ
飛
行
場
建
設
ノ
儀
ニ
付
請
願
』
に
あ
た
っ
て
村
は
「
計
画
ニ
必
要
ナ
ル
面
積

ハ
無
償
提
供
モ
敢
テ
難
渋
ナ
ラ
サ
ル
見
込
ニ
有
之
候
」
と
し
、
理
由
書
に
は
請
願
地
点

の
平
坦
性
、
直
空
距
離
で
道
内
主
要
都
市
に
至
近
、
火
山
灰
堆
積
地
の
地
耐
力
、
積
雪

の
少
な
さ
、
物
資
輸
送
の
鉄
道
利
用
、
王
子
千
歳
川
発
電
所
の
電
力
利
用
な
ど
優
位
性

を
列
挙
し
て
い
る
。

八
年
二
月
、
清
水
村
長
以
下
が
『
陸
軍
飛
行
場
設
置
請
願
書
』
を
提
出
し
た
。
請
願

マ

マ

に
当
た
っ
て
起
案
の
『
陸
軍
飛
行
場
設
置
ノ
儀
陳
情
』
に
は
次
の
と
お
り
陸
軍
飛
行
場

を
誘
致
す
る
に
至
っ
た
事
由
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
請
願
書
と
は
一
部
相
違
す
る
）。

マ

マ

本
村
大
字
千
歳
村
字
マ
マ
チ
原
野
ハ
飛
行
場
ノ
設
置
ニ
適
セ
ル
モ
ノ
有
之
昭
和
二
年
以
来

之
ガ
設
置
方
ニ
関
シ
各
方
面
ニ
請
願
陳
情
ヲ
重
ネ
候
得
共
今
ニ
採
択
実
現
ヲ
見
ス
村
民
一

同
落
胆
ノ
折
柄
今
回
本
道
ノ
適
地
ニ
陸
軍
飛
行
場
設
置
ノ
義
有
之
趣
仄
聞
仕
リ
爰
ニ
挙
村

回
生
ノ
喜
望
ヲ
以
テ
之
カ
実
現
方
ヲ
別
紙
請
願
書
ノ
通
リ
其
ノ
筋
ヘ
要
請
仕
リ
候
（
略
）

昭
和
八
年
二
月
十
三
日

北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村
長

清

水

良

作

末
尾
に
第
七
師
団
長
、
北
海
道
庁
長
官
、
札
幌
逓
信
局
長
宛
氏
名
記
入
と
あ
る
。

千
歳
村
は
民
間
飛
行
場
の
設
置
か
ら
陸
軍
飛
行
隊
の
誘
致
へ
と
村
の
飛
行
場
設
置
案

を
変
更
し
た
。
こ
の
た
め
千
歳
村
陸
軍
飛
行
隊
設
置
速
成
会
が
村
議
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
。

速
成
会
は
九
年
九
月
十
五
日
に
設
立
総
会
を
開
き
飛
行
場
建
設
を
決
定
し
た
。

第
一
期
拡
張
工
事
は
九
月
二
十
八
日
に
着
工
、
十
月
二
十
三
日
に
竣
工
し
二
十
八
日

に
は
千
歳
村
飛
行
場
開
き
が
行
わ
れ
た
。
飛
行
場
整
備
面
積
は
五
万
坪
を
予
定
し
て
い

た
が
、
四
万
五
〇
〇
〇
坪
と
な
り
、
所
要
経
費
は
一
五
七
〇
円
で
う
ち
七
四
〇
円
が
村

費
で
、
作
業
に
は
小
学
校
五
年
生
以
上
の
者
延
べ
一
七
七
二
人
が
参
加
し
た
。

千
歳
村
は
「
記
念

千
歳
飛
行
場
起
工

昭
和
九
年
中
秋
」
の
文
字
と
複
葉
機
、
日

て
ぬ
ぐ
い

の
丸
な
ど
を
染
め
分
け
た
記
念
の
日
本
手
拭
を
全
戸
に
配
っ
た
（
写
真
５－

１
）。

十
月
二
十
八
日
に
は
千
歳
村
の
要
請
に
よ
る
北
海
タ
イ
ム
ス
社
機
北
斗
の
竣
工
祝
賀

訪
問
飛
行
が
行
わ
れ
、
札
幌
・
北
二
十
四
条
か
ら
飛
来
し
た
。
飛
行
機
は
北
海
の
同
型

機
、
操
縦
士
は
上
出
松
太
郎
で
あ
っ
た
。
上
出
は
「
千
歳
村
飛
行
場
開
き
」
の
ビ
ラ
（
写

真
５－

２
）
を
撒
き
、
体
験
搭
乗
を
行
っ
た
。
渡
部
栄
蔵
ら
が
上
空
か
ら
村
を
見
た
。

千
歳
村
飛
行
場
開
き
に
関
し
時
事
新
報
札
幌
支
局
長
だ
っ
た
石
田
篤
郎
は
「
千
歳
飛

行
場
に
つ
い
て
は
良
く
記
事
に
し
、
陸
軍
省
へ
の
陳
情
に
つ
い
て
も
紙
上
か
ら
応
援
し

ま
し
た
。
陸
軍
か
ら
も
千
歳
を
必
要
と
し
て
い
る
が
防
諜
上
公
表
で
き
な
い
か
ら
と
い

う
こ
と
で
記
事
が
差
し
止
め
と
な
り
、
そ
の
部
分
が
空
白
の
ま
ま
発
行
さ
れ
た
こ
と
も

度
々
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
。

時
事
新
報
の
記
事
を
見
て
み
る
。

昭
和
九
年
九
月
二
十
二
日
付
朝
刊

村
民
の
手
で
飛
行
場

千
歳
村
に
建
設

村
民
一
致
し
て
飛
行
場
を
建
設
す
る
と
い
う
非
常
時
が
生
ん
だ
一
挿
話
、（
略
）
数
回
飛

行
機
発
着
試
験
を
行
っ
た
儘
放
任
の
形
と
な
っ
て
い
た
が
（
略
）
飛
行
場
の
完
成
を
急
ぐ

こ
と
と
な
っ
た
（
略
）。

昭
和
九
年
十
月
二
十
七
日
付
朝
刊

不
況
に
喘
ぎ
乍
も
比
の
国
防
精
神

村
民
の
汗
の
結
晶－

千
歳
飛
行
場
遂
ひ
に
完
成

不
況
と
凶
作
に
喘
ぐ
北
海
道
に
も
国
防
の
赤
誠
に
も
ゆ
る
美
談
が
あ
る
。（
略
）
こ
の
程

遂
に
完
成
を
見
、
二
十
八
日
午
前
十
時
か
ら
同
飛
行
場
の
竣
工
式
を
挙
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
略
）。

昭
和
九
年
九
月
三
十
一
日
付
朝
刊

８００
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村
の
誇
り
千
歳
飛
行
場

先
ず
飛
行
場
を
村
で
持
っ
て
い
る
と
い
う
処
は
全
国
で
も
恐
ら
く
札
幌
郊
外
千
歳
村
だ
け

だ
ら
う
、（
略
）
同
村
で
は
今
後
更
に
同
飛
行
場
を
拡
張
し
将
来
は
同
地
に
陸
軍
の
飛
行

隊
を
設
置
し
本
道
の
空
の
護
り
を
よ
り
堅
か
ら
し
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

飛
行
場
開
き
の
日
、
石
田
は
手
稲
・
軽
川
に
あ
っ
た
北
日
本
飛
行
学
校
（
中
村
幸
徳

校
長
）
安
田
行
英
操
縦
の
英
ア
ブ
ロ
５
０
４
Ｋ
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
千
歳
訪
問
飛
行
を

行
っ
た
。

陸
軍
飛
行
隊
設
置
の
請
願
と
航
空
特
別
演
習

村
は
、
千
歳
飛
行
場
を
以
前
の
着
陸
場
と
同
じ
く
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
草
原
に

戻
す
こ
と
が
忍
び
な
く
、
永
続
的
な
使
用
方
法
を
見
出
す
た
め
の
協
議
会
を
昭
和
十
年

一
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
。
昭
和
十
二
年
度
版
『
千
歳
村
勢
要
覧
』
に
は
九
年
以
前

の
飛
行
場
を「
一
時
中
絶
ノ
状
態
ナ
リ
シ
」と
、
放
置
さ
れ
た
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
。

協
議
会
の
結
果
は
飛
行
場
を
陸
軍
省
に
献
納
し
飛
行
隊
を
誘
致
す
る
こ
と
で
議
決
、

誘
致
の
た
め
北
海
道
鉄
道
北
側
の
村
有
地
と
飛
行
場
周
辺
の
民
有
地
を
交
換
し
て
得
た

飛
行
場
用
地
一
三
〇
町
歩
を
確
保
し
た
。

二
月
四
日
に
清
水
村
長
以
下
が
上
京
、
貴
衆
両
院
、
関
係
省
庁
に
陸
軍
飛
行
場
設
置

の
請
願
活
動
を
行
う
と
と
も
に
東
京
・
立
川
、
埼
玉
・
所
沢
、
茨
城
・
霞
ヶ
浦
等
の
航

空
関
連
施
設
を
視
察
し
一
〇
日
後
に
帰
道
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、陸
軍
飛
行
隊
設
置
の
請
願
が
採
択
と
な
っ
た
が
、海
軍
機
の
ス
キ
ー

降
着
装
置
訓
練
に
来
た
操
縦
士
の
中
島
正
（
後
に
初
代
千
歳
基
地
司
令
）
は
『
航
空
自

衛
隊
千
歳
基
地
二
十
五
周
年
史
』
に
「
飛
行
場
と
い
っ
て
も
只
の
っ
ぱ
ら
で
雪
の
上
に

ウ
サ
ギ
の
足
跡
が
無
数
に
あ
り
ま
し
た
」
と
当
時
の
状
況
を
回
想
し
て
い
る
。

陸
軍
飛
行
隊
設
置
の
請
願
が
採
択
に
な
る
二
週
間
前
の
三
月
九
日
、
陸
軍
航
空
特
別

演
習
の
計
画
主
任
者
で
あ
る
航
空
本
部
員
の
青
木
喬
航
空
兵
少
佐
が
千
歳
を
訪
れ
た
。

青
木
少
佐
は
十
年
秋
に
行
う
航
空
演
習
の
飛
行
場
を
探
し
て
い
た
。「
札
幌
、
帯
広
に

も
飛
行
場
は
あ
る
が
演
習
に
は
狭
す
ぎ
る
。
千
歳
も
狭
す
ぎ
る
」
と
言
っ
た
。
千
歳
村

は
こ
の
航
空
演
習
を
陸
軍
飛
行
隊
誘
致
の
絶
好
の
好
機
と
捉
え
た
。

第
二
期
拡
張
工
事
は
、
昭
和
十
年
四
月
四
日
に
始
ま
り
六
月
六
日
に
竣
工
、
飛
行
場

（
離
着
陸
場
）
面
積
は
一
〇
万
三
六
二
〇
坪
と
な
っ
た
。
ヌ
プ
ノ
シ
ケ
沢
の
埋
め
立
て

は
村
民
の
動
員
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
土
木
業
者
に
請
け
負
わ
せ
た
。
工
事
費
の
一
部

は
陸
軍
か
ら
も
支
出
さ
れ
視
察
が
あ
っ
た
。
飛
行
場
北
端
に「
チ
ト
セ
」と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
地
上
航
空
標
識
を
設
置
、
六
月
二
十
二
日
に
帝
国
航
空
協
会
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
た
（
図
５－

１
参
照
）。

陸
軍
が
千
歳
に
目
を
つ
け
た
の
は
飛
行
隊
の
誘
致
運
動
を
行
っ
て
い
て
容
易
に
地
元

の
協
力
が
得
や
す
い
こ
と
、
札
幌
に
近
く
、
太
平
洋
、
日
本
海
の
両
海
面
に
出
や
す
い

地
に
飛
行
場
が
ほ
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
当
時
、
陸
軍
の
上
層
部
は
す
で
に

北
海
道
に
飛
行
場
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
軍
隊
誘
致
に
積
極
的
な
運
動
を
展
開
し
て

い
た
帯
広
に
歩
兵
連
隊
の
代
わ
り
に
飛
行
隊
を
設
置
し
よ
う
と
決
め
て
い
た
。

航
空
特
別
演
習
は
昭
和
十
年
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
間
、
三
次
に
わ

た
っ
て
南
北
両
軍
に
分
か
れ
実
施
さ
れ
た
。
仮
想
敵
地
の
中
核
は
青
森
・
東
津
軽
郡
油

川
（
現
・
青
森
市
）
の
青
森
飛
行
場
だ
っ
た
。
千
歳
上
空
に
お
い
て
は
八
月
十
八
日
か

ら
演
習
が
開
始
さ
れ
、
二
十
一
日
ま
で
模
擬
空
中
戦
が
展
開
さ
れ
た
。
悪
天
候
で
事
故

が
続
出
し
た
。
第
三
次
の
東
京
防
空
演
習
は
悪
天
候
の
た
め
途
中
で
中
止
と
な
っ
た
。

青
木
少
佐
は
、
航
空
機
の
弱
点
を
陸
軍
部
内
一
般
に
知
ら
し
め
た
と
総
括
し
た
。

八
月
十
六
日
に
は
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
九
日
に
国
内
初
の
動
力
飛
行
に
よ
る

（
１
）

公
式
飛
揚
に
成
功
し
た
徳
川
中
将
が
演
習
統
監
と
し
て
飛
来
し
千
歳
神
社
で
安
全
を
祈

願
後
、
札
幌
に
向
か
っ
た
。

註
（
１
）

国
内
初
の
動
力
飛
行
は
、
公
式
飛
行
の
五
日
前
に
日
野
歩
兵
大
尉
（
後
に
中

佐
）
が
滑
走
試
験
中
に
行
な
っ
た
。

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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陸
軍
特
別
大
演
習
と
天
皇
行
幸

陸
軍
特
別
大
演
習
が
千
歳
を
含
ん
だ
空
知
・
道
央
地
区
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ

た
千
歳
村
は
陸
軍
飛
行
隊
誘
致
実
現
に
向
け
更
な
る
拡
張
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
三
期
拡
張
工
事
は
昭
和
十
一
年
五
月
十
日
か
ら
六
月
二
十
日
に
か
け
て
行
わ
れ
、
既

存
離
着
陸
場
面
積
一
〇
万
三
六
二
〇
坪
に
六
万
八
〇
〇
〇
坪
以
上
を
拡
張
、
全
体
面
積

は
一
七
万
二
一
〇
〇
余
坪
で
北
海
道
最
大
の
飛
行
場
と
な
っ
た
。
工
事
費
も
村
費
だ
け

で
は
不
足
し
た
た
め
王
子
製
紙
、
伊
藤
組
な
ど
の
千
歳
関
連
企
業
か
ら
も
寄
付
を
仰
い

だ
。
ま
た
、
シ
ュ
ク
バ
イ
に
立
地
し
て
い
た
大
阪
マ
ル
キ
パ
ン
の
大
農
式
小
麦
粉
供
給

農
場
で
あ
っ
た
水
谷
農
場
か
ら
ト
ラ
ク
タ
ー
三
台
を
借
り
入
れ
抜
根
、
整
地
、
転
圧
に

使
用
し
た
。

陸
軍
特
別
大
演
習
は
戦
時
体
制
を
整
え
る
た
め
三
四
回
目
で
最
後
の
も
の
と
な
っ

た
。演
習
の
目
的
は
、ソ
連
と
の
戦
争
で
将
来
の
戦
場
と
な
る
で
あ
ろ
う
満
州
を
想
定
、

で
い
ね
い

地
形
的
に
似
た
千
歳
地
方
の
長
都
沼
周
辺
の
泥
濘
で
人
馬
・
機
械
化
車
輌
が
如
何
に
戦

え
る
か
を
知
る
も
の
だ
っ
た
。
大
本
営
は
北
海
道
帝
国
大
学
農
学
部
校
舎
に
設
け
ら
れ

た
。
演
習
は
、
北
軍
・
旭
川
第
七
師
団
、
南
軍
・
弘
前
第
八
師
団
の
二
師
団
を
対
抗
さ

せ
る
形
で
行
わ
れ
た
。

演
習
は
十
月
二
日
夜
半
か
ら
開
始
さ
れ
四
日
の
大
暴
風
雨
の
中
、
大
演
習
の
た
め
架

設
さ
れ
た
ネ
シ
コ
シ
（
根
志
越
）
橋
付
近
で
両
軍
が
衝
突
、
南
軍
は
千
歳
川
を
敵
前
渡

河
し
島
松
方
面
に
前
進
し
た
。
こ
の
大
暴
風
雨
の
た
め
昭
和
天
皇
の
統
監
は
中
止
さ
れ

た
。
千
歳
野
外
統
監
部
は
現
在
の
根
志
越
橋
左
岸
に
設
け
ら
れ
、
三
笠
宮
、
朝
香
宮
、

東
久
邇
宮
の
三
宮
殿
下
が
両
軍
の
戦
闘
を
観
戦
さ
れ
た
。

千
歳
飛
行
場
は
連
絡
飛
行
場
と
な
り
、
苫
小
牧
競
馬
場
（
現
・
市
立
苫
小
牧
東
中
学

校
）を
活
用
し
た
苫
小
牧
飛
行
場
と
と
も
に
大
演
習
に
使
わ
れ
た
ほ
か
、南
軍
の
戦
車
、

装
甲
自
動
車
が
宿
営
し
た
。
規
模
は
飛
行
大
隊
用
と
さ
れ
た
。

航
空
輸
送
関
連
で
は
、
日
本
航
空
輸
送
が
昭
和
十
年
に
採
用
し
た
ば
か
り
の
新
鋭
ダ

図５－１ 千歳飛行場・離着陸場位置図（作図・執筆者）
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グ
ラ
ス
Ｄ
Ｃ－

２
型
旅
客
輸
送
機
が
九
月
二
十
五
日
下
り
便
か
ら
十
月
十
日
上
り
便
ま

で
の
間
、
東
京
・
羽
田
飛
行
場
と
札
幌
・
北
二
十
四
条
飛
行
場
の
間
に
一
日
上
下
一
便

の
臨
時
航
空
路
線
を
開
設
し
た
。
航
空
路
開
設
の
目
的
は
、
公
文
書
、
官
報
、
日
刊
紙

の
ほ
か
郵
便
物
等
の
通
信
速
達
に
あ
っ
た
。

こ
の
間
、
九
月
二
十
七
日
下
り
便
か
ら
十
月
一
日
上
り
便
ま
で
は
航
路
を
帯
広
・
十

勝
種
馬
所
耕
地
ま
で
延
長
、
十
月
五
日
下
り
便
か
ら
九
日
上
り
便
ま
で
は
、
札
幌
飛
行

場
の
代
替
飛
行
場
と
し
て
千
歳
飛
行
場
に
日
本
航
空
輸
送
機
が
飛
来
す
る
計
画
を
た
て

た
。
東
京
か
ら
青
森
・
油
川
を
経
由
し
、
千
歳－

東
京
の
所
要
時
間
は
七
時
間
五
分
、

実
飛
行
時
間
は
六
時
間
三
五
分
だ
っ
た
。
し
か
し
、
期
間
中
、
帯
広
ま
で
の
飛
行
は
な

く
、
九
月
二
十
七
日
、
十
月
三
、
四
日
は
悪
天
候
の
た
め
上
下
全
便
が
欠
航
し
た
。

十
月
五
日
の
Ｄ
Ｃ－

２
の
飛
来
は
、
旅
客
機
の
初
飛
来
で
あ
り
空
港
の
起
源
と
な
っ

た
。
ま
た
、
新
聞
社
の
連
絡
通
信
機
も
千
歳
を
取
材
基
地
と
し
て
飛
ん
だ
。

北
海
道
鉄
道
札
幌
線
は
大
演
習
の
期
間
、
軍
専
用
鉄
道
と
な
っ
て
一
般
の
利
用
が
禁

止
さ
れ
た
。
北
海
道
鉄
道
線
に
と
っ
て
も
演
習
の
兵
員
輸
送
等
で
初
め
て
鉄
道
省
の
蒸

気
機
関
車
が
入
線
し
た
と
き
で
も
あ
っ
た
。
省
型
蒸
気
機
関
車
は
兵
員
輸
送
列
車
、
装

甲
列
車
を
牽
引
し
た
。
し
か
し
、
室
蘭
本
線
に
幹
線
貨
物
機
の
９
６
０
０
型
が
入
線
し

た
の
に
対
し
、
札
幌
線
に
は
簡
易
線
区
用
の
Ｃ
５６
型
が
入
線
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
札
幌

線
の
路
盤
の
軟
弱
性
が
要
因
で
、
貨
物
の
牽
引
両
数
に
お
い
て
札
幌
線
は
省
線
の
二
分

の
一
で
し
か
な
か
っ
た
。
Ｃ
５６
型
の
入
線
で
あ
っ
た
が
演
習
に
先
立
ち
路
盤
の
強
化
工

事
が
行
わ
れ
た
。

大
演
習
期
間
中
、北
海
道
庁
の
兵
事
係
出
張
所
が
宮
本
旅
館
に
開
設
さ
れ
、各
部
隊
、

関
係
官
公
署
そ
し
て
現
地
用
務
処
理
の
連
絡
業
務
を
行
っ
た
。

六
日
に
は
、
札
幌
飛
行
場
に
お
い
て
一
〇
万
人
の
参
観
者
の
も
と
戦
車
、
重
砲
、
自

動
車
な
ど
の
各
部
隊
及
び
兵
員
二
万
五
〇
〇
〇
人
に
よ
る
大
観
閲
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

そ
の
上
空
を
千
歳
飛
行
場
か
ら
離
陸
し
た
一
一
機
の
陸
軍
機
が
高
度
五
〇
〇
�
で
銀
翼

を
連
ね
編
隊
飛
行
を
展
示
し
た
。

昭
和
十
二
年
四
月
十
日
発
行
の
帝
国
飛
行
協
会
『
本
邦
民
間
飛
行
場
図
』
に
千
歳
飛

行
場
の
記
述
、
諸
元
を
見
る
と
次
の
と
お
り
と
な
る
。
面
積
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年

の
第
二
期
拡
張
・
陸
軍
航
空
特
別
演
習
時
の
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

海
軍
が
航
空
基
地
建
設
に
着
手
す
る
直
前
の
千
歳
飛
行
場
の
概
況
で
あ
る
。

所
在
場
所

北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村
大
字
千
歳
字
マ
マ
チ
一
三
八
七

マ

マ

飛
行
場
管
理
者

北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村

千
歳
村
陸
軍
航
空
隊
設
置
速
成
会

千
歳
飛
行
場
位
置
図
（
略
）

Ｎ
・
４２
度
４８
分
１４
秒

Ｅ
・
１
４
１
度
４０
分
１８
秒

面
積
及
地
形－

総
面
積
一
三
二
〇
〇
〇
〇
平
方
米
（
四
〇
〇
〇
〇
〇
坪
）
ノ
内

離
着
陸
場
三
四
一
九
〇
〇
平
方
米
（
一
〇
三
六
二
〇
坪
）

地
形
平
坦
、
土
質
火
山
灰
地
ニ
シ
テ
地
盤
固
ク
附
近
ニ
何
等
ノ
障
害
物
ナ

シ

恒

風－

春
夏
ハ
南
風
、
秋
冬
ハ
北
風

格

納

庫－

ナ
シ

其
他
ノ
航
空
施
設－

吹
流
シ
及
ビ
航
空
標
識
「
チ
ト
セ
」
ア
リ

交
通
連
絡－

北
海
道
鉄
道
千
歳
駅
ヲ
距
ル
二
五
〇
〇
米
、
千
歳
市
街
ヲ
距
ル
一
六
〇
〇
米

千
歳
市
街
ニ
ハ
乗
合
自
動
車
及
ビ
「
ト
ラ
ッ
ク
」
ア
リ

通
信
連
絡－

千
歳
市
街
ニ

三
等
郵
便
局
（
電
信
、
電
話
）
ア
リ

観
測
設
備－

ナ
シ

燃

料－

千
歳
市
街
ニ
家
庭
用
小
売
商
ア
ル
ノ
ミ

注
意
ス
へ
キ
障
害
物－

ナ
シ

其

他－

千
歳
飛
行
場
図
（
略
）

（
航
空
局
未
認
定
）

昭
和
十
三
年
に
発
行
さ
れ
た
『
昭
和
十
一
年
陸
軍
特
別
大
演
習
並
地
方
行
啓
北
海
道

庁
記
録
』
に
は
、
千
歳
周
辺
の
地
形
を
「
千
歳
川
の
流
域
は
本
道
第
一
の
広
汎
な
る
湿

第５章 日中戦争と海軍航空隊

８０３

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.22 09.39.25  Page 343 



地
帯
を
為
し
、
人
馬
車
の
運
行
全
く
不
可
能
な
る
等
地
形
上
の
変
化
極
め
て
複
雑
せ
る

為
、
策
戦
用
兵
上
非
常
な
る
苦
心
を
要
し
た
る
所
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。

十
年
航
空
特
別
演
習
、
十
一
年
特
別
大
演
習
に
お
い
て
飛
行
基
地
と
し
て
使
用
さ
れ

た
千
歳
飛
行
場
に
十
一
年
十
二
月
と
翌
年
の
三
月
に
第
七
師
団
経
理
課
長
、
航
空
本
部

員
が
陸
軍
飛
行
隊
設
置
適
地
調
査
に
訪
れ
た
。
し
か
し
、
北
海
道
に
お
け
る
陸
軍
飛
行

隊
は
帯
広
に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
飛
行
隊
の
帯
広
設
置
決
定
を
知
ら
な
い
千

歳
村
は
、
十
二
年
以
降
の
海
軍
の
動
き
を
逐
一
、
第
七
師
団
に
報
告
し
て
い
た
。

札
幌
飛
行
場

昭
和
三
年
十
月
三
十
日
に
国
策
的
な
航
空
会
社
日
本
航
空
輸
送
が
設
立
さ
れ
た
。
翌

年
度
か
ら
本
格
的
定
期
航
空
輸
送
を
開
始
、
十
三
年
に
は
我
が
国
の
海
外
雄
飛
に
呼
応

す
る
大
日
本
航
空
へ
改
組
、
さ
ら
に
特
殊
法
人
へ
と
発
展
し
た
。

七
年
八
月
の
帝
国
議
会
で
北
海
道
方
面
定
期
航
路
用
飛
行
場
の
整
備
が
可
決
さ
れ
、

八
年
六
月
九
日
に
竣
工
し
た
の
が
札
幌
・
北
二
十
四
条
飛
行
場
で
あ
る
。

札
幌
飛
行
場
が
整
備
さ
れ
た
翌
年
の
昭
和
九
年
か
ら
日
本
航
空
輸
送
は
ロ
ー
カ
ル
線

の
運
航
を
開
始
し
た
が
、
北
海
道
線
の
開
設
は
遅
れ
に
遅
れ
た
。

北
海
道
が
定
期
航
空
輸
送
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
の
は
国
策
に
あ
っ
た
。
満
州
、
台
湾

線
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
航
空
路
も
北
守
南
進
で
あ
っ
た
。

飛
行
場
が
完
成
し
て
も
定
期
便
の
就
航
は
昭
和
十
二
年
度
ま
で
待
た
な
く
て
は
な
ら

な
か
っ
た
が
、
札
幌
線
の
開
業
に
よ
っ
て
日
本
本
土
縦
貫
航
空
路
線
網
が
確
立
し
た
。

し
か
し
、
路
線
が
開
設
さ
れ
て
も
北
海
道
線
は
不
採
算
路
線
で
、
か
つ
樺
太
な
ど
外
地

へ
の
路
線
延
長
の
見
込
み
も
な
い
こ
と
か
ら
十
五
年
七
月
九
日
を
も
っ
て
運
休
と
な

り
、
戦
前
に
お
け
る
北
海
道
の
定
期
航
路
は
そ
の
幕
を
下
ろ
し
た
。
使
用
機
材
は
十
二

年
度
が
米
フ
ォ
ッ
カ
ー
（
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
）・
ス
ー
パ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
旅
客
機

（
中
島
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
）、
十
三
年
度
か
ら
は
三
菱
ひ
な
ず
る
型
旅
客
機
で
い
ず
れ
も

乗
客
数
は
六
人
だ
っ
た
。
ひ
な
ず
る
型
は
英
エ
ア
ス
ピ
ー
ド
Ａ
・
Ｓ
・
６
エ
ン
ボ
イ
旅

客
機
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
と
し
て
知
ら
れ
る
。

運
行
は
一
日
一
便
。
仙
台
と
青
森
に
各
一
〇
分
間
寄
港
、
東
京－

札
幌
間
の
所
要
時

間
は
六
時
間
だ
っ
た
。
冬
季
は
運
休
で
あ
っ
た
が
、
最
も
搭
乗
者
数
が
多
か
っ
た
昭
和

十
三
年
に
お
い
て
も
札
幌
か
ら
の
利
用
者
数
は
僅
か
七
六
三
人
だ
っ
た
。

札
幌
飛
行
場
の
面
積
は
一
六
万
六
八
〇
坪
、
滑
走
路
は
南
北
九
〇
〇
�
、
東
西
八
〇

〇
�
、
公
認
私
設
の
中
型
（
乙
型
）
航
空
灯
台
は
南
一
条
西
二
丁
目
の
丸
井
今
井
札
幌

本
店
新
館
（
現
・
一
条
館
）
の
屋
上
に
あ
っ
た
。

引
用
・
参
考
文
献

守
屋
憲
治
『
北
の
翼－

千
歳
航
空
史－

』
み
や
ま
書
房

一
九
八
五
年
／
防
衛
庁
戦
史
室
『
戦

史
叢
書
５２
陸
軍
航
空
の
軍
備
と
運
用
（
１
）
昭
和
十
三
年
初
期
ま
で
』
朝
雲
新
聞
社

一
九
七

一
年
／
千
歳
村
『
千
歳
飛
行
場
沿
革
』
一
九
三
七
年
／
同
『
陳
情
請
願
書
類
』
自
大
正
十
二
年

至
大
正
十
八
年
／
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
『
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
二
十
五
年
史
』
一
九
八
三

年
／
北
海
道
庁
『
昭
和
十
一
年
陸
軍
特
別
大
演
習
並
地
方
行
幸
北
海
道
庁
記
録
』
一
九
三
八
年

／
帝
国
飛
行
協
会
『
本
邦
民
間
飛
行
場
』
一
九
三
七
年
／
平
木
国
夫
『
日
本
ヒ
コ
ー
キ
物
語
・

北
海
道
篇
』、『
日
本
ヒ
コ
ー
キ
物
語
・
北
陸
信
越
篇
』
冬
樹
社

一
九
八
〇
年

第
二
項

社
会
資
本
の
整
備

一．

市
街
地
の
拡
大
と
都
市
景
観

市
街
地
の
伸
張

大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
時
期
は
、
慢
性
的
な
不
況
や
凶
作
に
よ
り
農

漁
村
の
経
済
の
疲
弊
は
大
き
く
、
社
会
全
体
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た

背
景
の
な
か
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
満
州
事
変
、
十
二
年
の
日
中
戦
争
の
開
始
と

拡
大
に
よ
り
戦
時
体
制
化
は
加
速
し
て
い
っ
た
。

当
時
の
千
歳
村
は
と
い
う
と
、
小
さ
い
な
が
ら
も
飛
行
場
は
あ
る
と
は
い
え
、
農
業
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と
薪
炭
を
主
な
生
産
物
と
す
る
農
村
で
あ
っ
た
。
市
街
地
も
現
在
の
本
町
か
ら
錦
町
の

室
蘭
街
道
沿
線
と
千
歳
駅
前
、
千
歳
橋
付
近
か
ら
千
歳
駅
ま
で
の
間
は
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ

が
繁
る
湿
地
帯
で
、
人
家
も
ま
ば
ら
で
駅
に
停
車
す
る
列
車
が
よ
く
見
え
た
と
い
う
ほ

ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
一
寒
村
の
命
運
を
決
め
た
の
は
昭
和
十
二
年
の
海
軍
航
空
基
地
の
建
設

決
定
で
あ
っ
た
。
飛
行
場
造
成
工
事
は
同
年
度
中
か
ら
始
ま
り
、
滑
走
路
、
燃
料
庫
や

兵
舎
を
は
じ
め
と
す
る
基
地
施
設
の
他
に
、
基
地
の
外
（
市
街
地
）
で
も
士
官
・
下
士

官
用
宿
舎
な
ど
が
建
て
ら
れ
た
。

航
空
隊
は
十
四
年
十
一
月
に
開
庁
し
た
が
、
そ
の
後
も
基
地
建
設
工
事
は
続
け
ら

れ
、
海
軍
航
空
廠
の
設
置
に
伴
う
工
員
宿
舎
や
寮
が
整
備
さ
れ
、
市
街
地
の
様
相
は
一

変
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

千
歳
第
一
土
地
区
画

昭
和
十
二
年
十
一
月
、
千
歳
村
長
畠
山
定
吉
は
「
土
地
区
画
整
理
組
合
設
置
ニ
関
ス

ル
件
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
各
土
地
所
有
者
へ
通
知
し
た
。

（
略
）
本
村
飛
行
場
モ
今
回
愈
々
海
軍
飛
行
場
ト
シ
テ
設
置
決
定
相
成
リ
過
般
来
工
事

ニ
着
手
中
ナ
ル
ハ
御
承
知
之
通
リ
（
略
）
本
市
街
ハ
道
路
巾
員
ニ
於
テ
モ
広
狭
之
差
著
シ

ク
何
等
市
街
ト
シ
テ
ノ
土
地
整
理
モ
無
之
状
態
ニ
シ
テ
此
儘
各
自
之
任
意
ニ
放
置
セ
ン
カ

後
日
収
拾
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
事
態
ニ
到
着
ス
ヘ
キ
ハ
一
目
瞭
然
ニ
有
之
ハ
御
同
感
之
事
ニ
被

存
候
依
而
此
際
市
街
地
ト
シ
テ
ノ
一
定
ノ
区
画
整
理
ヲ
ナ
シ
道
路
排
水
等
之
施
設
ヲ
ナ
シ

建
物
建
設
者
之
便
利
ヲ
与
フ
ル
ハ
当
市
街
附
近
一
帯
之
開
発
ヲ
図
ル
上
ニ
於
テ
焦
眉
之
問

題
ト
被
存
候
付
テ
ハ
是
等
之
点
ニ
関
シ
御
面
談
之
上
�
々
御
協
議
申
上
度
ト
被
存
候
間
御

多
忙
中
恐
縮
之
至
リ
ニ
候
ヘ
共
来
ル
十
六
日
午
后
六
時
当
役
場
会
議
場
�
御
参
集
相
煩
度

此
段
得
貴
意
度
候

追
テ
当
日
ハ
道
庁
都
市
計
画
課
ヨ
リ
係
員
出
張
御
指
示
被
下
事
ト
相
成
居
候
間
御
諒
承

之
上
御
繰
合
定
刻
�
御
出
席
御
願
申
上
候

十
六
日
夜
、
道
庁
都
市
計
画
課
の
神
尾
技
師
が
出
席
、
関
係
地
主
が
参
集
し
懇
談
会

を
催
し
た
が
、
神
尾
技
師
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
に
つ
い
て
の
説
明
を
聴
い
て
、
参
加

者
一
同
は
理
解
を
深
め
、
組
合
設
立
の
趣
旨
に
賛
同
し
た
。

十
八
日
夜
、
地
方
費
道
路
関
係
地
主
が
会
合
し
た
。
十
二
月
二
日
、
区
域
の
実
地
検

査
の
た
め
に
道
庁
か
ら
竹
村
技
師
ら
三
名
が
来
村
し
、
調
査
を
行
っ
た
。

区
画
整
理
の
う
ち
地
方
道
敷
地
は
こ
の
段
階
で
決
定
し
た
。
畠
山
村
長
は
十
二
月
七

日
付
け
で
道
路
幅
一
二
間
と
し
て
測
量
済
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
家
屋
新
築
に

つ
い
て
は
こ
れ
に
準
じ
た
い
の
で
新
築
の
場
合
は
役
場
に
通
知
し
て
ほ
し
い
旨
、
関
係

沿
道
地
主
に
通
達
し
た
。

十
三
年
二
月
二
十
五
日
の
村
議
会
に
お
い
て
、
議
案
第
十
八
号
「
都
市
計
画
法
第
一

条
ニ
依
ル
指
定
申
請
ノ
件
」
を
議
し
、「
千
歳
村
本
村
市
街
地
ニ
於
ル
交
通
衛
生
保
安

経
済
等
ノ
諸
般
設
備
ニ
鑑
ミ
都
市
計
画
施
設
ノ
必
要
ヲ
認
メ
都
市
計
画
法
第
一
条
ニ
依

ル
指
定
ヲ
其
筋
ニ
内
申
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
議
決
し
た
。

三
月
十
日
、
畠
山
村
長
は
内
務
大
臣
末
次
信
正
に
千
歳
第
七
三
号
を
も
っ
て
都
市
計

画
指
定
村
指
定
方
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

八
月
一
日
、
役
場
会
議
室
で
発
起
人
会
が
開
か
れ
、
組
合
長
以
下
評
議
員
が
決
定
し

た
。

組
合
長

畠
山
定
吉
（
村
長
）

副
組
合
長

中
川
種
次
郎

渡
部
栄
蔵

評
議
員

甲
斐
荘
正
顕

山
崎
友
吉

吉
田
貞

高
塚
憲
正

昭
和
十
三
年
十
月
十
三
日
付
、
内
務
省
告
示
第
四
二
四
号
を
も
っ
て
指
定
が
あ
り
、

同
日
、
同
省
告
示
第
四
二
五
号
を
も
っ
て

都
市
計
画
法
第
二
条
第
一
項
ノ
規
定
ニ
依
リ
北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村
ノ
区
域
ヲ
以
テ
千

歳
都
市
計
画
区
域
ト
ス

と
計
画
区
域
が
官
報
に
告
示
さ
れ
た
。

海
軍
航
空
隊
の
新
設
に
伴
い
、村
へ
の
大
き
な
影
響
が
予
測
さ
れ
、村
長
畠
山
定
吉
、
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航
空
隊
設
置
期
成
会
副
会
長
中
川
種
次
郎
、
商
業
組
合
長
渡
部
栄
蔵
、
常
設
委
員
細
川

弥
作
、
蔬
菜
供
給
組
合
瀧
川
亮
次
ら
が
、
既
に
航
空
隊
の
所
在
す
る
次
の
町
村
を
十
三

年
十
二
月
十
日
か
ら
十
九
日
ま
で
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。

千
葉
県
君
津
郡
木
更
津
町

木
更
津
航
空
隊
所
在
地

茨
城
県
新
治
郡
土
浦
町

霞
ヶ
浦
航
空
隊
関
係
町

〃

稲
敷
郡
阿
見
町

〃

所
在
地

ほ
か
に
東
京
市
、
横
須
賀
市
、
大
湊
町

「
航
空
隊
所
在
町
村
事
情
調
査
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
木
更
津
町
の
章
に
道
路
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

停
車
場
ヨ
リ
航
空
隊
ニ
至
ル
間
ノ
道
路
橋
梁
等
設
備
ノ
状
況

此
点
ニ
付
航
空
隊
側
ノ
意
見
ヲ
記
載
シ
参
考
ト
ス
。
町
ニ
対
シ
隊
側
ニ
於
テ
最
モ
深
ク

感
謝
シ
タ
事
ハ
隊
ノ
開
隊
マ
デ
町
ヨ
リ
隊
ニ
至
ル
主
要
道
ガ
完
全
ニ
舗
装
セ
ラ
レ
テ
ア
ツ

タ
事
デ
ア
ル
云
々
。

右
言
ノ
如
ク
道
路
橋
梁
等
ハ
実
ニ
好
ク
整
備
セ
ラ
レ
ア
リ
。
町
内
主
要
道
皆
充
分
ナ
考

慮
ガ
払
ハ
レ
テ
居
ル
ト
認
メ
ラ
ル
。

土
浦
町
、
阿
見
町
と
も
に
主
要
道
路
は
完
全
舗
装
さ
れ
て
い
て
、
調
査
団
は
こ
れ
に

範
を
と
っ
て
都
市
計
画
の
中
で
千
歳
駅
か
ら
航
空
隊
ま
で
の
主
要
道
路
の
舗
装
を
進
め

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
公
共
施
設
、
航
空
隊
に
対
す
る
物
資
供
給
の
状
況
、
将

兵
に
対
す
る
借
家
間
借
そ
の
他
の
建
物
設
備
の
状
況
を
調
査
し
た
。

千
歳
村
は
都
市
計
画
整
備
事
業
を
進
め
る
た
め
土
木
技
術
者
を
求
め
て
い
た
が
、
北

海
道
庁
札
幌
工
事
事
務
所
勤
務
の
鈴
木
茂
夫
を
、
同
所
の
許
可
を
得
て
昭
和
十
四
年
二

月
四
日
村
技
術
員
に
任
命
し
た
。
鈴
木
は
ま
た
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
委
員
会

の
嘱
託
に
な
り
、
組
合
賦
課
徴
収
事
務
を
担
当
し
た
。

同
年
五
月
五
日
、
土
地
区
画
整
理
組
合
規
約
に
つ
い
て
評
議
員
会
を
開
き
、
次
い
で

千
歳
村
土
地
区
画
整
理
仮
組
合
長
、
千
歳
村
村
長
臨
時
代
理
者
畠
山
定
吉
名
義
で
各
組

合
員
に
通
知
し
て
同
月
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
役
場
会
議
室
で
仮
組
合
総
会
を
開
催
、

組
合
規
約
の
検
討
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

区
画
整
理
を
推
進
す
る
た
め
、
十
五
年
四
月
八
日
、
都
市
計
画
北
海
道
地
方
委
員
会

会
長
戸
塚
九
一
郎
は
千
歳
村
会
議
員
渡
部
栄
蔵
、
同
中
川
種
次
郎
、
同
甲
斐
荘
正
顕
の

三
名
を
都
市
計
画
北
海
道
地
方
委
員
会
委
員
に
任
命
し
た
。
同
月
十
二
月
付
内
務
省
か

ら
次
の
付
議
が
あ
っ
た
。

内
務
省
北
画
第
八
号

都
市
計
画
北
海
道
地
方
委
員
会

北
海
道
千
歳
都
市
計
画
街
路
左
ノ
通
決
定
セ
ム
ト
ス

右
都
市
計
画
法
第
三
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
其
ノ
会
ノ
審
議
ニ
付
ス

昭
和
十
五
年
四
月
十
二
日

内
務
大
臣
伯
爵

児

玉

秀

雄

こ
れ
を
議
す
る
た
め
、
六
月
二
十
一
日
、
都
市
計
画
北
海
道
委
員
会
が
召
集
さ
れ
、

原
案
通
り
議
決
さ
れ
て
い
る
。

都
市
計
画
街
路
の
決
定
に
次
い
で
、
土
地
区
画
整
理
に
つ
き
計
画
し
て
い
た
が
、
次

の
よ
う
に
決
定
を
み
た
。

長
監
第
七
七
二
号

昭
和
十
五
年
八
月
二
十
六
日

北
海
道
庁

土
木
部
長

�印

千
歳
郡
千
歳
村
村
長

殿

千
歳
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
決
定
ニ
関
ス
ル
件

昭
和
十
五
年
七
月
三
日
内
閣
ノ
認
可
ヲ
得
テ
千
歳
都
市
計
画
街
路
決
定
相
成
候
処
右
計

画
街
路
ヲ
包
容
ス
ル
区
域
ニ
於
テ
将
来
土
地
区
画
整
理
ヲ
施
行
ス
ル
必
要
ア
リ
ト
認
メ
ラ

レ
候
ニ
付
之
ガ
実
現
ヲ
容
易
ナ
ラ
シ
ム
ル
為
同
区
域
ヲ
都
市
計
画
土
地
区
画
整
理
区
域
ト

シ
テ
左
ノ
通
決
定
致
度
候
ニ
付
之
ニ
対
ス
ル
意
見
折
返
シ
回
答
相
成
度

８０６
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右
照
会
候
也

記

千
歳
都
市
計
画
千
歳
第
一
区
画
整
理

第
一

区
域
及
地
積

区
域

千
歳
郡
千
歳
村
大
字
千
歳
村
ノ
一
部
（
別
紙
図
面
表
示
ノ
通
）

地
積

約
五
十
一
万
五
千
百
坪

第
二

設
計
方
針

一

街
路
ハ
都
市
計
画
ト
シ
テ
決
定
セ
ル
モ
ノ
ニ
依
ル
ノ
外
土
地
ノ
状
況
ヲ
精
査

シ
テ
其
ノ
配
置
ヲ
定
ム
ル
モ
ノ
ト
シ
其
ノ
幅
員
ハ
幹
線
街
路
ハ
十
五
米
ト
シ
其

ノ
他
ハ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
ヲ
除
ク
ノ
外
総
テ
八
米
以
上
ト
ス

二

公
園
其
ノ
他
緑
地
ハ
総
地
積
ノ
約
三
％
ト
シ
小
学
校
用
地
ハ
本
区
内
ニ
三
校

分
ヲ
保
留
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
土
地
ノ
状
況
ヲ
精
査
シ
テ
其
ノ
配
置
ヲ
決
定
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

三

画
地
ハ
特
別
ノ
事
情
ア
ル
場
合
ノ
外
住
宅
ニ
適
応
ス
ル
様
決
定
ス
ル
モ
ノ
ト

ス

第
三

本
計
画
ノ
些
少
ノ
変
更
ヲ
必
要
ト
ス
ル
場
合
ハ
都
市
計
画
北
海
道
地
方
委
員
会

ノ
議
ヲ
経
テ
内
務
大
臣
限
リ
之
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

十
六
年
五
月
十
日
付
内
務
省
告
示
第
二
七
五
号
を
も
っ
て
北
海
道
千
歳
郡
都
市
計
画

千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
が
決
定
し
た
。
十
七
年
四
月
八
日
、
役
場
会
議
室
で
地
主
会

の
総
会
を
開
き
、千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
に
つ
い
て
決
議
し
た
。翌
九
日
、

地
主
会
総
会
の
決
議
に
基
づ
き
、
組
合
設
立
認
可
申
請
を
申
請
者
代
表
中
川
種
次
郎
、

渡
部
栄
蔵
、
甲
斐
荘
正
顕
に
よ
り
、
都
市
計
画
北
海
道
地
方
委
員
会
会
長
戸
塚
九
一
郎

に
提
出
し
た
。
七
月
二
日
、
設
立
認
可
が
あ
っ
た
。

十
七
年
十
月
二
十
六
日
、
千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
設
立
組
合
準
備
委
員
千
歳
町
長

岡
本
幸
信
か
ら
、
同
組
合
設
立
認
可
申
請
者
に
正
式
に
事
務
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

第
一
回
総
会
に
お
い
て
次
の
七
名
が
評
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。

渡
部
栄
蔵

渡
部
郁
郎

高
塚
憲
正

山
崎
友
吉

伊
藤
弘

宝
賀
秀
雄

滝
川
亮
次

同
年
十
二
月
三
日
の
第
一
回
評
議
員
会
議
で
、
昭
和
十
七
年
度
経
費
収
支
予
算
の

件
、
組
合
職
員
採
用
の
件
を
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

施
行
前
の
地
区
内
の
人
口
は
九
一
八
〇
人
、
所
有
権
者
は
七
四
人
、
建
物
戸
数
は
三

〇
九
戸
だ
っ
た
。
当
時
の
千
歳
町
の
中
心
部
、
一
四
七
・
七
㌶
を
対
象
に
し
た
。
そ
の

内
訳
は
住
宅
地
四
八
・
七
㌶
、
商
業
地
二
六
・

六
㌶
、工
業
地
二
二
・
一
㌶
、公
共
用
地
四
一
・

八
㌶
、
そ
の
他
八
・
五
㌶
だ
っ
た
。

十
九
年
四
月
六
日
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、

北
栄
高
台
に
あ
っ
た
千
歳
墓
地
の
下
の
国
有
未

開
地
約
八
反
八
畝
の
売
払
出
願
、
地
方
道
か
ら

上
流
千
歳
灌
漑
溝
の
水
路
を
計
画
道
路
沿
い
に

変
更
す
る
こ
と
な
ど
を
議
決
し
て
い
る
。

同
年
九
月
の
総
会
で
役
員
の
改
選
が
あ
り
、

組
合
長
に
千
歳
町
長
岡
本
幸
信
が
選
ば
れ
て
い

る
。終

戦
後
の
二
十
年
九
月
二
十
六
日
の
評
議
委

員
会
で
の
組
合
長
の
経
過
報
告
に
よ
る
と
、

第
一
工
区

完
了

第
二
工
区

本
年
中
に
完
了
見
込

第
三
、
第
四
工
区

明
年
中
完
了
見
込

と
あ
る
。

戦
時
中
か
ら
終
戦
後
に
か
け
て
情
勢
が
激
動

し
た
た
め
、
当
初
四
一
万
坪
、
四
工
区
、
工
期

表５－５ 公共施設整備状況

種 目 幅 員 数 量 面 積 備 考

道 路

幹線街路 １５～５５ｍ ８，５８１ｍ １８３，４９８� １１本
区画街路 ３．６４～１１．２５ｍ ３７，５７１ｍ ４５８，３４４�
計 ４６，１５２ｍ ６４１，８４２�

公 園 ５カ所 ３３，９２５�
河川・水路 ４７１ｍ ２，６１４�

表５－６ 施行前後の土地利用区分

区 分 公 共 用 地 公 有 地 民 有 地 保 留 地

整理前 １７．２ha １１．７％ １７．６ha １１．９％ １１２．９ha ７６．４％

整理後 ４１．８ha ２８．３％ １８．５ha １２．５％ ８７．０ha ５８．９％ ０．４ha ０．３％

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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三
年
、
総
工
費
一
九
万
五
〇
〇
円
の
計
画
は
、
当
初
予
定
よ
り
四
年
間
施
行
期
間
が
延

び
た
が
、
昭
和
二
十
四
（
一
九
四
九
）
年
六
月
十
日
、
約
七
ヵ
年
掛
り
で
総
決
算
額
一

四
七
万
九
六
三
一
円
で
事
業
が
完
成
し
た
。
街
路
、
公
園
な
ど
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ

町
並
み
が
整
い
、
そ
の
後
の
千
歳
発
展
の
基
礎
を
な
し
た
（
表
５－

５
、
５－

６
）。

減
歩
率
は
、
公
共
減
歩
率
一
九
・
三
�
、
保
留
地
減
歩
率
〇
・
二
八
�
、
合
算
減
歩
率

一
九
・
五
八
�
だ
っ
た
（『
千
歳
市
の
区
画
整
理
』）。

こ
の
区
画
整
理
の
結
果
現
在
の
朝
日
町
、
東
雲
町
、
本
町
、
清
水
町
、
幸
町
、
千
代

田
町
、
栄
町
、
緑
町
、
春
日
町
、
錦
町
が
誕
生
し
た
（『
増
補
』）。

二
十
四
年
七
月
四
日
、
役
割
を
終
え
た
千
歳
第
一
区
画
整
理
組
合
は
、
北
海
道
知
事

田
中
敏
文
に
「
土
地
区
画
整
理
組
合
解
散
届
」
を
提
出
し
て
い
る
。

海
軍
宿
舎

昭
和
十
四
年
十
一
月
一
日
に
千
歳
海
軍
航
空
隊
が
開
庁
し
た
。
海
軍
は
航
空
基
地
の

建
設
と
同
時
に
市
街
地
に
宿
舎
の
建
築
も
進
め
て
い
た
。

宿
舎
は
階
級
に
よ
っ
て
甲
号
、
乙
号
、
丙
号
、
丁
号
に
区
分
さ
れ
た
。
同
じ
士
官
宿

舎
で
も
将
官
、
佐
官
は
一
戸
建
て
で
あ
り
、
尉
官
は
二
戸
長
屋
で
あ
っ
た
。
戸
数
の
内

訳
は
甲
号
（
将
官
）
二
戸
、
乙
号
（
佐
官
）
一
四
戸
、
丙
号
（
尉
官
）
三
二
戸
、
丁
号

（
尉
官
）
三
四
戸
で
あ
っ
た
。
開
庁
か
ら
遅
れ
る
こ
と
一
ヵ
月
、
十
二
月
一
日
に
現
在

の
春
日
町
二
丁
目
及
び
三
丁
目
に
士
官
宿
舎
を
、
真
々
地
に
下
士
官
宿
舎
を
完
成
さ
せ

た
。
十
七
年
に
は
現
在
の
栄
町
と
青
葉
に
第
四
十
一
海
軍
航
空
廠
の
工
員
宿
舎
が
建
て

ら
れ
て
い
る
。

開
庁
当
時
の
千
歳
海
軍
航
空
隊
幹
部
の
数
は
八
〇
名
ほ
ど
と
考
え
ら
れ
る
。
士
官
宿

舎
の
完
成
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
市
中
の
旅
館
や
名
士
の
家
に
寄
宿
し
て
い
た
幹
部
ら
は

全
員
が
新
築
住
宅
に
住
む
こ
と
と
な
っ
た
。

何
も
な
か
っ
た
土
地
に
突
然
海
軍
が
や
っ
て
き
て
、
大
量
の
住
宅
を
一
度
に
建
て

た
。そ
の
敷
地
全
体
の
広
さ
と
真
新
し
い
住
宅
は
、当
時
の
市
街
地
の
中
で
異
彩
を
放
っ

た
の
で
あ
る
。

（
一
）
士
官
宿
舎：

春
日
町

一
団
の
建
物
は
海
軍
の
建
築
仕
様
に
よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
基
本
の
平
面
構
成
や
各

納
ま
り
に
お
い
て
も
共
通
の
部
分
が
多
く
あ
る
。
こ
れ
を
基
本
に
各
階
級
の
部
屋
数
を

構
成
し
て
い
る
。
一
住
戸
当
た
り
の
居
室
の
数
が
甲
号
で
は
六
室
、
乙
号
で
は
五
室
、

丙
号
で
は
四
室
、
丁
号
で
三
室
と
変
化
す
る
（
図
５－

２
）。

土
地
は
海
軍
省
が
買
収
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
図
５－

３
）。
宿
舎
地
区
に
は
東
西

に
幅
一
一
�
、
南
北
に
幅
九
�
の
街
区
道
路
を
通
し
た
。
一
棟
当
た
り
の
敷
地
は
将
官

住
宅
で
約
四
〇
〇
坪
、
佐
官
用
住
宅
で
約
三
〇
〇
坪
、
尉
官
用
住
宅
は
約
二
三
〇
坪
で

あ
り
、
今
日
の
一
般
住
宅
と
比
べ
る
と
か
な
り
広
大
で
あ
る
。
敷
地
の
周
囲
を
高
さ
約

一
・
八
�
の
板
塀
で
囲
み
、
出
入
口
部
分
に
高
さ
二
�
位
の
門
柱
を
設
け
て
い
た
（
写

真
５－

３
）。

建
築
様
式
は
、
屋
根
は
勾
配
四
寸
の
寄
せ
棟
造
り
の
平
拭
き
ト
タ
ン
張
り
で
、
外
壁

は
下
見
板
よ
ろ
い
張
り
、
南
面
の
縁
側
は

雨
戸
を
設
け
て
い
た
。
基
礎
は
厚
さ
一
五

�
ほ
ど
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
布
基

礎
で
あ
り
、
一
般
的
に
当
時
の
基
礎
と
し

て
は
か
な
り
強
固
な
仕
様
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
市
内
に
あ
る
海
軍
施
設
に
共

通
し
て
い
る
。

全
体
の
形
と
し
て
は「
中
廊
下
形
住
宅
」

と
い
う
大
正
期
の
中
流
住
宅
の
典
型
の
一

つ
で
あ
る
。
平
面
的
に
は
中
央
の
廊
下
を

挟
ん
で
、南
側
は
縁
側
に
接
し
た
居
室（
和

室
）
を
配
し
、
北
側
に
台
所
や
風
呂
を
配

写真５－３ 乙号官舎門柱

８０８
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し
て
い
る
。
風
呂
は
内
風
呂
で
土
間
に
焚
き
口
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
甲
号
と
乙
号
及
び

丙
号
は
玄
関
ホ
ー
ル
か
ら
入
る
応
接
間
（
洋
室
）
が
用
意
さ
れ
る
と
い
っ
た
和
洋
折
衷

形
で
あ
っ
た
。

後
年
、
建
替
え
の
た
め
に
士
官
官
舎
の
取
壊
し
に
立
ち
会
っ
た
人
の
話
で
は
、
天
井

裏
の
梁
に
『
秋
田
○
○
木
工
所
謹
製
』
と
い
う
印
字
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
和
室

の
書
院
作
り
の
意
匠
が
素
晴
し
い
と
、
取
壊
し
に
当
た
っ
た
大
工
が
そ
の
部
分
を
そ
っ

く
り
持
ち
帰
っ
た
と
も
。
お
そ
ら
く
、
建
築
材
料
、
大
工
と
も
本
州
か
ら
大
量
に
来
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
二
）
下
士
官
宿
舎：

真
々
地

真
々
地
下
士
官
宿
舎
は
、
青
葉
公
園
の
南
側
、
旧
真
々
地
川
の
氾
濫
原
で
あ
っ
た
平

地
に
建
て
ら
れ
た
。

地
名
の
「
マ
マ
チ
」
は
、
松
前
藩
政
時
代
か
ら
シ
コ
ツ
十
六
場
所
に
そ
の
名
が
あ
る

が
、
語
源
は
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。

宿
舎
群
は
八
�
幅
と
四
�
幅
の
道
路
で
大
き
な
六
つ
の
街
区
に
区
画
さ
れ
て
い
た
。

建
物
の
数
は
一
棟
二
戸
建
で
五
二
棟
一
〇
四
戸
で
あ
っ
た
。
一
棟
当
た
り
の
敷
地
は
約

一
四
〇
坪
で
あ
り
、
周
囲
を
板
壁
で
囲
っ
て
い
た
の
は
春
日
町
の
士
官
用
宿
舎
と
同
様 図５－３ 春日町海軍宿舎配置図（昭和１４年当時）

図５－２ 春日町海軍宿舎平面・立面図

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
部
屋
数
は
士
官
用
の
住
戸
に
対
し
、
居
室
の
数
が
二
室
と
少
な

く
な
っ
て
い
る
（
図
５－

４
）。
今
で
言
う
二
Ｋ
タ
イ
プ
の
内
風
呂
付
き
の
平
面
計
画

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
縁
側
を
小
さ
く
し
た
り
、
廊
下
も
取
り
や
め
る
な
ど
に
よ
り
、

床
面
積
を
押
さ
え
て
い
る
。

外
観
は
、
士
官
宿
舎
と
ほ
ぼ
同
様
な
仕
上
げ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
出
窓
受
け

の
飾
り
が
な
い
な
ど
一
部
に
変
化
が
あ
る
。

（
三
）
工
員
宿
舎：

栄
町

栄
町
の
工
員
宿
舎
も
一
棟
二
戸
建
で
、
六
六
棟
一
三
二
戸
で
あ
っ
た
。
一
棟
当
た
り

の
敷
地
面
積
は
約
一
三
〇
坪
で
あ
る
。
南
北
に
幅
一
一
�
東
西
に
幅
八
�
の
街
区
道
路

に
よ
っ
て
大
き
く
八
街
区
に
分
割
さ
れ
て
い
た
。
部
屋
数
は
六
帖
間
が
二
室
の
二
Ｋ
タ

イ
プ
が
基
本
で
あ
っ
た
が
、
三
室
の
タ
イ
プ
も
四
〇
戸
ほ
ど
あ
っ
た
。
外
観
で
は
屋
根

の
形
が
下
士
官
用
以
上
が
寄
せ
棟
な
の
に
比
べ
、
工
員
用
は
切
り
妻
屋
根
と
な
っ
て
い

る
。
壁
は
下
見
板
張
り
で
、
出
窓
、
縁
側
が
な
い
（
図
５－

５
）。

内
風
呂
は
な
く
、
住
民
は
敷
地
内
に
建
て
ら
れ
た
共
同
浴
場
に
通
っ
て
い
た
が
、
航

空
廠
の
解
体
と
同
時
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
末
年
ま
で
そ
の
脱
衣

所
部
分
を
熊
の
置
物
を
彫
る
作
業
所
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。

現
在
ま
で
当
時
の
原
型
を
保
っ
て
い
る
の
は
一
戸
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
建
替
え
ら

れ
て
い
る
。
増
改
築
さ
れ
た
建
物
の
中
に
、
わ
ず
か
に
名
残
を
と
ど
め
る
も
の
が
数
戸

あ
る
の
み
で
あ
る
。

青
葉
六
丁
目
か
ら
七
丁
目
に
か
け
て
の
一
帯
に
は
工
員
寄
宿
舎
が
三
十
九
棟
あ
っ

た
。
建
築
様
式
は
栄
町
工
員
宿
舎
と
ほ
ぼ
同
様
と
思
わ
れ
る
。
建
物
面
積
は
一
戸
当
た

図５－４ 真々地下士官宿舎平面・立面図

図５－５ 栄町工員宿舎平面・立面図

８１０
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り
約
一
〇
坪
で
あ
っ
た
。
当
時
の
姿
を
伺
え
る
建
物
が
今
も
三
、
四
戸
残
っ
て
い
る
。

第
四
十
一
海
軍
航
空
廠
工
員
寮

東
雲
町
に
は
航
空
廠
工
員
寄
宿
舎
が
第
一
か
ら
第
三
ま
で
三
棟
あ
っ
た
（
写
真
５－

４
）。
第
一
寮
と
第
二
寮
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
に
完
成
し
、
第
一
寮
に
男
子

六
〇
〇
名
、
第
二
寮
に
女
子
五
〇
〇
名
が
入
居
し
た
。
第
一
・
第
二
寮
は
各
二
棟
建
て

で
雪
中
廊
下
（
渡
り
廊
下
）
で
結
ば
れ
て
い
た
。
第
三
寮
は
家
族
寮
で
あ
っ
た
。

こ
の
建
物
は
戦
後
「
清
和
寮
」
と
し
て
駐
留
軍
要
員
、
引
揚
げ
者
な
ど
へ
の
住
宅
と

し
て
使
用
さ
れ
た
。
第
二
清
和
寮
（
第
一
寮
）
は
一
時
駐
留
米
軍
の
兵
舎
と
し
て
接
収

さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
途
中
か
ら
は
臨
時
の
千
歳
中
学
校
の
校
舎
と
し
て
校
舎
新

築
ま
で
の
間
使
用
さ
れ
た
。

昭
和
三
十
四
年
、
家
族
寮
が
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
、
四
十
年
三
月
に
は
第
一

清
和
寮
（
第
二
寮
）
が
火
災
に
よ
り
全
焼
し

た
。
残
っ
た
清
和
寮
建
物
は
「
不
良
住
宅
地

区
改
良
事
業
」
の
対
象
と
な
り
、
四
十
一
年

に
は
一
棟
二
四
戸
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

り
市
営
住
宅
に
建
替
え
ら
れ
て
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

上
水
道
設
備

海
軍
は
飛
行
場
整
備
や
基
地
施
設
と
同
様

に
基
地
外
に
宿
舎
等
の
関
連
施
設
の
建
設
も

行
っ
た
が
、
千
歳
で
初
め
て
の
上
水
道
を
春

日
町
と
真
々
地
の
宿
舎
群
に
引
き
、
そ
の
後

の
建
設
し
た
海
軍
施
設
に
も
順
次
給
水
を

行
っ
た
。

基
地
内
に
お
い
て
は
、
建
設
中
か
ら
隊
内

施
設
向
け
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
い
、
地
下
水
を
く
み
上
げ
給
水
し
て
い
た
が
、
十
四
年

の
開
隊
式
前
後
に
は
早
く
も
砂
が
混
入
し
使
用
に
耐
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
急

遽
真
々
地
に
浄
水
場
の
建
設
を
始
め
た
（『
千
歳
市
公
営
企
業
史
』）。

浄
水
場
は
青
葉
公
園
の
旧
真
々
地
川
沿
い
に
位
置
し
（
図
５－

６
）、
浄
水
場
の
約

一
�
上
流
に
堰
堤
を
設
け
、
こ
こ
か
ら
導
管
に
て
導
水
し
、
沈
澱
地
一
、
濾
過
池
三
、

機
械
室
一
、
配
水
池
一
を
建
設
し
、
昭
和
十
五
年
暮
れ
に
完
成
を
見
た
。

春
日
町
地
区
に
は
水
道
管
を
千
歳
川
底
に
通
し
、
栄
町
の
工
員
宿
舎
に
は
ボ
ー
リ
ン

グ
で
地
下
水
を
丘
陵
上
の
貯

水
槽
に
上
げ
、
塩
素
殺
菌
を

し
て
給
水
し
た
。

戦
後
、
こ
れ
ら
海
軍
宿
舎

に
入
居
し
た
住
人
は
そ
の

し
っ
か
り
し
た
作
り
と
、
な

に
よ
り
蛇
口
を
開
け
ば
水
が

出
る
水
道
の
恩
恵
に
浴
し

た
。
ま
た
、
浄
水
場
建
設
と

と
も
に
、
従
来
か
ら
真
々
地

川
の
流
水
を
利
用
し
て
い
た

流
域
の
数
戸
に
も
、
汚
染
を

理
由
に
特
別
使
用
許
可
が
な

さ
れ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
地
区
以

外
の
市
街
地
に
上
水
道
に
よ

る
給
水
が
始
ま
る
の
は
昭
和

三
十
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ

写真５－４ 東雲町航空廠工員寮
（左上が第一寮・男子、右下が第二寮・女子）

図５－６ 海軍時代の浄水施設配置図
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た
。

舗
装
道
路

「
駅
か
ら
出
た
ら
目
の
前
に
真
っ
白
な
道
路
が
現
れ
、
そ
れ
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た
」。
当
時
、
千
歳
駅
を
降
り
立
っ
た
人
た
ち
は
異
口
同
音
に
語
っ
た
。
こ
れ
は
、
帯

広
の
駅
か
ら
緑
ヶ
丘
飛
行
場
に
通
じ
る
通
り
（
現
道
々
八
千
代
線
）
に
次
い
で
、
道
内

二
番
目
と
な
る
千
歳
駅
か
ら
海
軍
航
空
隊
ま
で
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
道
路
を
素
直
に

表
す
言
葉
で
あ
る
。

明
治
期
以
来
進
め
ら
れ
て
き
た
北
海
道
の
道
路
造
り
は
、
札
幌
本
道
の
よ
う
な
馬
車

道
が
標
準
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
人
と
馬
を
中
心
と
す
る
従
来
の
街
道
に
少
し
手

を
加
え
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
北
海
道
で
馬
車
が
交
通
の
主
役
と
な
っ

た
期
間
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
足
飛
び
に
鉄
道
の
時
代
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
道
路
は
交

通
輸
送
に
お
い
て
は
脇
役
に
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
正
・
昭
和
に
入
り
自
転
車
や
自
動
車
が
普
及
す
る
と
、
今
ま
で
の
道
路
が
近
代
交

通
に
は
全
く
適
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
は
馬
車

道
整
備
か
ら
自
動
車
の
普
及
に
対
応
す
る
「
道
路
法
（
旧
）」
も
施
行
さ
れ
た
。
し
か

し
、
日
本
は
相
次
ぐ
戦
争
な
ど
に
よ
る
戦
時
経
済
体
制
下
が
続
き
、
自
動
車
交
通
向
け

の
道
路
舗
装
に
向
け
る
予
算
は
な
く
整
備
は
進
ま
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
、
千
歳
で
は
長
年
、
陸
軍
航
空
隊
の
飛
行
場
誘
致
活
動

に
奔
走
し
て
い
た
が
、
陸
軍
は
す
で
に
帯
広
に
重
爆
撃
機
の
部
隊
、
飛
行
第
六
二
戦
隊

の
配
備
を
決
め
て
い
た
。

一
方
の
海
軍
は
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
な
ど
で
主
力
艦
、
補
助
艦
の
保
有
率
が
制
限
さ

れ
、
こ
う
し
た
劣
勢
を
補
う
た
め
国
内
各
地
に
飛
行
場
を
造
り
、
長
距
離
陸
上
攻
撃
機

を
配
備
す
る
計
画
を
立
て
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
に
千
歳
海
軍
航
空
隊
設
置
が
含
ま
れ

て
お
り
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
に
海
軍
飛
行
場
の
設
置
が
決
定
し
た
。

軍
が
呼
び
水
に
な
っ
て
人
が
流
入
し
、
市
街
地
が
無
秩
序
に
開
発
さ
れ
る
こ
と
を
懸

念
し
た
村
は
、
本
格
的
な
都
市
計
画
に
乗
り
出
し
た
。
翌
十
三
年
三
月
に
は
都
市
計
画

の
指
定
を
北
海
道
庁
に
申
請
し
、
同
年
十
月
に
千
歳
村
は
指
定
区
域
の
決
定
を
受
け

た
。ま

た
、
村
で
は
海
軍
の
航
空
隊
を
出
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
対
応
を
調
査
す
る
た

め
本
州
の
航
空
隊
の
所
在
す
る
町
村
（
木
更
津
航
空
隊－

木
更
津
町
、
霞
ヶ
浦
航
空
隊

－

土
浦
町
、
阿
見
村
）
を
訪
れ
た
。
一
行
は
、
停
車
場
（
駅
）
か
ら
航
空
隊
に
至
る
間

の
道
路
な
ど
主
要
道
路
が
完
全
に
舗
装
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
い
た
と
、こ
の
時
の『
航

空
隊
所
在
町
村
事
情
調
査
報
告
書
』
に
あ
る
。

帰
村
後
、
調
査
団
は
さ
っ
そ
く
都
市
計
画
の
中
で
千
歳
駅
か
ら
航
空
隊
ま
で
の
道
路

を
舗
装
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
十
五
年
に
は
千
歳
村
都
市
計
画
街
路
が
都
市
計
画
北
海

道
地
方
委
員
会
に
よ
り
審
議
決
定
さ
れ
、
翌
十
六
年
の
道
内
二
番
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

舗
装
道
路
の
完
成
に
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
道
路
は
軍
用
と
し
て
全
額
国
費
負
担

に
よ
る
も
の
で
、
総
延
長
一
七
二
〇
�
、
幅

員
六
�
で
同
年
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
工

期
で
札
幌
土
木
事
務
所
が
担
当
し
た
。
総
工

費
は
六
万
円
（
当
時
）
で
あ
っ
た
。

当
時
の
千
歳
駅
周
辺
に
は
駅
前
に
道
路
を

挟
ん
で
つ
る
屋
旅
館
と
安
達
商
店
（
日
通
荷

物
取
扱
）
の
ほ
か
道
路
沿
い
に
数
軒
の
民
家

し
か
な
く
、
駅
か
ら
は
『
千
歳
座
』（
現
在

の
清
水
町
一
丁
目
の
千
歳
川
沿
い
：
昭
和
十

五
年
建
築
）
を
望
見
で
き
た
。
そ
こ
に
突
然

出
現
し
た
立
派
な
白
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

道
路
（
写
真
５－
５
）
に
、
村
民
は
も
と
よ

写真５－５ 昭和１６年の千歳橋と舗装道路
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り
初
め
て
駅
に
降
り
立
っ
た
人
は
目
を
見
張
っ
た
の
で
あ
る
。

参
考
文
献

千
歳
市
『
千
歳
市
の
区
画
整
理
』
一
九
六
〇
年
／
千
歳
市
ガ
ス
水
道
局
『
千
歳
市
公
営
企
業
史
』

一
九
九
〇
年
／
『
航
空
隊
所
在
町
村
事
情
調
査
報
告
書
』

二．

昭
和
初
期
の
千
歳

鉄
道
開
通
の
波
紋

開
業
早
々
、北
海
道
鉄
道
は
国
有
化
を
画
策
し
た
。発
端
は
営
業
の
不
振
に
あ
っ
た
。

社
長
犬
上
慶
五
郎
が
、
開
業
の
翌
年
・
昭
和
二
年
に
石
川
県
選
出
の
代
議
士
青
山
憲

三
（
政
友
会
）
を
介
し
て
田
中
義
一
内
閣
の
鉄
道
大
臣
小
川
平
吉
に
国
有
化
を
要
請
、

閣
議
決
定
さ
れ
な
が
ら
衆
議
院
の
解
散
で
廃
案
と
な
っ
た
。
四
年
に
政
府
は
再
度
、
国

有
化
を
閣
議
決
定
し
買
収
費
用
と
し
て
の
公
債
発
行
案
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
た
。
こ

の
公
債
発
行
に
関
し
、
そ
の
裏
で
汚
職
が
あ
っ
た
と
新
聞
を
賑
わ
し
た
。
裁
判
が
五
年

か
ら
開
始
さ
れ
、
十
四
年
の
大
審
院
判
決
で
小
川
は
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

昭
和
三
年
、
鉄
道
省
は
長
万
部－

東
輪
西
（
現
・
東
室
蘭
）
間
に
高
速
輸
送
が
可
能

お
さ
わ

な
長
輪
線
を
完
成
さ
せ
た
。
札
幌
に
到
達
す
る
の
に
函
館
本
線
（
小
樽
）
経
由
よ
り
も

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
可
能
な
室
蘭
本
線
経
由
の
線
形
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
札
幌
線
が

買
収
さ
れ
る
こ
と
も
乗
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
先
に
述
べ
た
が
札
幌
線
に

は
路
盤
の
軟
弱
性
に
難
が
あ
っ
た
。

札
幌
線
は
線
区
の
両
端
を
省
線
に
制
さ
れ
、
都
市
間
輸
送
が
中
途
半
端
だ
っ
た
。
省

線
と
と
も
に
連
帯
す
る
の
は
、
定
山
渓
鉄
道
と
札
幌
電
気
軌
道
（
昭
和
二
年
に
札
幌
市

電
）
の
道
庁
方
面
へ
向
か
う
苗
穂
線
の
二
線
だ
け
で
あ
っ
た
。
苗
穂
方
面
は
札
幌
駅
ま

で
、
沼
ノ
端
方
面
は
苫
小
牧
駅
ま
で
の
乗
り
入
れ
が
待
た
れ
た
。
六
年
七
月
か
ら
定
山

渓
鉄
道
の
電
動
客
車
モ
ハ
１
０
０
形
が
苗
穂
ま
で
乗
り
入
れ
、
東
札
幌－

苗
穂
間
が
架

線
さ
れ
た
。

札
幌
線
は
道
南
か
ら
札
幌
へ
の
連
絡
路
線
で
あ
り
、
苫
小
牧
町
に
と
っ
て
苫
小
牧
駅

ま
で
の
乗
り
入
れ
は
長
年
の
要
望
で
あ
り
運
動
が
続
け
ら
れ
た
。

陳
情
書

北
鉄
線
苫
小
牧
乗
入
レ
ノ
件

胆
振
国
苫
小
牧
町
沼
ノ
端
ヨ
リ
札
幌
市
苗
穂
ニ
至
ル
北
海
道
鉄
道
ノ
始
発
沼
ノ
端
ヲ
苫
小

牧
駅
ニ
変
更
方
速
ニ
実
施
相
成
様
特
別
ノ
御
詮
議
相
仰
度
別
紙
事
由
ヲ
具
シ
此
段
乃
陳
情

候
也

昭
和
七
年
十
二
月
二
十
日

札
幌
鉄
道
局
長
殿

理
由
書

（
略
）
始
発
駅
沼
ノ
端
ハ
当
町
ノ
一
部
落
ニ
過
キ
ス
（
略
）
苫
小
牧
町
ハ
本
道
東
南
地
方

ニ
於
ケ
ル
唯
一
ノ
都
邑
ト
シ
テ
又
本
地
方
ニ
於
ケ
ル
産
業
教
育
ノ
中
心
地
ト
シ
テ
将
又
交

通
ノ
要
衝
ト
シ
テ
将
来
益
々
発
展
ノ
趨
勢
ニ
存
リ
以
テ
北
海
道
鉄
道
ノ
基
点
ト
シ
テ
最
モ

適
当
優
位
ノ
地
位
ニ
存
リ
之
当
町
並
ニ
関
係
地
方
住
民
ノ
斎
シ
ク
苫
小
牧
駅
ヲ
始
発
駅
ト

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
切
望
シ
テ
止
マ
サ
ル
所
以
ナ
リ
（
略
）

札
幌
線
沿
線
の
豊
平
町
、
白
石
村
、
広
島
村
、
恵
庭
村
、
千
歳
村
、
苫
小
牧
町
に
と
っ

て
北
海
道
鉄
道
は
石
狩
南
部
と
胆
振
東
部
の
地
域
振
興
に
大
い
に
寄
与
し
た
が
、
札
幌

－

苫
小
牧－

函
館
直
通
列
車
の
運
行
と
地
方
開
発
の
面
か
ら
も
省
線
へ
の
昇
格
を
切
望

し
た
。
ま
た
、
札
幌
・
苫
小
牧
両
駅
へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
請
願
運
動
を
行
っ
た
。

請
願
書

北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
所
属
ノ
鉄
道
ヲ
政
府
ニ
於
テ
買
収
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
奉
請
願
候
也

理
由

（
略
）
本
鉄
道
ハ
札
幌
、
室
蘭
及
札
幌
、
日
高
方
面
ヲ
連
結
ス
ル
最
短
距
離
ナ
ル
ト
函
館

ヨ
リ
室
蘭
経
由
札
幌
ニ
通
ス
ル
（
略
）
交
通
網
構
成
上
枢
要
路
線
タ
ル
ノ
位
置
ヲ
占
ム
ル
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モ
ノ
ト
謂
ツ
可
ク
（
略
）
本
道
ニ
於
ケ
ル
交
通
統
制
上
将
又
沿
線
地
方
開
発
上
速
ニ
政
府

ニ
於
テ
本
鉄
道
ヲ
買
収
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
懇
願
致
ス
次
第
ニ
有
之
候

請
願
書

北
海
道
鉄
道
苗
穂
、
札
幌
間
及
沼
ノ
端
、
苫
小
牧
間
直
通
運
転
並
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社

所
属
鉄
道
ニ
ヨ
リ
函
館
、
札
幌
間
直
通
列
車
運
転
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
奉
請
願
候
也

理
由

現
在
北
海
道
鉄
道
株
式
会
社
所
属
ノ
鉄
道
ハ
各
苗
穂
駅
、
沼
ノ
端
駅
ヲ
始
発
駅
ト
セ
ラ
レ

ア
ル
モ
旅
客
並
貨
物
運
輸
殊
ニ
沿
線
各
町
村
民
並
生
産
貨
物
ノ
運
送
上
不
便
尠
カ
ラ
サ
ル

ヲ
以
テ
札
幌
駅
及
苫
小
牧
駅
迄
省
線
内
乗
入
直
通
運
転
ノ
途
ヲ
講
セ
ラ
レ
度
（
略
）

両
請
願
と
も
に
昭
和
八
年
二
月
に
、
豊
平
町
長
、
白
石
村
長
、
広
島
村
長
、
恵
庭
村

長
、
千
歳
村
長
連
名
で
、
貴
衆
両
院
議
長
と
鉄
道
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
。

九
年
十
月
一
日
か
ら
北
海
道
鉄
道
旅
客
列
車
が
苫
小
牧
駅
に
乗
り
入
れ
た
。

機
関
車
の
先
頭
に
日
章
旗
を
交
叉
さ
せ
た
一
番
列
車
は
、
苗
穂
駅
を
午
前
六
時
三
十

分
に
発
車
、
千
歳
を
経
て
沼
ノ
端
で
省
線
に
入
線
し
八
時
二
十
六
分
に
苫
小
牧
駅
に
到

着
し
た
。
苫
小
牧
駅
は
歓
声
で
満
ち
、
煙
火
が
あ
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
苫
小
牧
町

民
を
は
じ
め
と
す
る
日
胆
地
区
住
民
の
出
札
の
利
便
は
格
段
に
向
上
し
た
。

昭
和
十
年
十
二
月
か
ら
は
ガ
ソ
リ
ン
動
車
の
運
転
が
始
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
十
五
年

十
月
二
十
六
日
、
北
海
道
鉄
道
の
ガ
ソ
リ
ン
動
車
が
札
幌
駅
に
乗
り
入
れ
、
苫
小
牧－

札
幌
間
が
一
日
四
往
復
の
直
通
運
転
と
な
っ
た
。

十
年
十
二
月
に
二
両
導
入
し
た
小
型
の
キ
ハ
５
０
１
形
は
全
長
一
二
・
七
�
の
鋼
製

２
軸
ボ
ギ
ー
の
定
員
八
八
人
乗
り
、
十
一
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
は
定
員
一
〇
〇
人

乗
り
全
長
一
五
・
七
�
の
大
型
鋼
製
２
軸
ボ
ギ
ー
・
キ
ハ
５
５
０
形
六
両
の
運
転
を
開

始
し
た
。
二
車
種
と
も
当
時
流
行
し
て
い
た
流
線
型
で
日
本
車
輌
東
京
支
店
製
、
キ
ハ

５
０
１
形
は
キ
ハ
５
５
０
形
の
習
作
と
も
い
え
る
も
の
で
、
キ
ハ
５
５
０
形
導
入
後
は

予
備
車
化
し
た
。
キ
ハ
５
０
１
形
の
前
面
は
一
段
窓
だ
っ
た
が
、
キ
ハ
５
５
０
形
は
二

段
窓
で
両
端
に
小
さ
な
折
畳
式
荷
台
が
付
い
て
い
た
。
車
体
は
北
日
本
最
大
の
内
燃
動

車
だ
っ
た
。
導
入
は
旅
客
の
多
い
札
幌
線
の
運
転
回
数
の
増
と
運
転
時
間
の
短
縮
に

あ
っ
た
。
二
車
種
と
も
に
乗
降
を
考
慮
し
、
ド
ア
附
近
を
ベ
ン
チ（
ロ
ン
グ
）シ
ー
ト
、

中
央
部
を
ボ
ッ
ク
ス
（
ク
ロ
ス
）
シ
ー
ト
と
し
た
セ
ミ
ク
ロ
ス
シ
ー
ト
だ
っ
た
。

運
転
時
間
に
つ
い
て
は
、
蒸
気
機
関
車
で
沼
の
端－

苗
穂
間
二
時
間
二
〇
分
程
度

だ
っ
た
も
の
が
、
ガ
ソ
リ
ン
動
車
の
導
入
で
苫
小
牧－

札
幌
間
が
一
時
間
三
〇
分
程
度

に
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

札
幌
線
は
、
私
鉄
で
あ
り
な
が
ら
道
内
初
の
旅
客
輸
送
無
煙
化
路
線
と
し
て
知
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
古
く
か
ら
沿
線
に
住
ん
で
い
る
者
は
「
千
歳
線
に
は
戦
前

か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
が
走
っ
て
い
た
」
と
勘
違
い
を
す
る
。

北
海
道
鉄
道
は
千
歳
駅
か
ら
の
バ
ス
運
輸
営
業
も
行
っ
て
い
た
。
昭
和
十
二
年
か
ら

四
台
で
営
業
運
転
を
開
始
、
貸
切
運
行
も
行
っ
た
。
十
七
年
の
時
刻
表
に
よ
る
と
支
笏

湖
方
面
に
午
前
二
便
、
午
後
一
便
が
、
始
発
・
千
歳
駅
前－

千
歳
市
街
（
現
・
錦
町
十

う
さ
く
ま
い

字
街
）－

烏
柵
舞－

孵
化
場－

山
線
終
点
（
王
子
山
線
・
上
千
歳＝

第
四
発
電
所
）－

第

五
発
電
所－

第
三
発
電
所－

水
溜－

分
岐
点－

終
点
・
支
笏
湖
と
運
行
さ
れ
た
。

引
用
・
参
考
文
献

守
屋
憲
治
「－

千
歳
線
八
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
る－

小
さ
な
私
鉄
の
大
き
な
変
身
」
新
千
歳

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
『
志
古
津
』
第
四
号

千
歳
市

二
〇
〇
六
年
／
日
本
国
有
鉄
道
北
海
道

総
局
『
北
海
道
鉄
道
百
年
史
』
中
巻

一
九
八
〇
年
／
堀
江
敏
夫
『
苫
小
牧
地
方
鉄
道
史
』
苫

小
牧
地
方
史
研
究
会

一
九
六
八
年
／
澤
内
一
晃
・
星
良
助
「
北
海
道
の
私
鉄
車
両
（
５
）
北

海
道
鉄
道
」
鉄
道
友
の
会
『
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｎ
』
二
〇
〇
七
年
十
二
月

財
政
状
況

昭
和
二
年
の
千
歳
村
は
、
人
口
が
四
七
一
七
人
、
世
帯
数
は
八
九
〇
戸
で
あ
っ
た
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が
、
そ
の
う
ち
五
四
〇
戸
が
農
業
（
専
業
・

兼
業
合
計
）
に
従
事
し
て
い
た
。
同
年
に
お

け
る
村
の
総
生
産
高
は
約
六
九
万
四
〇
〇
〇

円
で
、
そ
の
う
ち
農
産
が
約
三
九
万
二
〇
〇

〇
円
、
林
産
が
二
四
万
二
〇
〇
〇
円
で
あ

り
、
村
の
産
業
の
大
部
分
を
占
め
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
年
に
は
人
口
が
六
五
五

七
人
、
世
帯
数
は
一
〇
五
七
戸
に
達
し
た
。

ま
た
、
村
の
総
生
産
高
は
約
八
八
万
七
〇
〇

〇
円
ま
で
増
加
し
た
。

推
移
の
内
容
と
し
て
は
、
当
時
の
主
力
産

業
で
あ
る
農
産
が
冷
害
に
よ
る
減
収
に
見
舞

わ
れ
な
が
ら
も
堅
調
に
増
加
し
、
昭
和
十
年

に
約
五
八
万
円
と
な
り
、
ま
た
、
こ
の
年
に

は
畜
産
が
一
〇
万
円
を
超
え
、
昭
和
二
年
の

約
二
・
八
倍
ま
で
増
加
し
た
。

こ
う
し
た
村
の
総
生
産
額
の
増
加
に
お
い

て
特
徴
的
な
の
は
、
千
歳
鉱
山
の
開
発
に
伴

う
鉱
産
の
増
加
で
あ
る
。
本
格
操
業
開
始
の

十
年
に
は
、
統
計
が
分
割
さ
れ
鉱
産
一
万
六

〇
〇
〇
円
、
工
産
七
六
〇
〇
円
、
十
一
年
に

は
鉱
産
が
前
年
の
一
六
〇
倍
と
な
る
二
六
八

万
と
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
そ
の
結
果
、
村
の

生
産
高
も
三
五
五
万
九
〇
一
二
円
、
鉱
産
が

占
め
る
割
合
も
七
五
㌫
に
至
り
、
産
業
構
造

が
変
わ
る
と
と
も
に
、
当
時
の
村
の
産
業
発
展
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

一
方
、
村
の
総
世
帯
の
六
割
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
就
業
構
造
の
中
で

は
、
村
民
の
生
活
を
直
接
的
に
支
え
る
意
義
と
し
て
、
農
業
は
重
要
な
産
業
で
あ
り
、

農
業
を
中
心
と
し
た
経
済
更
生
計
画
が
二
次
に
わ
た
り
樹
立
さ
れ
る
な
ど
、
行
政
の
主

導
に
よ
る
取
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。

千
歳
村
は
、
昭
和
八
年
と
十
三
年
に
経
済
更
生
計
画
を
樹
立
し
た
が
、
そ
の
う
ち
第

一
次
の
計
画
に
関
す
る
背
景
と
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
四
年
に
世
界
恐
慌
が
始
ま
っ
た
が
、
昭
和
五
年
に
は
生
糸
市
場
価
格
の
暴
落
に

端
を
発
し
た
昭
和
恐
慌
に
加
え
、
豊
作
に
よ
る
農
作
物
価
格
の
暴
落
が
重
な
り
、
そ
の

後
、
東
北
・
北
海
道
で
は
昭
和
六
年
か
ら
十
年
に
わ
た
る
冷
害
凶
作
が
続
き
、
農
村
の

経
済
は
深
刻
な
事
態
に
陥
っ
た
。

国
（
政
府
）
は
こ
う
し
た
事
態
を
打
開
す
る
た
め
に
農
山
漁
村
の
総
合
的
改
善
発
達

を
図
る
こ
と
と
し
、
農
林
省
を
中
心
に
昭
和
七
年
か
ら
十
八
年
ま
で
農
村
経
済
更
生
運

動
が
推
進
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
中
で
更
生
計
画
を
重
点
的
に
進
め
る
た
め
に
指
定
さ
れ
た
町
村
（
経
済
更

生
指
定
町
村
）
は
昭
和
七
年
か
ら
十
五
年
の
九
年
間
で
、
農
村
五
九
九
〇
、
山
村
二
〇

六
三
、
漁
村
一
一
〇
〇
、
合
計
で
九
一
五
三
町
村
に
の
ぼ
っ
た
。

北
海
道
で
は
昭
和
七
・
八
年
に
お
い
て
八
一
町
村
が
指
定
さ
れ
、
石
狩
支
庁
管
内
で

は
、
千
歳
村
の
他
、
広
島
村
、
琴
似
村
、
新
篠
津
村
、
及
び
浜
益
村
が
指
定
を
受
け
た
。

千
歳
村
は
昭
和
七
年
度
に
北
海
道
庁
か
ら
経
済
更
生
計
画
樹
立
の
指
定
を
受
け
た

が
、
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

経
済
更
生
計
画
実
行
の
概
要

千
歳
郡
千
歳
村

村
勢
概
況
（
昭
和
七
年
度
指
定
）

一

主
ナ
ル
産
業

農
業

表５－７ 昭和初期の千歳村の戸数・人口・生産高の状況

区 分 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年
戸数（戸） ８９０

不明

９１８ ９６５

不明

９２８ ９２６ ９７２ １，０５７ １，０６４ １，１９０
人口（人） ４，７１７ ４，８６５ ５，２７５ ５，０７６ ５，２７３ ５，５１３ ６，５５７ ６，５８０ ７，４２０

生産高
（円）

農産 ３９２，３９３ ５２４，８３１ ３０９，９８５ １９５，７５６ ５０３，８９５ ４５１，３７０ ５８１，４９６ ６５８，４８７ ９９１，７９７
林産 ２４１，６６１ １０２，４９８ １９８，７６０ １３８，９１０ ３１７，２１３ ２８２，１２１ １５０，９５０ １０３，７９９ １１８，８１２
畜産 ３７，８１４ ２７，５４１ ４８，１０２ ５５，４４６ ４５，８９０ ４６，８６０ １０５，１１２ ９８，５３３ １２６，５９９
水産 ２２，５９９ １９，５１０ １９，９２９ ４，０２２ １３，７２９ ４８，７３５ ２５，８４５ １１，１７３ ７，７１８

その他 － － ２，４８４ ３，５４５ 不明 ５，２０８
鉱産１６，３２５
工産 ７，５６０

２，６８０，２５８
６，７６２

４，０３４，２５６
１１，２００

計 ６９４，４６７ ６７４，３８０ ５７９，２６０ ３９７，６７９ 不明 ８３４，２９４ ８８７，２８８３，５５９，０１２５，２９０，３８２

註� 各年末の数値
� 『千歳村勢一覧』、『千歳村勢一班』、『千歳村勢要覧』より作成。
� 平成８年の「その他」について、資料の数字に疑問があるため、合計とともに不明とした。

第５章 日中戦争と海軍航空隊

８１５

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.22 09.39.25  Page 355 



二

村
ノ
位
置
及
交
通
の
概
況

石
狩
支
庁
管
内
ニ
於
ケ
ル
千
歳
郡
ノ
南
端
ニ
位
ス
北

海
道
鉄
道
村
内
ヲ
貫
通
シ
村
役
場
ヨ
リ
千
歳
駅
迄
十
二
町
交
通
至
便
ナ
リ

三

面
積

三
八
、
二
一
五
方
里

四

人
口
職
業
別
戸
数

農
業

五
八
一
戸

漁
業

一
戸

其
他

三
四
六
戸

計

九
二
八
戸

人
口

五
、
〇
七
六
人

五

土
地
利
用
面
積

田

九
三
二
・
二
町
歩

畑

二
、
二
七
四
・
六
町
歩

牧
場

九
九
一
・
五
町
歩

山
林

一
二
、
二
八
五
・
九
町
歩

其
他

三
一
、
九
五
四
・
八
町
歩

計

四
八
、
四
三
九
・
〇
町
歩

六

重
要
物
産
生
産
額

農
産

五
一
三
、
一
二
五
円

水
産

四
二
、
五
二
九
円

畜
産

八
六
、
八
五
二
円

林
産

三
一
七
、
四
九
〇
円

其
他

一
、
九
八
一
、
六
三
九
円

計

二
、
九
四
一
、
六
三
九
円

七

主
ナ
ル
産
業
団
体
ノ
状
況

保
証
責
任
千
歳
村
信
購
販
利
組
合

組
合
員
数

四
九
二
人

出
資
総
額

四
六
、
七
五
〇
円

払
込
済
出
資
額

二
〇
、
五
七
一
円

準
備
金
及
諸
積
立
金

四
、
九
六
二
円

借
入
金

七
九
、
三
一
七
円

貯
金

二
四
、
八
三
三
円

貸
付
金

五
五
、
五
八
二
円

販
売
高

二
〇
七
、
〇
九
〇
円

購
買
高

七
八
、
一
六
四
円

利
用
高

三
〇
三
円

農

会
決
算

五
、
七
七
五
円
九
三
五

農
事
実
行
組
合

三
二
組
合

経
済
更
生
五
ヶ
年
計
画
項
目

一

交
通
機
関
ノ
整
備

二

防
護
林
ノ
植
栽

三

火
灰
地
ノ
改
良
開
発

四

排
水
施
設
ノ
完
成

五

水
利
ノ
完
成
並
ニ
水
源
ノ
涵
養

六

自
作
農
創
設

七

農
産
物
ノ
増
収

八

副
業
増
収

九

生
産
物
ノ
加
工
ニ
ヨ
ル
増
収

十

余
剰
労
力
ノ
利
用

一
一

生
産
物
ノ
販
売
統
制

一
二

購
買
品
ノ
配
給
統
制

一
三

農
家
家
計
改
善

一
四

金
融
ノ
改
善

一
五

負
債
整
理

一
六

産
業
組
合
拡
充
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一
七

村
農
会
ノ
充
実

一
八

農
事
実
行
組
合
ノ
充
実

一
九

農
民
精
神
ノ
振
作

二
〇

団
体
ノ
統
制
的
活
動

二
一

農
村
青
年
及
婦
女
子
ノ
活
動

二
二

災
害
ノ
防
止
備
荒
及
共
済
施
設
ノ
充
実
普
及

二
三

衛
生
生
活
改
善
其
他
施
設
ノ
改
善

こ
う
し
た
昭
和
初
期
の
経
済
動
向
の
中
で
、
千
歳
の
財
政
状
況
を
予
算
や
税
収
の
面

か
ら
見
る
と
（
表
５－

８
）、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
は
昭
和
五
年
で
七
万
一

七
一
九
円
で
あ
る
が
、
六
年
度
で
は
八
万
六
六
九
四
円
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
こ

の
主
な
要
因
は
臨
時
費
の
う
ち
教
育
費
で
二
万
七
〇
五
六
円
も
の
多
額
の
予
算
が
計
上

さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
が
、
千
歳
小
学
校
の
新
校
舎
の
建
設
（
総
工
費
一
万
九
四
二

表５－８ 昭和初期の千歳村の財政状況（一般会計歳入歳出予算額）
（単位 円）

区 分 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度

歳

入

使用料・手数料 ５５０ ５１２ ５１４ ５５５ ７１８ ７７０
交付金 ６８１ ５２６

交付金
下渡金
補助金

１８，５６４

１，２９８ １，５６０ ２，１０８
公有林費交付金 ２，２６９ ２，０７４ － － －
下賜金 ２，８９３ ２，８９３ ２，８９３ ２，８９３ ２，９８９
国庫下渡金 １１，５００ １１，３５６ １４，８００ １４，７２４ ９，９４７
国庫補助金 ２２９ ２１８ ４５９ ４０１ ３８６
救護費弁償金 － － １０ １０ －
地方費補助金 １３１ １１９ ６，８３９ ６，４４８ １，３１４
公債 － － ５００ － － －
村税 ５１，０９８ ３１，２８５ ３６，９５３ ４０，１０８ ４５，１８４ ４７，５８２
繰越金 １０ １３，１００

その他 ５，２６９

１０ １，５００ ５００
償還金 ４００ － － － －
繰入金 － ２０，３００ ３，３２１ ２ １，５９３
雑収入 ９８０ １，００８ ２，７７４ １，８０７ ２，７６０
寄附金 － ３，３００ １００ ６８０ ２００
歳 入 計 ７１，７１９ ８６，６９４ ６１，８００ ７３，１６７ ７５，９２７ ７０，１４９

歳

出

（
経
常
部
）

神社費 － － － － － ６６０
会議費 ９４９ ９７０ ８６４ １，０２５ ６９３
役場費 １４，２３５ １１，３５０ １１，２４３ １２，４９０ １３，７３６ １３，５３６
土木費 ５，０４０ ６，８０５ ２，２６９ ２，９４０ ４，１３８ ３，７９８
小学校費 ２６，０００ ２４，７８０

教育費 ２５，４６２
２５，７１０ ２６，３０４ ２６，９６４

青年訓練諸費
１，３７７ １，２２０ １，２５５

１，３８０ １，３８０
学事諸費 １４０ １００
伝染病予防費 １７５ １６５

衛生費 ２，０４３

１６５ ２０５ ２０９
トラホーム予防費 ７８ ６３ ５８ ５８ ５８
村医費 ２，１３０ ２，１０５ １，８１０ ２，２４０ ２，５１０
火葬場費 ５ １０ １５ １５ ２０
警備費 ６５０ ５５３ ５４９ ４８４ ６９１ ６４０
勧業費 ４８０ ３９０ ４２０ ９９０ ４７０ ３２０
社会事業費 － －

その他 ５，２８３

８１９ ６８５ ６３６
墓地費 － － － ５０ ５０
史蹟保存費 ３０ ３０ ３０ ３０ １１０
公会堂費 ４５ ７７ ５７ ８０ ８０
財産費 ４１８ ３２６ ４５５ ８２１ ７２６
備荒基本財産繰入金 － － － － ３００
諸税負担 １５５ １５９ ３３ ３３ ２４
選挙諸費 ４９ ２０ ６０ ６０ ６０
統計費 １，０３４ ４５４ ４３４ ５１４ ５７７
地方改良費 ６００ ５００ ９００ ７３９ ５３１
雑支出 １，０９９ １，８５４ １，３８４ １，２４６ ８９３
予備費 ８０２ ８２６ ８２９ ９３０ ７５０
経済更生費 － － － ７５０ ４５０
経 常 部 計 ５５，３５１ ５２，６５７ ４７，２６９ ５１，７８２ ５６，３４０ ５６，０７５

歳

出

（
臨
時
部
）

土木費 １９５ － ７８５ ８，７０７ ８，６７８ １，４３０
小学校費 ２，５７７ ２７，０５６ － － － －
警備費 － － － － ２００
積立金穀 － － － － － ３７５
奉置所新築費 － － － ２３０ － －
積戻金 － － － － － ２，４３９
公債費 ６００ ２００ ２００ － ２０８ ２１７
補助費 ３，６６０ ３，３１７

４，０２８
４，２３２ ５，０３９ ５，７５７

寄附金 ３３ －
基本財産支消補填金 ７，３４３ ３，７５９

その他 ９，５１８

６，６５１ ２，３２４ －
訴訟費 ５ ５ ５ ５ ５
財産買入費 － － － － ８００
火葬場費 － － － ８００ ３００
建築物買収費 － － － ２，５００ －
国勢調査費 － － － ４７７
土地払下代 １，０００ － １，０００ － －
電話架設費 － － － － ３５０
家屋賃貸価格調査費 － － ５６０ － －
米穀貯蔵倉庫建設費 － － － － １，７２４
其の他 － － － － １，７２４
臨 時 部 計 １６，３６８ ３４，０３７ １４，５３１ ２１，３８５ １９，５８７ １５，７９８

歳 出 計 ７１，７１９ ８６，６９４ ６１，８００ ７３，１６７ ７５，９２７ ７０，１４９

註� 『千歳村勢一覧』、『千歳村勢一班』、『千歳村勢要覧』より作成。ただし７年度は『昭
和７年度市町村財政概要』（北海道庁内務部地方課）の数値を使用。

� 原資料の合計額と内訳が一致しない（５年度・６年度・１０年度）が、そのままとし
た。

第５章 日中戦争と海軍航空隊

８１７
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五
円
）
が
大
規
模
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
。

昭
和
九
年
度
で
は
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
額
が
七
万
五
九
二
七
円
と
減
少
し
て

い
る
も
の
の
、
臨
時
費
の
う
ち
土
木
費
で
八
六
七
八
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
に
は
飛
行
場
を
拡
大
整
備
し
陸
軍
飛
行
場
と
し
て
供
す
る
た
め
の
工
事
費
が
含

ま
れ
て
い
る
。

次
に
予
算
の
う
ち
歳
入
の
構
造
に
つ
い
て
見
る
と
、
村
税
収
入
は
昭
和
五
年
度
で
五

万
一
〇
九
八
円
で
あ
り
、
歳
入
に
占
め
る
割
合
は
七
一
�
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
傾
向
は
十
年
度
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
歳
入
予
算
額
七
万
一
四
九
円
の
う
ち

村
税
が
四
万
七
五
八
二
円
と
六
八
�
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
予
算
の
主
力
が
税
収
と
な
っ
て
い
る
歳
入
構
造
で
あ
る
も
の
の
、
村
税
の

伸
び
が
見
ら
れ
な
い
状
況
下
で
小
学
校
建
設

な
ど
の
大
型
事
業
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
財

源
を
補
助
金
に
加
え
て
村
債
も
活
用
さ
れ
て

い
る
。

続
い
て
予
算
の
う
ち
歳
出
の
構
造
に
つ
い

て
見
る
と
昭
和
五
年
度
で
は
歳
出
予
算
額
七

万
一
七
一
九
円
の
う
ち
五
万
五
三
五
一
円
が

経
常
費
で
あ
り
七
七
�
を
占
め
て
い
る
。
小

学
校
建
設
を
実
施
し
た
昭
和
六
年
度
で
は
歳

出
予
算
額
八
万
六
六
九
四
円
の
う
ち
経
常
費

は
五
万
二
六
五
七
円
と
六
一
�
に
減
少
す
る

も
の
の
、
十
年
度
で
は
歳
出
予
算
額
七
万
一

四
九
円
の
う
ち
経
常
費
は
五
万
六
〇
七
五
円

と
な
り
、
八
〇
�
の
水
準
に
戻
っ
て
い
る
。

経
常
費
に
つ
い
て
は
各
年
度
に
わ
た
り
教

育
費
と
役
場
費
の
割
合
が
突
出
し
て
い
る
。
昭
和
五
年
度
で
は
教
育
費
（
小
学
校
費
、

青
年
訓
練
諸
費
及
び
学
事
諸
費
）
が
二
万
七
三
七
七
円
、
四
九
�
、
役
場
費
が
一
万
四

二
三
五
円
、
二
六
�
で
あ
り
、
十
年
度
で
は
教
育
費
が
二
万
八
四
四
四
円
、
五
一
�
、

役
場
費
が
一
万
三
五
三
六
円
、
二
四
�
と
な
っ
て
い
る
。

財
産
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
年
度
で
約
一
二
八
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
六
年

度
で
貸
金
の
増
加
な
ど
に
よ
り
約
二
一
四
円
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
動

産
に
つ
い
て
は
、
土
地
が
昭
和
五
年
度
で
約
五
一
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
十
年
度
で
は

約
六
一
円
に
、
建
物
が
昭
和
五
年
度
で
約
五
九
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、
十
年
度
で
は
約

六
四
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
る
。

参
考
文
献

千
歳
村
『
千
歳
村
勢
一
覧
』
一
九
二
八
年
／
同
『
千
歳
村
勢
一
班
』
一
九
三
〇
〜
一
九
三
五
年

／
同
『
千
歳
村
勢
要
覧
』
一
九
三
六
年
／
北
海
道
庁
『
昭
和
七
年
度
市
町
村
財
政
概
要
』
一
九

三
二
年
／
森
武
磨
「
農
村
経
済
更
生
運
動
と
村
落
」『
研
究
通
信
』（
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
社

会
学
研
究
室
村
落
社
会
研
究
会
）
一
九
七
八
年
／
佐
藤
幸
也
「
農
村
漁
村
経
済
更
生
運
動
に
見

る
農
民
教
育
の
分
析
〜
昭
和
恐
慌
下
の
農
村
に
お
け
る『
中
堅
人
物
』妖
精
を
中
心
と
し
て
」『
岩

手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
第
六
五
巻

二
〇
〇
六
年
／
磯
村
英
一
『
北
海
道
千
歳
市
に
関

す
る
報
告
書
』
一
九
六
一
年
／
千
歳
村
『
千
歳
村
経
済
更
生
実
施
計
画
書
』
一
九
三
三
年
／
丸

山
高
満
『
日
本
地
方
税
史
』
ぎ
ょ
う
せ
い

一
九
八
五
年

飛
行
場
と
経
済
更
生

大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
着
陸
場
が
で
き
た
千
歳
村
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
、
飛
行
機
の
着
陸
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
千
歳
飛
行
場
開
き

が
行
わ
れ
る
の
は
昭
和
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
飛
行
場
が
千
歳
村
に
何
か
を

も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

表５－９ 昭和初期の千歳村の財産状況
（単位：円）

区 分 ５年度 ７年度 ８年度 ９年度 １０年度

土 地 ５０．５９４ ５１．２９４ ５１．２９４ ６０．７７６ ６０．７７６

建 物 ５８．６８０ ７４．４８０ ７４．４８０ ６６．３５０ ６４．４４０

有価証券 １．０８０ １．０８０ １．０４０ １．０４０ ０．４００

貸 金 － ８０．７５０ ８０．７５０ ８０．７７９ ８３．７７８

預 金 １７．６４９ ５．９８１ ９．８３５ １５．５３７ １６．１６４

現 金 － － － － －

計 １２８．００３ ２１３．５８５ ２１７．３９９ ２２４．４８２ ２２５．５５８

収 益 ４．０８２ ４．２４９ ４．２４９ ３．１１４ ３．１８４

註� 各年末の数値
� 『千歳村勢一覧』、『千歳村勢一班』、『千歳村勢要覧』より作成。

８１８

第４編 開拓の開始と近代社会の成立
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千
歳
村
の
産
業
は
農
業
が
主
で
あ
り
、
昭
和
七
年
の
農
耕
地
面
積
は
三
一
〇
〇
余
町

歩
、
産
額
は
管
内
下
位
の
三
五
余
万
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
疲
弊
し
た
千
歳
村
を
救

う
方
策
は
、
た
だ
ひ
と
つ
産
業
の
根
幹
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
る
農
家
経
済
の
更
生

に
あ
り
、
農
家
負
債
の
解
消
が
急
務
で
あ
る
と
の
こ
と
か
ら『
千
歳
村
経
済
更
生
計
画
』

が
策
定
さ
れ
た
。
策
定
は
昭
和
八
年
二
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
計
画
達
成
の
た
め
農
事
実

行
組
合
単
位
で
実
を
挙
げ
よ
う
と
し
た
。

負
債
整
理
組
合
を
つ
く
り
負
債
解
消
を
図
り
、
償
還
の
た
め
の
特
融
資
金
の
借
り
入

れ
を
行
な
っ
た
。
生
産
物
販
売
代
金
か
ら
産
業
組
合
が
天
引
き
し
、
償
還
計
画
を
完
璧

に
実
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。

『
千
歳
村
経
済
更
生
計
画
』
は
北
海
道
庁
の
審
査
を
経
て
決
定
さ
れ
、
公
職
者
、
役

場
吏
員
、
農
会
・
産
業
組
合
・
農
事
実
行
組
合
役
職
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
千
歳
村
経

済
更
生
委
員
会
が
村
長
の
諮
問
に
対
し
て
意
見
を
答
申
し
、
建
議
す
る
も
の
だ
っ
た
。

経
済
更
生
委
員
会
は
計
画
実
施
の
指
導
の
ほ
か
、
更
生
精
神
を
奮
い
起
こ
す
と
と
も
に

強
化
す
る
こ
と
、
村
内
各
団
体
の
統
制
と
活
動
に
関
す
る
こ
と
、
村
開
発
発
展
に
関
す

る
こ
と
な
ど
の
問
題
解
決
に
あ
っ
た
。

委
員
長
は
村
長
、
副
委
員
長
は
上
席
書
記
が
就
い
た
。

村
民
が
一
致
協
力
し
て
計
画
達
成
に
邁
進
し
た
結
果
、
十
二
年
に
は
農
耕
地
面
積
は

四
三
六
八
町
歩
、
産
額
は
百
余
万
円
に
達
し
た
。

五
年
間
で
耕
地
は
一
・
四
倍
、
産
額
は
三
倍
に
達
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、
十
三
年
四

月
十
一
日
に
更
な
る
農
業
経
済
更
生
を
願
い
第
二
次
の
更
生
計
画
を
樹
立
し
た
。

千
歳
村
は
、
陸
軍
が
演
習
の
た
め
大
き
な
飛
行
場
が
必
要
と
い
え
ば
、
飛
行
隊
誘
致

が
成
就
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
そ
の
都
度
拡
張
に
協
力
し
て
き
た
。
昭
和
十
年
八
月
の

陸
軍
特
別
航
空
演
習
、
十
一
年
十
月
の
陸
軍
特
別
大
演
習
で
飛
行
場
が
何
の
支
障
も
な

く
陸
軍
に
使
わ
れ
は
し
た
も
の
の
飛
行
隊
の
千
歳
へ
の
進
出
に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ

た
。北
海
道
の
一
寒
村
で
、役
場
吏
員
に
航
空
知
識
の
あ
る
者
が
い
た
わ
け
で
も
な
く
、

飛
行
場
誘
致
に
関
し
て
他
都
市
の
動
向
を
収
集
す
る
能
力
に
も
欠
け
て
い
た
。

き
ん
ぺ
い

後
述
す
る
が
海
軍
は
千
歳
に
航
空
基
地
を
設
営
す
る
た
め
、
十
二
年
春
か
ら
均
平
作

業
、
七
月
に
は
用
地
買
収
も
終
わ
り
十
月
に
は
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
た
が
、
村
で

は
海
軍
の
千
歳
進
出
の
報
に
接
し
た
と
き
、
長
都
沼
に
水
上
機
基
地
で
も
造
る
の
か
と

思
っ
た
と
い
う
程
度
の
航
空
知
識
で
あ
っ
た
。

地
力
の
弱
い
農
地
ば
か
り
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
消
費
経
済
の
拡
大
に
よ
っ
て
村
経

済
を
何
と
か
し
た
い
と
い
う
思
い
で
昭
和
初
期
か
ら
陸
軍
の
飛
行
隊
誘
致
運
動
を
展
開

し
て
い
た
が
、
陸
軍
で
は
な
く
海
軍
の
千
歳
進
出
が
決
定
し
た
。
し
か
し
、
千
歳
村
の

抜
本
的
振
興
策
は
何
と
い
っ
て
も
産
業
の
根
幹
で
あ
る
農
業
の
振
興
に
あ
る
と
の
考
え

か
ら
、
第
二
次
の
『
経
済
更
生
計
画
』
の
樹
立
と
な
っ
た
。
内
容
は
基
本
調
査
と
計
画

の
実
施
方
策
に
つ
い
て
詳
し
く
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

経
済
更
生
計
画
書
中
の
趣
旨
目
的
、
計
画
樹
立
の
経
過
は
、
十
二
年
七
月
七
日
の
盧

溝
橋
事
件
に
端
を
発
し
た
戦
時
体
制
と
国
民
精
神
総
動
員
運
動
を
反
映
、
次
の
よ
う
に

戦
時
色
の
濃
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

経
済
更
生
計
画
樹
立

一
、
趣
旨
目
的

農
村
経
済
恐
慌
疲
弊
不
振
ノ
現
況
ハ
其
ノ
職
由
ス
ヘ
キ
処
多
様
ナ
リ
ト
雖
モ
之
ヲ
要
約

ス
レ
ハ
近
時
経
済
界
恐
慌
ノ
激
地
ト
之
ニ
伴
フ
農
村
経
済
ノ
運
営
及
組
織
ノ
根
底
ニ
胚
胎

ス
破
局
的
欠
如
ニ
禍
ヒ
サ
レ
加
之
連
年
ノ
冷
害
凶
作
ノ
後
ヲ
享
ケ
過
重
ノ
負
債
、
略
奪
農

法
等
ニ
ヨ
ル
出
費
ノ
増
嵩
ト
地
力
減
耗
ノ
誘
因
ハ
生
産
低
下
ノ
重
圧
ヲ
招
来
シ
農
家
経
済

ノ
危
機
ト
モ
認
ム
ヘ
キ
事
態
ニ
逢
著
ス
ル
ニ
至
ル

茲
ニ
於
テ
物
心
両
面
ヨ
リ
本
村
ノ
経

済
更
生
ヲ
期
シ
農
民
精
神
総
動
員
運
動
ヲ
強
調
シ
農
家
経
済
ノ
合
理
化
乃
至
諸
様
相
ノ
組

織
的
整
備
改
善
ヲ
図
リ
就
中
農
業
経
営
ノ
基
本
的
要
素
ノ
整
備
拡
充
ヲ
企
画
シ
全
部
門
ノ

改
善
充
実
ヲ
併
行
シ
全
村
全
農
家
ノ
総
力
ト
自
省
ヲ
俊
チ
本
村
経
済
更
生
ヲ
期
セ
ム
ト
ス

然
リ
ト
雖
モ
今
次
勃
発
セ
ル
日
支
事
変
ハ
内
外
経
済
事
情
錯
綜
シ
其
ノ
影
響
ス
ル
処
又

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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甚
大
ニ
シ
テ
延
テ
各
部
門
ニ
異
常
ノ
衝
動
ヲ
誘
発
ス
ル
ニ
至
ル
此
ノ
戦
時
体
制
下
ニ
東
亜

永
遠
和
平
確
立
ノ
不
退
転
国
策
ハ
長
期
応
戦
ノ
覚
悟
ト
時
難
克
服
ノ
為
メ
挙
国
一
致
尽
忠

報
国

堅
忍
持
久
、
蒼
生
ノ
滅
私
奉
公
ハ
善
ク
洽
キ

皇
恩
ニ
報
ヒ
奉
ル
所
以
ト
ス

更
ニ
農
村
ハ
時
局
下
産
業
伸
展
ニ
渾
身
ノ
努
力
ヲ
要
ス

ヘ
キ
実
態
ニ
於
テ
経
済
異
常
下
ニ
処
レ
ラ
本
来
ノ
面
目
日
本
精
神
ヲ
昂
揚
シ
其
ノ
推
移
ヲ

明
敏
ニ
洞
察
シ
之
ニ
即
応
シ
不
動
ノ
意
力
ヲ
以
テ
正
常
化
シ
多
角
形
能
率
増
進
的
諸
相
ノ

実
効
施
設
ヲ
合
理
化
シ
勇
猛
精
進
国
難
ニ
趨
リ
捨
身
的
総
力
ヲ
以
テ
遂
行
セ
ン
コ
ト
ヲ
庶

幾
ス

こ
の
計
画
の
強
力
な
推
進
を
誓
っ
て
千
歳
神
社
に
関
係
委
員
全
員
が
集
合
、
参
拝
祈

願
を
行
い
畠
山
村
長
は
次
の
宣
誓
を
し
た
。

本
村
第
一
次
経
済
更
生
計
画
実
施
ノ
成
績
ニ
鑑
ミ
之
ヲ
検
討
是
正
シ
茲
ニ
第
二
次
千
歳
村

経
済
更
生
計
画
ヲ
樹
立
シ
タ
リ

之
レ
ガ
達
成
ノ
如
何
ハ
一
ニ
村
民
ノ
実
行
ニ
在
リ

吾

等
村
民
ハ
其
実
行
ヲ
期
シ
全
霊
ヲ
捧
ケ
テ
本
計
画
ノ
達
成
ニ
邁
進
セ
ン
コ
ト
ヲ
宣
誓
ス

昭
和
十
三
年
四
月
十
一
日

千
歳
村
民
代
表

千
歳
村
長

畠
山

定
吉

昭
和
十
三
年
、
千
歳
村
は
北
海
道
経
済
更
生
特
別
市
町
村
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

他
村
で
は
見
ら
れ
な
い
経
済
更
生
特
別
助
成
費
と
い
う
款
を
予
算
書
に
設
け
た
。
指
定

を
受
け
て
以
来
、
助
成
の
対
象
に
し
、
委
員
会
の
開
催
も
農
業
報
国
挺
身
隊
な
ど
の
会

議
を
も
っ
て
代
替
し
時
局
に
対
応
し
た
。

こ
の
計
画
の
最
終
年
度
は
昭
和
十
七
年
度
で
あ
っ
た
が
、
千
歳
村
『
昭
和
十
六
年
事

務
報
告
書
並
財
産
表
』
で
は
「
計
画
ハ
略
々
順
調
ニ
履
行
セ
ラ
レ
…
」
と
あ
る
。
計
画

が
達
成
さ
れ
た
暁
に
は
、
負
債
を
償
還
し
て
も
余
剰
が
生
ず
る
予
定
で
あ
っ
た
。
長
引

く
戦
時
体
制
に
よ
っ
て
働
き
手
で
あ
る
男
子
は
戦
地
に
赴
き
労
働
力
が
不
足
す
る
状
況

に
あ
っ
た
が
、
生
活
を
豊
か
に
し
た
い
と
い
う
農
家
の
熱
意
は
衰
え
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

引
用
・
参
考
文
献

千
歳
村

『
千
歳
村
経
済
更
生
計
画
』

一
九
八
三
年

第
三
項

海
軍
航
空
基
地
決
定
の
経
緯

海
軍
軍
縮
と
邀
撃
思
想

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
と
ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
の
開
催
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
す
ぐ
に

軍
備
拡
大
に
走
っ
た
時
代
背
景
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
軍
備
を
拡
大
す
る
こ
と
は
莫
大

な
財
政
負
担
を
強
い
る
こ
と
か
ら
列
国
は
軍
縮
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
は
、
日
本
、
米
、
英
の
ほ
か
仏
伊
を
含
め
た
五
ヵ
国
が
参
加
し
て

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
の
十
二
月
か
ら
翌
年
の
二
月
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
。
第
四

章
第
四
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
海
軍
軍
備
は
主
力
艦
で
あ
る
戦
艦
と
航
空
母
艦
の
保
有

を
制
限
し
、
戦
艦
の
比
率
に
つ
い
て
は
米
英
の
五
に
対
し
て
日
本
は
三
と
決
定
し
た
ほ

か
、
日
英
同
盟
が
廃
止
さ
れ
大
陸
に
独
占
的
な
進
出
を
図
ろ
う
と
す
る
日
本
の
行
動
が

抑
制
さ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
軍
縮
会
議
は
昭
和
五
年
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
開
催
さ
れ
た
。
会
議
で
は

巡
洋
艦
、
駆
逐
艦
、
潜
水
艦
の
補
助
艦
艇
の
保
有
率
が
決
ま
っ
た
。
保
有
比
率
は
米
英

の
一
〇
に
対
し
て
日
本
を
七
、
主
力
艦
代
換
を
十
一
年
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

日
本
海
軍
は
十
分
な
国
防
力
を
発
揮
す
る
た
め
、個
艦
性
能
の
優
れ
た
制
限
内
艦（
軍

縮
対
象
艦
）
の
充
実
、
戦
時
に
は
空
母
に
改
造
可
能
な
水
上
機
母
艦
、
小
型
駆
逐
艦
で

あ
る
水
雷
艇
な
ど
制
限
外
艦
の
拡
充
、
そ
し
て
海
上
作
戦
に
参
加
可
能
な
航
空
兵
力
の

増
強
に
重
点
を
置
き
軍
備
拡
張
を
段
階
的
に
行
う
方
策
を
採
っ
た
。

海
軍
は
昭
和
六
年
度
か
ら
十
一
年
度
ま
で
の
第
一
次
補
充
計
画
（
�
計
画
）、
九
年

度
か
ら
十
二
年
度
ま
で
の
第
二
次
補
充
計
画
（
�
計
画
）
を
た
て
た
。

８２０
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米
国
ア
ラ
ス
カ
・
ダ
ッ
ジ
ハ
ー
バ
ー
軍
港
か
ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
沿
い
に
南
下

す
る
米
国
艦
隊
に
対
し
て
艦
隊
決
戦
に
先
立
ち
、
日
本
近
海
洋
上
に
お
い
て
航
空
機
の

雷
撃
で
迎
え
撃
つ
た
め
の
基
地
を
北
海
道
に
設
置
、
雷
撃
に
よ
っ
て
半
減
し
た
米
国
艦

よ
う
げ
き

隊
に
対
し
て
連
合
艦
隊
が
艦
隊
主
力
決
戦
を
行
お
う
と
す
る
の
を
邀
撃
思
想
と
い
う
。

航
空
機
に
関
し
て
は
邀
撃
の
た
め
雷
撃
を
担
え
、
完
全
武
装
で
四
〇
〇
〇
�
か
ら
六

〇
〇
〇
�
の
長
距
離
飛
行
が
可
能
で
、
か
つ
洋
上
索
敵
哨
戒
能
力
を
有
し
陸
上
基
地
か

ら
発
進
す
る
海
軍
機
・
大
型
陸
上
攻
撃
機（
陸
攻
）の
充
実
整
備
を
計
画
の
柱
と
し
た
。

�
計
画
に
お
い
て
は
航
空
に
関
し
て
は
一
年
前
倒
し
の
三
ヵ
年
計
画
と
さ
れ
、
海
軍

の
航
空
に
関
す
る
願
望
の
具
現
で
あ
っ
た
。
航
空
隊
数
は
既
設
の
一
七
隊
に
�
計
画
で

航
空
隊
は
一
四
隊
増
設
、
�
計
画
で
は
八
隊
の
増
加
と
さ
れ
た
。

昭
和
九
年
二
月
に
日
本
は
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
破
棄
を
通
告
、
十
一
年
一
月
に
は
ロ

ン
ド
ン
会
議
を
、七
月
に
は
ロ
ン
ド
ン
条
約
か
ら
脱
退
し
た
。日
本
は
一
四
年
に
わ
た
っ

て
劣
勢
に
た
た
さ
れ
た
状
態
か
ら
脱
し
、
海
軍
軍
備
に
お
い
て
無
条
約
下
に
お
か
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

十
一
年
六
月
、
国
防
所
要
兵
力
量
が
三
度
目
の
改
定
を
さ
れ
た
。
こ
れ
は
軍
縮
条
約

失
効
後
に
備
え
た
も
の
で
航
空
隊
兵
力
を
六
五
隊
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
八
月
に
は
閣

議
決
定
さ
れ
た
国
策
の
基
準
で
、
仮
想
敵
国
が
陸
軍
は
ソ
連
、
海
軍
は
米
国
と
な
っ

た
。十

二
年
初
頭
、
つ
ま
り
�
計
画
完
成
時
の
海
軍
戦
力
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

陸
上
航
空
は
実
施
部
隊
数
が
二
四
・
五
隊－

三
〇
一
機
、
練
習
部
隊
数
一
四
・
五
隊

－

二
六
四
機
、
艦
載
機
は
七
九
四
機
に
な
っ
て
い
た
。
艦
艇
で
は
建
造
中
の
艦
も
含
め

て
戦
艦
一
一
隻
、
空
母
六
隻
、
重
巡
一
八
隻
、
軽
巡
一
七
隻
、
水
上
機
母
艦
五
隻
、
潜

水
母
艦
五
隻
、
駆
逐
艦
一
二
五
隻
、
潜
水
艦
八
四
隻
の
陣
容
だ
っ
た
。

航
空
機
の
う
ち
邀
撃
作
戦
に
用
い
る
陸
攻
は
、昭
和
九
年
に
試
作
を
開
始
し
十
一（
皇

き
ゅ
う
ろ
く

紀
二
五
九�

六�

年
）
年
に
九
六
式
と
し
て
制
式
採
用
に
な
っ
た
。
十
二
年
に
は
十
六
年

に
一
式
と
し
て
制
式
採
用
さ
れ
る
次
期
主
力
の
試
作
に
着
手
し
た
。

海
軍
と
北
方
海
域

北
方
海
域
は
地
政
学
的
に
大
圏
航
路
で
米
国
に
至
近
で
あ
る
が
、
気
象
の
制
約
を
受

け
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
昭
和
十
年
頃
ま
で
は
海
軍
部
内
で
も
関
心
が
も
た
れ
て

い
な
か
っ
た
。
昭
和
九
年
、
軍
令
部
の
中
澤
祐
中
佐
は
気
象
の
制
約
を
受
け
や
す
い
と

の

と

ろ

い
え
ど
も
備
え
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
水
上
機
母
艦
能
登
呂
に
乗

え
と
ろ
ふ

て
ん

艦
、
千
島
列
島
の
島
々
と
北
海
道
を
調
査
し
た
。
航
空
基
地
の
設
定
地
点
を
択
捉
島
天

ね
い

ぱ
ら
む
し
る

寧
、
松
輪
島
、
幌
筵
島
と
定
め
、
北
海
道
で
は
根
室
を
重
点
的
に
調
べ
た
。

太
平
洋
に
面
し
、
千
島
列
島
に
最
も
至
近
で
あ
る
北
海
道
東
端
の
地
・
根
室
ワ
ッ
タ

ラ
ウ
ス
に
海
軍
は
面
積
二
〇
〇
町
歩
の
飛
行
場
建
設
に
着
手
し
た
の
は
昭
和
七
年
の
こ

と
だ
っ
た
。
八
年
に
は
第
二
期
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
年
七
月
、
海
軍
は
大
規
模
な
北
方
海
域
に
お
け
る
大
演
習
を
実
施
し
た
。
こ

の
演
習
で
は
既
成
し
て
い
た
根
室
飛
行
場
が
使
用
さ
れ
た
が
、
九
月
二
十
六
日
に
中
止

さ
れ
た
。
中
止
の
理
由
は
二
十
五
日
函
館
を
出
向
し
た
敵
想
定
の
赤
軍
・
第
四
艦
隊
が

せ
ん
と
う

本
州
三
陸
沖
で
猛
烈
な
尖
頭
三
角
波
に
突
入
、
大
被
害
を
被
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

特
型
駆
逐
艦
が
艦
首
亡
失
、
空
母
は
艦
橋
圧
壊
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
。
特
型
駆
逐

艦
は
凌
波
性
と
強
力
な
兵
装
で
軽
巡
に
匹
敵
す
る
艦
で
あ
り
、
軍
縮
条
約
下
に
お
い
て

個
艦
性
能
を
充
実
さ
せ
た
結
果
、
強
度
に
不
足
を
き
た
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

北
方
大
演
習
に
は
女
満
別
飛
行
場
も
使
わ
れ
た
が
小
規
模
な
も
の
で
、
当
面
海
軍
の

北
海
道
に
お
け
る
邀
撃
用
航
空
基
地
決
定
に
関
与
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
四
艦
隊
の
艦
艇
被
害
か
ら
中
止
に
な
っ
た
海
軍
北
方
大
演
習
で
あ
っ
た
が
、
海
軍

は
航
空
基
地
建
設
に
対
し
て
の
教
訓
を
得
た
。
根
室
は
霧
の
発
生
が
多
く
視
界
不
良
で

あ
り
、
た
だ
単
に
米
本
土
に
至
近
と
言
う
利
点
が
あ
る
だ
け
で
通
年
運
用
す
る
飛
行
場

の
建
設
地
点
と
し
て
は
適
当
で
は
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
海
軍
は
、
北
海
道
に
航
空
隊
を
有
す
る
大
規
模
な
航
空
基
地
を
建
設

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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す
る
場
合
は
、
霧
の
発
生
が
少
な
い
北
見
山
地
と
日
高
山
脈
の
西
、
北
海
道
西
部
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
め
た
。
昭
和
十
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
二
年
二
月
二
十
四
日
、
軍
令
部
次
長
か
ら
海
軍
次
官
に
対
し
て
十
三
年
以
降
に
実

施
す
べ
き
軍
備
充
実
内
容
に
関
す
る
件
が
具
申
さ
れ
、
建
設
時
期
が
明
示
さ
れ
た
。

昭
和
十
四
年
度
末
迄
ニ
左
ノ
如
ク
整
備
ス

北
海
道
西
部
ニ
飛
行
場
ノ
新
設

（『
戦
史
叢
書
２９
』）

日
中
戦
争
と
海
軍
軍
戦
備
・
千
歳
航
空
基
地
決
定

昭
和
十
二
年
当
時
、
中
華
民
国
（
中
国
）
北
平
（
現
・
北
京
）・
天
津
地
区
に
は
明

治
三
十
三
年
に
発
生
し
た
北
清
事
変
（
義
和
団
事
件
）
後
の
清
と
の
「
北
清
事
変
に
関

す
る
最
終
議
定
書
」
に
基
づ
き
、
日
本
の
ほ
か
、
米
・
英
・
仏
、
伊
な
ど
八
ヵ
国
の
列

強
国
軍
が
駐
屯
し
て
い
た
。
七
月
七
日
、
北
平
郊
外
永
定
河
盧
溝
橋
附
近
に
お
い
て
日

シ

ナ

本
の
支
那
駐
屯
軍
に
向
け
て
何
者
か
が
発
砲
し
た
こ
と
を
契
機
に
国
民
党
軍
と
の
間
に

軍
事
衝
突
が
発
生
し
た
。
日
本
で
は
盧
溝
橋
事
件
、
中
国
で
は
七
七
事
変
と
い
う
。

海
軍
は
臨
時
軍
事
費
特
別
会
計
法
を
制
定
、
十
二
年
七
月
の
第
七
一
回
特
別
帝
国
議

会
で
一
般
会
計
追
加
予
算
の
北
支
事
変
費
を
計
上
、
戦
闘
の
長
期
拡
大
に
伴
い
九
月
開

催
の
第
七
二
回
特
別
帝
国
議
会
で
特
別
会
計
の
臨
時
軍
事
費
を
計
上
し
た
。

八
月
二
十
一
日
、
海
軍
軍
令
部
は
戦
備
考
査
協
議
会
を
設
置
、
翌
日
に
は
「
日
支
事

変
並
ニ
之
ニ
関
ス
ル
今
後
ノ
事
態
ニ
対
応
ス
ル
戦
備
促
進
ノ
件
商
議
」（
引
用
者
注
・
商

議＝

協
議
）
を
申
し
入
れ
た
。

航
空
基
地
・
現
ニ
実
施
中
又
ハ
所
要
施
設
ノ
急
速
整
備
ニ
努
ム

千
歳

元
山

（『
戦
史
叢
書
２９
』）

二
十
三
日
、
第
一
回
の
戦
備
考
査
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
方
針
と
し
て
作
戦
に
必

要
な
戦
備
を
整
備
し
、
第
三
国
の
干
渉
に
備
え
る
た
め
海
上
作
戦
に
必
要
な
戦
備
の
一

部
を
促
進
す
る
。
こ
の
た
め
主
と
し
て
南
洋
・
千
島
方
面
の
施
設
の
急
速
整
備
に
努
め

る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
第
一
回
協
議
会
の
打
合
せ
事
項
「
覚
」
と
し
て
千
歳
航
空
基
地

建
設
が
決
定
さ
れ
た
。

新
設
を
要
す
る
も
の

元
山

千
歳
（
北
海
道
）

（『
戦
史
叢
書
３１
』）

八
月
十
三
日
に
は
上
海
の
海
軍
陸
戦
隊
が
攻
撃
を
受
け
（
第
二
次
上
海
事
変
）、
全

面
的
な
戦
争＝

「
日
中
戦
争
」
へ
と
変
貌
し
た
。
十
四
日
、
国
民
党
空
軍
が
上
海
を
爆

撃
、
翌
日
か
ら
海
軍
は
長
崎
・
大
村
と
台
北
か
ら
陸
攻
部
隊
が
東
シ
ナ
海
を
渡
洋
す
る

戦
略
爆
撃
を
開
始
し
た
。
国
際
都
市
上
海
に
は
英
米
の
共
同
租
界
と
仏
租
界
が
あ
っ

た
。
租
界
と
は
、
外
国
が
行
政
権
を
持
つ
外
国
人
専
属
居
留
地
と
し
て
開
放
さ
れ
た
地

域
で
あ
る
。
武
力
衝
突
に
列
強
は
租
界
を
武
装
し
中
国
軍
と
対
峙
、
中
立
策
を
と
っ
た

（
宣
戦
布
告
が
な
い
た
め
戦
時
国
際
法
上
、
第
三
国
は
中
立
が
義
務
付
け
ら
れ
た
）。

日
本
は
当
初
、
戦
闘
の
不
拡
大
を
方
針
と
し
た
が
戦
局
は
次
第
に
拡
大
、
戦
闘
の
進

展
に
伴
い
十
月
二
十
五
日
軍
令
部
総
長
は
海
軍
大
臣
に
対
し
て
、
対
支
作
戦
は
現
状
兵

力
を
維
持
し
第
三
国
の
干
渉
に
備
え
る
こ
と
と
し
、
航
空
兵
力
は
�
計
画
（
後
述
）
を

繰
上
げ
整
備
、
航
空
基
地
の
整
備
に
つ
い
て
「
支
那
事
変
ニ
関
ス
ル
第
二
次
戦
備
促
進

ニ
関
ス
ル
件
商
議
」
を
申
し
入
れ
建
設
期
限
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

元
山
、
千
歳
、
敷
香
（
樺
太
）
は
昭
和
十
三
年
九
月
ま
で
に
整
備
完
了
す
る

中
型
陸
上
攻
撃
機
使
用
可
能
と
す
る

（『
戦
史
叢
書
３１
』）

さ
ら
に
昭
和
十
三
年
十
月
二
十
八
日
、「
第
三
次
戦
備
促
進
ニ
関
ス
ル
件
商
議
」
で

は
航
空
兵
力
に
つ
い
て
第
二
次
戦
備
促
進
に
よ
る
既
定
方
針
を
極
力
推
進
す
る
こ
と
が

再
確
認
さ
れ
た
。

当
時
、
日
本
は
国
際
的
に
現
状
以
上
の
孤
立
を
避
け
た
か
っ
た
。
中
国
は
米
国
か
ら

の
武
器
援
助
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
た
め
日
中
と
も
に
宣
戦
布
告
な
き
戦
争
だ
っ
た
。

日
本
は
事
変
と
し
、
中
国
は
「
抗
日
自
衛
」
を
宣
言
し
全
国
動
員
令
を
発
し
た
。

日
本
は
第
三
国
の
干
渉
を
退
け
る
た
め
必
要
と
さ
れ
る
航
空
基
地
整
備
を
急
い
だ
。

昭
和
十
二
年
か
ら
日
本
は
海
軍
無
条
約
下
に
入
っ
た
。
昭
和
十
二
年
度
海
軍
補
充
計

画
（
�
計
画
）
は
、
十
一
年
十
一
月
の
第
七
〇
回
帝
国
議
会
に
提
案
さ
れ
た
十
二
年
度

８２２
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以
降
十
七
年
度
完
成
を
目
指
し
た
軍
備
補
充
計
画
で
あ
り
、
自
主
的
軍
備
の
計
画
で

あ
っ
た
。
航
空
兵
力
に
つ
い
て
は
二
年
前
倒
し
の
十
五
年
完
成
を
目
指
し
た
。
�
計
画

し
ょ
う
か
く

で
大
和
型
戦
艦
二
隻
、
翔
鶴
型
空
母
二
隻
が
具
体
化
し
た
。

こ
れ
は
�
計
画
完
成
を
以
っ
て
し
て
も
い
ま
だ
弱
体
な
航
空
兵
力
を
一
挙
に
増
強
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
陸
上
航
空
隊
を
一
四
隊
増
勢
と
あ
り
北
方
関
係
で
は
美
幌
航
空

隊
の
中
型
攻
撃
機
の
費
用
と
択
捉
島
天
寧
と
幌
筵
島
武
蔵
（
第
一
）
の
陸
上
航
空
基
地

建
設
の
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
十
三
年
十
二
月
の
第
七
四
回
帝
国
議
会
に
�
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
さ
ら
に
兵
力

を
増
強
す
る
こ
れ
ま
で
最
大
規
模
の
昭
和
十
四
年
度
海
軍
軍
備
充
実
計
画
（
�
計
画
）

が
提
案
さ
れ
た
。
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
建
設
さ
れ
て
き
た
海
軍
航
空
兵
力
を
今
後
五
年

間
で
一
挙
に
二
倍
と
す
る
も
の
で
、
航
空
隊
七
五
隊
を
増
勢
す
る
も
の
だ
っ
た
。「
昭

和
十
四
年
度
海
軍
軍
備
充
実
計
画
細
項
ニ
関
ス
ル
対
大
蔵
省
説
明
資
料
」
の
中
に

新
設
航
空
隊

北
海
道
（
千
歳
）
三
隊

（『
戦
史
叢
書
３１
』）

と
あ
り
、
�
計
画
で
海
軍
千
歳
航
空
基
地
に
配
備
さ
れ
る
機
材
の
予
算
が
成
立
し
た
。

陸
攻
が
一
隊－

常
用
一
二
機
＋
補
用
四
機
、
艦
上
戦
闘
機
（
艦
戦
）
が
二
隊－

常
用

二
四
機
＋
補
用
八
機
で
、
機
体
、
発
動
機
、
搭
載
兵
器
な
ど
で
陸
攻
が
一
機
三
七
万
二

〇
〇
〇
円
、
艦
戦
が
一
機
一
三
万
七
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

千
歳
航
空
基
地
は
当
初
、
米
国
艦
隊
の
邀
撃
と
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
航
空
基
地

整
備
に
対
抗
す
る
た
め
日
本
本
土
北
端
の
航
空
基
地
整
備
と
し
て
具
体
化
し
た
。

引
用
・
参
考
文
献

防
衛
庁
戦
史
室
『
戦
史
叢
書
２９
北
東
方
面
海
軍
作
戦
』、『
戦
史
叢
書
３１
海
軍
軍
戦
備
（
１
）
昭

和
十
六
年
十
一
月
ま
で
』
朝
雲
新
聞
社

一
九
六
九
年
／
守
屋
憲
治
『
北
の
翼－

千
歳
航
空
史
』

み
や
ま
書
房

一
九
八
五
年

第
四
項

海
軍
航
空
基
地
の
建
設

海
軍
飛
行
場
適
地
調
査

北
海
道
西
部
の
海
軍
航
空
基
地
適
地
を
選
定
す
る
調
査
は
、
昭
和
十
二（
一
九
三
七
）

年
四
月
に
海
軍
省
か
ら
大
湊
海
軍
航
空
隊
に
下
命
さ
れ
た
。
調
査
を
担
当
し
た
の
は
、

み
つ
ぐ

陸
攻
操
縦
士
の
檜
貝
譲
治
大
尉
と
戦
闘
機
操
縦
士
の
小
福
田
租
中
尉
だ
っ
た
。

小
福
田
晧
文
（
旧
名
・
租
）
の
『
指
揮
官
空
戦
記
』
に
適
地
調
査
の
記
述
が
あ
る
。

北
辺
の
地
に
も
、
遅
い
春
が
訪
れ
か
け
る
昭
和
十
二
年
四
月
中
旬
、
海
軍
省
か
ら
の
命

令
で
、
北
海
道
と
青
森
県
南
部
に
、
海
軍
航
空
隊
を
新
設
す
る
た
め
、「
飛
行
場
適
地
調

査
」
の
指
示
が
き
た
。

司
令
か
ら
、
攻
撃
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
檜
貝
大
尉
と
戦
闘
機
の
私
が
、
そ
の
仕
事
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
ま
ず
北
海
道
石
狩
平
野
一
帯
を
め
ざ
し
、
石
狩
川
の
下
流
付
近
を
精
査
し
た
が
、

地
形
、
地
質
、
気
象
、
交
通
、
そ
の
他
、
所
要
条
件
を
充
た
す
よ
う
な
場
所
は
な
か
な
か

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
、
少
し
方
向
を
変
え
、
札
幌
東
南
方
の
千
歳
村
を
訪
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

こ
ろ
、
村
は
ず
れ
に
六
百
メ
ー
ト
ル
四
方
く
ら
い
の
不
時
着
場
が
あ
り
、
そ
の
付
近
を
精

査
し
、
さ
ら
に
南
の
苫
小
牧
方
面
を
、
約
一
週
間
に
わ
た
り
、
目
ぼ
し
い
と
こ
ろ
を
捜
し

歩
い
た
。

結
局
、
現
在
の
千
歳
飛
行
場
を
第
一
候
補
と
し
て
、
細
部
調
査
の
上
、
報
告
書
を
提
出

し
た
。
と
く
に
、
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
当
時
の
千
歳
村
役
場
の
人
た
ち
の
親
切
な
協
力

が
、
い
ま
な
お
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

小
福
田
は
適
地
調
査
の
様
子
を
、『
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
二
十
五
年
史
』
に
も
「
適

地
を
求
め
て
」
と
し
て
寄
稿
し
て
い
る
。

い
ち
お
う
地
域
を
「
石
狩
川
流
域
」「
苫
小
牧
地
区
」
及
び
中
間
の
「
千
歳
付
近
」
の

三
つ
に
分
け
、（
略
）
と
も
か
く
札
幌
に
行
き
、
道
庁
、
市
役
所
及
び
測
候
所
等
に
あ
い

さ
つ
を
兼
ね
て
資
料
を
入
手
、
そ
の
足
で
石
狩
川
に
向
か
い
そ
の
堤
防
に
立
ち
ま
し
た
。
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広
々
と
し
た
開
か
つ
地
で
は
あ
る
が
低
地
で
地
下
水
位
が
高
く
、
石
狩
川
は
ん
濫
の
問
題

や
（
略
）
全
域
が
り
っ
ぱ
に
開
墾
さ
れ
た
田
地
で
あ
る
等
の
関
係
か
ら
候
補
地
と
し
て
は
、

保
留
と
し
ま
し
た
。

次
に
南
に
く
だ
っ
て
苫
小
牧
地
域
…
と
い
う
よ
り
勇
払
平
野
で
し
た
。
調
査
の
結
果
こ

の
地
域
の
不
適
格
性
は
、
一
言
で
言
え
ば
「
地
質
と
海
霧
の
進
入
」
で
あ
り
ま
し
た
。
特

に
地
質
は
本
州
等
で
は
見
ら
れ
な
い
一
種
の
「
古
代
凍
土
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
（
略
）。

現
地
に
着
く
ま
で
は
漫
然
と
石
狩
、
苫
小
牧
、
千
歳
の
順
に
有
力
候
補
地
と
考
え
て
い
ま

し
た
が
調
査
が
進
む
に
つ
れ
飛
行
場
と
は
、「
広
く
て
平
た
ん
な
土
地
さ
え
あ
れ
ば
良
い
」

と
い
う
も
の
で
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
次
は
最
後
の
候
補
地
石
狩
（
川
）
の
支
流
、
千
歳
川
の
ほ
と
り
の
千
歳
村
役
場

を
訪
れ
た
の
で
す
。
村
役
場
は
へ
き
地
の
う
ら
ぶ
れ
た
建
て
物
で
あ
っ
た
が
役
場
の
人
た

ち
は
、
い
ろ
い
ろ
親
切
に
説
明
、
助
言
し
て
く
れ
二
ヵ
所
の
候
補
地
を
提
示
し
案
内
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
は
、
明
治
の
こ
ろ
の
創
業
で
日
本
最
古
の
（
略
）「
木
村
パ
ン
」

の
農
場
で
あ
り
ま
し
た
。（
略
）

と
も
か
く
見
渡
す
限
り
の
平
た
ん
、
か
つ
整
地
さ
れ
た
大
農
場
で
飛
行
場
へ
の
転
換
は

簡
単
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
農
場
の
責
任
者
の
口
ぶ
り
か
ら
は
取
得
は
な
か
な
か
難
し
そ

う
に
感
じ
、
そ
の
旨
報
告
書
に
述
べ
て
お
き
ま
し
た
。

次
は
千
歳
村
か
ら
遠
く
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
、
飛
行
場
ら
し
き
場
所
に
つ
れ
て
行
か
れ

ま
し
た
。
六
百
ｍ
四
方
の
平
た
ん
な
草
地
で
四
囲
は
林
に
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

当
時
、
要
求
さ
れ
た
滑
走
路
の
長
さ
は
、
だ
い
た
い
１
５
０
０
ｍ
程
度
で
あ
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
付
近
で
あ
れ
ば
拡
張
の
余
地
も
あ
り
、
そ
の
他
の
諸
条
件
も
悪
く
な
く
、
特

に
地
質
等
も
我
々
素
人
な
が
ら
「
適
」
と
判
断
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
約
一
週
間
に
わ
た
る
道
西
地
区
の
調
査
を
終
わ
っ
て
大
湊
に
帰
り
ま

し
た
。
結
局
第
一
候
補
と
し
て
千
歳
地
区
が
採
用
と
な
り
後
日
、
千
歳
海
軍
航
空
隊
と
し

て
造
成
開
隊
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

海
軍
に
と
っ
て
北
海
道
西
部
の
中
で
も
、
ま
た
千
歳
地
区
の
中
で
も
飛
行
場
建
設
の

適
地
性
が
高
く
な
か
っ
た
「
飛
行
場
ら
し
き
場
所
」
が
、
地
形
、
地
質
な
ど
諸
条
件
が

他
地
域
よ
り
も
高
く
航
空
基
地
の
第
一
候
補
地
に
な
っ
た
経
緯
が
よ
く
わ
か
る
。
海
軍

航
空
基
地
の
建
設
が
、
着
陸
場
を
現
在
の
航
空
自
衛
隊
千
歳
飛
行
場
・
新
千
歳
空
港
へ

と
つ
な
げ
千
歳
航
空
史
を
連
綿
と
さ
せ
て
い
る
が
、
諸
条
件
の
産
物
だ
っ
た
。

檜
貝
大
尉
と
小
福
田
中
尉
の
調
査
報
告
か
ら
一
ヵ
月
ほ
ど
後
、
大
湊
空
飛
行
長
少
佐

の
須
田
佳
三
が
来
千
し
た
。
飛
行
場
を
視
察
し
た
後
、
千
歳
村
役
場
を
訪
れ
飛
行
場
の

記
録
を
閲
覧
し
た
。
少
佐
は
「
海
軍
が
千
歳
に
航
空
基
地
を
造
る
と
し
た
ら
土
地
を
寄

付
す
る
か
」
と
質
問
、「
了
」
と
い
う
回
答
を
得
て
大
湊
に
帰
隊
し
た
。

千
歳
を
北
海
道
西
部
に
お
け
る
海
軍
航
空
基
地
の
第
一
候
補
地
と
し
て
報
告
し
た
檜

貝
は
陸
攻
の
名
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
、
第
七
〇
一
航
空
隊
（
旧
美
幌
空
）
飛
行

長
と
し
て
ラ
バ
ウ
ル
方
面
で
活
躍
し
た
。
レ
ン
ネ
ル
島
沖
海
戦
で
戦
死
、
二
階
級
特
進

し
て
大
佐
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
小
福
田
は
戦
時
中
、
航
空
技
術
廠
（
空
技
廠
）
飛
行
実
験

部
の
テ
ス
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
て
零
戦
以
降
全
て
の
戦
闘
機
の
開
発
実
験
に
携
わ
っ

た
。
敗
戦
時
の
階
級
は
中
佐
で
、
戦
後
は
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
し
空
将
で
退
官
し
た
。

航
空
基
地
の
建
設

昭
和
十
二
年
七
月
に
は
航
空
本
部
員
が
精
査
の
た
め
千
歳
を
訪
れ
た
。
九
月
に
は
海

軍
か
ら
千
歳
に
海
軍
航
空
基
地
建
設
決
定
の
文
書
が
役
場
に
来
簡
し
た
。
九
月
下
旬
に

は
測
量
隊
が
入
り
、
十
月
十
八
日
に
起
工
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
防
衛
庁
戦
史
室
が
当
時
の
航
空
本
部
員
で
あ
っ
た
角
田
求
士
か
ら
聴
取
し

た
建
設
状
況
は
「
千
歳
は
昭
和
十
二
年
初
頭
に
決
定
さ
れ
直
ち
に
着
手
、
視
察
し
た
七

月
に
は
用
地
買
収
も
終
わ
り
、す
で
に
造
成
工
事
に
着
手
し
て
い
た
」で
あ
る
と
い
う
。

き
ん
ぺ
い

こ
の
こ
と
は
、
融
雪
を
待
っ
て
立
木
の
伐
採
、
整
地
作
業
等
の
粗
造
成
で
あ
る
均
平

作
業
を
七
月
ま
で
に
終
え
、
九
月
に
本
測
量
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

千
歳
村
が
寄
付
し
た
一
三
〇
町
歩
で
は
海
軍
の
計
画
面
積
に
不
足
し
た
。
海
軍
は
千

８２４
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歳
村
農
会
長
の
高
橋
為
次
を
海
軍
嘱
託
に
任
じ
約
四
五
〇
町
歩
を
買
収
、
総
面
積
は
六

〇
〇
町
歩
に
近
い
広
大
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
室
蘭
街
道
は
基
地
を
斜
め
に

縦
断
す
る
こ
と
と
な
り
、
十
一
月
に
北
海
道
鉄
道
線
と
並
行
に
移
設
さ
れ
た
。

海
軍
は
第
三
国
の
干
渉
と
、
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン－

ハ
ワ
イ－

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー－

グ
ア

ム－

ウ
ェ
ー
ク－

マ
ニ
ラ
を
結
ぶ
米
航
空
兵
力
の
弓
形
日
本
包
囲
網
に
対
抗
す
る
た
め

千
歳
航
空
基
地
の
建
設
を
急
い
だ
。

千
歳
航
空
基
地
の
概
要
は
、
総
面
積
約
五
八
〇
町
歩
の
う
ち
約
二
三
〇
町
歩
を
整

地
、
直
角
交
差
す
る
二
本
の
長
さ
一
二
〇
〇
�
、
幅
八
〇
�
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
滑

走
路
、
耐
弾
造
の
爆
弾
庫
の
ほ
か
、
電
信
所
、
防
空
砲
台
、
司
令
部
、
居
住
施
設
を
有

す
る
と
さ
れ
た
。
建
設
は
横
須
賀
海
軍
建
築
部
大
湊
出
張
所
（
大
湊
要
港
部
・
十
六
年

四
月
に
海
軍
建
築
部
に
昇
格
）
Ｔ
地
施
設
工
事
事
務
所
が
担
当
し
た
。

千
歳
航
空
基
地
建
設
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
八
月
二
十
二
日
商
議
に
基
づ
く
十
二
年
九
月
十
五
日
付
「
航
空
関
係
主
要
戦

備
ニ
関
ス
ル
覚
」

千
歳現

ニ
実
施
シ
ツ
ツ
ア
ル
事
項

用
地
買
収

飛
行
場
造
成

引
キ
続
キ
実
施
ヲ
要
ス
ル
事
項

燃
料
庫
及
爆
弾
庫
設
置
、
宿
舎
設
置
、
通
信
施
設

整
備

（『
戦
史
叢
書
』
３１
）

昭
和
十
二
年
十
月
頃

「
通
常
議
会
ニ
出
ス
ベ
キ
商
議
案
」

既
定
計
画
ノ
航
空
基
地
整
備
ヲ
次
表
ノ
如
ク
促
進
ス

基
地
名－

千
歳

実
施
事
項－

燃
料
庫
及
爆
弾
庫
設
置
、
居
住
施
設
ノ
一
部

所
要
完
成
時
期－

昭
和
十
三
年
六
月
末

（『
戦
史
叢
書
３１
』）

昭
和
十
三
年
八
月
七
日
付

軍
令
部
次
長
発
海
軍
次
官
宛

「
対
Ｒ
戦
備
促
進
及
出
師
準
備
ニ
関
ス
ル
件
協
議
」

イ
航
空
基
地
整
備

（
イ
）
千
歳
航
空
基
地

緩
急
第
一
ト
シ
既
定
計
画
事
項
ヲ
極
力
促
進
ス

尚
差
シ
当
リ
左
ノ
準
備
ヲ
促
進
ス

但
シ
之
ガ
実
施
ノ
時
期
ハ
別
ニ
協
議
ス

陸
攻
三
六
機
、
艦
戦
一
二
機
程
度
ノ
使
用
ニ
支
障
ナ
キ
居
住
施
設
（「
バ
ラ
ッ
ク
」
ニ

テ
差
支
ナ
シ
）、
防
空
施
設
及
通
信
施
設

（『
戦
史
叢
書
２９
』）

滑
走
路
等
の
造
成
工
事
は
地
崎
組
が
受
注
し
た
。
格
納
庫
に
つ
い
て
は
巴
組
が
小
型

三
棟
、
白
川
組
は
大
型
二
棟
、
小
型
一
棟
を
請
け
負
っ
た
。
司
令
部
庁
舎
、
兵
舎
等
の

建
築
工
事
に
つ
い
て
は
木
田
組
が
請
負
業
者
と
思
わ
れ
る
。

設
営
の
装
備
は
、
大
型
土
木
機
械
は
な
く
大
部
分
が
人
力
で
ト
ロ
ッ
コ
と
中
型
の
ト

ラ
ッ
ク
が
使
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
軽
便
の
機
関
車
が
使
わ
れ
た
と
い
う
話
も
あ

る
。
美
幌
飛
行
場
の
設
営
に
も
軽
便
の
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

あ
な
が
ち
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

軍
令
部
の
早
期
完
成
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
庁
が
昭
和
十
四
年
十
月
に
遅
延
し

た
理
由
と
し
て
北
海
道
の
厳
し
い
冬
季
の
気
候
が
影
響
し
た
。

ま
た
、
急
速
整
備
の
た
め
、
直
角
交
差
す
る
長
さ
一
二
〇
〇
�
、
幅
八
〇
�
の
滑
走

路
を
当
初
設
計
し
て
い
た
が
、
千
歳
の
卓
越
風
を
理
解
し
た
の
か
北
海
道
鉄
道
線
と
並

行
す
る
南
北
滑
走
路
一
本
を
先
行
整
備
す
る
こ
と
と
し
た
。
苫
小
牧
・
沼
ノ
端
で
は
北

風
、
南
東
風
以
外
に
南
西
風
と
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
、
千
歳
は
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
南

と
北
の
風
が
卓
越
し
、
四
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は
南
か
ら
の
風
が
卓
越
す
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
千
歳
地
方
の
東
西
に
山
岳
部
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

航
空
基
地
建
設
に
は
受
刑
者
も
動
員
さ
れ
た
。
矯
正
協
会
が
昭
和
四
十
一
年
に
発
行

し
た
『
戦
時
行
刑
実
録
』
に
よ
る
と
戦
時
体
制
の
長
期
化
で
全
国
的
に
労
働
力
が
払
底

し
た
こ
と
か
ら
刑
務
所
内
外
の
受
刑
者
作
業
も
軍
関
係
の
も
の
が
多
く
な
っ
た
。
刑
務

所
内
で
は
軍
需
品
の
生
産
、
所
外
で
は
飛
行
場
の
整
地
、
造
船
所
で
の
雑
役
に
従
事
し
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た
。
受
刑
者
の
作
業
態
度
は
積
極
的
か
つ
規
則
正
し
く
多
大
な
成
果
を
あ
げ
た
。

千
歳
に
関
し
て
は
次
の
表
が
あ
る
。

事
変
下
の
軍
需
作
業
概
況

軍
需
構
外
作
業
（
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
〜
十
五
年
三
月
三
十
日
）

軍
部
別－

海

軍

施
行
刑
務
所－

札

幌

施

工

箇

所

施
工
作
業

期

間

就
業
人
員

千

歳

飛

行

場

整
地
作
業

１３
・
５
・
２１
〜
１５
・
３
・
２１

九
九
、
〇
〇
〇

千
歳
Ｊ
地
飛
行
場

整
地
作
業

１４
・
４
・
１３
〜
１５
・
３
・
３１

四
九
、
五
〇
〇

千
歳
航
空
基
地
の
秘
匿
性
を
高
め
る
略
号
は
Ｊ
地
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｔ
地
が
正
し

い
。
こ
れ
は
敗
戦
時
に
軍
関
係
の
一
切
の
書
類
が
焼
却
処
分
さ
れ
、『
戦
時
行
刑
実
録
』

が
各
刑
務
所
の
調
査
報
告
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
Ｔ
と
は
千
歳
の

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
頭
文
字
で
あ
る
。
北
海
道
内
に
お
け
る
海
軍
の
航
空
基
地
を
み
る

と
、
美
幌
第
一
は
「
み
ほ
ろ
」
と
誤
読
し
た
た
め
Ｍ
地
、
美
幌
第
二
（
女
満
別
）
は
網

走
郡
で
あ
る
こ
と
か
ら
Ａ
地
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

「
事
変
下
に
お
け
る
軍
需
作
業
概
況
」
の
ほ
か
、
千
歳
に
お
け
る
表
と
し
て
「
戦
時

構
外
作
業
一
覧
表
（
昭
和
八
年
〜
終
戦
）」
が
あ
る
。
札
幌
刑
務
所
か
ら
千
歳
作
業
場

に
昭
和
十
三
年
五
月
二
十
一
日
か
ら
（
終
期
不
祥
）
二
人
が
出
業
し
た
こ
と
と
、
帯
広

刑
務
所
か
ら
四
〇
人
が
千
歳
方
面
に
お
い
て
十
三
年
五
月
か
ら
二
ヵ
年
に
亘
り
泊
り
込

み
で
河
川
工
事
に
当
っ
た
記
録
が
あ
る
。

世
界
一
周
機
「
ニ
ッ
ポ
ン
」

「
ニ
ッ
ポ
ン
」
Ｊ－

Ｂ
Ａ
Ｃ
Ｉ
と
は
、
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
七
日
午
後
三
時
三
分

四
十
七
秒
に
千
歳
か
ら
四
三
四
〇
�
彼
方
の
米
国
ア
ラ
ス
カ
・
ノ
ー
ム
に
向
け
飛
び

立
っ
た
日
本
初
の
世
界
一
周
機
で
あ
る
。
企
画
は
、
現
在
の
毎
日
新
聞
で
あ
る
大
阪
毎

日
新
聞
社
と
東
京
日
日
新
聞
社
で
、
目
的
は
国
際
親
善
と
在
外
同
胞
の
激
励
に
あ
っ

た
。

機
種
は
長
崎
・
大
村
か
ら
南
京
、
重
慶
へ
の
戦
略
・
渡
洋
爆
撃
で
知
ら
れ
た
海
軍
の

三
菱
九
六
式
陸
攻
（
Ｇ
３
Ｍ
）
２１
型
を
改
造
し
た
三
菱
式
双
発
型
輸
送
機
で
あ
っ
た
。

当
時
、
空
技
廠
飛
行
実
験
部
員
だ
っ
た
横
田
和
平
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
は
私
が
飛
行
実

験
を
担
当
し
、
い
つ
も
の
よ
う
に
湘
南
の
空
を
飛
ん
で
い
た
九
六
陸
攻
で
、
追
浜
飛
行

場
に
海
軍
式
の
三
点
着
陸
し
よ
う
と
し
て
尾
輪
を
護
岸
に
引
っ
掛
け
て
機
体
後
部
を
壊

し
、
格
納
庫
に
放
置
さ
れ
て
い
た
機
で
し
た
。
そ
の
事
故
機
を
三
菱
の
名
古
屋
航
空
機

製
作
所
に
空
輸
し
て
民
間
輸
送
機
に
改
造
し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
多
く
の
民
間
人
が

空
技
廠
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。
大
毎
・
東
日
関
係
者
と
知
っ
た
の
は
後
の
こ
と
で

し
た
」
と
証
言
し
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
は
銀
色
で
双
発
・
双
舵
、
速
度
と
航
続
距
離
を
追
求
し
た
魚
雷
型
の
細
長

い
ス
マ
ー
ト
な
機
体
の
美
し
さ
か
ら
「
貴
婦
人
」「
双
舵
の
美
女
」
と
も
呼
ば
れ
た
。

ク
ル
ー
は
中
尾
純
利
機
長
、
吉
田
重
雄
操
縦
士
、
下
川
一
機
関
士
、
八
尾
川
長
作
機

関
士
、
佐
伯
弘
技
術
員
、
佐
藤
信
貞
通
信
士
、
大
原
武
夫
親
善
使
節
の
七
名
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
飛
行
主
要
経
路
は
、
羽
田－

千
歳－

ノ
ー
ム－

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス－

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク－

ワ
シ
ン
ト
ン－

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ－

ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス－

リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ－

ダ
カ
ー
ル－

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
入
る
予
定
で
い

た
が
、
米
国
内
を
飛
行
中
に
独
軍
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
入
、
第
二
次
欧
州
大
戦
が
勃
発

し
た
。
こ
の
た
め
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
ベ
ル
リ
ン
へ
の
寄
航
を
避
け
、

ロ
ー
マ－

バ
ス
ラ－

カ
ラ
チ－

カ
ル
カ
ッ
タ－

バ
ン
コ
ク－

台
北－

東
京
と
飛
行
を
継

続
し
た
。
ニ
ッ
ポ
ン
は
寄
航
先
で
熱
狂
的
な
歓
迎
を
受
け
、
国
際
親
善
を
果
た
し
日
本

製
航
空
機
の
技
術
の
高
さ
を
示
し
た
。
米
西
海
岸
、
南
米
の
在
外
同
胞
は
寄
航
先
に
集

ま
り
、「
世
界
一
周
大
飛
行
の
歌
」
を
大
合
唱
し
日
の
丸
を
打
ち
振
っ
て
ニ
ッ
ポ
ン
を

迎
え
た
。
ニ
ッ
ポ
ン
は
在
外
同
胞
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
勇
気
を
与
え
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
は
羽
田
を
出
発
以
来
五
五
日
、
飛
行
距
離
五
万
二
八
八
六
�
、
飛
行
時
間

一
九
五
時
間
二
十
四
分
二
十
八
秒
で
世
界
一
周
の
壮
挙
を
成
し
羽
田
に
帰
還
し
た
。

８２６
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在
日
外
交
団
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
米
国
駐
日
大
使
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ル
ー
は

「
日
本
は
、
こ
の
大
貢
献
を
世
界
に
誇
示
し
て
可
な
り
。
相
互
理
解
こ
そ
が
戦
い
に
災

い
さ
れ
た
世
界
に
お
い
て
唯
一
無
二
の
希
望
を
た
り
得
る
」
と
絶
大
な
賞
賛
を
送
っ
た

（
グ
ル
ー
は
親
日
家
と
し
て
知
ら
れ
、
戦
中
に
国
務
次
官
と
な
っ
た
）。

千
歳
出
発
前
日
、
ニ
ッ
ポ
ン
は
、
巴
組
が
施
工
中
の
骨
格
だ
け
の
格
納
庫
に
入
っ

た
。
機
関
士
だ
っ
た
下
川
一
は
千
歳
に
お
け
る
作
業
等
を
「
千
歳
に
は
八
月
二
十
六
日

午
後
三
時
三
四
分
四
十
七
秒
に
着
陸
し
ま
し
た
。千
歳
で
は
、羽
田
出
発
直
前
に
ト
ラ
ッ

ク
で
牽
引
中
、
左
プ
ロ
ペ
ラ
が
ロ
ー
プ
に
絡
ん
で
傷
ん
だ
た
め
同
型
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
と

交
換
し
た
こ
と
の
点
検
、
三
本
の
酸
素
ボ
ン
ベ
の
う
ち
二
本
を
降
ろ
し
余
計
に
オ
ク
タ

ン
価
９２
の
燃
料
を
積
み
込
む
な
ど
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ペ
ラ
は
千
歳
ま
で
の
飛
行
で
馴
染

ん
だ
た
め
交
換
し
な
い
こ
と
を
桜
井
中
将
（
部
長
）
に
伝
え
ま
し
た
。
宿
舎
は
、
札
幌

神
社
参
道
入
口
の
左
側
角
に
あ
っ
た
醸
造
業
の
斉
藤
甚
之
助
様
宅
で
し
た
」
と
語
っ
て

く
れ
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
が
設
営
中
の
千
歳
海
軍
基
地
か
ら
飛
び
立
っ
た
こ
と
を
偽
装
す
る
た
め
、

計
画
段
階
で
は
海
軍
の
根
室
ワ
ッ
タ
ラ
ウ
ス
飛
行
場
（
滑
走
路
一
〇
〇
〇
�
弱
）
が
、

そ
の
後
、
新
聞
紙
上
で
は
札
幌
北
二
十
四
条
の
札
幌
飛
行
場
（
滑
走
路
九
〇
〇
�
）
が

本
土
最
終
出
発
地
点
と
さ
れ
た
。
両
飛
行
場
と
も
に
滑
走
路
は
短
く
、
舗
装
も
さ
れ
て

お
ら
ず
ニ
ッ
ポ
ン
が
離
陸
速
度
に
達
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
た
。

千
歳
か
ら
飛
び
立
っ
た
理
由
と
し
て
、
大
圏
航
路
で
北
米
大
陸
に
至
近
、
燃
料
五
二

〇
五
�
を
満
載
し
た
全
備
重
量
一
万
一
七
五
〇
�
の
大
型
機
の
離
陸
に
適
し
た
一
二
〇

〇
�
の
舗
装
滑
走
路
が
あ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

当
初
の
出
発
地
点
と
さ
れ
た
根
室
町
民
が
教
育
主
任
だ
っ
た
古
源
孝
を
世
話
役
と
し

て
夜
行
列
車
で
千
歳
に
来
た
。
古
源
の
ほ
か
町
長
の
松
尾
豊
治
、
町
議
の
石
井
政
治
と

木
村
兵
右
衛
門
、
商
工
会
長
・
佐
野
忠
三
郎
、
醸
造
業
・
兼
古
萬
吉
と
長
女
ト
シ
・
二

女
貞
子
・
三
女
知
子
、
米
穀
雑
貨
商
の
吉
田
圭
介
、
青
年
団
長
・
延
原
重
男
と
い
う
名

士
と
そ
の
家
族
だ
っ
た
。
男
性
は
燕
尾
服
、
兼
古
の
長
女
は
和
服
、
二
女
は
セ
ー
ラ
ー

服
、
三
女
は
振
袖
と
全
員
が
正
装
し
た
（
写
真
５－

６
）。

根
室
の
人
々
は
根
室
町
旗
・「
歓
迎

世
界
一
周
機

ニ
ッ
ポ
ン
」
と
染
め
抜
か
れ

た
旗
を
振
っ
て
ニ
ッ
ポ
ン
を
迎
え
た
。
こ
の
情
景
を
東
日
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
撮
影
、
全

国
の
映
画
館
で
ニ
ュ
ー
ス
映
画
と
し
て
放
映
さ
れ
る
と
い
っ
た
海
軍
主
導
の
偽
装
工
作

が
な
さ
れ
た
と
い
う
。
古
源
孝
は
ニ
ッ
ポ
ン
を「
実
に
立
派
な
大
き
な
飛
行
機
で
し
た
」

と
回
想
し
た
。

二
十
七
日
の
千
歳
出
発
時
、
滑
走
路
北
端
で
ク
ル
ー
は
車
座
に
な
っ
て
た
ば
こ
を

吸
っ
て
か
ら
乗
り
組
み
、
キ
ャ
ノ
ピ
ー
天
蓋
か
ら
日
章
旗
と
大
毎
旗
を
掲
げ
た
。

見
送
り
は
根
室
町
民
の
ほ
か
航
空
局
桜
井
忠
武
技
術
部
長
、
大
毎
関
係
者
の
総
勢
わ

ず
か
に
十
数
人
と
千
歳
空
設
立
準
備
員
、
作
業
の
手
を
休
め
ニ
ッ
ポ
ン
を
見
る
土
工
、

赤
い
服
の
受
刑
者
達
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
千
歳
村
民
の
姿
は
な
か
っ
た
。
三
時
三
分
四

十
七
秒
、
車
止
め
が
海
兵
に
よ
っ
て
は
ず

さ
れ
た
。

燃
料
、
装
備
品
を
満
載
し
た
ニ
ッ
ポ
ン

は
、
風
速
六
�
の
南
風
に
向
っ
て
、
八
〇

〇
�
の
滑
走
で
よ
う
や
く
離
陸
し
た
。

お
ち
い
し

千
歳
を
離
陸
後
、
根
室
・
落
石
か
ら
千

島
列
島
を
左
下
に
見
な
が
ら
北
洋
を
飛
ん

だ
。
幌
筵
島
附
近
で
、
低
気
圧
の
た
め
五

〇
〇
〇
�
以
上
の
高
度
を
飛
行
、
千
歳
で

酸
素
ボ
ン
ベ
を
降
ろ
し
た
こ
と
か
ら
ク

ル
ー
が
急
性
低
酸
素
症
で
意
識
朦
朧
に

陥
っ
た
が
自
動
操
縦
装
置
が
順
調
に
作
動

し
た
。
北
洋
飛
行
に
つ
い
て
下
川
一
は

写真５－６ 来千した根室町の人々とニッポン（昭和１４年８
月２６日撮影 守屋憲治所蔵）

第５章 日中戦争と海軍航空隊

８２７
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「
翌
二
十
八
日
午
前
六
時
一
五
分
八
秒
に
四
〇
〇
〇
�
離
れ
た
ノ
ー
ム
に
無
事
着
陸
し

ま
し
た
。
飛
行
中
、
コ
マ
ン
ド
ル
ス
キ
ー
島
（
ア
ッ
ツ
島
付
近
）
上
空
で
は
六
三
〇
〇

�
ま
で
上
昇
、
外
気
温
は
マ
イ
ナ
ス
二
五
度
、
北
西
の
強
風
で
航
路
か
ら
機
首
を
左
一

八
度
に
維
持
し
て
の
も
の
で
し
た
」
と
述
懐
し
た
。

後
年
、
戦
時
中
の
ニ
ッ
ポ
ン
を
、
運
輸
省
航
空
局
を
定
年
後
に
航
空
保
安
大
学
校
と

航
空
大
学
校
仙
台
分
校
で
航
空
航
法
を
講
義
し
て
い
た
佐
藤
信
貞
は
、「
ニ
ッ
ポ
ン
は

ぎ
ょ
う
せ
い

そ
の
後
、
毎
日
新
聞
航
空
部
に
払
い
下
げ
ら
れ
暁
星
と
名
を
改
め
ま
し
た
。
終
戦
ま

で
報
道
や
高
級
士
官
の
連
絡
機
と
し
て
本
土
と
中
部
太
平
洋
の
連
合
艦
隊
の
間
を
暗
緑

塗
装
で
飛
ん
で
い
た
よ
う
で
す
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
ラ
ス
ト
フ
ラ
イ
ト
と
最
後
の
状
況
は
、
平
成
二
十
（
二
〇
〇
八
）
年
十

月
二
十
一
日
の
毎
日
新
聞
「
飛
べ
！
ニ
ッ
ポ
ン
１
９
３
９－

７０
年
の
伝
言
�
羅
針
儀
」

に
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
。

玉
音
放
送
か
ら
８
日
後
の
４５
年
８
月
２３
日
、
大
阪
か
ら
社
長
等
を
載
せ
羽
田
に
降
り
立
と

う
と
し
た
が
荒
天
で
果
た
せ
ず
、
埼
玉
・
所
沢
の
陸
軍
飛
行
場
に
着
陸
し
た
。
こ
れ
が
最

後
の
フ
ラ
イ
ト
と
な
っ
た
。
や
が
て
米
軍
が
進
駐
し
機
体
は
破
棄
さ
れ
た
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
飛
行
は
戦
前
に
お
け
る
日
本
航
空
史
に
お
い
て
、
東
京－
ロ
ン
ド
ン
間

連
絡
飛
行
で
国
際
記
録
を
樹
立
し
た
「
神
風
」（
三
菱
キ
１５
・
昭
和
十
二
年
）、
国
際
航

空
連
盟
（
Ｆ
Ａ
Ｉ
）
公
認
周
回
航
続
距
離
と
一
万
�
平
均
速
度
の
世
界
記
録
を
樹
立
し

た
航
研
機
（
東
大
航�

空
研�

究
所
試
作
長
距
離
機�

・
十
三
年
）、
戦
時
下
の
た
め
Ｆ
Ａ
Ｉ

未
公
認
で
あ
っ
た
が
周
回
航
続
距
離
世
界
記
録
を
樹
立
し
た
Ａ
２６
長
距
離
機
（
東
大
航

研
／
立
川
・
十
九
年
）
と
と
も
に
永
く
人
々
の
記
憶
に
残
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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／
守

屋
憲
治
『
北
の
翼－

千
歳
航
空
史
』
み
や
ま
書
房

一
九
八
五
年
／
小
福
田
晧
文
『
指
揮
官
空

戦
記
』
光
人
社

一
九
七
八
年
／
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
『
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
二
十
五
年

史
』

一
九
八
三
年
／
毎
日
新
聞
社
『
銀
翼
の
航
跡－

５
２
、８
６
０
㎞
』

一
九
八
九
年
／
守
屋

憲
治
「
世
界
一
周
機
『
ニ
ッ
ポ
ン
』
千
歳
出
発
」
新
千
歳
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
『
志
古
津
』
第

一
〇
号

千
歳
市

二
〇
〇
九
年

８２８
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第
四
節

第
二
次
世
界
大
戦

第
一
項

日
米
対
立
の
激
化

独
ソ
不
可
侵
条
約
と
ド
イ
ツ
軍
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻

日
中
戦
争
が
泥
沼
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
く
な
か
で
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
で
政
権
を
獲
得
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
率
い
る
ナ
チ
ス＝

ド
イ
ツ

が
、
周
辺
国
に
対
し
て
侵
略
政
策
を
推
し
進
め
て
い
た
。

昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年
三
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
侵
攻
し
て
同
国
を
併
合
し
た

ド
イ
ツ
は
、
さ
ら
に
同
年
九
月
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
会
議
で
、
英
仏
か
ら
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ

ア
の
ズ
デ
ー
デ
ン
地
方
の
割
譲
と
い
う
大
幅
な
譲
歩
を
勝
ち
取
っ
て
い
た
。
そ
し
て
次

の
狙
い
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
定
め
た
ド
イ
ツ
は
将
来
的
に
英
仏
と
の
戦
争
は
不
可
避
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
日
本
と
の
軍
事
同
盟
の
締
結
を
画
策
す
る
。
日
独
は
既
に
防
共
協

定
で
ソ
連
を
仮
想
敵
と
し
て
い
た
が
、
新
た
に
英
仏
を
そ
の
対
象
に
加
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
政
府
の
一
部
と
陸
軍
は
こ
の
提
案
に
飛
び
つ
い
た
。
ド
イ
ツ
と
軍
事
同

盟
を
結
ぶ
こ
と
で
英
ソ
に
圧
力
を
か
け
て
、
日
中
戦
争
打
開
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。

一
方
、
西
園
寺
を
は
じ
め
と
す
る
重
臣
た
ち
や
海
軍
、
外
務
省
は
英
仏
の
背
後
に
あ

る
ア
メ
リ
カ
を
敵
に
回
す
こ
と
を
恐
れ
、
新
た
な
軍
事
同
盟
の
締
結
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
国
論
は
二
分
し
、
軍
事
同
盟
交
渉
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
だ
が
一
方
で
、
ド

イ
ツ
は
ソ
連
と
極
秘
裏
に
接
触
し
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
英
仏
と
の
戦

争
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
ソ
連
と
一
時
提
携
す
る
こ
と
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方

ソ
連
も
、
日
独
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
危
険
を
感
じ
て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
と
提
携
し
て
西

方
の
安
全
を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
だ
っ
た
。
ド
イ
ツ
か
ら
み
れ
ば
、
い
つ
ま
で
も

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
日
本
に
見
切
り
を
つ
け
た
と
言
え
な
く
も
無
い
が
、
少
な
く
と
も

日
本
は
独
ソ
の
接
近
を
事
前
に
全
く
察
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
昭
和
十
四
年
八
月
二
十
三
日
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
が
発
表
さ
れ

た
。
日
本
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
驚
天
動
地
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
防
共
協
定
を
結
び
、

つ
い
こ
の
間
ま
で
そ
の
強
化
を
要
求
し
て
い
た
ド
イ
ツ
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
防
共
協

定
の
対
象
国
で
あ
る
ソ
連
と
不
可
侵
条
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
か
も
日
本
は
ノ
モ

ン
ハ
ン
で
い
ま
だ
ソ
連
と
戦
闘
状
態
で
あ
り
、
敗
勢
は
も
は
や
覆
い
が
た
い
状
況
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
ソ
連
と
ド
イ
ツ
が
手
を
結
ん
だ
こ
と
は
、
日
本
に
は
計

り
知
れ
な
い
衝
撃
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
結
局
、
平
沼
騏
一
郎
内
閣
は
こ
の
事
態
に

な
ん
ら
対
処
も
出
来
ぬ
ま
ま
、
八
月
二
十
八
日
「
欧
州
の
天
地
は
複
雑
怪
奇
な
り
」
と

い
う
有
名
な
声
明
を
出
し
て
総
辞
職
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

そ
し
て
九
月
一
日
、
つ
い
に
ド
イ
ツ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
を
開
始
す
る
。
ド
イ
ツ

は
戦
車
部
隊
を
駆
使
し
た
電
撃
戦
に
よ
っ
て
、
た
ち
ま
ち
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
を
席
巻
し
て

い
っ
た
。
さ
ら
に
九
月
十
七
日
、
か
ね
て
の
密
約
に
従
い
ソ
連
も
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻

を
開
始
し
た
。
東
西
か
ら
侵
略
を
受
け
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
降
伏
に
追
い
込
ま
れ
、
九
月

二
十
八
日
に
は
独
ソ
協
定
に
よ
っ
て
東
西
に
分
割
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

は
「
消
滅
」
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

一
方
、
ド
イ
ツ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
英
仏
は
た
だ
ち
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布

告
を
発
し
た
。
こ
う
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
は
じ
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
と
日
独
伊
三
国
同
盟

す
で
に
戦
争
状
態
に
突
入
し
て
い
た
独
仏
両
国
で
あ
っ
た
が
、
お
互
い
国
境
地
帯
で

に
ら
み
合
っ
た
ま
ま
戦
闘
が
行
な
わ
れ
な
い
状
態
が
続
い
た
。
後
に
「
奇
妙
な
戦
争
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
期
は
半
年
余
り
続
き
、
こ
の
ま
ま
戦
争
が
無
く
な
る
こ
と
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
市
民
は
願
っ
た
と
い
う
が
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
四
月
九
日
、
ド
イ

ツ
軍
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
侵
攻
し
た
こ
と
で
終
わ
り
を
告
げ
る
。
ド
イ
ツ
は
デ
ン
マ
ー

ク
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
制
圧
し
た
上
で
、
五
月
十
日
、
ベ
ル
ギ
ー
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
グ
の
中
立
三
国
を
侵
犯
す
る
。
そ
し
て
五
月
十
四
日
、
マ
ジ
ノ
線
（
フ
ラ
ン
ス

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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の
ド
イ
ツ
国
境
船
沿
い
の
要
塞
陣
地
）
北
方
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
に
侵
攻
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
。
五
月
十
五
日
に
は
オ
ラ
ン
ダ
、
二
十
八
日
に
は
ベ
ル
ギ
ー
を
降
伏
さ
せ
、
そ

の
勢
い
の
ま
ま
に
ド
イ
ツ
軍
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
抵
抗
す
る
英
仏
軍
を
排
除
し
、
六
月

十
四
日
に
は
首
都
パ
リ
を
無
血
占
領
す
る
に
到
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
タ
ン
政
権
は
ド

イ
ツ
に
降
伏
を
申
し
入
れ
、
六
月
二
十
二
日
、
独
仏
休
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
う

し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
連
合
国
を
一
掃
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
い
よ
い
よ
イ
ギ
リ
ス
本
土

の
上
陸
作
戦
を
目
指
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
本
土
爆
撃
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
電
撃
戦
の
成
功
に
日
本
は
完
全
に
幻
惑
さ
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
を
支

配
し
て
い
た
仏
・
蘭
・
英
国
が
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
敗
退
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
日
中
戦

争
の
行
き
詰
ま
り
を
打
開
す
る
活
路
が
開
か
れ
た
と
信
じ
た
。
そ
し
て
慢
性
的
な
物
資

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
日
本
に
と
っ
て
、
の
ど
か
ら
手
が
出
る
ほ
ど
欲
し
か
っ
た
東

南
ア
ジ
ア
の
資
源
を
獲
得
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
ド
イ
ツ
の
ス
タ
ー
マ
ー
公
使
が
来
日
し
、
日
独
伊
三
国
同
盟
の
交

渉
が
開
始
さ
れ
た
。
条
約
の
内
容
は
独
伊
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
、
日
本
に
お
け
る

ア
ジ
ア
の
指
導
的
地
位
を
た
が
い
に
承
認
し
、
三
国
中
の
「
一
国
が
現
に
欧
州
戦
争
ま

た
は
日
支
紛
争
に
参
入
し
お
ら
ざ
る
一
国
に
よ
っ
て
攻
撃
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
三
国
は

あ
ら
ゆ
る
政
治
的
、
経
済
的
及
び
軍
事
的
方
法
に
よ
っ
て
相
互
に
援
助
」
す
る
こ
と
を

約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

海
軍
は
ア
メ
リ
カ
を
刺
激
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
こ
の
と
き
も
同
盟
反
対
の
姿
勢
を
示

し
た
が
、
米
独
開
戦
の
場
合
に
は
自
動
参
戦
で
は
な
く
、
日
本
が
自
主
的
に
決
定
で
き

る
と
い
う
条
件
で
最
終
的
に
合
意
が
成
立
す
る
。
九
月
十
九
日
、
御
前
会
議
で
日
独
伊

三
国
同
盟
締
結
が
正
式
に
決
定
し
、
九
月
二
十
七
日
、
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
来
栖
駐
独

大
使
・
リ
ッ
ペ
ン
ト
ロ
ッ
プ
独
外
相
・
チ
ア
ノ
伊
外
相
の
三
者
に
よ
っ
て
、
日
独
伊
三

国
同
盟
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

三
国
同
盟
の
成
立
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
が
結
び
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
日
独
伊
の
枢
軸
国
と
、
英
米
を
中
心
と
す
る
連
合
国
と
い

う
、
全
世
界
的
な
対
抗
図
式
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

日
ソ
中
立
条
約
と
南
進
の
決
行

三
国
同
盟
を
締
結
し
た
日
本
が
次
に
目
指
し
た
の
が
、
ソ
連
と
の
提
携
で
あ
っ
た
。

以
前
か
ら
外
務
省
の
一
部
に
、
日
独
伊
ソ
の
「
四
国
協
商
」
を
唱
え
る
意
見
が
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
が
「
南
進
」（
東
南
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
進
出
）
を
遂
行
す

る
た
め
に
は
北
方
の
安
全
確
保
が
大
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ソ
連
と
の
国
交
調

整
の
必
要
が
あ
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
ソ
連
を
三
国
同
盟
に
引
き
込
む
こ
と

で
、
ア
メ
リ
カ
と
対
抗
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
松
岡
洋
右
外
相
は
ソ
連
に
条
約

成
立
の
是
非
を
非
公
式
に
照
会
し
、
そ
れ
に
対
し
ソ
連
は
失
地
回
復（
南
樺
太
・
千
島
）

を
伴
わ
な
い
不
可
侵
条
約
の
締
結
は
不
可
能
と
し
な
が
ら
も
、
中
立
条
約
で
あ
れ
ば
可

能
と
回
答
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
う
け
て
、
松
岡
は
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
三
月
に
訪
独
し
、

ド
イ
ツ
と
直
接
交
渉
を
行
な
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
ド
イ
ツ
は
対
ソ
戦
を
決

定
し
て
い
た
た
め
、
ド
イ
ツ
は
松
岡
の
四
国
同
盟
構
想
に
冷
淡
な
反
応
し
か
示
さ
な

か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
斡
旋
が
期
待
で
き
な
い
と
見
た
松
岡
は
、
帰
国
途
中
、
急
遽
モ
ス

ク
ワ
に
と
ど
ま
っ
て
ソ
連
と
の
直
接
交
渉
に
乗
り
出
し
た
で
あ
る
。
交
渉
は
難
航
し
た

が
、
最
終
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
修
正
案
を
松
岡
が
飲
む
形
で
、
十
六
年
四
月
十
三
日
、

五
年
間
の
有
効
期
限
（
二
十
年
九
月
十
二
日
ま
で
）
を
規
定
し
た
日
ソ
中
立
条
約
が
調

印
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
と
き
、
満
州
国
と
外
蒙
古
の
領
土
保
全
・
不
可
侵
を
尊
重
す

る
共
同
声
明
書
も
発
表
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
日
本
の
北
守
南
進
へ
の
道
が
開
か
れ
た

の
だ
っ
た
。

日
本
が
南
進
を
目
指
し
た
第
一
の
目
的
は
、
援
蒋
ル
ー
ト
（
米
英
を
中
心
に
、
蒋
介

石
を
援
助
す
る
た
め
の
援
助
物
資
が
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
輸
送
路
を
「
援
助
ル
ー

ト
」
と
称
し
て
い
た
）
の
遮
断
に
よ
る
日
中
戦
争
の
終
結
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
南
方

８３０
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資
源
獲
得
も
企
図
し
て
い
た
。
九
月
二
十
三
日
、
日
本
軍
は
中
国
・
仏
印
国
境
か
ら
侵

攻
し
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
戦
火
を
交
え
な
が
ら
武
力
進
駐
を
強
行
す
る
。
し
か
し
、
日
本

が
北
部
仏
印
進
駐
を
強
行
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
は
即
座
に
反
応
し
た
。
日

本
へ
の
対
抗
措
置
と
し
て
、
屑
鉄
（
日
本
の
鉄
鋼
生
産
の
重
要
な
原
料
）
の
輸
出
を
禁

止
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
十
五
年
七
月
に
は
航
空
用
ガ
ソ
リ
ン
の
輸
出
禁
止
が
決
定

さ
れ
て
お
り
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
物
資
を
獲
得
す
る
た
め
に
南
進
を
決
行
し
た
は
ず

が
、
む
し
ろ
戦
争
遂
行
を
難
し
く
す
る
状
況
を
生
み
出
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
の
ア
メ
リ
カ
の
強
硬
な
対
応
は
日
本
側
に
と
っ
て
は
予
想
外
で
あ
っ
た
。

見
通
し
の
甘
さ
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
日
本
は
戦
時
体
制
を
維
持
す
る

た
め
、
ま
す
ま
す
南
方
資
源
の
獲
得
に
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

独
ソ
開
戦
と
南
部
仏
印
進
駐

昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
六
月
二
十
二
日
、
ド
イ
ツ
は
独
ソ
不
可
侵
条
約
を
破
っ

て
ソ
連
に
対
す
る
奇
襲
攻
撃
を
決
行
し
た
。

こ
の
独
ソ
戦
は
日
本
に
と
っ
て
も
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
三
国
同
盟
の
側
に

引
き
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
ソ
連
が
、
連
合
国
側
の
陣
営
に
回
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に

加
え
、
最
悪
の
場
合
に
は
米
ソ
両
国
を
相
手
に
戦
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事

態
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
日
本
は
、
ド
イ
ツ
と
と
も
に
ソ
連
に
参
戦
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
中
立
条

約
を
遵
守
す
べ
き
か
、
三
国
同
盟
と
中
立
条
約
と
の
間
で
板
ば
さ
み
に
な
っ
た
。
だ
が

一
方
で
、
ド
イ
ツ
軍
の
攻
勢
の
前
に
ソ
連
は
滅
亡
に
向
う
か
、
少
な
く
と
も
日
本
へ
対

し
攻
勢
に
出
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
は
北
進
・
南
進
の
い
ず
れ
も
選

択
で
き
る
「
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
」
を
得
た
と
い
う
、
非
常
な
楽
観
論
に
た
っ
た
見
方
も
存

在
し
て
い
た
。
日
本
の
戦
争
指
導
は
、
北
進
か
南
進
か
で
紛
糾
を
重
ね
た
が
、
結
局
選

択
さ
れ
た
の
は
「
南
北
並
進
」
と
い
う
き
わ
め
て
折
衷
的
な
方
針
で
あ
っ
た
。

七
月
二
日
、
御
前
会
議
が
開
催
さ
れ
、「
情
勢
の
推
移
に
と
も
な
う
帝
国
国
策
要
綱
」

が
決
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
南
方
進
出
の
体
制
を
強
化
」
し
つ
つ
、「
目
的
達
成
の
た

め
対
米
英
戦
も
辞
さ
ず
」
と
し
、「
密
か
に
対
ソ
武
力
的
準
備
を
整
え
」「
独
ソ
戦
争
の

推
移
が
帝
国
の
た
め
有
利
に
展
開
」
す
れ
ば
、「
武
力
行
使
し
て
北
方
問
題
を
解
決
し

北
辺
の
安
定
を
確
保
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
極
東
ソ
連
軍
が
対
独
戦
投
入
の
た
め
部
隊
を
西
方
に
移
送
し
、
兵
力

が
手
薄
に
な
っ
た
段
階
で
対
ソ
戦
を
仕
掛
け
る
と
し
、
関
東
軍
は「
関
東
軍
特
殊
演
習
」

い
わ
ゆ
る
関
特
演
と
い
う
秘
匿
名
称
の
も
と
に
、
兵
力
八
五
万
人
と
い
う
空
前
の
大
兵

力
を
動
員
し
て
対
ソ
戦
に
備
え
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
南
進
に
つ
い
て
は
目
標
を
南
部
仏
印
の
進
駐
と
定
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
シ
ー

政
権
（
ペ
タ
ン
元
帥
を
首
班
と
す
る
対
独
協
力
政
権
）
と
の
外
交
交
渉
で
日
本
の
南
部

仏
印
の
進
駐
を
認
め
さ
せ
た
う
え
で
、
七
月
二
十
八
日
、
日
本
軍
は
サ
イ
ゴ
ン（
現
ホ
ー

チ
ミ
ン
市
）
を
中
心
し
た
仏
印
南
部
全
域
の
掌
握
に
成
功
し
た
。
こ
の
よ
う
に
南
進
が

順
調
に
推
移
し
た
こ
と
に
加
え
、
ソ
連
が
極
東
軍
を
ほ
と
ん
ど
動
か
さ
な
か
っ
た
た

め
、
八
月
九
日
、
参
謀
本
部
は
年
内
の
対
ソ
戦
を
つ
い
に
断
念
す
る
に
至
る
。

し
か
し
こ
の
と
き
極
東
ソ
連
軍
が
動
か
な
か
っ
た
理
由
は
、
日
本
軍
の
侵
攻
を
警
戒

し
た
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
何
よ
り
ド
イ
ツ
軍
の
進
撃
が
し
だ
い
に
鈍
り
始
め
、
慌
て
て

転
用
す
る
必
要
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
で
こ
の
状
況

を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
人
間
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
五
節

町
民
生
活

第
一
項

社
会
の
諸
相

千
歳
村
一
級
町
村
制
施
行

千
歳
村
が
二
級
町
村
制
と
な
っ
た
の
は
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
こ
と
で
人
口
は

三
九
三
一
人
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
四
年
後
の
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
四
月
に
一

級
町
村
制
を
施
行
し
た
。
一
万
六
七
八
人
と
人
口
は
よ
う
や
く
一
万
人
を
超
え
た
。
発

展
の
テ
ン
ポ
は
遅
々
と
し
た
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
十
四
年
四
月
の
北
海
道
庁
地
方
課
『
一
級
町
村
制
施
行
ニ
関
ス
ル
書
類
』
に
よ

れ
ば
、
千
歳
村
の
農
作
並
戸
数
調
で
は
総
戸
数
七
三
一
戸
で
、
う
ち
自
作
三
〇
二
戸
、

マ

マ

自
作
兼
小
作
一
二
八
戸
、
小
作
一
四
戸
（
執
筆
者
注
・
十
四
年
八
月
発
行
『
北
海
道
統

計
』第
七
十
六
号＝

十
三
年
末
小
作
戸
数
三
〇
〇
）と
な
っ
て
い
る
。
牛
馬
の
飼
養
は
、

全
村
で
牛
九
五
一
頭
、
馬
九
〇
六
頭
と
記
さ
れ
て
い
る
。

千
歳
村
か
ら
昭
和
十
四
年
一
月
道
庁
に
提
出
さ
れ
た
「
一
級
町
村
ヲ
施
行
ス
ル
コ
ト

ノ
適
否
ト
其
ノ
事
由
」
の
産
業
発
達
の
状
況
の
末
尾
に
は
「
昭
和
十
二
年
八
月
ヨ
リ
軍

当
局
ニ
認
メ
ラ
ル
ヽ
処
ト
ナ
リ
…
重
要
地
点
ト
シ
指
定
セ
ラ
レ
相
当
多
数
ノ
兵
員
モ
駐

屯
ヲ
見
ル
ベ
ク
随
テ
需
給
ノ
関
係
其
ノ
他
ヲ
増
大
シ
想
像
以
上
ノ
活
況
ヲ
来
ス
ベ
シ
」

と
、
海
軍
航
空
基
地
が
設
置
さ
れ
る
期
待
が
漲
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
一
級
町
村
制
施

行
ノ
儀
ニ
付
上
申
」
中
「
一
級
町
村
制
ヲ
施
行
ス
ル
ヲ
適
当
ト
認
ム
ル
モ
ノ
」
の
な
か

で
千
歳
村
は
、「
現
在
村
税
高
率
ナ
ル
ガ
如
キ
観
ア
ル
モ
右
ハ
王
子
製
紙
会
社
ノ
発
電

所
ニ
係
ル
営
業
収
益
税
及
家
屋
税
附
加
税
多
額
ナ
ル
ニ
因
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
右
会
社
関
係

ヲ
除
ク
ト
キ
ハ
村
民
ノ
負
担
軽
ク
戸
数
割
ヲ
課
税
セ
ザ
ル
状
態
ニ
在
リ
…
支
庁
長
ニ
於

イ
テ
適
当
ト
認
ム
ル
旨
ノ
回
答
ア
リ
」
と
さ
れ
、
王
子
製
紙
の
発
電
所
が
財
政
歳
入
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
三
月
、
千
歳
村
は
道
内
四
ヵ
村
と
と
も
に
一

級
町
村
の
指
定
を
受
け
た
。

内
務
省
告
示
第
百
六
号

北
海
道
一
級
町
村
制
施
行
地
ヲ
左
ノ
通
指
定
シ
昭
和
十
四
年
四
月
一
日
ヨ
リ
施
行
ス

昭
和
十
四
年
三
月
十
四
日

内
務
大
臣

公
爵

木

戸

孝

一

千
歳
郡
千
歳
村

雨
竜
郡
沼
田
村

網
走
郡
女
満
別
村

有
珠
郡
壮
瞥
村

加
西
郡
大

正
村

一
級
町
村
に
な
っ
た
こ
と
で
、
村
長
は
北
海
道
庁
長
官
任
命
か
ら
村
会
の
選
挙
・
北

海
道
庁
長
官
の
認
可
と
な
り
助
役
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
一

級
町
村
会
に
は
条
例
の
制
定
権
も
与
え
ら
れ
た
。
自
治
の
範
囲
は
広
が
っ
た
が
、
一
級

町
村
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
村
民
の
暮
ら
し
に
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

十
四
年
に
は
北
海
道
札
幌
警
察
署
千
歳
警
部
補
派
出
所
、
北
海
道
農
産
物
検
査
所
札

幌
支
所
千
歳
出
張
所
等
の
出
先
機
関
が
新
た
に
置
か
れ
、
十
五
年
に
は
胆
振
種
馬
所
千

歳
種
付
所
、
北
海
道
林
産
物
検
査
所
札
幌
支
所
千
歳
駐
在
所
が
開
設
さ
れ
た
。

た
だ
、
村
民
で
村
政
に
係
わ
り
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
大
き
な

変
化
が
あ
っ
た
。
二
級
町
村
会
で
は
定
員
一
六
名
・
任
期
二
年
だ
っ
た
も
の
が
、
一
級

町
村
で
は
等
級
選
挙
制
と
な
り
任
期
も
六
年
、
定
員
は
一
八
名
に
な
っ
た
。

十
六
年
の
『
事
務
報
告
書
』
に
次
の
村
会
議
員
の
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

二
瓶
千
信

渡
部
栄
蔵

高
橋
徳
久

鈴
木
恭
次
郎

井
上
栄
作

窪
田
与
三
右
衛
門

山
崎
友
吉

甲
斐
荘
正
顕

吉
田
峰
蔵

滝
川
亮
次

堤
丈
太
郎

中
川
種
次
郎

藤
本
音
市

清
水
市
郎

細
川
孫
作

戸
田
平
一

町
制
へ
移
行

十
四
年
に
海
軍
航
空
隊
の
基
地
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
か
ら
千
歳
は
大
き
く
発
展
す

る
。
三
年
後
の
十
七
年
に
は
人
口
一
万
三
九
九
四
人
と
一
挙
に
三
三
〇
〇
人
以
上
も
増

加
し
た
。
十
七
年
五
月
一
日
、
千
歳
村
は
町
制
を
敷
き
千
歳
町
と
な
り
、
岡
本
幸
信
が

初
代
町
長
と
な
っ
た
。
四
月
に
は
北
海
道
食
糧
営
団
千
歳
出
張
所
が
開
設
、
七
月
に
は

千
歳
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
が
許
可
さ
れ
た
。
今
に
残
る
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
千
歳

８３２
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川
、
鉄
道
、
主
要
道
路
と
と
も
に
空
襲
を
受
け
た
際
の
防
火
帯
と
し
て
機
能
す
る
よ
う

設
定
さ
れ
た
。
区
画
整
理
は
千
歳
初
の
市
街
地
開
発
事
業
と
な
っ
た
。

千
歳
町
制
施
行
祝
賀
会
に
つ
い
て
は
、
五
月
十
四
日
の
町
会
協
議
会
に
引
き
続
き
、

十
五
日
に
役
場
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
町
常
会
で
、
祝
賀
会
は
町
民
一
致
の
感

激
と
と
も
に
有
意
義
な
祝
い
と
す
べ
く
五
月
二
十
七
日
と
決
ま
っ
た
。
二
十
七
日
は
明

治
三
十
四
年
に
戦
艦
三
笠
を
旗
艦
と
す
る
連
合
艦
隊
が
、
対
馬
沖
で
ロ
シ
ア
の
バ
ル

た
い
し
ょ
う

チ
ッ
ク
艦
隊
を
撃
滅
し
た
日
本
海
海
戦
の
大
捷
を
記
念
す
る
海
軍
記
念
日
だ
っ
た
。

二
十
七
日
に
挙
行
さ
れ
た
町
制
施
行
祝
賀
会
に
お
い
て
、
町
民
は
大
い
な
る
感
激
を

報
国
の
赤
誠
と
し
て
表
す
た
め
海
軍
に
飛
行
機
を
献
納
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

ま
た
、
村
会
で
は
こ
れ
ま
で
一
六
名
の
村
会
議
員
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
う
ち
五
名

が
退
い
た
た
め
六
月
二
十
日
に
補
欠
選
挙
が
行
な
わ
れ
た
。
木
谷
外
男
、
今
与
三
郎
、

西
野
忠
義
、
高
塚
憲
正
、
川
端
三
吉
、
四
本
三
郎
が
補
欠
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。
次
期

改
選
は
十
八
年
六
月
一
日
だ
っ
た
が
勅
令
で
十
九
年
九
月
二
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
、

さ
ら
に
混
乱
の
中
、
戦
後
ま
で
在
籍
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

海
軍
報
国
号
飛
行
機
の
献
納

海
軍
に
献
納
さ
れ
た
飛
行
機
を
報
国
号
飛
行
機
と
い
う
。
昭
和
七
年
の
第
一
次
上
海

事
変
か
ら
戦
争
終
結
ま
で
の
一
三
年
間
に
約
一
七
〇
〇
機
が
献
納
さ
れ
た
。

千
歳
町
か
ら
の
献
納
時
期
は
明
確
で
は
な
い
が
命
名
式
の
後
、
献
納
額
が
千
歳
町
に

贈
ら
れ
、
そ
の
写
真
は
絵
葉
書
と
し
て
全
戸
に
配
布
さ
れ
た
。

絵
葉
書
に
印
刷
さ
れ
た
飛
行
機
は
、
ハ
ワ
イ
海
戦
、
イ
ン
ド
洋
海
戦
な
ど
緒
戦
で
米

英
の
戦
艦
、
空
母
な
ど
の
主
力
艦
を
数
多
く
撃
沈
し
大
い
に
活
躍
し
た
海
軍
の
急
降
下

爆
撃
機
で
あ
る
愛
知
九
九
式
艦
上
爆
撃
機（
Ｄ
３
Ａ
）
１１
型
で
あ
る
。
主
翼
下
面
に「
報

國－

２
４
８
１
（
千
歳
號
）」
と
、
報
国
番
号
と
機
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

絵
葉
書
の
写
真
は
実
写
で
は
な
く
、
報
国
番
号
と
機
名
が
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。

昭
和
十
八
年
の
千
歳
町
事
務
報
告
書
に
は
、
大
政
翼
賛
運
動
と
し
て
「
飛
行
機
献
納

等
ノ
成
績
ヲ
見
ル
モ
良
好
ニ
シ
テ
…
」
と
あ
っ
て
、
町
常
会
で
献
納
実
践
が
徹
底
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

九
九
艦
爆
の
価
格
は
一
機
約
一
〇
万
円
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
新
任
教
員
の
給

料
が
五
五
円
程
度
だ
っ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
一
日
一
銭
の
貯
金
、
あ
る
い
は
月
の

特
定
日
の
全
収
入
を
献
金
す
る
こ
と
の
い
ず
れ
に
し
て
も
庶
民
に
と
っ
て
の
献
金
額
は

大
金
で
、
ま
さ
に
爪
に
火
を
灯
す
思
い
で
成
し
遂
げ
た
「
報
国
の
赤
誠
」
だ
っ
た
。

献
納
機
命
名
時
期
は
報
国
番
号
の
一
団
か
ら
類
推
す
る
に
、
昭
和
十
八
年
六
月
か
ら

一
年
間
に
お
い
て
海
軍
に
献
納
さ
れ
た
一
五
七
機
の
一
括
献
納
機
命
名
式
で
あ
る
十
九

年
六
月
二
十
四
日
と
思
わ
れ
る
。
当
該
献
納
機
命
名
式
は
、
角
田
札
幌
地
方
海
軍
人
事

部
長
を
委
員
と
し
て
札
幌
市
に
お
い
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
一
括
献
納
機
命
名
式

は
、
旭
川
市
、
釧
路
市
、
美
幌
町
で
も
執
り
行
わ
れ
、
森
町
と
倶
知
安
町
に
お
い
て
は

横
須
賀
海
軍
軍
楽
隊
に
よ
る
献
納
記
念
演
奏
会
も
行
わ
れ
た
。

な
お
、
献
納
機
種
に
つ
い
て
の
変
更
は
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
昭
和
十
八

年
以
降
の
献
納
で
あ
れ
ば
、
新
た
に
制
式
と
な
っ
た
液
冷
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
爆
弾
を

す
い
せ
い

内
蔵
す
る
空
技
廠
艦
爆
「
彗
星
」（
Ｄ
４
Ｙ
）
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
。

引
用
・
参
考
文
献

守
屋
憲
治
「
献
納
機－

海
軍
報
国
号
飛
行
機
『
千
歳
号
』」『
志
古
津
』
七
号

千
歳
市

二
〇

〇
八
年

戦
時
期
の
婦
人
団
体

愛
国
婦
人
会
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
十
一
月
の
時
点
で
、
一
九
五
万
人
も
の
会

員
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
時
期
に
は
、
後
に
述
べ
る
、
大
衆
性
に
訴
え
た
国
防

婦
人
会
と
事
業
で
競
合
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
愛
国
婦
人
会
に
お
い
て
も
「
上
流

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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婦
人
」
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
大
衆
性
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
た
。『
愛
国
婦
人
会

の
栞
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

愛
国
婦
人
会
に
対
し
て
は
、
や
ゝ
も
す
る
と
世
間
に
誤
解
が
伝
は
つ
て
居
り
ま
す
。
曰
く
、

上
流
婦
人
や
、
有
閑
婦
人
の
み
の
会
合
で
あ
る
。
曰
く
、
白
襟
、
紋
付
を
着
な
け
れ
ば
、

し

出
席
が
出
来
な
い
会
で
あ
る
。
曰
く
、
会
員
か
ら
金
を
取
る
ば
か
り
で
、
何
も
仕
な
い
会

で
あ
る
、
等
、
等
。
け
れ
ど
も
決
し
て
さ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
愛
国
婦
人
会
は
、
階
級

と
、
職
業
と
、
年
齢
の
如
何
を
問
は
ず
、
全
国
婦
人
を
網
羅
せ
ん
と
す
る
会
合
で
す
。
大

衆
を
目
的
と
す
る
会
合
で
す
。
且
つ
衣
服
の
如
き
は
問
ふ
所
で
あ
り
ま
せ
ん
。

昭
和
期
の
愛
国
婦
人
会
千
歳
村
分
会
の
会
員
数
は
表
５－

１０
の
よ
う
に
推
移
し
て
い

る
。
先
に
み
た
よ
う
に
大
正
十
二
年
に
お
け
る
会
員
数
七
一
名
と
比
較
す
れ
ば
、
昭
和

三
年
に
は
二
倍
強
に
も
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
の
会
員
数
は
頭
打
ち
の
傾
向

に
あ
っ
た
。
た
だ
昭
和
十
三
年
に
は
有
効
章
授
与
者
が
増
加
し
て
い
る
。
有
効
章
と
は

多
額
の
金
銭
の
寄
贈
や
功
績
が
あ
っ
た
者
に
授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
寄
贈
金
一

〇
〇
〇
円
か
ら
五
〇
円
の
間
で
特
別
か
ら
三
等
に
区
分
さ
れ
た
。

後
発
の
国
防
婦
人
会
は
、
昭
和
七
年
、
軍
指
導
の
も
と
に
発
足
し
、
出
征
兵
士
の
送

迎
や
慰
問
、「
鉄
帽
」
の
献
納
な
ど
銃
後
を
支
え
る
活
動
を
行
っ
た
。
上
流
階
層
を
会

員
と
し
た
愛
国
婦
人
会
に
対
し
、
国
防

婦
人
会
は
白
い
割
烹
着
を
制
服
に
し
て

大
衆
性
を
打
ち
出
し
、
一
般
家
庭
婦
人

や
働
く
女
性
を
会
員
と
し
て
獲
得
し

た
。「

大
日
本
国
防
婦
人
会
宣
言
」に
は
、

次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

一
、
世
界
ニ
比
ヒ
ナ
キ
日
本
婦
徳
ヲ

基
ト
シ
益
々
之
ヲ
顕
揚
シ
悪
風
ト

不
良
思
想
ニ
染
マ
ズ

国
防
ノ
堅
キ
礎
ト
ナ
リ

強
キ
銃
後
ノ
力
ト
ナ
リ
マ
セ
ウ

二
、
心
身
共
ニ
健
全
ニ
子
女
ヲ
養
育
シ
テ
皇
国
ノ
御
用
ニ
立
テ
マ
セ
ウ

三
、
各
所
ヲ
整
ヘ
如
何
ナ
ル
非
常
時
ニ
際
シ
テ
モ
家
庭
ヨ
リ
弱
音
ヲ
挙
ゲ
ナ
イ
様
ニ
致
シ

マ
セ
ウ

四
、
国
防
ノ
第
一
線
ニ
立
ツ
方
々
ヲ
慰
メ
後
顧
ノ
憂
ヲ
除
キ
マ
セ
ウ

五
、
母
ヤ
姉
妹
同
様
ノ
心
ヲ
以
テ
軍
人
及
傷
痍
軍
人
並
其
ノ
遺
族
家
族
ノ
御
世
話
ヲ
致
シ

マ
セ
ウ

六
、
一
旦
緩
急
ノ
場
合
慌
テ
ズ
迷
ハ
ヌ
ヤ
ウ
常
ニ
用
意
ヲ
致
シ
マ
セ
ウ

国
防
婦
人
会
は
急
速
に
会
の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
支
部
や
分
会
は
内
地
だ
け

で
は
な
く
、
朝
鮮
、「
満
洲
国
」
や
関
東
州
、
中
国
に
も
設
け
ら
れ
、
昭
和
十
一
年
三

月
末
現
在
で
、
支
部
一
七
〇
、
分
会
五
八
七
七
、
会
員
数
二
八
八
万
三
八
五
三
名
を
数

え
た
。
第
七
師
管
（
北
海
道
）
で
は
、
本
部
二
、
支
部
一
、
分
会
八
九
、
会
員
五
万
三

二
〇
五
名
と
な
っ
て
い
る
（
大
日
本
国
防
婦
人
会
総
本
部
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
々
勢
一
覧

表
」）。

道
内
で
は
八
年
十
二
月
十
六
日
、
旭
川
国
防
婦
人
会
の
発
足
を
嚆
矢
と
し
、
十
一
年

九
月
の
陸
軍
特
別
大
演
習
を
契
機
と
し
て
、
多
く
の
分
会
が
誕
生
し
た
。
同
年
三
月
の

時
点
で
五
万
人
で
あ
っ
た
会
員
数
は
、
在
郷
軍
人
を
中
心
に
「
一
戸
一
人
」
運
動
が
展

開
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
〇
万
人
に
達
し
た
（『
北
の
女
性
史
』）。

『
千
歳
村
勢
要
覧
』昭
和
十
三
年
に
よ
れ
ば
、
国
防
婦
人
会
千
歳
村
分
会
の
設
立
も
、

昭
和
十
一
年
九
月
で
あ
り
、
会
員
数
は
愛
国
婦
人
会
一
三
八
、
軍
人
後
援
会
七
に
対

し
、
国
防
婦
人
会
は
一
〇
〇
〇
と
あ
り
、
会
員
数
は
他
団
体
に
比
べ
抜
き
ん
出
て
い
た

（
十
一
年
千
歳
村
戸
数
は
一
〇
六
四
戸
）。
千
歳
村
分
会
は
千
歳
陸
軍
部
隊
に
贈
呈
す
る

藁
布
団
づ
く
り
の
奉
仕
な
ど
を
行
っ
た
（『
目
で
見
る
江
別
・
千
歳
・
恵
庭
・
北
広
島
・
石

狩
の
１
０
０
年
』）。

昭
和
十
七
年
に
は
、
国
防
婦
人
会
、
愛
国
婦
人
会
、
連
合
婦
人
会
は
統
合
、
大
日
本

表５－１０ 愛国婦人会千歳村分会会員数

特別 有効章 通常 計
昭３ １３ ４ １３９ １５６
５ １３ ３ １２９ １４５
６ １３ ４ １２９ １４６
８ １０ ４ １２３ １３７
９ １０ ４ １２３ １３７
１０ １０ ４ １２３ １３７
１１ １０ ４ １２３ １２５
１３ ７ １０ １２２ １３８
１４ ７ １０ １２２ １３８

註� 『千歳村勢一覧』昭３、『千歳村勢
一班』昭５、６、８、９、１０、『千歳
村勢要覧』昭１１、１３、１４より作成。

註� 合計が合わない年度があるが、出
典のまま。
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婦
人
会
に
改
組
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
同
会
千
歳
町
支
部
と
な
っ
た
。
十
九
年
に
は
活
動

費
と
し
て
町
よ
り
補
助
金
一
〇
〇
円
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（「
昭
和
十
九
年
度

千
歳
町
歳
入
歳
出
決
算
書
」）。

防
空
演
習

昭
和
十
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
北
海
道
防
空
演
習
が
実
施
さ
れ
た
。

演
習
区
域
は
、
旭
川
、
札
幌
、
小
樽
、
室
蘭
の
四
市
お
よ
び
留
萌
、
上
川
、
空
知
、
石

狩
、
胆
振
、
日
高
、
後
志
の
七
支
庁
（
一
部
除
外
地
域
あ
り
）
で
あ
っ
た
。
演
習
の
目

的
は
「
旭
川
、
札
幌
、
小
樽
、
室
蘭
市
及
其
附
近
の
要
地
の
防
衛
に
関
し
て
関
係
陸
軍

部
隊
の
訓
練
を
な
し
併
せ
て
関
係
官
公
衙
団
体
及
一
般
官
民
の
防
空
警
備
に
関
す
る
施

設
訓
練
の
向
上
を
期
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

帝
国
在
郷
軍
人
会
札
幌
支
部
『
良
民
』
防
空
号
（
昭
和
十
年
）
で
は
、「
防
空
手
段

の
概
略
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
、
百
三
十
粁
乃
至
百
五
十
粁
前
方
に
重
要
な
都
市
を
幾
重
に
も
取
巻
い
て
配
置
さ
れ
た

防
空
監
視
哨
が
敵
の
飛
行
機
を
発
見
し
た
ら
之
を
防
空
監
視
隊
本
部
に
急
報
す
る
。
監

視
隊
本
部
は
更
に
之
を
防
衛
司
令
部
に
報
告
す
る
。

二
、
防
衛
司
令
部
は
空
襲
警
報
を
以
て
之
を
要
地
防
衛
部
隊
や
道
民
に
知
ら
せ
る
。

三
、
そ
こ
で
防
空
飛
行
隊
は
直
に
出
動
し
て
敵
機
を
激
撃
す
る
夜
間
な
ら
ば
照
空
燈
や
聴

音
機
が
協
力
し
て
飛
行
機
の
方
向
を
定
め
る
。

四
、
我
が
飛
行
機
の
撃
ち
漏
ら
し
た
敵
機
は
高
射
砲
で
撃
墜
す
る
夜
間
は
照
空
燈
や
聴
音

機
が
協
力
す
る
こ
と
は
勿
論
だ
が
照
空
燈
の
き
か
な
い
夜
や
濃
霧
の
時
な
ど
は
多
数
の

聴
音
機
で
敵
の
飛
行
機
の
進
路
を
定
め
高
射
砲
は
所
謂
待
ち
撃
ち
を
す
る
。

五
、
都
市
の
周
囲
に
は
阻
塞
気
球
網
を
張
り
市
中
に
は
高
射
機
関
銃
を
置
い
て
敵
機
の
急

降
下
爆
撃
を
防
止
す
る
。

六
、
敵
機
に
都
市
を
隠
す
た
め
燈
火
管
制
や
偽
装
等
を
行
ひ
防
護
団
の
活
躍
に
依
つ
て
損

害
を
局
限
す
る
こ
と
に
努
め
る
。

演
習
は
、
部
隊
を
攻
撃
軍
と
防
御
軍
の
二
者
に
区
分
し
て
実
施
さ
れ
た
。
防
空
監
視

哨
は
各
市
町
村
の
在
郷
軍
人
、
消
防
組
員
、
青
年
団
員
、
青
年
学
校
生
徒
等
で
編
成
さ

れ
た
。
日
高
支
庁
を
除
く
全
地
域
が
燈
火
管
制
区
域
と
さ
れ
、
四
市
お
よ
び
留
萌
、
深

川
、
滝
川
、
岩
見
沢
、
苫
小
牧
、
倶
知
安
、
岩
内
の
七
町
、
日
本
製
鋼
所
、
輪
西
製
鉄

所
、
夕
張
炭
鉱
等
は
防
護
区
域
と
さ
れ
、
在
郷
軍
人
や
青
年
団
員
、
婦
人
団
体
員
等
か

ら
な
る
防
護
団
が
編
成
さ
れ
た
。
一
般
市
町
村
民
で
防
護
団
員
で
あ
る
者
は
仮
想
爆
弾

へ
の
対
応
な
ど
の
演
習
を
実
施
し
、
防
護
団
員
で
な
い
者
は
「
出
来
得
る
限
り
防
護
団

に
協
力
援
助
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
九
日
、
内
務
省
は
一
般
国
民
に
は
内
密
に
防
空
に
関
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。
そ
の
計
画
で
は
、「
退
去
、
事
前
避
難
、
緊
急
避
難
及
待
避
ヲ
行
フ
ベ

キ
地
域
」
と
し
て
三
二
都
市
、「
緊
急
避
難
及
待
避
ヲ
行
フ
ベ
キ
地
域
」
と
し
て
二
六

二
市
町
村
を
設
定
し
て
い
る
。
北
海
道
で
は
、
前
者
に
小
樽
市
、
函
館
市
、
室
蘭
市
、

札
幌
市
、
後
者
に
旭
川
市
、
釧
路
市
、
帯
広
市
、
根
室
町
、
稚
内
町
、
夕
張
町
、
留
萌

町
、
苫
小
牧
町
、
上
磯
町
、
豊
平
町
、
厚
岸
町
、
円
山
町
、
美
幌
町
、
亀
田
村
、
千
歳

町
が
指
定
さ
れ
た
（「
防
空
上
ノ
緊
急
処
置
ニ
関
ス
ル
件
」）。

そ
の
一
方
で
、
内
閣
情
報
局
『
週
報
』
第
二
五
四
号
に
お
い
て
は
、「
わ
が
忠
勇
な

る
陸
海
軍
の
あ
る
限
り
、
日
本
の
地
理
的
位
置
か
ら
い
つ
て
も
、
わ
が
国
が
重
慶
や
ロ

ン
ド
ン
の
や
う
な
状
態
に
な
る
こ
と
は
先
づ
絶
対
に
な
い
と
信
じ
ま
す
」、「
敵
に
完
全

に
制
空
権
を
握
ら
れ
、
わ
が
本
土
が
敵
機
の
猛
爆
下
に
曝
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
手
を
拱
い

て
見
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
、
わ
が
陸
海
軍
に
関
す
る
限
り
、
絶
対
に
考
へ
得

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
」、「
重
慶
や
ロ
ン
ド
ン
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
等
の
例
を
ひ
い
て
、
空
襲

の
恐
ろ
し
さ
が
喧
伝
さ
れ
て
ゐ
ま
す
が
、
仮
り
に
今
日
本
が
空
襲
さ
れ
る
と
し
て
も
、

あ
ん
な
大
編
隊
で
連
日
や
つ
て
来
る
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
恐

ら
く
時
た
ま
、
若
干
の
敵
機
が
重
要
都
市
を
窺
ふ
程
度
で
せ
う
」
と
、
空
襲
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
得
な
い
か
の
よ
う
に
宣
伝
し
て
い
る
。
ま
た
東
部
軍
司
令
部
難
波
参
謀
『
防
空

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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必
勝
の
栞
』
に
お
い
て
も
、「
爆
弾
と
か
焼
夷
弾
は
決
し
て
全
部
が
全
部
う
ま
く
命
中

す
る
も
の
で
は
な
い
」、「
弾
は
仲
々
命
中
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
つ
て
よ
く
よ
く

運
の
悪
い
少
数
の
人
に
命
中
す
る
も
の
で
あ
る
」、「
空
襲
は
決
し
て
恐
る
べ
き
も
の
で

な
い
」、「
現
在
で
は
一
応
大
都
市
は
夜
間
に
は
一
回
十
数
機
、
昼
間
で
は
一
回
二
、
三

十
機
位
で
全
戦
争
間
に
数
回
多
く
と
も
十
回
位
空
襲
を
受
く
る
も
の
と
考
へ
、
中
小
都

市
は
一
回
数
機
で
数
回
位
の
空
襲
を
受
け
る
も
の
と
考
へ
て
お
け
ば
よ
い
と
思
ふ
」
と

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
、
日
本
が
空
襲
に
よ
っ
て
大
惨
禍
を
被
る
こ
と
は
な
い
と
楽
観
的

な
見
通
し
が
宣
伝
さ
れ
つ
つ
、
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
い
く
。

し
か
し
戦
況
が
悪
化
し
た
昭
和
十
八
年
五
月
頃
に
な
る
と
、『
週
報
』
第
三
四
五
号

に
お
い
て
、「
軍
防
空
が
敵
機
を
ど
れ
だ
け
撃
墜
す
る
か
は
言
明
の
限
り
で
な
い
が
、

イ
ギ
リ
ス
が
ド
イ
ツ
を
空
襲
す
る
場
合
に
、
ど
れ
だ
け
の
損
耗
を
見
込
ん
で
ゐ
る
か
と

い
ふ
と
、
約
一
割
で
あ
る
」、「
従
つ
て
、
こ
の
率
で
ゆ
く
と
、
例
へ
ば
敵
の
五
十
機
が

日
本
を
空
襲
し
た
場
合
、
一
割
の
五
機
は
撃
墜
さ
れ
て
も
、
残
り
の
四
十
五
機
は
皆
、

爆
弾
を
落
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
、
防
空
に
関
し
て
悲
観
的
な
発
言
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

戦
場
か
ら
帰
ら
な
か
っ
た
人
々

千
歳
村
「
昭
和
十
四
年
事
務
報
告
書
」
は
、
次
の
四
名
の
戦
死
・
戦
病
死
者
を
掲
載

し
て
い
る
。

大
字
烏
柵
舞
村
番
外
地

第
一
補
充
兵
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

佐
々
木
哲
夫

大
字
千
歳
村
番
外
地

現
役
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

川
下
多
喜

大
字
千
歳
村
字
シ
ユ
ク
バ
イ
番
外
地

現
役
陸
軍
歩
兵
上
等
兵

金
子
春
一

大
字
千
歳
村
ネ
シ
コ
シ
番
外
地

現
役
陸
軍
輜
重
兵
伍
長

関
薫

昭
和
十
三
年
二
月
、
第
七
師
団
は
満
洲
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
歩
兵
第
一
三
旅
団
（
歩

兵
第
二
五
連
隊
・
第
二
六
連
隊
）、
歩
兵
第
一
四
旅
団
（
歩
兵
第
二
七
連
隊
・
第
二
八

連
隊
）、
騎
兵
第
七
連
隊
、
野
砲
兵
第
七
連
隊
、
工
兵
第
七
連
隊
、
第
七
師
団
通
信
隊
、

第
七
師
団
輜
重
中
隊
は
編
成
を
整
え
「
満
洲
国
」
チ
チ
ハ
ル
に
向
か
っ
た
。
川
下
多
喜

が
第
二
六
連
隊
に
、
金
子
春
一
が
第
二
五
連
隊
に
、
関
薫
が
輜
重
兵
第
七
連
隊
に
入
営

し
た
の
は
満
洲
派
遣
が
命
ぜ
ら
れ
る
約
一
ヵ
月
前
の
一
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
渡

満
し
た
第
七
師
団
は
関
東
軍
の
戦
略
予
備
兵
団
と
し
て
対
ソ
戦
備
の
一
環
を
担
っ
て
い

く
。同

年
四
月
、
北
支
那
方
面
軍
お
よ
び
中
支
那
派
遣
軍
は
、
中
国
軍
を
包
囲
、
退
路
を

遮
断
せ
ん
と
し
て
徐
州
作
戦
を
決
行
し
た
。
包
囲
の
徹
底
を
期
す
た
め
、
在
満
師
団
か

ら
二
個
の
混
成
旅
団
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
り
、
第
七
師
団
か
ら
は
混
成
第
一
三
旅
団

の
応
急
派
兵
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
旅
団
に
は
歩
兵
第
二
五
連
隊
も
参
加
し
た
。
第
二
五

連
隊
は
五
月
十
二
日
チ
チ
ハ
ル
よ
り
列
車
で
徐
州
に
向
か
っ
た
。

十
五
日
、
済
南
を
通
過
、
十
六
日
に
は
徐
州
の
北
北
西
に
位
置
す
る
済
寧
に
集
結
し

た
。
そ
の
後
南
下
し
て
徐
州
の
西
に
進
み
、
徐
州
か
ら
西
に
退
却
す
る
中
国
軍
を
追
撃

す
る
よ
う
な
形
で
戦
闘
に
従
事
し
た
。
六
月
十
四
日
、
混
成
第
一
三
旅
団
は
チ
チ
ハ
ル

帰
還
が
命
ぜ
ら
れ
、
第
二
五
連
隊
は
二
十
三
日
、
列
車
に
て
全
兵
力
が
チ
チ
ハ
ル
に
帰

還
し
た
。

第
二
五
連
隊
に
お
け
る
徐
州
会
戦
の
損
害
は
、戦
死
九
九
名
、負
傷
一
六
二
名
で
あ
っ

た
。
ま
た
貧
弱
な
給
養
の
下
、
不
眠
不
休
で
行
動
し
た
た
め
、
徐
州
か
ら
帰
還
後
、「
戦

争
栄
養
失
調
症
」
に
か
か
る
者
が
多
数
発
生
し
、
重
症
者
は
六
六
二
名
に
達
し
た
。
金

子
春
一
も
徐
州
会
戦
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
、「
満
洲
国
チ
ヽ
ハ
ル
ニ
駐
屯

北
支
ノ
戦
斗
ニ
参
加
ノ
処

昭
和
十
四
年
六
月
一
日

胸
膜
炎
ニ
罹
リ

同
年
七
月
二

十
三
日
満
洲
国
龍
江
省
斉
々
哈
爾
陸
軍
病
院
ニ
於
テ
戦
病
死
セ
ラ
ル
」（
前
掲
「
昭
和
十

四
年
事
務
報
告
書
」）
と
さ
れ
る
。

十
三
年
七
月
に
は
、「
満
州
国
」
東
南
端
に
お
い
て
、
国
境
線
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

日
ソ
両
軍
が
衝
突
し
た
張
鼓
峰
事
件
が
起
っ
た
。
警
備
の
担
当
は
朝
鮮
軍
で
あ
っ
た

が
、
関
東
軍
か
ら
も
歩
兵
第
二
五
連
隊
を
応
急
派
兵
し
た
。
結
局
、
第
二
五
連
隊
が
到
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着
し
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
停
戦
が
成
立
し
、
同
連
隊
は
訓
練
実
施
後
、
八
月
二
十
七
日

に
チ
チ
ハ
ル
に
帰
還
し
た
。
佐
々
木
哲
夫
が
第
二
五
連
隊
に
召
集
さ
れ
た
の
は
、
そ
の

直
後
の
九
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。

翌
十
四
年
、外
地
派
遣
部
隊
の
編
制
が
改
編
さ
れ
、新
た
に
六
師
団
が
設
立
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
三
十
番
台
の
番
号
が
付
さ
れ
、
三
月
二
十
五
日
編
制
を
完
結
し
た
第
三
五
師

団
は
そ
の
第
一
号
で
あ
っ
た
。
第
三
五
師
団
の
筆
頭
連
隊
と
し
て
歩
兵
第
二
一
九
連
隊

が
創
設
さ
れ
、
歩
兵
第
二
五
連
隊
、
同
第
二
八
連
隊
よ
り
人
員
が
抽
出
さ
れ
た
。
佐
々

木
哲
夫
は
歩
兵
第
二
一
九
連
隊
、
関
薫
も
第
三
五
師
団
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
三
五
師
団
、歩
兵
第
二
一
九
連
隊
は
四
月
、警
備
担
当
地
の
河
南
省
に
向
か
っ
た
。

六
月
に
は
第
一
軍
隷
下
六
個
師
団
を
動
員
し
、
治
安
地
区
拡
大
（
晋
城
攻
略
が
目
標
）

を
図
っ
た
晋
東
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
。
歩
兵
第
二
一
九
連
隊
は
、
第
三
五
師
団
の
右
翼

を
担
当
し
、
七
月
七
日
、
泌
陽
県
西
�
備
溝
西
方
陣
地
を
攻
撃
し
た
。

掩
蓋
銃
座
が
各
所
に
作
ら
れ
た
堅
固
な
陣
地
で
、
そ
の
陣
地
が
攻
略
さ
れ
れ
ば
後
方

第
二
陣
地
も
雪
崩
を
打
っ
て
崩
れ
る
よ
う
な
要
地
で
あ
っ
た
。
多
数
の
戦
死
傷
者
を
出

し
つ
つ
、
九
日
、
陣
地
占
領
に
成
功
し
た
。
佐
々
木
哲
夫
は
同
日
、「
西
�
備
西
北
方

高
地
ノ
戦
斗
ニ
於
テ
頚
部
貫
通
銃
創
ニ
ヨ
リ
戦
死
」（
前
掲
「
昭
和
十
四
年
事
務
報
告

書
」）
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
第
三
五
師
団
は
進
撃
を
続
け
、
十
九
日
、
晋
城
を
攻
略
し
た
。
師
団
の
損

害
は
、
戦
死
者
一
八
三
名
、
戦
傷
者
五
三
二
名
に
達
し
た
。
ま
た
関
薫
は
、「
北
支
戦

線
ニ
出
動
活
躍
中
昭
和
十
四
年
七
月
三
十
日
ア
メ
ー
バ
性
赤
痢
ニ
罹
リ
同
年
十
月
二
十

五
日
中
華
民
国
山
東
省
済
南
陸
軍
病
院
ニ
於
テ
戦
病
死
セ
リ
」（
前
掲
「
昭
和
十
四
年
事

務
報
告
書
」）
と
さ
れ
、
作
戦
直
後
、
赤
痢
を
発
症
し
、
搬
送
先
の
山
東
省
済
南
陸
軍
病

院
で
亡
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

張
鼓
峰
事
件
か
ら
約
一
〇
ヵ
月
後
の
十
四
年
五
月
十
一
日
、
今
度
は
「
満
洲
国
」
の

西
方
国
境
で
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
勃
発
し
た
。「
満
洲
国
」
と
外
蒙
古
の
国
境
線
を
め

ぐ
り
、「
満
洲
国
」
の
国
防
の
責
任
を
負
う
日
本
軍
と
外
蒙
古
の
国
防
の
責
任
を
負
う

ソ
連
軍
が
衝
突
し
た
。
外
蒙
軍
と
ソ
連
軍
は
、
日
本
側
が
国
境
線
と
主
張
す
る
ハ
ル
ハ

河
を
越
え
て
進
出
し
、
迎
え
撃
っ
た
二
〇
〇
〇
名
あ
ま
り
の
山
県
支
隊
は
多
く
の
犠
牲

者
を
出
し
、
撃
退
さ
れ
た
。

関
東
軍
は
徹
底
的
に
反
撃
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
第
二
三
師
団
の
全
力
と
第
七
師
団

の
歩
兵
一
個
連
隊
、
中
軽
戦
車
二
個
連
隊
、
機
動
砲
兵
一
個
連
隊
を
基
幹
と
す
る
安
岡

支
隊
、
第
二
飛
行
集
団
の
計
約
一
万
五
〇
〇
〇
の
兵
力
を
整
え
た
。

第
七
師
団
か
ら
は
歩
兵
第
二
六
連
隊
と
第
二
五
連
隊
お
よ
び
第
二
七
連
隊
の
連
隊
砲

中
隊
・
連
射
砲
中
隊（
す
べ
て
第
二
六
連
隊
に
配
属
）が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

川
下
多
喜
は
、
海
辺
連
隊
砲
中
隊
か
柿
崎
連
射
砲
中
隊
か
ど
ち
ら
か
に
所
属
し
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
チ
チ
ハ
ル
か
ら
ハ
イ
ラ
ル
に
移
っ
て
い
た
第
二
六
連
隊
は
六
月
二

十
三
日
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
に
向
け
行
軍
を
開
始
し
、
炎
天
下
の
大
平
原
、
二
一
六
�
を
六

日
間
で
踏
破
し
た
。

七
月
一
日
、
行
動
開
始
、
三
日
、
外
蒙
古
領
の
ハ
ル
ハ
河
左
岸
に
進
出
し
、
五
日
、

「
満
洲
国
」
領
に
撤
退
す
る
ま
で
、
激
戦
と
な
っ
た
白
銀
査
干
オ
ボ
ー
の
戦
闘
が
行
わ

れ
た
。
海
辺
連
隊
砲
中
隊
、
柿
崎
速
射
砲
中
隊
は
常
に
第
一
線
か
最
後
尾
に
位
置
し
、

多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
特
に
海
辺
連
隊
砲
中
隊
は
兵
力
が
三
分
の
一
に
ま
で
減
少
し

た
。六

日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
は
、
ハ
ル
ハ
河
右
岸
に
進
出
し
て
き
た
ソ
連
軍
と
の
戦

闘
が
行
わ
れ
た
。
七
日
、
海
辺
連
隊
砲
中
隊
は
七
三
一
高
地
に
進
み
、
右
翼
の
位
置
か

ら
砲
撃
の
態
勢
を
と
っ
た
。
八
日
、
柿
崎
速
射
砲
中
隊
よ
り
一
五
名
が
海
辺
連
隊
砲
中

隊
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
九
日
、
海
辺
連
隊
砲
中
隊
は
砲
撃
を
し
つ
つ
、
前
進
し
た
。

十
二
日
に
は
、
朝
よ
り
降
り
続
く
大
雨
に
続
い
て
、
ソ
連
軍
重
砲
の
猛
射
を
浴
び
た
。

同
日
、
川
下
多
喜
は
、「
全
身
爆
死
戦
死
セ
ラ
ル
」（
前
掲
「
昭
和
十
四
年
事
務
報
告
書
」）

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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と
さ
れ
る
。

八
月
に
は
ソ
連
軍
の
大
攻
勢
を
受
け
、
九
月
十
六
日
、
一
部
地
域
を
除
き
ソ
連
軍
の

主
張
す
る
国
境
線
ま
で
押
し
出
さ
れ
る
形
で
停
戦
と
な
る
。
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
に
参
加

し
た
日
本
軍
将
兵
は
、
七
万
五
七
三
六
名
に
達
し
、
そ
の
う
ち
、
第
七
師
団
の
参
加
人

員
は
一
万
三
一
八
名
に
及
ん
だ
。
日
本
側
の
犠
牲
者
は
約
二
万
人
に
達
し
た
。

参
考
文
献

愛
国
婦
人
会
『
愛
国
婦
人
会
の
栞
』
一
九
三
三
年
／
札
幌
女
性
史
研
究
会
編
『
北
の
女
性
史
』
北

海
道
新
聞
社

一
九
八
六
年
／
高
間
和
儀
監
修
『
目
で
見
る
江
別
・
千
歳
・
恵
庭
・
北
広
島
・

石
狩
の
１
０
０
年
』
郷
土
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
／
「
防
空
上
ノ
緊
急
処
置
ニ
関
ス
ル
件
」

内

務
次
官
よ
り
道
府
県
長
官
宛
、
昭
和
十
六
年
七
月
九
日
『
陸
支
密
大
日
記
第
二
八
号
』（
昭
和
十

七
年
）
／
内
閣
情
報
局
『
週
報
』
第
二
五
四
号
（
昭
和
十
六
年
八
月
二
十
日
）、
第
三
四
五
号
（
昭

和
十
八
年
五
月
二
十
六
日
）
／
東
部
軍
司
令
部
難
波
参
謀
『
防
空
必
勝
の
栞
』
一
九
四
一
年
八

月
／
高
橋
憲
一
『
札
幌
歩
兵
第
二
十
五
連
隊
誌
』
大
昭
和
興
産
株
式
会
社
出
版
部

一
九
九
三

年
／
高
橋
典
幸
ほ
か
著
『
日
本
軍
事
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年

第
二
項

戦
時
下
の
町
民
生
活

町
内
会
の
整
備

千
歳
郡
の
初
代
戸
長
石
山
専
蔵
が
、
明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
に
自
宅
で
寺
子
屋

を
開
き
、
読
み
書
き
そ
ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
た
の
が
、
千
歳
川
以
北
の
現
在
の
錦
町
一

丁
目
内
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
『
錦
町
沿
革
小

史
』（
錦
町
連
合
町
内
会
）
の
中
で
、
連
合
町
内
会
相
談
役
で
あ
っ
た
北
岡
体
一
が
語

る
錦
町
沿
革
に
よ
る
と
、
こ
の
寺
子
屋
の
附
近
に
集
落
が
で
き
て
い
て
、
学
校
を
備
え

た
町
内
が
で
き
て
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
昭
和
十
四
年
に
千
歳
海
軍
航
空
隊
設
置
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
海
軍
が
上
陸

し
た
際
に
、
休
息
ま
た
は
宿
泊
す
る
下
宿
先
を
用
意
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
当
時
市
街

地
に
は
世
帯
が
六
〇
戸
で
あ
っ
た
が
、
約
三
〇
〇
人
の
将
兵
を
迎
え
る
た
め
、
町
内
会

に
協
力
を
求
め
、
川
北
町
内
会
長
本
間
長
松
、
川
南
町
内
会
長
渡
部
郁
郎
が
各
戸
を
調

査
し
た
と
あ
る
（『
増
補
』）。
ま
だ
正
式
で
は
な
い
に
し
て
も
町
内
会
・
部
落
会
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

町
内
会
、
部
落
会
が
正
式
に
誕
生
す
る
の
は
、
戦
時
色
が
一
段
と
強
く
な
っ
た
十
五

年
九
月
十
一
日
、
内
務
省
が
「
隣
保
団
結
の
精
神
に
基
き
市
町
村
内
住
民
を
組
織
結
合

し
、
万
民
翼
賛
の
本
旨
に
則
り
地
方
共
同
の
任
務
を
遂
行
せ
し
む
る
こ
と
」
な
ど
を
目

的
と
し
た
訓
令
第
十
七
号
「
部
落
会
町
内
会
等
整
備
指
導
に
関
す
る
訓
令
」
が
発
せ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
れ
は
市
町
村
の
区
域
を
分
か
ち
、
村
落
に
は
部
落
会
、
市
街
地

に
は
町
内
会
を
組
織
す
る
こ
と
、
部
落
会
町
内
会
の
下
に
一
〇
戸
内
外
の
戸
数
よ
り
な

る
隣
保
班
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
、
同
日
付
で
内
務
次
官
か
ら
北
海
道
長
官
、
各
府
県

知
事
あ
て
に
、「
部
落
会
町
内
会
等
の
整
備
指
導
に
関
す
る
件
」が
依
命
通
牒
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
部
落
会
、
町
内
会
、
隣
保
班
の
運
営
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一

部
落
會
及
町
内
會
ハ
市
町
村
長
ノ
統
轄
下
ニ
之
ヲ
置
キ
市
町
村
内
ノ
融
合
統
一
ニ
留

意
ス
ル
コ
ト

二

部
落
會
及
町
内
會
ハ
其
ノ
本
旨
ニ
鑑
ミ
常
ニ
区
域
内
全
住
民
ノ
積
極
的
協
力
ヲ
促
シ

一
部
少
数
者
ノ
利
用
ニ
委
ヌ
ル
ガ
如
キ
コ
ト
ナ
キ
ヤ
ウ
注
意
ス
ル
コ
ト

三

部
落
會
及
町
内
會
ハ
市
町
村
ノ
補
助
的
下
部
組
織
ト
シ
テ
市
町
村
ト
ノ
緊
密
ナ
ル
連

絡
ノ
下
ニ
必
要
ナ
ル
任
務
ヲ
遂
行
セ
シ
ム
ル
コ
ト
但
シ
之
ガ
為
其
ノ
事
務
的
負
担
ヲ
過

重
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
キ
ヤ
ウ
留
意
ス
ル
コ
ト

四

部
落
會
及
町
内
會
ノ
活
動
内
容
ハ
産
業
、
経
済
、
教
化
、
警
防
、
保
健
衛
生
、
社
会

施
設
其
ノ
他
時
局
関
係
事
務
等
住
民
ノ
共
同
生
活
ニ
関
連
ス
ル
各
般
ノ
事
項
ニ
亘
ル
モ

ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
必
要
ニ
応
ジ
部
落
會
及
町
内
會
ノ
組
織
ニ
部
制
ヲ
設
ク
ル
等
ノ
方
法
ニ

依
リ
区
域
内
各
種
団
体
ノ
統
合
ヲ
図
ル
コ
ト

８３８
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班

長

隣

組

庶
務
総
代

隣

組

経
済
部
総
代

副
会
長

班

長

隣

組

防
務
総
代

町
会
長

隣

組

軍
事
部
総
代

副
会
長

班

長

隣

組

土
木
衛
生
部
総
代

隣

組

婦
人
部
総
代

班

長

隣

組

図５－７ 戦前の町会組織図
（『躍進千歳住民自治組織２』より）

五

部
落
會
、
町
内
會
及
隣
保
班
ハ
時
局
下
ニ
於
ケ
ル
必
要
物
資
ノ
増
産
、
供
出
、
配
給

及
消
費
ノ
規
制
等
統
制
経
済
ノ
運
用
ニ
付
必
要
ナ
ル
機
能
ヲ
発
揮
セ
シ
ム
ル
コ
ト

六

部
落
常
會
及
町
内
常
會
ハ
少
ク
ト
モ
毎
月
一
回
之
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト

（
以
下
略
）

ま
た
、
千
歳
村
『
昭
和
十
六
年
事
務
報
告
書
並
財
産
表
』
で
も
、「
大
政
翼
賛
運
動
」

に
関
し
て
、

政
府
ノ
方
針
ニ
従
ヒ
大
政
翼
賛
運
動
ヲ
強
力
ニ
実
践
シ
以
テ
國
策
ノ
遂
行
ニ
将
又
村
治
ノ

進
展
ニ
意
ヲ
用
ヒ
昭
和
十
六
年
二
月
十
一
日
ニ
町
内
會
部
落
會
ヲ
設
置
従
来
ノ
區
ヲ
廃
シ

毎
月
村
常
会
ヲ
開
催
シ
タ
リ
之
ニ
依
ツ
テ
村
内
各
種
團
体
ハ
勿
論
町
内
會
部
落
會
ノ
常
会

ヲ
開
ク
ニ
至
リ
隣
保
共
助
ノ
美
風
ヲ
振
作
シ
大
東
亜
戦
争
遂
行
ニ
必
要
欠
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル

銃
後
諸
施
設
實
行
ニ
遺
憾
ナ
カ
ラ
シ
メ
タ
リ

と
あ
り
、
前
述
の
訓
令
が
各
村
ま
で
到
達
し
、
町
内
会
は
戦
時
下
で
の
国
民
末
端
組
織

の
地
域
的
統
制
単
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
町
内
会
編
制
当
時
は
、
住
民
は
町
内
会
に
つ
い
て
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ
た

が
、
統
制
経
済
が
強
化
さ
れ
る
に
し
た
が
い
、
食
糧
や
衣
料
も
全
部
が
町
内
会
単
位
で

配
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
町
内
会
な
し
に
は
生
き
て
い
け
ず
、
と
く
に
転
居
や
転
入

す
る
場
合
も
、
町
内
会
長
の
証
明
が
な
く
て
は
食
糧
、
衣
料
の
配
給
も
も
ら
え
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
下
部
単
位
と
な
る
隣
組
の
統
率
者
は
、
食
糧
配
給
機
構
を
支
配
し
、
軍
国
主

義
に
異
を
唱
え
る
よ
う
な
者
に
は
、
食
糧
や
燃
料
の
配
給
を
拒
否
し
、
住
居
を
拒
む
こ

と
も
で
き
た
と
い
う
。

町
内
会
の
位
置
づ
け
は
、
次
の
組
織
図
（
図
５－

７
）
の
各
総
代
の
役
割
を
見
る
と

わ
か
る
。

庶
務
総
代

住
民
世
帯
票
の
保
管
（
戸
籍
簿
の
如
き
も
の
）、
各
部
の
統
一
、
町
内
一
般

事
務
を
と
る
。

経
済
部
総
代

主
と
し
て
食
糧
、
繊
維
品
、
金
属
製
品
等
の
配
給
事
務
を
と
り
、
時
に
は

町
民
の
所
有
す
る
金
属
を
回
収
す
る
如
き
、
食
糧
を
代
表
購
入
す
る
等
戦
時
中
重
要
な

役
割
で
あ
る
。

防
務
総
代

防
空
訓
練
に
関
す
る
指
揮
、
防
空
資
材
の
購
入
、
防
空
壕
の
建
設

軍
事
部
総
代

召
集
状
の
伝
達
、
応
召
者
の
歓
送
、
復
員
者
の
歓
迎
、
戦
死
者
の
町
会
葬
、

応
召
留
守
家
族
の
慰
問
、
前
線
将
士
に
対
す
る
慰
問
袋
の
取
扱

土
木
衛
生
部
総
代

戦
時
中
兎
角
怠
り
勝
な
町
内
の
土
木
事
業
を
町
会
自
治
の
も
と
に
行

い
、
特
に
戦
時
国
民
衛
生
に
意
を
注
い
だ

婦
人
部
総
代

銃
後
は
婦
人
の
手
で
、
と
い
う
モ
ッ
ト
ー
の
も
と
に
慰
問
袋
の
作
成
、
慰

問
文
の
発
送
、
留
守
家
族
の
慰
問
を
受
持
ち
、
戦
時
中
目
醒
し
い
働
き
が
あ
っ
た
。

（『
ま
ち
づ
く
り

躍
進
千
歳
住
民
自
治
組
織

そ
の
二
』
よ
り
）

千
歳
の
市
街
地
で
は
、
千
歳
川
を
は
さ
ん
で
川
北
と
川
南
に
わ
け
て
二
つ
の
町
内
会

が
編
成
さ
れ
、
南
を
第
一
町
内
会
（
川
南
町
内
会
）、
北
を
第
二
町
内
会
（
川
北
町
内

会
）
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
他
各
部
落
ご
と
に
は
部
落
会
が
組
織
さ
れ
た
。

川
南
地
区
に
は
、
さ
ら
に
南
第
一
か
ら
第
九
ま
で
の
町
内
会
が
生
れ
、
現
在
の
東
雲

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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町
附
近
の
南
第
五
町
内
会
で
は
、
目
黒

福
松
が
会
長
と
な
り
、
生
駒
源
造
が
班

長
を
務
め
た
（『
東
雲
町
連
合
会
記
念

誌
』）。
昭
和
十
七
年
に
は
現
在
の
錦
町

三
丁
目
あ
た
り
に
北
第
五
町
内
会
が
で

き
、初
代
会
長
は
、栄
町
一
丁
目
に
あ
っ

た
浄
土
真
宗
の
真
光
寺
の
住
職
羽
馬
聞

正
が
務
め
た
（『
錦
町
沿
革
小
史
』）。

昔
か
ら
地
域
で
の
女
性
の
活
躍
が
大

き
か
っ
た
こ
と
が
、
十
八
年
の
町
内
会

婦
人
会
に
よ
る
消
防
訓
練
で
の
記
念
写

真
（
写
真
５－

７
）
か
ら
窺
え
る
。

『
町
内
会
部
落
会
等
整
備
運
営
調
』

（
北
海
道
庁
）
に
よ
る
と
、
十
八
年
四
月
現
在
で
、
千
歳
町
の
町
内
会
の
数
は
七
六
（
う

ち
部
落
会
が
五
一
）、
町
内
会
連
合
組
織
数
が
一
八
（
う
ち
部
落
会
連
合
数
が
一
五
）、

隣
保
班
数
が
一
八
六
と
あ
る
。
部
落
会
を
除
く
と
、
町
内
会
は
二
五
、
町
内
会
連
合
は

三
と
な
る
。

二
十
一
年
度
の「
町
民
税
各
納
税
義
務
者
賦
課
額
調
書
」に
、
納
税
者
が
各
町
内
会
、

部
落
会
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
町
内
会
と
部
落
会
を
次
に
列
挙
す
る
。

川
南
第
一
〜
第
一
〇
、
川
北
第
一
〜
一
二
、
末
広
第
一
・
第
二
、
真
々
地
、
美
々
、
蘭
越

第
一
〜
第
三
、
長
都
川
上
、
長
都
東
部
、
長
都
中
央
、
長
都
西
部
、
長
都
北
部
、
釜
加
第

一
・
第
二
、
下
釜
加
、
根
志
越
第
一
〜
第
三
、
祝
梅
第
一
・
第
二
、
ア
ウ
サ
リ
第
一
・
第

二
、
中
央
第
一
・
第
二
、
中
央
木
臼
、
中
央
旭
、
中
央
北
沼
、
ケ
ヌ
フ
チ
東
部
、
ケ
ヌ
フ

チ
中
央
、
ケ
ヌ
フ
チ
南
部
、
ケ
ヌ
フ
チ
北
部
、
幌
加
第
一
〜
第
三
、
幌
加
中
央
、
竜
丑
内

第
一
〜
第
四
、
竜
丑
内
東
部
、
竜
丑
内
西
部
、
竜
丑
内
北
部
、
上
シ
ー
第
一
、
共
和
、
上

シ
ー
第
三
・
第
四
、
近
唐
東
部
、
近
唐
西
部
、
近
唐
南
部
、
下
新
剣
渕
、
湖
畔
第
一
〜
第

三
、
第
一
発
電
所
、
第
三
発
電
所
、
第
四
発
電
所
、
水
留
、
東
烏
柵
舞
、
孵
化
場
、
千
歳

鉱
山

町
内
会
は
川
南
、
川
北
で
二
二
、
部
落
会
は
末
広
第
一
以
下
で
六
一
、
合
わ
せ
て
八

三
で
あ
る
が
、
該
当
納
税
者
が
な
い
等
に
よ
り
脱
落
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

終
戦
時
の
ひ
っ
迫
し
た
食
糧
事
情
の
中
、
市
街
地
で
は
作
物
を
自
作
で
き
な
い
こ
と

か
ら
町
は
一
戸
に
一
段
、
自
活
畑
を
貸
与
し
て
い
る
。
二
十
一
年
十
一
月
七
日
の
岡
本

幸
信
町
長
か
ら
桝
田
岩
雄
町
長
代
理
助
役
へ
の
引
継
書
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
川
南
第
一

町
内
会
か
ら
第
九
町
内
会
、
千
歳
国
民
学
校
に
合
計
二
五
五
反
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
。

終
戦
後
、
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日
、
内
務
省
訓
令
第
四
号
に
よ
り
町
内
会
部
落
会

の
全
て
の
組
織
を
廃
止
す
る
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
、
同
年
五
月
三
日
、
次
の
よ
う
に
内

務
省
政
令
第
一
五
号
が
出
さ
れ
た
。

一

昭
和
二
十
年
九
月
一
日
以
前
か
ら
昭
和
二
十
一
年
九
月
一
日
ま
で
引
続
き
町
内
会
部

落
会
ま
た
は
そ
の
連
合
会
の
長
ま
た
は
補
助
職
員
の
職
に
在
っ
た
者
は
、
四
年
間
そ
の

区
域
に
お
い
て
同
様
の
職
務
を
行
な
う
地
方
公
共
団
体
の
職
員
と
な
る
こ
と
が
出
来
な

い
。

二

右
の
者
は
、
従
前
の
地
区
に
対
し
て
い
か
な
る
指
令
も
発
し
て
は
な
ら
な
い
。

三

官
公
吏
は
、
町
内
会
部
落
会
ま
た
は
類
似
団
体
に
指
令
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
ま
た
、

従
前
こ
れ
ら
の
団
体
の
発
行
し
て
い
た
諸
証
明
書
の
提
出
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

四

一
月
二
十
二
日
の
町
内
会
の
廃
止
以
後
結
成
さ
れ
た
組
織
及
び
町
内
会
、
部
落
会
、

隣
組
と
同
様
の
機
能
を
営
む
組
織
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日
限
り
解
散
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

こ
れ
ら
の
命
令
に
違
反
し
た
者
は
、
懲
役
も
し
く
は
禁
固
、
ま
た
は
罰
金
の
刑
に
処

す
る
。

写真５－７ 千歳町川南・川北両町内婦人会消防訓練記念撮
影（昭和１８年 千歳神社境内）
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こ
れ
か
ら
、
二
十
七
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
締
結
に
よ
る
政
令
失
効
ま

で
表
向
き
の
町
内
会
結
成
、
活
動
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
二
十
二
年
十
二
月
十
七
日
、
新
警
察
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

の
札
幌
警
察
署
千
歳
警
部
補
派
出
所
が
廃
止
さ
れ
、
自
治
体
に
警
察
が
委
譲
さ
れ
、
千

歳
町
警
察
が
発
足
す
る
と
充
分
な
人
員
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
地
域
ご
と
に
防
犯
協

力
会
の
結
成
を
要
請
し
た
こ
と
か
ら
、
町
内
会
や
部
落
で
の
住
民
が
結
束
し
た
大
き
な

活
躍
ぶ
り
が
み
ら
れ
、
防
犯
協
力
会
と
し
て
二
十
四
年
ま
で
に
全
町
的
な
組
織
と
な
っ

て
い
く
。

料
亭
・
割
烹
・
三
軒
町

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
、
海
軍
航
空
隊
が
開
庁
す
る
と
、
兵
士
相
手
の
割
烹
や

料
亭
な
ど
多
く
の
高
級
料
理
店
が
開
業
し
た
。

『
東
雲
町
連
合
会
三
十
周
年
記
念
誌
』
に
よ
る
と
、
十
四
年
に
割
烹
「
金
鵄
」
が
営

業
を
開
始
し
た
が
、
十
六
年
に
火
事
で
焼
失
し
、
そ
の
跡
地
に
割
烹
「
水
光
亭
」
が
将

校
用
ク
ラ
ブ
と
し
て
営
業
を
始
め
た
と
あ
る
。

下
士
官
ク
ラ
ブ
と
し
て
は
、
割
烹
「
花
で
ん
」
が
十
五
年
に
開
業
し
、
二
十
七
年
に

朝
日
町
に
移
転
。「
水
光
亭
」
は
三
十
年
に
廃
業
し
て
い
る
。

十
四
年
に
は
「
と
き
わ
」、「
二
葉
」、「
胡
月
」
が
開
業
し
て
い
る
。
当
時
ま
だ
清
水

町
の
名
は
な
く
、
千
歳
川
沿
い
の
二
階
建
て
の
三
軒
が
目
立
っ
て
い
た
か
ら
か
、
住
民

は
こ
の
附
近
を
「
三
軒
町
」
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
海
軍
の
下
士
官
以
上
が
通
う
割

烹
で
あ
る
か
ら
、
一
般
の
村
民
が
足
を
踏
み
入
れ
る
機
会
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

十
七
年
四
月
の
『
北
海
道
割
烹
料
理
店
組
合
員
名
簿
』
に
、

▽
千
歳
町

住
所

家
号

氏
名

千
歳
町

と
き
和

○
中
尾
熊
次
郎

同

二

葉

川
原
健
次
郎

同

胡

月

小
林

忠
作

と
、
三
軒
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
○
が
付
さ
れ
て
い
る
「
と
き
和
」
の
中
尾
熊
次
郎
は

千
歳
地
区
の
組
合
員
代
表
で
あ
っ
た
。

十
二
年
に
日
中
戦
争
が
始
ま
り
、
挙
国
一
致
の
決
意
を
強
化
す
る
た
め
「
風
紀
刷
新

の
た
め
の
取
締
り
を
強
化
す
る
」
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
。
十
三
年
に
は
風
俗
営
業
取

締
要
綱
が
定
め
ら
れ
、「
料
理
屋
・
飲
食
店
は
午
後
十
二
時
ま
で
、
遊
技
場
は
午
後
十

一
時
ま
で
」、「
屋
外
の
装
飾
電
灯
類
は
閉
店
時
刻
三
十
分
前
に
消
灯
さ
せ
る
」、
ま
た

「
蓄
音
機
そ
の
他
の
楽
器
類
の
使
用
及
び
歌
舞
音
曲
は
、
午
後
十
一
時
限
り
と
す
る
」な

ど
が
定
め
ら
れ
た
（『
北
海
道
警
察
史
』
昭
和
編
）。

十
四
年
に
は
、料
理
屋
・
飲
食
店
取
締
要
綱
が
別
に
定
め
ら
れ
、取
締
り
が
強
ま
る
。

例
え
ば
、「
客
室
の
照
明
は
白
色
に
限
定
し
、
そ
の
光
度
は
い
ず
れ
の
場
所
で
も
新
聞

を
容
易
に
読
み
得
る
程
度
と
す
る
」、「
ネ
オ
ン
及
電
飾
設
備
は
消
灯
さ
せ
る
」、「
閉
店

時
刻
三
十
分
前
か
ら
客
を
入
店
さ
せ
な
い
、
閉
店
時
刻
後
は
店
内
に
客
を
絶
対
居
残
さ

せ
な
い
」、「
ク
リ
ス
マ
ス
又
は
正
月
用
と
し
て
特
殊
の
衣
類
服
装
を
新
調
す
る
こ
と
は

一
切
禁
止
す
る
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
要
綱
に
よ
り
表
５－

１１
の
よ
う
に
料

表５－１１ 料理店と飲食店の業態別区分（『北
海道警察史』昭和編）

業

種

区

分

業

態

許
可
・
届
出
制

料
理
屋

割
烹
料
理
店

和
式
の
客
室
を
設
け
、
芸
奴
又
は
酌
婦
を
客
席
に
侍

せ
し
め
て
客
に
酒
食
を
供
し
、
遊
興
せ
し
む
る
も
の

許
可
営
業

料
理
屋
業

和
式
の
客
室
を
設
け
、
専
ら
酌
婦
の
み
を
客
席
に
侍

せ
し
め
て
客
に
酒
食
を
供
し
、
遊
興
せ
し
む
る
も
の

飲
食
店

カ
フ
ェ
ー
業

洋
式
の
客
席
を
設
け
、
女
給
を
し
て
客
に
飲
食
物
の

給
仕
を
為
さ
し
む
る
も
の

飲
食
店
業

和
式
又
は
洋
式
の
客
室
（
客
席
）
を
設
け
、
女
給
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
給
仕
婦
を
使
用
せ
ず
し
て
客
に

飲
食
物
を
供
す
る
も
の

届
出
営
業

喫
茶
店
業

洋
式
の
客
席
を
設
け
、
女
給
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

給
仕
婦
を
使
用
せ
ず
し
て
客
に
飲
食
物
を
供
す
る
も

の
に
し
て
酒
類
を
販
売
せ
ざ
る
も
の

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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理
屋
と
飲
食
店
が
明
確
に
区
分
さ
れ
た
（
前
出
）。

十
五
年
に
は
営
業
時
間
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
、
貸
座
敷
は
午
後
十
二
時
ま
で
、
料
理

店
・
飲
食
店
は
午
後
十
時
三
十
分
閉
店
予
告
、
十
一
時
閉
店
と
定
め
ら
れ
た
（
前
出
）。

終
戦
後
、
日
本
陸
海
軍
の
解
隊
・
解
散
に
伴
い
千
歳
海
軍
航
空
隊
が
な
く
な
っ
て
も

金
鵄
以
外
は
営
業
を
続
け
て
い
た
。
二
十
三
年
創
刊
の
地
元
新
聞
「
千
歳
サ
ン
デ
ー
毎

日
」
の
創
刊
間
も
な
い
頃
に
、「
サ
ー
ビ
ス
満
点

水
光
亭
」、「
サ
ー
ビ
ス
随
一

胡

月
」、「
勉
強
絶
体

と
き
わ
」、「
皆
様
の

花
で
ん
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

ラ
ジ
オ

都
市
に
住
む
人
々
は
す
で
に
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、「
ア
メ

リ
カ
色
の
強
い
近
代
的
で
文
化
的
な
生
活
」
に
触
れ
て
い
た
。
そ
し
て
三
〇
年
代
に

は
、
近
代
的
な
消
費
生
活
の
現
実
と
夢
の
溝
は
狭
ま
り
始
め
、
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
映

画
館
に
行
っ
た
り
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聴
く
な
ど
近
代
的
な
生
活
を

享
受
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
札
幌
放
送
局
は
昭
和
三
年
六
月
に
開
局
さ
れ
た
が
、
満
州
事
変
を
転
機
と

し
て
ラ
ジ
オ
の
普
及
が
進
み
、
日
中
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
拍
車
が
か
か
っ
た
。
出
征
軍

人
遺
家
族
に
対
し
て
は
無
料
架
設
が
な
さ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
に
は
「
戦
時
体
制
下
に

於
け
る
種
々
の
止
む
を
得
ざ
る
障
害
」
に
よ
り
一
時
減
退
す
る
が
、
十
四
年
に
は
軍
需

景
気
、
農
村
の
好
況
に
よ
り
再
び
「
騰
勢
」
を
取
り
戻
し
た
。
千
歳
村
に
お
け
る
普
及

状
況
は
、
昭
和
十
四
年
三
月
末
現
在
、
有
料
一
二
二
、
無
料
一
一
、
計
一
三
三
、
世
帯

普
及
率
は
、
一
〇
・
六
�
（
札
幌
市：

四
一
・
三
�
）、
十
五
年
三
月
末
現
在
、
有
料

二
五
九
、
無
料
二
一
、
計
二
八
〇
、
世
帯
普
及
率
二
六
・
五
�
（
札
幌
市：

五
一
・
九

�
）
で
あ
っ
た
。
十
六
年
三
月
末
現
在
に
な
る
と
、
有
料
三
八
七
、
無
料
二
六
、
計
四

一
三
、
世
帯
普
及
率
二
四
・
四
�
（
札
幌
市：

六
一
・
〇
�
）
で
あ
り
、
北
海
道
全
体

の
普
及
率
平
均
は
三
〇
・
八
�
、
支
庁
別
に
み
る
と
、
石
狩
支
庁
の
普
及
率
三
九
・
五

�
は
最
も
高
く
、石
狩
支
庁
管
内
で
最
も
高
い
の
は
、円
山
町
の
六
六
・
〇
�
で
あ
り
、

千
歳
村
は
管
内
一
六
町
村
中
一
一
番
目
で
あ
っ
た
（『
北
海
道
統
計
』
第
七
八
、
九
〇
、
一

〇
〇
号
）。

映
画
館

庶
民
の
娯
楽
と
し
て
、
千
歳
で
初
め
て
の
映
画
館
「
千
歳
座
」
が
出
来
た
の
は
、
海

軍
航
空
隊
が
開
隊
し
た
翌
年
の
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
前
は

旅
回
り
の
浪
花
節
が
や
っ
て
く
る
か
、
神
社
祭
で
の
村
芝
居
、
小
学
校
旧
校
舎
の
青
年

会
館
で
月
に
一
度
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、『
千

歳
小
学
校
開
校
百
年
記
念
誌
』
の
中
で
、
十
四
年
卒
業
の
近
藤
勝
人
が
、「
千
歳
の
一

番
初
め
の
映
画
は
、
川
合
村
長
さ
ん
が
自
ら
の
弁
士
で
、
神
社
の
土
俵
の
処
で
上
映
さ

れ
、『
馬
の
尾
っ
ぽ
が
動
い
た
』『
草
を
食
っ
た
』
と
大
喜
び
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
」
と

語
っ
て
い
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
。

千
歳
座
は
、後
に
第
四
代
千
歳
町
長
、初
代
の
市
長
と
な
る
山
崎
友
吉
が
開
業
し
た
。

石
狩
運
輸
株
式
会
社
か
ら
昭
和
十
五
年
八
月
に
千
歳
興
業
株
式
会
社
に
改
組
し
、
清
水

町
一
丁
目
に
海
軍
航
空
隊
員
の
厚
生
施
設
と
し
て
千
歳
座
を
建
設
し
た
。
山
崎
は
当
時

村
会
議
員
で
あ
っ
た
。

当
初
か
ら
六
〇
〇
席
の
大
劇
場
で
あ
っ
た
と
い
い
、
二
十
四
年
の
開
基
七
〇
周
年
式

典
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
主
に
海
軍
の
兵
隊
を
相
手
に
、
日
曜
日
ご
と
に
映
画
を
上

映
す
る
か
芝
居
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（『
市
史
』）。
当
時
の
一
番
の
娯
楽

で
あ
り
、
海
軍
の
兵
士
ほ
か
、
女
子
挺
身
隊
、
地
元
の
人
々
な
ど
で
劇
場
か
ら
人
が
溢

れ
て
い
た
と
い
う
。

千
歳
座
が
開
業
し
た
十
五
年
は
、
非
常
事
態
勢
の
中
で
映
画
業
界
が
強
力
な
統
制
を

受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
十
四
年
四
月
五
日
制
定
さ
れ
た
「
映
画
法
」
に

よ
り
、
国
策
・
軍
国
主
義
を
う
た
っ
た
映
画
を
強
制
的
に
上
映
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
映
画
製
作
も
台
本
の
事
前
検
閲
や
、
製
作
・
配
給
の
許
認
可
制
、
ま
た
外
国
映
画

の
上
映
も
極
力
制
限
さ
れ
た
。
十
六
年
一
月
か
ら
は
、
一
回
の
映
画
興
行
に
つ
き
、
文
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化
映
画
と
時
事
映
画
を
各
一
本
以
上
指
定
し
て
上
映
さ
せ
、
従
わ
な
い
も
の
は
興
行
を

許
可
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
（『
北
海
道
警
察
史
』
昭
和
編
）。

開
業
時
す
で
に
統
制
下
に
あ
っ
た
千
歳
座
は
、
手
持
ち
も
配
給
さ
れ
る
映
画
も
少
な

く
、
厳
し
い
営
業
状
況
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
前
述
の
日
曜
日
ご
と
の
上
映
と
い

う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
と
平
日
に
映
画
館
に
入
る
よ
う
な
こ
と
は

非
国
民
と
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

千
歳
座
で
、
戦
争
が
激
化
し
て
い
く
時
期
に
ど
の
よ
う
な
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た

か
は
、
資
料
が
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
十
九
年
の
北
海
道
新
聞
の
映
画
広
告

を
み
る
と
、
日
本
映
画
社
製
作
で
海
軍
報
道
班
員
撮
影
に
よ
る
記
録
映
画
「
轟
沈

印

度
洋
潜
水
艦
作
戦
映
画
」
や
、「
ハ
ワ
イ
マ
レ
ー
沖
海
戦
」、「
ラ
バ
ウ
ル
」
な
ど
戦
闘

を
再
現
し
た
代
表
的
国
策
映
画
、
ま
た
、
鉄
の
生
産
増
強
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
熱
風
」

や
、
黒
沢
明
監
督
が
軍
需
工
場
で
働
く
女
子
挺
身
隊
の
姿
を
描
い
た
「
一
番
美
し
く
」

な
ど
、
戦
意
昂
揚
を
狙
っ
た
映
画
が
目
立
つ
。
ま
た
ド
イ
ツ
ナ
チ
党
の
国
民
大
会
を
記

録
し
た
映
画
史
上
最
大
の
問
題
作
と
も
い
わ
れ
た
「
意
志
の
勝
利
」
も
上
映
さ
れ
て
い

る
。そ

の
よ
う
な
中
で
も
、
黒
沢
監
督
の
「
土
俵
際
」
や
、
マ
キ
ノ
正
博
監
督
・
長
谷
川

一
夫
主
演
の
「
阿
波
の
踊
子
」、
月
形
龍
之
介
主
演
の
「
浪
曲
忠
臣
蔵
」、
さ
ら
に
は
成

瀬
巳
喜
男
監
督
・
柳
家
金
語
楼
、
横
山
エ
ン
タ
ツ
が
出
演
す
る
喜
劇「
愉
し
き
哉
人
生
」

な
ど
と
い
っ
た
娯
楽
映
画
も
上
映
さ
れ
て
い
る
。

劇
場
に
は
映
画
だ
け
で
な
く
、
旅
回
り
の
一
座
、
浪
曲
や
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
、
家
庭

に
テ
レ
ビ
の
な
い
当
時
の
人
々
に
は
、
何
よ
り
も
楽
し
み
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
初
代

木
村
友
衛
医
な
ど
の
浪
曲
や
、「
愛
馬
行
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
三
門
順
子
と
児
玉
好
雄

な
ど
の
歌
謡
シ
ョ
ー
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

十
二
年
か
ら
十
七
年
ま
で
の
道
内
の
映
画
館
等
興
行
場
の
設
置
状
況
（
表
５－

１２
）

を
み
る
と
、
十
四
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
映
画
館
が
急
増
し
、
映
画
の
繁
栄
が
う
か

が
え
る
。

終
戦
後
、
千
歳
座
の
経
営
は
、
社
長
で
町
議
会
議
員
の
友
吉
に
代
り
、
復
員
し
て
き

た
五
男
の
満
が
事
実
上
担
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
映
画
が
庶
民
の
花
形
と
な
る
時
代
に
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
に
建
替

え
ら
れ
、
立
ち
見
も
含
め
て
一
〇
〇
〇
人
収
容
の
規
模
に
ま
で
な
り
、
千
歳
興
業
株
式

会
社
は
三
十
年
ま
で
に
は
他
三
館
の
劇
場
も
経
営
す
る
こ
と
と
な
る
。

引
用
・
参
考
文
献

清
水
町
連
合
町
内
会
『
清
水
町
連
合
町
内
会
創
立
四
十
五
年
記
念
誌
』
二
〇
〇
七
年
／
渡
部
茂

『
清
水
町
物
語
パ
ー
ト
�
』
千
歳
文
庫

一
九
九
一
年
／
北
岡
体
一
『
錦
町
沿
革
小
史
』
錦
町
連

合
町
内
会

一
九
七
八
年
／
東
雲
町
連
合
会
『
東
雲
町
連
合
会
一
〇
周
年
記
念
誌
』
一
九
六
七

年
／
千
歳
市
町
会
連
絡
協
議
会
・
千
歳
市
社
会
福
祉
協
議
会
『
ま
ち
づ
く
り
〜
躍
進
千
歳
住
民

自
治
組
織
２
』
一
九
七
五
年
／
北
海
道
統
計
協
会
『
北
海
道
統
計
』
第
七
八
号
（
昭
和
十
四
年

十
月
）、
九
〇
号
（
十
五
年
十
一
月
）、
一
〇
〇
号
（
十
六
年
十
二
月
）
／
ア
ン
ド
ル
ー
・
ゴ
ー

ド
ン
「
消
費
、
生
活
、
娯
楽
の
『
貫
戦
史
』」『
岩
波
講
座
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
６
』
岩
波
書

店

二
〇
〇
六
年
／
札
幌
市
教
育
委
員
会
編
『
新
札
幌
市
史
』
第
四
巻

一
九
九
七
年
／
杉
山

鏡
史
『
北
海
道
映
画
興
行
銘
鑑
』
み
や
こ
新
聞
社

一
九
六
二
年
／
更
科
源
蔵
『
北
海
道
映
画

史
』
九
島
興
行

一
九
七
〇
年
／
千
歳
民
報
「
道
央
の
百
人
」
一
九
七
二
年
／
北
海
道
警
察
本

表５－１２ 道内の映画館等興行
場の設置状況（北海道警察
史・昭和編）

区

分

十
二
年

十
三
年

十
四
年

十
五
年

十
六
年

十
七
年

映
画
館

六
二

六
八

六
六

一
八
二

一
八
八

一
八
九

劇
場

一
四
二

一
四
三

一
四
七

二
八

三
三

四
四

演
芸
場

一
六

一
六

一
六

計

二
二
〇

二
二
七

二
二
九

二
一
〇

二
二
一

二
三
三
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部
『
北
海
道
警
察
史
（
昭
和
編
）』
一
九
六
八
年

第
三
項

文
化
（
国
指
定
天
然
記
念
物
ア
イ
ヌ
犬
）

北
海
道
犬
の
分
類
・
特
徴

ア
イ
ヌ
民
族
の
生
活
の
中
で
、
狩
猟
は
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
の
重
要
な
手
段
で
あ

り
、
そ
の
中
で
も
鹿
や
熊
な
ど
を
獲
る
際
に
、
熊
の
穴
を
発
見
し
た
り
、
主
人
の
射
程

内
へ
獲
物
を
追
い
込
む
作
業
を
行
う
北
海
道
犬
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
。
ア
イ

ヌ
語
で
犬
は
「
セ
タ
」
も
し
く
は
「
シ
タ
」
と
い
い
、
ア
イ
ヌ
社
会
で
は
、
北
海
道
犬

が
熊
に
立
ち
向
か
う
の
は
、
火
の
神
の
言
い
つ
け
で
山
の
神
で
あ
る
熊
の
と
こ
ろ
に
使

い
に
行
か
せ
ら
れ
、
火
の
神
の
と
こ
ろ
へ
遊
び
に
来
る
よ
う
伝
え
て
い
る
の
だ
と
解
さ

れ
て
い
る
。

北
海
道
の
中
で
も
特
に
千
歳
は
古
く
か
ら
良
い
狩
猟
地
で
あ
り
、
昔
か
ら
す
ぐ
れ
た

狩
猟
家
が
い
た
場
所
で
あ
っ
た
た
め
、
優
秀
な
犬
が
多
い
地
で
も
あ
っ
た
。

北
海
道
犬
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
伝
法
貫
一
は
、
北
海
道
犬
を
地
方
別
に
分
類
し

て
い
る
。
昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
の
伝
法
の
著
書
『
北
海
道
犬
読
本
』
に
あ
る

分
類
に
よ
る
と
、
北
海
道
犬
は「
千
歳
系（
支
笏
湖
畔
か
ら
烏
柵
舞
、
蘭
越
、
根
志
越
、

長
都
に
か
け
て
）」「
日
高
系
（
平
取
、
振
内
、
貫
別
の
沙
流
川
流
域
）」「
阿
寒
系
（
国

立
公
園
阿
寒
湖
方
面
の
一
画
）」
そ
し
て
小
部
分
的
に
「
厚
真
系
」「
渡
島
系
」
の
五
種

類
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る（
も
う
一
つ
、恵
庭
の
カ
マ
カ
コ
タ
ン
の
栃
木
政
次
郎
が
飼
っ

て
い
た
「
メ
リ
オ
号
」
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
「
岩
見
沢
系
」
も
後
に
加
わ
る
）。

千
歳
系
は
、
特
に
頭
部
に
そ
の
良
さ
が
見
ら
れ
、
頬
の
張
り
は
豊
か
に
充
実
し
、
胸

部
の
発
達
が
良
く
、
胸
深
、
胸
幅
と
も
に
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
強
靱
で
逞
し
い
筋
腱

と
狂
い
な
い
四
肢
構
成
が
共
通
の
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
。あ

か

あ

く

千
歳
系
の
祖
犬
は
小
山
田
菊
次
郎
の
愛
犬
で
あ
っ
た
阿
加
、
阿
久
（
写
真
５－

８
）

の
昭
和
初
期
の
親
子
で
あ
り
、
現
在
も
こ
の
系
統
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
二
犬
は
あ
る

熊
猟
の
際
に
、
ま
だ
冬
眠
中
の
熊
穴

に
果
敢
に
入
り
込
み
、
自
分
の
命
を

危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
も
主
人
の
た

め
に
熊
を
穴
か
ら
追
い
出
し
た
逸
話

を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
際
、

阿
加
は
熊
に
よ
っ
て
両
耳
が
半
分
ち

ぎ
ら
れ
、
前
足
も
折
ら
れ
る
と
い
う

大
怪
我
を
、
阿
久
も
唇
を
裂
か
れ
て

し
ま
う
大
怪
我
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
阿
加
は
そ
の
後
隠
居
犬
と
し
て
過
ご
し
た
よ
う

で
あ
る
が
、
こ
の
親
子
犬
は
名
犬
と
し
て
名
高
い
。

日
高
系
の
特
徴
は
、
前
著
に
よ
れ
ば
「
や
や
小
型
で
骨
細
く
し
て
、
よ
く
し
ま
り
、

見
る
か
ら
に
軽
い
感
じ
を
受
け
る
体
躯
は
、
千
歳
系
と
、
ま
た
ち
が
う
味
わ
い
の
乾
燥

度
で
あ
っ
て
、
角
度
の
低
い
短
め
の
毛
が
い
っ
そ
う
犬
を
細
め
に
見
せ
、
小
さ
い
感
じ

に
見
え
た
が
、
頸
骨
が
張
っ
て
い
て
、
細
く
と
が
っ
た
吻
な
ど
に
も
独
特
の
感
じ
が
あ

り
、
こ
の
特
徴
は
他
の
地
方
で
は
見
ら
れ
ぬ
味
が
あ
っ
て
、
あ
る
意
味
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

の
足
り
な
い
う
ら
み
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ら
ば
小
物
猟
や
鳥
猟
に
も
向
く
と
思
わ
れ

る
犬
」
と
し
て
い
る
。

阿
寒
系
は
、「
阿
寒
湖
や
屈
斜
路
湖
畔
を
め
ぐ
る
周
辺
の
コ
タ
ン
の
犬
は
す
べ
て
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
角
度
低
く
し
て
や
や
長
い
被
毛
と
や
や
長
い
胴
が
こ
の
系
統
の
短

所
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ま
た
共
通
す
る
特
徴
で
も
あ
っ
た
が
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
良

い
頭
部
の
特
に
豊
満
な
頬
張
り
は
、
こ
の
地
方
の
犬
の
最
大
の
特
色
で
あ
っ
た
」
と
し

て
い
る
。

厚
真
の
犬
は
、
千
歳
系
と
日
高
系
の
中
間
を
行
く
く
ら
い
の
大
き
さ
で
あ
り
、
虎
毛

が
特
徴
と
さ
れ
る
。
明
治
四
十
四
年
に
大
正
天
皇
（
当
時
ま
だ
皇
太
子
）
が
室
蘭
に
来

た
際
に
は
、ピ
ン
子
と
い
う
虎
毛
の
犬
を
献
上
し
て
お
り
、こ
れ
は
厚
真
の
誇
り
と
な
っ 写真５－８ 阿久
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て
い
る
。

渡
島
の
犬
は
、
毛
色
が
白
で
固
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

額
は
広
く
、
縦
溝
が
や
や
浅
い
こ
と
、
被

毛
が
や
や
長
め
で
角
度
の
足
り
な
い
き
ら

い
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

現
在
北
海
道
犬
は
、
伝
法
貫
一
分
類
の

前
述
の
系
統
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら

ず
、
残
っ
て
い
る
の
は
千
歳
系
、
そ
し
て

前
述
の
岩
見
沢
メ
リ
オ
系
統
の
血
を
強
く

持
っ
て
い
る
犬
が
現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

北
海
道
犬
保
存
会
の
誕
生

こ
こ
で
は
北
海
道
犬
保
存
の
動
き
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
そ
し
て
北
海
道
犬
保

存
の
会
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
て
き
た
の
か
、
少
し
辿
っ
て
い
き
た
い
。

昭
和
初
期
に
日
本
犬
保
存
が
叫
ば
れ
始
め
、
昭
和
三
年
に
日
本
犬
保
存
会
が
創
立
さ

れ
た
。
七
年
に
第
一
回
日
本
犬
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
際
北
海
道
犬
「
ゴ
ロ
号
」

が
最
高
点
で
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
が
、
そ
れ
以
来
、
北
海
道
犬
の
優
秀
さ
に
注
目

し
た
本
州
の
犬
商
達
が
、
多
く
の
北
海
道
犬
を
買
い
本
州
に
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
北
海
道
犬
流
出
と
い
う
状
況
に
危
機
感
を
抱
い
た
道
内
の
北
海
道
犬
愛
好
家
達
（
北

海
タ
イ
ム
ス
社
内
の
佐
野
四
満
美
、
岩
根
季
雄
、
駒
崎
元
雄
、
そ
し
て
前
述
の
伝
法
貫

一
ら
四
人
を
中
心
と
し
て
）
に
よ
っ
て
八
年
十
一
月
十
六
日
に
「
ア
イ
ヌ
犬
保
存
会
」

が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
は
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
、
三
越
札
幌
支
店
屋

上
に
て
北
海
道
犬
の
持
寄
会
を
開
催
、
十
一
月
二
十
六
日
に
は
北
海
タ
イ
ム
ス
社
内
で

ア
イ
ヌ
犬
保
存
会
発
会
式
を
行
う
。
そ
の
後
九
年
に
は
丸
井
今
井
百
貨
店
屋
上
に
て
第

一
回
ア
イ
ヌ
犬
展
覧
会
を
開
催
し
、
こ
れ
に
は
千
歳
、
美
唄
、
恵
庭
の
各
地
か
ら
も
出

陳
犬
が
あ
っ
た
。

こ
し

六
年
に
秋
田
犬
が
天
然
記
念
物
に
指
定
、
九
年
に
は
甲
斐
犬
、
紀
州
犬
、
越
の
犬
、

十
一
年
に
は
柴
犬
、
十
二
年
に
は
土
佐
犬
、
そ
し
て
同
年
十
二
月
、
他
の
犬
に
続
い
て

北
海
道
犬
も
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
の
「
ア
イ
ヌ
犬
」
で
は
な
く
「
北
海

道
犬
」
と
改
め
ら
れ
た
。

大
戦
も
終
わ
り
、
二
十
四
年
に
は
、「
天
然
記
念
物
北
海
道
犬
審
査
会
」
が
札
幌
・

千
歳
・
岩
見
沢
・
厚
真
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
審
査
会
は
戦
時
中
に
純
血
の
日
本
犬
の
数

が
減
っ
て
し
ま
い
、
犬
商
達
が
北
海
道
犬
を
手
に
入
れ
よ
う
と
殺
到
し
、
北
海
道
か
ら

北
海
道
犬
が
減
少
し
て
し
ま
う
の
を
懸
念
し
た
岩
見
沢
の
早
坂
礼
二
が
中
心
と
な
っ

て
、
北
海
道
教
育
委
員
会
に
こ
れ
を
強
く
訴
え
て
、
審
査
の
実
施
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
際
、
北
海
道
教
育
委
員
会
が
一
つ
の
開
催
地
に
つ
き
五
万
円
の
補
助
金
を
出

す
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
全
面
的
に
協
力
し
て
い
た
日
本
ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ
（
犬

の
品
種
の
認
定
な
ど
を
行
う
組
織
）
が
、
北
海
道
犬
の
み
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
な

い
と
の
理
由
か
ら
、
こ
れ
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
。
道
教
委
の
規
定
で
は
、
補
助

金
を
出
す
た
め
に
は
マ
リ
モ
や
日
本
刀
と
い
う
よ
う
に
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た

単
独
の
も
の
で
な
け
れ
ば
補
助
金
は
出
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
北
海
道
犬
単

独
の
保
存
団
体
が
無
く
て
は
補
助
金
も
出
な
く
、
せ
っ
か
く
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

た
犬
達
も
宙
に
浮
い
て
し
ま
う
と
、
早
坂
礼
二
は
伝
法
貫
一
に
、
こ
の
審
査
会
で
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
犬
の
所
有
者
た
ち
に
よ
っ
て
保
存
団
体
を
作
っ
て
欲
し
い
と
依

頼
し
、
伝
法
も
こ
れ
を
受
け
た
。
そ
し
て
二
十
六
年
に
「
北
海
道
犬
保
存
会
」
が
誕
生

す
る
こ
と
と
な
る
。
伝
法
貫
一
は
村
山
豊
を
会
長
に
推
し
、
村
山
が
会
長
に
、
副
会
長

に
は
千
歳
の
今
与
自
郎
が
選
出
さ
れ
る
。
当
時
は
札
幌
、
小
樽
、
千
歳
、
岩
見
沢
の
四

支
部
が
設
置
さ
れ
た
。
会
報
は
二
十
六
年
八
月
よ
り
現
在
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
三

十
八
年
に
は
保
存
会
は
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。

写真５－９ 千歳系の秀不二（２歳）
市内花園・田中明所有
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会
員
数
は
、
創
立
二
十
周
年
記
念
誌
『
道
犬
』
に
よ
れ
ば
、
設
立
直
後
の
昭
和
二
十

六
年
・
二
十
七
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
十
八
年
は
一
〇
二
人
、
二
十
九
年
は
二
〇
一

人
と
、
そ
の
後
も
順
調
に
そ
の
数
を
伸
ば
し
て
い
き
、
四
十
年
代
後
半
に
は
四
〇
〇
〇

人
台
に
と
ど
い
て
い
る
。

こ
こ
に
、
現
在
の
北
海
道
犬
保
存
会
の
定
款
の
抜
粋
を
挙
げ
る
。

第
一
章

総
則

第
一
条

こ
の
法
人
は
、
社
団
法
人
天
然
記
念
物
北
海
道
犬
保
存
会
と
い
う
。

第
二
条

こ
の
法
人
は
、
事
務
所
を
北
海
道
札
幌
市
北
区
北
十
条
西
四
丁
目
一
番
地（
北

海
道
畜
産
会
館
）
に
お
く
。

第
三
条

こ
の
法
人
は
、
理
事
会
の
議
決
を
経
て
必
要
の
地
に
支
部
を
お
く
こ
と
が
で

き
る
。

第
二
章

目
的
及
び
事
業

第
三
条

こ
の
法
人
は
、
わ
が
国
の
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
天
然
記
念
物
北
海
道
犬（
以

下
北
海
道
犬
と
い
う
。）
の
保
存
を
図
り
、
も
っ
て
、
わ
が
国
文
化
の
向
上
に

寄
与
す
る
を
目
的
と
す
る
。

第
五
条

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
北
海
道
犬
の
原
種
保
存
と
品
種
の
向
上
に
関
す
る
研
究
及
び
展
覧
会
の
開
催

二
、
北
海
道
犬
の
繁
殖
、
飼
育
の
方
法
指
導
及
び
こ
れ
に
関
す
る
研
究
会
、
講
演
会

の
開
催

三
、
北
海
道
犬
の
犬
籍
登
録
及
び
血
統
登
録
証
明
書
の
発
行

四
、
機
関
紙
の
刊
行

五
、
こ
の
他
、
こ
の
法
人
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
三
章

会
員

第
六
条

こ
の
法
人
の
会
員
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

一
、
正
会
員

こ
の
法
人
の
目
的
に
賛
同
し
、
別
に
定
め
る
会
費
を
納
め
る
者

二
、
特
別
会
員

こ
の
法
人
に
特
に
功
労
あ
っ
た
者
の
中
か
ら
総
会
で
推
薦
し
、
こ

れ
を
承
諾
し
た
者

第
七
条

正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
入
会
申
込
書
に
入
会
費
を
添
え
て
提
出

し
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、
北
海
道
犬
に
関
す
る
組
織
と
し
て
「
天
然
記
念
物
北
海
道
犬
協

会
」
が
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
昭
和
四
十
八
年
十
月
に
設
立
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
（
北
海

道
犬
保
存
会
に
所
属
し
て
い
た
柿
崎
福
太
郎
等
が
会
を
脱
会
し
、
新
た
に
「
天
然
記
念

物
北
海
道
犬
協
会
」
を
設
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
）。

な
お
、昭
和
十
年
五
月
、千
歳
川
上
流
の
沢
地
に
お
い
て
熊
猟
の
実
技
が
行
わ
れ
た
。

飼
熊
を
放
し
、
千
歳
の
小
山
田
菊
次
郎
の
愛
犬
阿
久
と
、
千
美
の
二
頭
に
攻
撃
さ
せ
た

こ
の
実
技
に
は
、
女
優
の
山
田
五
十
鈴
も
見
に
来
た
と
い
う
。
こ
れ
は
撮
影
さ
れ
て
い

た
の
だ
が
、
今
で
は
行
方
の
わ
か
ら
な
い
幻
の
フ
ィ
ル
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
三

十
三
年
三
月
十
三
日
に
、
北
海
道
犬
保
存
会
本
部
主
催
、
千
歳
支
部
後
援
に
よ
っ
て
、

千
歳
林
東
公
園
に
お
い
て
熊
猟
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
の
ハ
ン
タ
ー
は
千
歳
の

今
泉
松
治
、
そ
し
て
愛
犬
エ
ス
の
助
け
に
よ
っ
て
こ
の
実
技
は
行
わ
れ
た
。
こ
の
フ
ィ

ル
ム
は
現
存
し
て
お
り
、
熊
猟
の
様
子
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

参
考
文
献

伝
法
貫
一
『
北
海
道
犬
読
本
』
一
九
六
一
年

誠
文
堂
新
光
社
／
社
団
法
人
天
然
記
念
物
北
海

道
犬
保
存
会

創
立
二
十
周
年
記
念
誌
『
道
犬
』
一
九
七
一
年
／
同

創
立
三
十
周
年
記
念
特

集
号
『
道
犬
』
一
九
八
〇
年
／
同

創
立
四
十
周
年
記
念
誌
『
道
犬
』
一
九
九
一
年
／
同

創

立
五
十
周
年
記
念
誌
併
刊
『
道
犬
』
二
〇
〇
一
年
／
同
『
道
犬
』
一
・
二
・
三
号

二
〇
〇
八

年
／
千
歳
を
知
る
会
『
千
歳
を
知
る
�
』
一
九
九
八
年

８４６

第４編 開拓の開始と近代社会の成立

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.22 09.39.25  Page 386 



第
六
節

産

業

第
一
項

戦
時
下
の
農
業

一．

農
業
の
状
況
と
農
事
実
行
組
合

昭
和
初
期

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
地
力
・
生
産
力
の
減
退

や
農
産
物
価
格
の
急
速
な
下
落
と
い
う
農
業
危
機
の
打
開
策
と
し
て
「
北
海
道
第

二
期
拓
殖
計
画
」
が
準
備
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
一
年
ま
で
の
二
十
年
間

を
期
間
と
し
、
農
耕
適
地
の
墾
成
、
牛
馬
一
〇
〇
万
頭
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
畜

産
奨
励
や
糖
業
奨
励
の
三
大
政
策
に
財
政
的
な
裏
づ
け
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
こ
の
計
画
は
そ
の
直
後
の
世
界
恐
慌
や
相
次
ぐ
凶
作
で
予
算
の
多
く
が
経

済
更
生
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
っ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
は
、
回
復
し
な
い
ま
ま
昭
和
を
迎
え
金
融
恐
慌
へ

と
つ
な
が
る
。
昭
和
二
年
に
は
じ
ま
る
金
融
恐
慌
に
よ
る
経
済
界
の
不
況
は
、
中

小
企
業
資
本
は
言
う
に
及
ば
ず
銀
行
の
倒
産
さ
え
も
招
い
た
。
つ
い
に
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
に
ア
メ
リ
カ
ウ
ォ
ー
ル
街
に
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は
、
翌
五
年

に
は
道
央
の
小
農
村
で
あ
る
千
歳
を
も
巻
き
込
む
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
昭
和
五
年
は
豊
作
で
あ
り
、
北
海
道
産
米
三
〇
〇
万
石
祝
賀
会
が
催
さ
れ

た
が
、
米
価
が
大
暴
落
し
凶
作
以
下
の
収
入
減
と
な
っ
た
。
続
く
六
年
は
空
前
の

大
凶
作
と
な
り
、
千
歳
村
の
米
の
収
量
も
前
年
の
約
四
分
の
一
し
か
な
か
っ
た

（
表
５－

１３
）。
翌
七
年
も
大
凶
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
冷
涼
多
湿
な
天
候
は
、
麦

類
・
豆
類
に
病
気
を
発
生
さ
せ
た
。そ
の
う
え
、八
月
に
は
連
日
の
降
雨
と
な
り
、

九
月
に
は
石
狩
川
、
夕
張
川
を
は
じ
め
全
道
各
地
で
大
水
害
を
も
た
ら
し
た
。
千

歳
川
、
長
都
沼
も
氾
濫
し
、
被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

そ
の
水
害
状
況
に
つ
い
て
『
北
海
道
凶
荒
災
害
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

表５－１３ 農産物作付面積、収穫高、価格統計（昭和２年～昭和１２年）

種別
年度

米 大麦 小麦 裸麦 燕麦 大豆 小豆 豌豆 菜豆 蕎麦 菜種 玉蜀黍
馬鈴薯
収穫量
（貫）

昭和２
作付反別 ６，３６１ １２５ １，７８５ ３８５ ３，７７５ ２，６９５ ８５８ １，４１５ ２，０２８ ４５４ ２４１ ３６１ ３０３
収 穫 高 １０，１７８ １００ １，２５０ ２５０ ４，６１３ １，６１７ １，６９８ １，６９８ １，６３９ ２７２ １４５ ２５９ ４５，４５０
価 額 ２１７，５３５ １，２００ １５，０００ ３，０００ ２７，６７８ ２１，８３０ ２６，２３４ ２６，２５４ ２２，７５６ １，９５８ ２，３２０ ３，７５７ ４，５４５

昭和３
作付反別 １７，４３３ １２８ １，８２５ ３７９ ３，１７５ ２，８４０ １，５０５ ２，１３８ １，６８１ ４５５ ２０６ ３９０ ４１３
収 穫 高 １１，８９３ ９０ １，４６０ ２４６ ３，８１０ １，１３６ ４５２ ２，１３８ １，０５５ ２１３ １２３ ３１２ ６１，９５０
価 額 ２３９，２７７ １，０８０ ２０，４４０ ２，９５２ ２２，８６０ １９，３１２ １１，３００ ３３，４３４ ２２，４４５ １，４９１ １，９６８ ３，１２０ ６，１９５

昭和４
作付反別 ８，５９５ ８６ ２，７９３ ８２ ３，５４９ ３，４５３ ８９９ ２，５４５ １，３７５ ４２７ ３５７ ３１５ ３５３
収 穫 高 １３，１４９ ８６ ２，２３４ ６２ ４，２５９ ２，４１７ ５３９ ３，０５４ ８４３ ３４２ ２５０ ２５２ ８８，２５０
価 額 ２９０，０９３ １，０３３ ３１，２７６ ７４４ ２５，５５４ ３３，８３８ １０，２４１ ４７，３４０ １７，０８５ ２，３９４ ５，２５０ ３，０２４ ８，８２５

昭和５
作付反別 ８，５９５ ４７ ３，６６２ １５３ ４，３０７ ３，５８０ ７２２ １，６１８ ２，２０２ ５１２ ８１８ ３１６ ３３２
収 穫 高 １０，３１５ ４０ ２，９３０ １０７ ３，４４６ ２，８６４ ５７８ １，０１３ １，５７５ ４１０ ８１８ ３７９ ６６，４００
価 額 １３４，０９５ ３００ ３６，９７７ １，３３８ １８，２６４ ２１，４８０ ５，７８０ １１，２０９ ８，０２９ １，２３０ １２，２７０ ２，６５３ ３，３２０

昭和６
作付反別 ８，３１７ ２５ ３，６５３ １２４ ４，１５９ ２，２９７ ９１７ １，６０９ １，７５５ １，０８４ ８３５ ３８０ ３６８
収 穫 高 ２，８２８ ２０ ２，５５７ ８７ ３，３２７ １，３７８ ５５０ ８０５ １，２２８ ８６７ ７５２ ３０４ ７３，６００
価 額 ２２，９１４ １２０ １９，１７８ ６５３ １６，６３５ １１，０２４ ７，１５０ ６，８４３ １０，５９１ ４，７６９ ８，６４８ ２，２８０ ４，４１６

昭和７
作付反別 ９，３２２ ５２ ３，５９７ １７ ３，９０９ ５，４３４ １，１０８ １，７４９ ６２３ ９１９ １，０４９ ３９４ ４６９
収 穫 高 ３，００９ ３６ ２，８７８ １１ ４，８８６ ２，１７４ ５５４ １，１３７ ２５９ ２７６ ５５６ ３１５ ３７，５２０
価 額 ４５，７３３ １６２ １７，２６８ ６６ １２，２１５ １７，３９２ ７，７５６ ２０，４６６ ４，１４６ １，３８０ ７，５８４ ２，２０５ ３，００２

昭和８
作付反別 ９，８７１ ２００ ４，２００ １００ ３，７７８ ５，６６２ １，６１２ １，７４８ １，６７０ ７９５ １，２５０ ４７０ ６０５
収 穫 高 １２，２１８ ２００ ２，５２０ ５０ ５，６７０ ４，５３０ ２，４１８ １，２２４ ２，０３７ １，１９３ １，５６３ １，１２８２１１，１７５
価 額 ２１８，７１６ ２，５００ ３５，９１０ ６８８ ４５，３６０ ４０，７７０ ３６，５９８ １１，９９５ ２５，３８０ ５，９６５ ２５，００８ ５，６４０ ２１，１７５

昭和９
作付反別 ９，８０１ １００ ４，８００ １８０ ３，７５４ ５，９３５ １，５５０ １，９４５ １，８７３ ４１０ ９００ ４７７ ５１２
収 穫 高 ２，８２４ ２００ ７，６８０ ３６０ ７，５０８ ２，０７７ １，２４０ ２，４１９ ２，５０１ ４８０ １，２６０ ７１６２０４，８００
価 額 ６７，７７６ ２，４００１１５，２００ ４，６８０ ４５，０４８ ３３，２３０ ２３，５７０ ５０，８２２ ３７，７４９ ４，２９６ １８，２７０ ４，２９６ ２０，４８０

昭和１０
作付反別 ９，９０３ ８３ ６，３００ １７８ ４，２１７ ６，６１５ １，８５６ ２，５９２ １，７２５ ５０１ ８３５ ４８１ ４０８
収 穫 高 ３，９０３ １２５ ６，３００ ２１４ ８，４３４ ３，９６９ １，４８５ ２，５９２ １，０９５ ５０１ ８３５ ４８１１６３，２００
価 額 ９５，８１７ １，５００１１３，４００ ２，９９６ ５０，６０４ ７１，４４２ ４０，０９５ ４９，６０８ ２６，８７３ ６，５１３ １２，５２８ ４，８１０ １６，３２０

昭和１１
作付反別 ９，０８９ ７７ ７，７９１ １８６ ４，３６０ ６，１９１ １，８１６ ２，６４６ ２，１８６ ５６８ １，４０５ ４５２ ８１６
収 穫 高 ７，９６１ ４６ ６，００９ １１５ ６，５４０ ３，７１４ １，０８３ ９４０ ９４８ ３４０ ８４３ ４９７２４４，８００
価 額 １８４，１７３ ５０６１３２，１９８ １，４９５ ４５，７８０ ６３，１３８ ２７，０７５ ２３，１８９ ２４，１８２ ３，４００ ９，２７３ ４，９７０ ３６，７２０

昭和１２
作付反別 ９，９３８ ２８ ６，３５８ ４３ ５，００３ ６，３８６ ２，０６８ ２，２５９ ２，７９８ ３９６ １，１７２ ５１９ １，７９２
収 穫 高 １１，６７１ ４０ ６，３０１ ２７ ８，００５ ８，２８３ ２，３９９ １，５１５ ２，８５４ ３３７ ７６２ ６７５５７３，４４０
価 額 ３０８，１４７ ２９８１１７，１９９ ４０２ ７２，０４５１３５，９７５ ４５，５５３ ３２，８１４ ３８，３２８ ２，４２６ １８，２８８ １０，９４９ ８６，０１６

註 『千歳村経済更生計画書（昭和１３年）』から主な作物を抜粋した。
収穫高の単位は石（馬鈴薯のみ貫）、価額の単位は円。

第５章 日中戦争と海軍航空隊

８４７
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い
る
。九

月
四
日
以
来
連
日
の
豪
雨
と
千

歳
川
逆
流
の
為
著
し
き
増
水
を

見
、
恵
庭
村
、
千
歳
村
及
び
広
島

村
の
一
部
浸
水
就
中
、
恵
庭
村
に

於
て
は
漁
太
、
下
島
松
部
落
及
千

歳
村
カ
マ
カ
部
落
一
帯
は
被
害
最

も
大
で
あ
る
。

九
年
も
水
稲
の
被
害
が
大
き
く
、

十
年
は
冷
害
の
上
に
水
害
が
発
生
し

た
。
昭
和
五
年
を
頂
点
と
し
た
経
済

不
況
と
農
産
物
価
格
の
暴
落
そ
し
て

連
続
凶
作
に
よ
っ
て
農
家
経
済
は
悪

化
の
一
途
を
た
ど
っ
た
。

昭
和
七
年
に「
農
業
合
理
化
方
針
」

が
示
さ
れ
、「
第
一
次
経
済
更
生
計

画
」
が
策
定
さ
れ
た
。
そ
の
樹
立
の

方
針
に
は
「
現
下
農
村
疲
弊
ノ
由
来

セ
ル
素
因
ヲ
探
求
ス
ル
ニ
啻
ニ
輓
近

内
外
経
済
界
ノ
異
常
ナ
ル
不
況
ニ
職

由
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
ニ
農
村
経
済
ノ
運
営
組
織
ノ
根
底
ニ
胚
胎
ス
ル
モ
ノ
亦
少
ナ
カ

ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
農
家
の
技
術
改
善
の
指
導
普
及
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
生
産
販
売
、
生
活
様
式
の
改
善
に
い
た
る
ま
で
を
組
織
的
統
制
の
中
で
実
行
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

経
済
更
生
五
ヵ
年
計
画
の
目
標
と
し
て
、「
交
通
機
関
ノ
整
備
」
か
ら
「
衛
生
生
活

改
善
其
他
諸
施
設
ノ
改
善
」
ま
で
二
三
項
目
が
掲
げ
ら
れ

た
。そ

の
実
施
主
体
と
し
て
千
歳
村
経
済
更
生
委
員
会
を
設
置

し
、
委
員
長
は
清
水
良
作
村
長
、
副
委
員
長
は
村
書
記
の
瀬

戸
吉
三
で
あ
っ
た
。
役
員
に
は
村
議
会
、
学
校
関
係
、
社
寺

の
他
農
会
、
産
業
組
合
、
農
事
実
行
組
合
等
農
業
関
係
者
が

占
め
、「
農
業
経
験
者
を
中
心
に
各
層
を
網
羅
、
か
な
り
の

成
果
を
あ
げ
た
」と『
千
歳
民
報「
ふ
る
さ
と
の
九
〇
年
」（
昭

和
四
十
四
年
八
月
十
二
日
）』
に
記
載
が
あ
る
。

昭
和
九
年
の
『
経
済
更
生
計
画
実
行
ノ
概
況
』（
北
海
道

庁
産
業
部
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
昭
和
八
年
度
の
千
歳
村
の

実
行
状
況
に
よ
る
と
、
米
の
共
同
販
売
や
肥
料
の
共
同
購
入

を
産
業
組
合
が
取
扱
い
を
始
め
た
ほ
か
、
農
業
簿
記
の
普
及

に
関
し
て
記
帳
戸
数
を
一
五
〇
戸
か
ら
二
五
〇
戸
に
増
加
さ

せ
る
な
ど
、
計
画
初
年
度
と
し
て
は
ま
ず
ま
す
の
成
果
を
報

告
し
て
い
る
。

昭
和
十
年
代

昭
和
十
三
年
に
は
「
第
二
次
経
済
更
正
計
画
」
が
樹
立
さ

れ
た
。
農
産
物
ノ
増
収
計
画
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
な
目
標

が
掲
げ
ら
れ
た
。

第
一
回
更
生
計
画
ニ
於
テ
ハ
耕
地
ノ
拡
張
ニ
重
点
ヲ
置
キ

総
生
産
二
於
テ
殆
ン
ド
計
画
ニ
近
キ
好
成
績
ヲ
納
メ
タ
ル
モ

反
当
収
量
ニ
於
テ
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
感
ア
ル
ヲ
以
テ
本
期
計
画

ニ
於
テ
ハ
農
業
合
理
化
方
針
ニ
則
リ
農
業
組
織
ノ
改
善
ヲ
図

リ
粗
放
的
経
営
ヨ
リ
漸
次
集
約
的
経
営
ニ
改
善
シ
単
位
生
産

表５－１４ 千歳村生産額調（単位：円）

年代 農産 林業 畜産 水産 その他 計
大正１３年※ ４４５，３５１ ４２７，７８０ ３０，０１０ ２１，５８５ ０ ９２９，０２６
１４年※ ３９９，２３７ ４２０，５８２ ２６，４１７ ３３，３０５ ０ ８８１，２４１

昭和２年※ ３９２，５２８ １０５，７５２ ３８，５０５ ２２，６４１ ０ ５６０，１７６
４年 ５２４，８３１ １０２，４９８ ２７，５４１ １９，５１０ ０ ６７４，３８０
５年 ３０９，９８５ １９８，７６０ ４８，１０２ １９，９２９ ０ ５７９，２６０
６年※ １５５，２６７ ２０９，４０４ ４２，０４８ ６，５０３ ０ ４１７，０９１
７年 １９５，７５６ １３８，９１０ ５５，４４６ ４，０２２ ３，５４５ ３９７，６７９
８年 ５０３，８９５ ３１７，２１３ ４５，８９０ １３，７２９ ２８，８００ ９０９，５２７
９年 ４５１，３７０ ２８２，１２１ ４６，８６０ ４８，７３５ ２８，６０２ ８５７，６８８
１０年 ５８１，４９６ １５０，９５０ １０５，１１２ ２５，８４５ ２３，８８５ ８８７，２８８
１１年 ６５８，４８７ １０３，７７９ ９８，５３３ １１，１７３ ２，６８７，０２０ ３，５５８，９９２
１２年 ９９１，７９７ １１８，８１２ １２６，５９９ ７，７１８ ４，０４５，４５６ ５，２９９，３８２
１３年 １，０８１，１３８ １，２３２，１１８ ２０９，８３１ ２１，８１５ ３，９６３，１５４ ６，５０８，０５６

註� 『石狩支庁管内要覧（※）』『千歳村村勢一班』から作成。
� 「その他」は工産と鉱産である。大正１５年、昭和３年については資料がない。

表５－１５ 農業経営地目別反別

地目
区分

宅地 田 畑 山林 原野 牧場 計

昭和６年
農業経営総反別 ３０２反 ８，９５５ ２２，２０４ ２６，９１５ １８，７５４ ４，８６６ ８１，９６６

農家一戸当平均面積 ５畝 １５７ ３９０ ４７２ ３２９ ８５ １，４３６

昭和１２年
農業経営総反別 ６５１反 １０，５９１ ３３，０９３ ４９，０６６ ８，１６０ ５，２１０ １０６，７７１

農家一戸当平均面積 ９畝 １４３ ４５３ ６７１ １１２ ７１ １，４６０

註 『経済更生計画書（昭和１３年）』から作成。

８４８

第４編 開拓の開始と近代社会の成立
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量
ノ
増
加
ニ
重
点
ヲ
置
キ
テ
増
収
成
績
ノ
向
上
ヲ
計
ラ

ン
ト
ス
。
殊
ニ
燕
麦
、
玉
蜀
黍
、
亜
麻
、
菜
種
等
ノ
戦

時
関
係
作
物
ハ
反
別
ノ
確
保
ハ
勿
論
指
導
ノ
徹
底
ヲ
図

リ
優
良
品
ノ
増
収
ヲ
期
ス

こ
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
、
更
生
計
画
実
施
以
降
の

千
歳
の
生
産
額
は
急
進
し
て
お
り
（
表
５－

１４
）、
そ

の
基
礎
と
な
っ
た
耕
地
面
積
も
増
加
し
、
農
家
一
戸
辺

り
の
平
均
耕
作
反
別
は
昭
和
十
二
年
に
は
田
が
約
一
・

四
町
歩
、
畑
が
約
四
・
五
町
歩
と
第
一
次
の
計
画
当
初

の
面
積
よ
り
増
加
し
て
い
る
（
表
５－

１５
）。

農
家
戸
数
に
つ
い
て
は
変
動
は
あ
る
が
、
自
作
農
戸

数
は
徐
々
に
増
加
し
三
〇
〇
戸
に
達
し
、
小
作
農
戸
数

は
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
農
家
戸
数
は
約

七
三
〇
戸
で
安
定
し
て
い
た
（
表
５－

１６
）。

戦
時
下
、
終
戦
時
に
お
け
る
農
業
の
動
向

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
に
始
ま
っ
た
日
中

戦
争
は
、
当
初
の
予
想
に
反
し
長
引
く
こ
と
と
な
り
、

農
業
も
戦
時
体
制
の
統
制
経
済
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ

た
。既

に
昭
和
八
年
に
は
米
穀
統
制
法
が
制
定
さ
れ
、
政

府
に
よ
る
米
穀
の
数
量
と
市
価
の
調
整
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
が
、
十
四
年
に
は
食
糧
確
保
を
よ
り

確
実
に
す
る
た
め
、
米
穀
の
配
給
統
制
に
関
す
る
強
制

買
上
制
を
規
定
し
た
。

農
村
で
は
、
良
質
の
働
き
手
が
多
数
応
召
さ
れ
た
ほ

か
、
軍
需
上
の
労
務
も
供
給
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
戦
争
遂
行
の
た
め
食
糧
の
生
産
の

体
制
化
と
責
任
が
強
化
さ
れ
た
が
、
肥
料
、
飼
料
、
燃
料
等
の
生
産
資
材
が
欠
乏
し
、

農
業
生
産
力
は
極
度
に
減
退
し
て
き
た
。

政
府
は
労
働
力
不
足
に
つ
い
て
は
勤
労
奉
仕
（
学
徒
に
よ
る
「
援
農
」）
や
共
同
作

業
な
ど
に
関
す
る
統
制
を
実
施
し
対
応
し
た
が
、
ま
っ
た
く
不
充
分
な
も
の
で
あ
っ

た
。昭

和
二
十
年
に
な
っ
て
政
府
は
、
本
州
の
戦
災
者
を
集
団
で
北
海
道
に
送
り
込
み
、

帰
農
さ
せ
食
糧
増
産
を
図
ろ
う
と
し
た
。
こ
の
集
団
帰
農
者
が
「
拓
北
農
兵
隊
」
と
命

名
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
北
海
道
庁
で
は
、
五
月
三
十
一
日
「
北
海
道
集
団
帰
農
者
受

入
要
綱
」
を
決
定
し
、
七
月
に
は
第
一
陣
が
北
海
道
に
到
着
し
た
。
千
歳
町
に
は
終
戦

後
の
十
六
日
、
東
千
歳
地
区
に
「
東
京
隊
」
二
六
戸
（
竜
牛
内
一
三
戸
、
新
剣
渕
一
三

戸
）
が
入
殖
し
た
。
十
月
に
は
「
静
岡
隊
」
二
八
戸
が
上
長
都
地
区
へ
、
続
い
て
「
秋

田
隊
」
五
戸
も
同
地
区
に
入
っ
た
。

こ
の
動
き
は
十
一
月
の
「
緊
急
開
拓
事
業
実
施
要
領
」
の
決
定
に
よ
り
戦
後
開
拓
事

業
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
、
戦
後
の
北
海
道
農
業
の
大
事
業
と
な
っ
た
。

昭
和
二
十
年
の
千
歳
は
冷
害
凶
作
と
な
り
、
食
糧
事
情
は
困
窮
を
き
わ
め
た
状
態
で

戦
後
を
迎
え
た
。

農
事
実
行
組
合

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
農
業
生
産
力
問
題
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
た
の
は
、

農
事
実
行
組
合
で
あ
っ
た
。当
時
、農
業
の
技
術
普
及
を
担
当
し
た
の
は
農
会
で
あ
り
、

町
村
農
会
に
も
技
術
員
が
配
置
さ
れ
た
。
そ
の
下
に
設
立
さ
れ
た
の
が
農
事
実
行
組
合

で
あ
り
、
系
統
農
会
を
機
軸
と
す
る
技
術
普
及
の
受
け
皿
と
し
て
農
家
二
〇
戸
程
度
を

単
位
と
し
て
、
政
策
的
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

活
動
内
容
は
堆
肥
増
産
事
業
、
優
良
品
種
普
及
事
業
、
導
入
さ
れ
始
め
た
原
動
機
や

脱
穀
機
な
ど
農
機
具
の
共
同
購
入
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

表５－１６ 農家戸数（昭和５年～１２年）

区分
農家戸数

昭和５年 ６年 ７年 ８年 ９年 １０年 １１年 １２年
自 作 ２４９ ２０４ ２２５ ２６９ ２７８ ２８６ ２９４ ３０２

自作兼小作 ８７ ９７ ９７ １３２ １３０ １３０ １３１ １２８
小 作 ２３０ ２６９ ２５９ ３０９ ３１８ ３２１ ３１４ ３０１
計 ５６６ ５７０ ５８１ ７１０ ７２６ ７３７ ７３９ ７３１

主 業 ４７１ ４７４ ４７４ ５６８ ５７６ ５７８ ５８５
兼 業 ９５ １０４ １０７ １５８ １６１ １６１ １４６

註 『千歳村村勢一班』『経済更生計画書（昭和１３年）』から作成。
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一
方
で
、
昭
和
恐
慌
以
降
の
農
村
経
済
更
生
運
動
の
中
核
と
な
る
産
業
組
合
の
下
部

組
織
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
十
三
年
の
第
二
次
千
歳
村
経
済
更
生
計
画
の
農
事
実
行
組
合
の
充
実
の
項
目
に

は
「
農
事
実
行
組
合
ハ
経
済
更
生
計
画
ノ
実
行
主
体
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
カ
内
容
ノ
充
実

ト
活
動
ノ
促
進
ヲ
要
ス
ル
ヤ
論
ナ
ク
」
と
記
載
さ
れ
、
そ
の
活
動
促
進
の
た
め
に
農
会

及
び
産
業
組
合
か
ら
奨
励
費
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

実
行
組
合
数
は
昭
和
七
年
に
は
三
三
組
合
、
十
三
年
の
第
二
次
計
画
時
に
は
三
七
組

合
に
増
え
て
い
る
。

二．

長
都
地
区
の
開
発
と
学
生
義
勇
軍

学
生
義
勇
軍
の
結
成

日
米
開
戦
が
色
濃
く
な
り
、
食
料
、
物
資
の
欠
乏
が
深
刻
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
昭
和

十
六
年
、「
国
民
精
神
総
動
員
運
動
」
の
一
環
と
し
て
全
国
の
大
学
、
高
専
（
高
等
学

校
、
専
門
学
校
）
の
学
生
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
「
学
生
義
勇
軍
」
が
北
海
道
の
農
地
開

発
を
目
的
に
七
月
十
三
日
か
ら
八
月
四
日
の
夏
休
み
休
暇
中
に
長
都
沼
〜
千
歳
川
間
の

排
水
路
掘
削
に
従
事
し
た
。

学
生
義
勇
軍
と
は
、
学
期
間
の
休
暇
中
の
勤
労
奉
仕
を
と
お
し
て
行
う
、
国
家
・
社

会
に
役
立
つ
有
為
な
自
己
形
成
の
訓
練
を
目
的
と
し
た
集
団
で
あ
り
運
動
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
生
義
勇
軍
の
結
成
は
、
昭
和
十
二
年
に
文
部
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
学
徒
至

誠
会
が
学
徒
五
〇
名
の
勤
労
奉
仕
学
徒
実
習
団
を
中
国
大
陸
へ
派
遣
し
よ
う
と
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
結
局
、
こ
の
実
習
団
は
同
年
七
月
七
日
の
盧
溝
橋
事
件
の

勃
発
に
よ
り
派
遣
中
止
と
な
り
解
散
と
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
二
〇
名
が
満
州
移
住
協

会
の
主
催
、
満
州
拓
殖
株
式
会
社
と
農
村
更
生
協
会
の
後
援
で
満
州
に
赴
き
、
満
州
移

住
地
学
生
実
習
団
と
し
て
道
路
工
事
や
農
作
業
と
い
っ
た
自
己
形
成
の
訓
練
を
行
っ

た
。満

州
移
住
地
学
生
実
習
団
の
参
加
者
ら
は
、
こ
う
し
た
経
験
を
基
に
自
己
形
成
の
訓

練
と
し
て
の
勤
労
奉
仕
を
運
動
と
し
て
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
全
国
の
大
学
及
び
高
専
の

学
徒
に
呼
び
か
け
た
。
翌
十
三
年
二
月
二
十
四
日
、
北
は
北
海
道
大
学
か
ら
南
は
鹿
児

島
高
等
農
林
学
校
ま
で
に
お
よ
ぶ
学
徒
が
参
加
し
て
学
生
義
勇
軍
が
結
成
さ
れ
た
。
こ

れ
以
後
、
義
勇
軍
は
春
、
夏
、
冬
の
休
み
中
に
、
満
州
や
国
内
各
地
に
お
い
て
農
事
訓

練
や
道
路
建
設
等
の
自
己
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
十
五
年
十
二
月
刊
行
の
『
学
生
義
勇
軍
叢
書
』
第
一
号
で
は
、
石
黒
忠
篤
会
長

に
よ
る
「
学
生
義
勇
軍
再
出
発
に
際
し
て
」
と
題
す
る
講
演
会
記
録
の
中
で
、
当
時
石

黒
が
会
長
で
あ
っ
た
農
村
更
生
協
会
の
財
団
法
人
化
に
際
し
て
義
勇
軍
を
財
団
の
仕
事

の
一
つ
に
し
、
強
化
拡
充
す
る
こ
と
と
し
た
と
あ
る
。
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
学
生
義

勇
軍
概
要
」
で
は
、
そ
の
教
授
陣
と
し
て
常
任
委
員
理
事
井
上
勝
英
を
筆
頭
と
す
る
四

八
名
の
陣
容
で
あ
っ
た
。

日
本
海
・
太
平
洋
運
河
構
想

昭
和
十
六
年
七
月
十
日
発
行
の
『
学
生
義
勇
軍
叢
書
』
第
四
号
に
は
、
夏
期
訓
練
計

画
と
し
て
六
か
所
に
お
け
る
募
集
要
項
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
番
目
の
「
北
海

道
開
発
訓
練
」
募
集
要
項
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

北
海
道
開
発
訓
練

（
一
）
目
的
：
北
海
道
に
於
け
る
労
力
需
要
並
び
に
食
糧
増
産
の
急
務
な
る
現
状
に
鑑

み
、
北
海
道
庁
官
下
石
狩
国
夕
張
郡
長
沼
村
長
沼
河
水
切
替
工
事
（
長
都
沼－

千
歳

川
間
延
長
千
四
百
米
、
敷
幅
二
〇
米
、
法
一
割
五
分
の
も
の
）。
に
参
加
し
当
該
地
方

湿
地
三
千
町
歩
の
干
拓
事
業
を
通
じ
刻
下
の
急
務
た
る
食
料
増
産
の
重
要
国
策
に
参

画
せ
し
め
ん
と
す
而
し
て
右
工
事
は
目
下
道
庁
立
案
中
に
係
る
石
狩
苫
小
牧
間
運
河

掘
削
の
前
提
な
り
と
す
。
更
に
北
海
道
は
我
が
国
に
於
け
る
開
拓
処
女
地
な
る
を
以
っ

て
こ
れ
が
足
跡
を
偲
び
今
後
大
陸
に
活
躍
せ
ん
と
す
る
青
年
学
徒
に
益
々
強
固
な
る

信
念
を
せ
し
め
ん
と
す
。

（
二
）
期
間
：
七
月
十
五
日
よ
り
三
週
間
、
八
月
六
日
よ
り
三
週
間
。
人
員
：
各
二
五

８５０
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〇
名
。
集
合
地
：
東
京
・
青
森
・
札
幌
。
解
散
地
：
札
幌
。
経
費
：
学
生
負
担
一
八

円
。
集
合
地
迄
の
旅
費
片
道
は
本
部
負
担
と
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り
：
学
校
経
由
・

六
月
五
日
。

こ
の
計
画
に
先
立
つ
昭
和
十
五
年
暮
れ
、
常
任
理
事
で
あ
る
井
上
勝
英
は
、
内
地
の

木
炭
不
足
問
題
解
消
の
た
め
、
当
時
木
炭
生
産
量
の
多
か
っ
た
千
歳
村
に
派
遣
さ
れ
、

二
週
間
学
生
ら
と
木
炭
搬
出
作
業
に
従
事
し
た
と
、『
勤
労
と
体
位
の
向
上
（
昭
和
十

七
年
九
月
三
十
日

学
生
義
勇
軍
発
行
）』（
勤
労
と
体
位
の
向
上－

学
生
義
勇
軍
北
海

道
勤
労
奉
仕
に
於
け
る
調
査
報
告
）
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
長
都
原
野
開
発
に
つ
い
て
井
上
は
岡
本
村
長
、
渡
部
榮
蔵
と
話
す
機
会

が
あ
り
、
こ
の
開
発
事
業
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
決
心
し
た
経
緯
も
次
の
と
お
り
記

し
て
い
る
。

昭
和
十
五
年
も
押
し
迫
っ
た
頃
、
内
地
各
家
庭
に
木
炭
問
題
が
生
じ
、
之
が
打
開
策
と

し
て
学
生
の
労
力
的
動
員
が
企
画
せ
ら
れ
た
こ
と
は
忘
れ
も
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
学
生

義
勇
軍
で
も
従
来
縷
々
生
産
的
勤
労
訓
練
を
主
唱
し
、
か
つ
数
度
に
亙
っ
て
実
施
し
て
き

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
の
打
開
に
も
寄
与
せ
ん
と
早
速
全
国
十
ヶ
所
で
木
炭
搬
出
に

従
事
し
た
。
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
輸
送
工
程
に
於
て
、
最
も
数
量
的
に
多
く
の
労

力
を
必
要
と
せ
ら
れ
て
い
る
生
産
現
場
か
ら
貯
炭
場
ま
で
の
原
始
的
な
人
力
輸
送
に
従
事

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
丁
度
自
分
は
此
の
時
の
北
海
道
班
の
輔
導
と
し
て
、
札
幌
か
ら
南

へ
二
十
里
余
、
名
所
支
笏
湖
の
あ
る
千
歳
村
に
派
遣
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
二
週

間
、
学
生
諸
君
と
共
に
真
剣
に
木
炭
搬
出
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
間
常
に
自
分

の
念
頭
に
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
札
幌
よ
り
当
地
に
至
る
北
海
道
鉄
道
の
沿
線
一
帯
の
広
大
な
る
長
都
原
野
に

目
を
奪
わ
れ
る
と
同
時
に
、
其
の
葦
原
の
湿
地
を
開
発
で
き
な
い
も
の
か
と
云
ふ
問
題
で

あ
る
。
こ
れ
を
し
か
も
学
徒
の
手
に
依
っ
て
行
り
遂
げ
得
な
い
だ
ら
う
か
と
云
ふ
こ
と
で

頭
を
悩
ま
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
如
何
に
し
て
此
の
広
漠
た
る
不
毛
の
原
野
を
熟
地
と

し
、
目
下
食
糧
並
び
に
ア
ル
コ
ー
ル
原
料
の
生
産
に
置
き
換
へ
緊
急
国
策
に
応
へ
得
る
か

と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
幸
ひ
此
の
訓
練
も
予
想
以
上
の
成
績
を
残
し
て
終
了
し
、
地
元

民
の
学
徒
の
勤
労
に
対
す
る
認
識
も
一
新
し
得
た
。
最
後
に
懇
談
会
の
時
、
話
は
た
ま
た

ま
長
都
原
野
開
発
に
至
っ
た
。
其
の
話
に
依
る
と
、
岡
本
村
長
、
地
元
有
力
者
の
渡
部
栄

蔵
氏
等
も
此
の
問
題
は
年
来
の
念
願
で
、
種
々
方
面
に
も
話
を
進
め
ら
れ
つ
ゝ
あ
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
又
渡
部
氏
秘
蔵
の
嘉
永
七
年
四
月
作
成
、
江
戸
書
物
問
屋
播
磨
屋
勝
五
郎

こ
う
き
ょ
う
よ

ち

ず

発
兌
に
係
る
蝦
夷
闔
境
與
地
図
に
依
れ
ば
、
当
時
は
既
に
美
々
川
、
千
歳
川
の
舟
運
あ

り
、
千
歳
は
七
交
易
所
と
し
て
可
な
り
の
繁
栄
を
致
し
て
ゐ
た
如
く
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。

又
北
流
す
る
石
狩
川
支
流
の
千
歳
川
と
南
方
太
平
洋
に
注
ぐ
勇
払
川
支
流
の
美
々
川
と
は

一
里
を
隔
て
る
の
み
で
あ
り
、
此
の
間
僅
か
二
十
数
米
の
高
地
が
在
る
の
み
で
あ
る
か
ら

こ
れ
を
結
ぶ
日
本
海
、
太
平
洋
間
の
運
河
を
掘
鑿
す
る
場
合
は
、
湿
地
の
干
拓
、
泥
炭
地

の
改
良
等
は
勿
論
、
重
要
鉱
産
資
源
、
或
い
は
物
資
輸
送
等
経
済
、
交
通
上
の
便
益
頗
る

大
な
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
現
在
既
に
千
歳
川
も
河
川
改
修
工
事
が
各
所
に

施
行
せ
ら
れ
つ
ゝ
あ
り
、
舟
運
も
不
可
能
に
あ
ら
ざ
る
故
、
斯
る
国
家
的
大
事
業
を
行
う

こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
ゝ
と
考
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

従
来
、
兎
角
消
極
的
な
形
式
的
学
生
勤
労
訓
練
に
不
満
を
抱
き
、
何
と
か
積
極
的
且
つ

生
産
的
事
業
を
通
じ
て
、
最
近
学
徒
へ
真
の
実
践
力
と
自
信
力
を
把
握
せ
し
め
る
と
共

に
、
大
き
な
夢
即
ち
理
想
の
樹
立
と
、
之
が
貫
徹
心
の
養
成
が
出
来
る
よ
う
な
仕
事
が
な

い
か
と
考
へ
た
ゐ
た
矢
先
で
も
あ
り
、
学
生
間
に
於
い
て
同
志
謀
り
決
然
こ
の
事
業
に
積

極
的
に
参
加
し
、
之
が
実
現
に
邁
進
す
べ
く
決
心
し
た
の
で
あ
る
。

大
学
排
水
路

井
上
は
昭
和
十
六
年
二
月
以
降
、
前
述
の
日
本
海
・
太
平
洋
運
河
開
発
に
向
け
て
学

生
義
勇
軍
の
派
遣
を
北
海
道
庁
と
交
渉
し
た
と
記
し
て
い
る
。
当
時
の
北
海
道
長
官
戸

塚
九
一
郎
は
、
長
都
沼
〜
千
歳
川
間
の
排
水
路
掘
削
を
学
生
に
ま
か
せ
る
こ
と
と
し

た
。
こ
の
掘
削
は
沼
の
氾
濫
を
防
ぎ
周
辺
の
土
地
改
良
を
進
め
る
目
的
と
と
も
に
、
日

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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本
海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
運
河
構
想
の
基
礎
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
も
あ
っ
た
。

工
事
着
工
前
の
昭
和
十
六
年
七
月
六
日
の
北
海
タ
イ
ム
ス
で
は
、「
一
挙
に
造
田
四

千
町
歩

長
都
運
河
開
鑿
完
了
侯
ち

千
歳
川
流
域
未
利
用
地
開
発
」
と
い
う
見
出
し

で
当
時
の
状
況
を
伝
え
て
い
る
。

戦
時
下
食
糧
増
産
遂
行
に
耕
地
減
退
防
止
策
が
全
国
的
に
考
究
さ
れ
て
ゐ
る
折
柄
七
月

十
日
頃
よ
り
学
生
義
勇
軍
が
来
道
し
て
長
都
沼
運
河
開
鑿
作
業
に
従
事
す
る
勤
労
作
業
と

並
行
し
て
約
四
千
町
歩
に
亘
る
造
田
計
画
が
石
狩
支
庁
管
内
に
進
め
ら
れ
る
事
に
な
り
時

局
柄
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。

作
業
計
画
は
、
二
五
〇
名
ず
つ
前
期
・
後
期
各
々
三
週
間
と
し
た
。
宿
舎
は
舞
鶴
橋

近
く
に
設
置
さ
れ
た
。
工
事
は
人
力
だ
け
の
作
業
で
あ
り
、
湿
原
泥
土
の
掘
削
は
容
易

で
は
な
く
、
当
初
予
定
し
て
い
た
延
長
一
二
〇
〇
�
の
う
ち
四
〇
〇
�
を
切
り
開
い
た

に
止
ま
っ
た
。

昭
和
十
六
年
八
月
十
日
の
朝
日
新
聞
（
大
阪
本
社
版
）
は
、
こ
の
訓
練
の
終
了
を
次

の
と
お
り
報
じ
て
い
る
。

マ

マ

マ
マ

角
帽
の
身
を
も
っ
て
「
汗
と
泥
」
に
闘
ひ
つ
ゝ
七
月
十
六
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
の
三

週
間
北
海
道
石
狩
平
野
千
歳
川
水
流
中
に
横
た
は
る
長
都
沼
を
中
心
に
周
囲
洪
水
氾
濫
区

域
三
千
町
歩
を
干
拓
し
食
糧
増
産
の
沃
土
を
目
指
す
長
都
沼
排
水
溝
掘
削
第
一
期
工
事
を

見
事
完
成
し
て
「
学
生
と
労
働
」
に
凱
旋
を
あ
げ
た
学
生
義
勇
軍
北
海
道
部
隊
二
百
七
十

五
名
の
隊
長
義
勇
軍
理
事
井
上
勝
英
子
爵
は
一
切
の
残
務
整
理
を
終
へ
て
十
日
夜
帰
京
、

一
足
先
に
帰
っ
た
副
隊
長
秋
田
勇
太
郎
と
共
に
十
一
日
昼
義
勇
軍
本
部
に
出
頭
「
我
ら
の

勤
労
」
の
達
成
を
こ
も
ご
も
口
頭
報
告
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
戦
後
札
幌
土
木
現
業
所
に
よ
っ
て
延
長
一
七
〇
〇
�
が
開
削
さ
れ
、

そ
の
後
の
「
長
沼
村
長
都
地
区
土
地
改
良
事
業
」
へ
と
発
展
す
る
こ
と
と
な
る
。

地
域
の
人
た
ち
は
誰
言
う
と
な
く
こ
の
運
河
を
「
大
学
排
水
路
」
と
呼
び
、
そ
の
上
流

部
に
か
か
る
橋
は
「
大
学
橋
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
、
橋
付
近
は
記
念
碑
が
建
て

ら
れ
、
作
業
に
従
事
し
た
学
徒
の
出
身
学
校
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

参
考
文
献

『
千
歳
市
農
業
協
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史
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一
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七
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／
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史
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八
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／
『
新

北
海
道
史
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一
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／
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新
一
郎
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『
北
海
道
の
研
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６
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編
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一
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三
年
／
札
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学
院
大
学
『
北
海
道
の
農
業
と
農
民
』
一
九
八
六
年
／
大
沼
盛
男
『
北
海

道
産
業
史
』
二
〇
〇
二
年
／
北
海
道
社
会
事
業
協
会
『
北
海
道
凶
荒
災
害
誌
』
一
九
三
七
年
／

北
海
道
庁
産
業
部
『
経
済
更
生
計
画
実
行
の
概
況
』
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九
三
四
年
／
千
歳
村
『
経
済
更
生
計
画

書
（
第
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次
）』
一
九
三
三
年
／
同
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経
済
更
生
計
画
書
（
第
二
次
）』
一
九
三
八
年
／
同
『
千

歳
村
の
状
勢
』
一
九
一
九
年
／
『
石
狩
支
庁
管
内
要
覧
』
／
『
長
沼
町
九
十
年
史
』
一
九
七
七

年
／
北
博
昭
『
学
生
義
勇
軍
関
係
資
料
』
一
五
年
戦
争
重
要
文
献
シ
リ
ー
ズ
�

一
九
九
四
年

／
石
狩
川
開
発
建
設
部
千
歳
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

二
〇
〇
九
年
／
北
海
道
開
発
局

札
幌
開
発
建
設
部
札
幌
農
業
事
務
所
『
大
学
排
水
と
長
都
沼
』
事
業
誌

一
九
九
五
年

第
二
項

林

業

一．

林
業
の
諸
相

冷
害
凶
作
と
防
風
林
の
造
成

千
歳
村
は
、
明
治
二
十
七
（
一
八
九
四
）
〜
二
十
八
（
一
八
九
五
）
年
に
か
け
て
千

歳
川
と
漁
川
と
に
囲
ま
れ
た
原
野
区
域
内
に
殖
民
区
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

国
有
防
風
林
帯
も
設
定
さ
れ
た
。
明
治
二
十
七
年
に
北
海
道
庁
が
作
成
し
た
「
胆
振
国

千
歳
郡
千
歳
原
野
区
画
図
」（
口
絵
・
原
図
は
恵
庭
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
）に
よ
る
と
、

防
風
林
帯
は
幅
四
〇
間
（
七
二
�
）
あ
り
、
東
西
に
三
本
（
三
・
七
八
�
、
七
・
〇
二

�
、
四
・
三
二
�
）、
南
北
に
三
本
（
四
・
八
六
�
、
五
・
四
�
、
七
・
五
六
�
）
が

碁
盤
の
目
状
に
造
成
さ
れ
て
い
る
。
植
栽
は
大
正
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
ド
イ
ツ
ト
ウ

ヒ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
、
ポ
プ
ラ
で
あ
る
（
道
埋
文
、
北
埋
調
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報
１
２
８
『
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
（
１
）』）。

昭
和
初
期
の
冷
害
凶
作
時
に
は
、
農
山
村
の
疲
弊
を
救
済
す
る
農
山
村
経
済
厚
生
施

策
が
実
施
さ
れ
た
。
千
歳
村
で
は
「
千
歳
村
経
済
更
生
計
画
」
を
立
て
、
将
来
の
冷
害

被
害
を
防
止
し
、
農
業
生
産
の
向
上
を
目
的
に
し
て
、
助
成
金
に
よ
る
耕
地
防
風
林
の

造
成
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
民
有
林
は
甚
だ
し
く
乱
伐
せ
ら
れ
、
然
も
防

風
林
の
施
設
は
整
わ
ず
、
誠
に
遺
憾
の
状
態
に
あ
り
、
樹
林
地
帯
の
存
在
は
農
業
経
営

上
、
家
畜
及
び
作
物
の
生
育
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
」
こ
と
か
ら
、
タ
ツ
ウ
シ
ナ
イ

で
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
毎
年
、
カ
ラ
マ
ツ
と
ト
ウ
ヒ
苗
を

一
万
六
二
〇
〇
本
、
植
栽
延
に
し
て
一
八
〇
〇
間
（
三
・
二
四
�
）、
間
口
三
本
、
合

計
八
万
一
〇
〇
〇
本
を
タ
ツ
ウ
シ
ナ
イ
の
国
有
防
風
林
に
接
続
し
て
、
東
西
の
方
向
に

植
栽
し
た
（
千
歳
村
『
経
済
更
生
計
画
書
』）。

し
か
し
、
十
六
年
の
濃
霧
と
長
雨
に
よ
り
根
志
越
と
釜
加
地
帯
を
始
め
全
村
的
に
水

稲
と
秋
作
物
が
不
作
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
十
七
年
に
は
生
活
安
定
の
た
め
に
も
八
八

人
が
造
林
補
助
を
申
請
し
四
二
九
町
歩
に
カ
ラ
マ
ツ
一
一
二
万
本
、
エ
ゾ
マ
ツ
一
万
九

〇
〇
〇
本
、
ト
ド
マ
ツ
九
万
三
〇
〇
〇
本
、
ヤ
チ
ダ
モ
四
〇
〇
〇
本
、
ド
ロ
ノ
キ
五
五

〇
〇
本
な
ど
を
植
樹
し
育
成
し
た
（
千
歳
村
「
昭
和
十
六
年
事
務
報
告
並
財
産
表
」）。

学
生
義
勇
軍
の
林
道
設
計

民
有
林
で
は
、
戦
争
遂
行
の
た
め
の
資
材
及
び
燃
料
不
足
を
補
う
薪
炭
材
の
増
産
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
十
四
年
五
月
に
道
庁
令「
林
道
開
設
補
助
規
定
」が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
林
道
開
設
事
業
に
は
工
事
費
の
五
割
が
国
費
補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
当
初
は
、
簡
易
な
林
産
物
搬
出
施
設
の
車
馬
道
の
み
が
補
助
の
対
象

と
さ
れ
た
（『
北
海
道
山
林
史
戦
後
編
』）。

同
じ
く
国
有
林
で
も
薪
炭
材
増
産
が
叫
ば
れ
て
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
、
千
歳
村
の

烏
柵
舞
官
林
に
学
生
義
勇
軍
の
勤
労
学
徒
実
習
団
に
よ
る
林
道
開
設
が
な
さ
れ
た
。

学
生
義
勇
軍
は
、
十
二
年
文
部
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
学
徒
至
誠
会
が
、
休
暇
時
に

実
習
を
兼
ね
て
「
満
州
」（
現
中
国
東
北
部
）
へ
派
遣
を
企
画
し
た
勤
労
学
徒
実
習
団

に
端
を
発
す
る
。
十
三
年
三
月
、
学
生
が
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
使
命
に「
感
激
」

し
た
こ
と
か
ら
、
名
称
を
学
生
義
勇
軍
と
名
付
け
、
派
遣
先
を
「
満
州
」
お
よ
び
日
本

国
内
に
も
拡
大
し
、
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。「
学
生
義
勇
軍
要
綱
」
に
よ
る
と
、「
建
設

労
働
に
よ
り
、
集
団
的
修
練
を
通
じ
て
質
実
剛
毅
な
る
精
神
の
涵
養
と
溌
剌
な
る
強
健

な
体
位
の
向
上
を
計
り
皇
国
精
神
を
鍛
錬
陶
冶
し
、
以
っ
て
国
家
隆
興
の
推
進
力
た
ら

ん
こ
と
を
期
す
る
学
生
の
養
成
」
を
目
的
と
し
た
。
組
織
的
に
は
同
十
五
年
に
石
黒
直

篤
農
林
大
臣
が
会
長
を
務
め
る
農
村
更
生
協
会
に
包
括
さ
れ
、
農
村
更
生
協
会
学
生
義

勇
軍
と
称
し
、
東
京
有
楽
町
の
産
業
組
合
中
央
金
庫
ビ
ル
に
本
部
を
置
い
た
（
北
博
昭

編
・
解
説
『
学
生
義
勇
軍
関
係
史
料
復
刻
版
』）。

十
五
年
十
二
月
、
学
生
義
勇
軍
は
「
北
支
」
と
国
内
で
同
会
再
出
発
の
冬
季
訓
練
を

行
う
こ
と
に
な
り
、
北
海
道
内
で
は
同
会
最
初
の
事
業
と
し
て
千
歳
村
烏
柵
舞
に
延
長

一
里
、
幅
員
三
�
の
林
道
が
整
備
さ
れ
た
。
学
生
義
勇
軍
は
「
東
京
の
本
部
か
ら
三
名

の
学
生
が
来
道
し
、
北
海
道
帝
国
大
学
、
小
樽
高
商
と
折
衝
し
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
帝

大
生
一
三
名
、
小
樽
高
商
二
名
合
計
一
五
名
の
賛
同
を
得
た
の
で
、
十
二
月
二
十
一
日

札
幌
を
出
発
し
、
千
歳
村
に
入
っ
た
。
千
歳
で
は
民
家
に
宿
泊
し
、
石
狩
支
庁
林
務
課

中
島
技
手
が
指
導
し
三
十
日
ま
で
の
予
定
で
林
道
を
」
設
計
し
た
（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』

昭
和
十
五
年
十
二
月
二
十
二
日
付
）。

同
会
が
発
行
し
た
機
関
紙
『
学
生
義
勇
軍

第
二
号
』（
昭
和
十
六
年
二
月
十
六
日
）

に
は
、
全
国
で
「
不
足
を
告
げ
ら
れ
て
い
る
木
炭
の
増
産
に
北
海
道
か
ら
鹿
児
島
に
い

た
る
全
国
四
六
校
四
五
五
名
の
学
生
が
従
事
し
た
」
と
あ
る
。
千
歳
村
で
の
冬
季
訓
練

の
様
子
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
地
訓
練
は
農
林
省
山
林
局
の
斡
旋

に
よ
る
も
の
で
、
千
歳
村
で
は
伐
木
、
原
木
調
整
、
炭
焼
き
な
ど
を
行
い
、
岩
手
、
秋

田
で
も
木
炭
搬
出
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

十
五
年
に
千
歳
村
に
学
生
を
引
率
し
て
き
た
同
義
勇
軍
の
理
事
井
上
勝
英
子
爵
は
、
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「
学
生
諸
君
と
共
に
真
剣
に
木
炭
搬
出
に
従
事
し
た
こ
の
訓
練
も
、
予
想
以
上
の
成
績

を
残
し
て
終
了
し
、
地
元
民
の
学
徒
の
勤
労
に
対
す
る
認
識
も
一
新
し
得
た
」
と
、
林

道
開
設
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
井
上
は
、
岡
本
幸
信
村
長
や
渡
部
栄
蔵
ら
と

長
都
原
野
開
発
事
業
の
長
都
沼
排
水
路
工
事
に
つ
い
て
も
語
り
、
も
し
実
現
す
る
な
ら

ば
我
々
も
是
非
参
加
し
た
い
と
強
い
希
望
と
決
意
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
翌
十
六
年
七
月
、
再
び
千
歳
村
を
訪
れ
、
長
都
沼
排
水
路
工
事
に
取
り
組
ん

だ
の
で
あ
る
（
農
業
の
項
を
参
照
）。

二．

森
林
組
合
と
森
林
防
火
組
合

千
歳
町
森
林
組
合

民
有
林
は
国
土
の
保
安
上
に
支
障
が
な
い
限
り
、
官
か
ら
の
干
渉
も
無
く
方
針
や
統

制
も
行
な
わ
れ
て
来
な
か
っ
た
が
、
昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
に
北
海
道
に
も
改
正

森
林
法
が
施
行
さ
れ
た
結
果
、
事
業
に
は
一
定
の
施
業
案
計
画
書
を
作
成
し
、
北
海
道

庁
長
官
の
認
可
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
行
政
指
導
に
よ
り
市

町
村
単
位
に
森
林
組
合
を
設
立
し
、
強
制
加
入
と
な
っ
た
。
同
十
七
年
三
月
に
は
、
組

合
間
の
連
絡
や
指
導
の
た
め
に
北
海
道
森
林
組
合
連
合
組
合
が
設
立
さ
れ
た
。
千
歳
村

で
は
昭
和
十
八（
一
九
四
三
）年
一
月
十
六
日
、
社
団
法
人
千
歳
森
林
組
合
を
結
成
し
、

事
務
所
を
本
町
三
丁
目
に
置
き
、
初
代
組
合
長
は
岡
本
幸
信
村
長
が
務
め
た
。
事
業
の

方
針
と
主
な
事
業
は
次
の
よ
う
に
、
造
林
の
た
め
の
養
苗
事
業
で
あ
っ
た
（『
市
史
』）。

本
組
合
の
重
点
事
業
は
苗
圃
の
養
苗
事
業
で
あ
り
、
市
内
造
林
用
苗
木
を
供
給
し
、
広
く

道
内
の
治
山
用
苗
木
等
の
供
給
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
益
々
拡
大
造
林
等
を
強
く
推
進

し
、
造
林
の
意
欲
及
技
術
の
向
上
に
努
め
、
森
林
資
源
の
保
全
を
計
る
方
針
で
あ
る
。

合
理
的
施
業
計
画
の
下
に
林
業
も
増
産
報
国
を
要
請
さ
れ
た
が
、
戦
時
下
に
お
け
る

統
制
経
済
を
一
段
と
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
組
織
と
な
っ
た
。

森
林
防
火
組
合

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
、
東
千
歳
地
域
ケ
ヌ
フ
チ
（
剣
淵
）
地
区
で
希
望
者
を
募

り
松
原
清
之
助
、彦
坂
与
太
夫
、岩
渕
儀
次
郎
ら
住
民
が
森
林
防
火
組
合
を
結
成
し
た
。

ケ
ヌ
フ
チ
官
林
の
薪
材
払
い
下
げ
を
受
け
る
条
件
に
「
山
林
所
有
者
で
は
な
い
こ
と
、

官
林
の
山
火
防
止
の
た
め
に
春
季
の
一
ヵ
月
間
官
林
巡
視
を
行
う
こ
と
」
と
明
示
し
て

あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
剣
淵
森
林
防
火
組
合
長
に
は
山
林
巡
視
・

払
下
げ
割
当
、
伐
採
の
責
任
が
あ
り
、
初
代
組
合
長
は
清
水
市
郎
が
務
め
た
。
当
初
そ

の
管
轄
は
由
仁
営
林
署
で
あ
っ
た
が
昭
和
十
七
年
に
恵
庭
営
林
署
に
変
わ
っ
た
。

払
い
下
げ
の
国
有
林
は
営
林
署
が
決
め
、大
正
期
は
ケ
ヌ
フ
チ
官
林
、中
央
防
風
林
、

コ
ム
カ
ラ
官
林
、
長
沼
、
由
仁
村
の
馬
来
内
（
ウ
マ
コ
ナ
イ
）
官
林
な
ど
で
、
昭
和
期

に
は
薪
材
の
ほ
か
に
も
家
屋
、
納
屋
、
畜
舎
の
補
修
用
材
の
良
材
や
火
の
見
櫓
、
水
門

用
材
な
ど
も
払
い
下
げ
を
受
け
た
。
開
墾
地
の
火
入
れ
見
張
り
も
防
火
組
合
の
仕
事
で

あ
る
。
同
組
合
は
コ
ム
カ
ラ
官
林
の
伐
採
跡
地
へ
の
ト
ド
マ
ツ
苗
の
植
樹
に
は
何
年
間

に
も
わ
た
っ
て
出
動
し
た
。「
馬
橇
に
よ
る
切
り
出
し
運
搬
と
伐
採
は
親
か
ら
の
見
倣

い
で
慣
れ
て
は
い
た
が
、
時
に
注
意
を
欠
い
て
怪
我
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
」。
以
降
、

毎
年
の
山
火
予
防
の
た
め
の
春
季
山
林
巡
視
や
冬
季
間
の
薪
払
い
下
げ
は
、
戦
後
の
昭

和
四
十
三
（
一
九
六
八
）
年
の
ス
ト
ー
ブ
普
及
ま
で
継
続
し
た
（
清
水
修
『
郷
土
史
ケ
ヌ

フ
チ
物
語
』）。

森
林
防
火
組
合
は
、
戦
前
期
に
根
志
越
（
昭
和
元
年
一
月
一
日
）、
幌
加
（
昭
和
七

年
三
月
十
日
）、
東
丘
（
昭
和
十
七
年
八
月
十
三
日
）
地
区
に
結
成
さ
れ
た
。
の
ち
の

戦
後
に
は
森
林
愛
護
組
合
に
改
称
し
、
ほ
ぼ
町
内
全
域
に
結
成
を
み
る
こ
と
に
な
る

（『
増
補
』）。

三．

御
料
林
の
諸
相

御
料
林
の
伐
採

御
料
林
で
は
、
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
に
は
、
復
興
材
と
し
て
七
万
石
が
支
笏

湖
周
辺
か
ら
伐
り
出
さ
れ
輸
送
さ
れ
た
。
昭
和
九
年
か
ら
御
料
三
〇
〇
〇
石
試
験
伐
採

が
モ
ラ
ッ
プ
地
区
で
行
わ
れ
、
同
十
年
か
ら
帝
室
林
野
局
の
直
営
に
よ
る
本
格
的
伐
採

８５４

第４編 開拓の開始と近代社会の成立

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.22 09.39.25  Page 394 



か
ん
ぎ
ょ
う

に
入
り
、
こ
の
頃
、
支
笏
湖
入
り
口
付
近
に
帝
室
林
野
局
苫
小
牧
出
張
所
支
笏
官

行

伐
木
事
務
所
が
置
か
れ
、
黒
滝
安
太
郎
ら
六
戸
が
常
駐
し
た
（
千
歳
町
『
昭
和
二
十
一
年

町
会
議
決
報
告
』）。

太
平
洋
戦
争
中
は
、
支
笏
湖
周
辺
の
マ
カ
バ
が
航
空
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
材
と
し
て
好
適

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
伐
採
さ
れ
、
全
道
の
約
六
割
に
当
た
る
五
万
八
六
〇
〇
石
を
八
〇

人
前
後
の
人
夫
が
搬
出
し
た
。
増
産
体
制
に
入
る
と
、
美
笛
地
区
で
は
組
頭
小
山
田
菊

次
郎
の
飯
場
に
一
六
〇
人
が
起
居
し
、
同
十
九
年
に
は
木
材
増
産
に
よ
り
、
湖
畔
に
は

村
山
大
尉
の
ほ
か
通
信
部
隊
（
一
八
人
）
も
編
成
さ
れ
、
軍
医
も
駐
屯
す
る
態
勢
が
と

ら
れ
た
（『
増
補
』）。

御
料
林
と
王
子
発
電
事
業

大
雨
に
よ
る
支
笏
湖
水
位
の
上
昇
現
象
は
昭
和
二
年
以
降
頻
繁
と
な
っ
た
、
十
一
年

十
月
ま
で
数
回
に
わ
た
り
、
千
歳
川
に
流
水
処
置
を
と
っ
て
い
る
（
千
歳
発
電
所
ふ
る

さ
と
会
「
千
歳
発
電
所
の
お
い
た
ち
」）。
な
か
で
も
昭
和
十
一
年
、
王
子
製
紙
㈱
が
湖
口

に
二
〇
尺
（
約
六
�
）
の
堅
固
な
堰
堤
を
築
き
、
二
〇
〇
尺
（
約
六
〇
�
）
の
落
差
に

よ
る
動
力
で
第
一
・
第
二
・
第
三
発
電
所
を
稼
働
し
て
い
た
が
、
七
月
の
大
雨
に
よ
り

支
笏
湖
の
水
位
が
上
昇
し
、
放
置
す
る
と
堰
堤
を
破
壊
す
る
お
そ
れ
が
出
て
き
た
。
下

流
の
一
万
四
〇
〇
〇
町
歩
の
御
料
林
が
浸
水
し
枯
死
す
る
危
険
性
も
で
て
き
た
た
め
、

帝
室
林
野
局
札
幌
局
が
流
水
に
よ
る
水
位
の
調
節
を
北
海
道
庁
に
要
請
し
た
。
か
つ
て

水
位
の
上
昇
か
ら
く
る
被
害
を
受
け
た
帝
室
札
幌
支
局
で
は
王
子
製
紙
㈱
か
ら
林
木
保

証
料
と
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
流
水
を
主
張
し
た
の
で

あ
っ
た
。
道
庁
農
業
課
が
協
議
し
、
協
定
で
は
制
限
水
位
を
一
八
尺
（
約
五
・
四
�
）

ま
で
と
し
、
こ
れ
を
超
え
る
と
流
水
措
置
を
と
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
七
月

十
一
日
に
は
六
・
一
�
と
な
り
協
定
を
五
〇
�
超
え
た
た
め
流
水
措
置
を
と
っ
た
。

（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
昭
和
十
一
年
九
月
十
二
日
付
）

御
料
地
内
に
お
け
る
水
力
発
電
所
は
同
十
二
年
末
現
在
、
北
海
道
内
で
は
札
幌
支
局

管
内
で
一
七
ヵ
所
、
旭
川
支
局
管
内
で
九
ヵ
所
が
許
可
さ
れ
た
（
帝
室
林
野
局
『
帝
室
林

野
局
五
十
年
史
』）。

御
料
林
は
戦
後
に
な
り
、
新
憲
法
に
基
づ
き
皇
室
財
産
は
国
に
属
す
る
こ
と
に
定

ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
十
二
年
国
有
林
と
し
て
農
林
省
に
移
管
さ
れ
た
。
ま
た
、
町
内

所
在
の
国
有
林
（
官
林
）
と
と
も
に
苫
小
牧
市
所
在
の
苫
小
牧
営
林
署
、
千
歳
郡
恵
庭

村
に
所
在
す
る
恵
庭
営
林
署
の
二
つ
の
所
轄
と
な
っ
た
。

四．

町
有
林
の
諸
相

学
田
団
地
の
伐
採

こ
の
時
期
の
学
田
は
、
立
木
の
売
り
払
い
と
林
地
の
寄
附
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。昭

和
十
七
年
五
月
十
四
日
、
第
二
回
町
会
が
字
千
歳
七
四
六
番
地
ノ
四
（
町
有
林
学

田
地
内
防
風
林
）
約
二
〇
町
歩
の
材
木
四
〇
〇
〇
石
の
売
払
い
を
議
決
、
北
海
道
庁
長

官
戸
塚
九
一
郎
に
要
請
し
、
同
年
十
月
に
後
継
の
長
官
坂
千
秋
か
ら
許
可
さ
れ
た
。

売
払
い
「
理
由
書
」
に
は
、
�
明
治
十
七
年
九
月
に
町
収
益
基
本
財
産
と
し
て
付
与

さ
れ
た
の
ち
、
施
行
案
を
編
成
、
育
林
に
務
め
来
た
と
こ
ろ
、
大
正
十
四
年
、
千
歳
流

域
農
耕
地
帯
に
対
す
る
防
風
施
設
の
必
要
が
生
じ
、
道
庁
に
て
調
査
の
結
果
防
風
保
安

林
に
指
定
を
受
け
た
こ
と
、
�
ま
た
、
昭
和
十
七
年
に
は
海
軍
航
空
隊
設
置
に
伴
い
市

街
地
の
人
家
が
激
増
し
、
千
歳
川
流
域
農
耕
地
（
即
ち
本
保
安
林
の
関
係
地
域
）
の
大

半
が
宅
地
と
な
っ
た
結
果
、
防
風
林
の
必
要
性
が
減
少
し
た
こ
と
、
�
隣
地
の
防
風
保

安
林
は
全
て
老
齢
樹
と
な
っ
た
た
め
、
風
倒
枯
損
木
と
な
る
も
の
が
多
く
、
更
新
の
た

め
の
植
樹
を
要
す
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
十
七
年
七
月
五
日
の
町
会
で
は
、
町
有
林
の
一
部
を
北
海
少
年
院
敷
地
と

し
て
司
法
省
に
寄
附
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
寄
附
林
の
住
所
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
千
歳
町
大
字
千
歳
村
字
千
歳
七
四
六
ノ
十
、
十
二
、
十
四
（
学
田
団
地
）

一
、
千
歳
町
大
字
蘭
越
村
ト
ベ
ト
マ
イ
三
番
地
、
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一
、

同
右

九
三
〇
番
地
ノ
六
、
七
、
八
、
九

一
、

同
右

二
五
番
地
ノ
一
、
二

山
林
原
野
三
三
町
三
反
一
五
歩
五
合

同
じ
く
、
同
十
八
年
二
月
に
は
学
田
団
地
の
防
風
保
安
林
を
五
町
九
反
余
、
同
年
三

月
に
は
一
九
町
九
反
余
を
司
法
省
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
附
し
た
。

そ
の
後
、
二
十
一
年
ま
で
に
学
田
団
地
は
共
同
薪
炭
備
林
や
保
安
林
と
し
て
活
用
さ

れ
維
持
管
理
さ
れ
て
き
た
。
大
き
な
変
動
は
二
十
一
年
十
二
月
、
学
田
団
地
が
有
効
な

未
開
墾
地
と
み
な
さ
れ
て
戦
後
緊
急
開
拓
予
定
地
に
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。

マ
マ
チ
団
地
の
伐
採

マ
マ
チ
団
地
は
、
昭
和
十
一
年
に
施
行
案
を
た
て
実
行
し
た
。
十
八
年
に
は
立
木
売

払
い
を
次
の
よ
う
に
申
請
し
て
い
る
。

売
払
「
理
由
書
」
に
は
、
十
五
年
か
ら
二
十
一
年
度
の
七
ヵ
年
に
か
け
て
皆
伐
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、
予
定
ど
お
り
に
生
長
せ
ず
、
皆
伐
方
法
は
不
利
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
の
で
、
将
来
に
向
け
天
然
更
新
の
計
画
を
た
て
、
直
径
四
�
以
下
の
林
木
は
残

す
こ
と
に
し
、
四
�
以
外
の
林
木
は
、
製
炭
原
木
と
し
て
十
八
年
に
伐
採
す
る
と
あ

る
。町

は
、
同
十
八
年
一
月
七
日
に
マ
マ
チ
団
地
の
立
木
を
千
歳
製
炭
実
行
組
合
と
売
買

契
約
し
た
が
、
二
十
年
六
月
に
な
っ
て
も
戦
時
下
の
労
働
力
不
足
と
積
雪
多
量
の
事
情

か
ら
製
炭
事
業
が
進
ま
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
町
は
、
二
十
年
六
月
に
千
歳
製
炭
実
行
組
合
に
対
し
て
、
残
存
分
の

二
〇
〇
〇
石
の
没
収
を
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
同
組
合
か
ら
一
年
間
の
「
立
木
売
払
契
約

延
期
願
」
が
出
さ
れ
た
。
だ
が
、
手
付
か
ず
の
状
態
が
続
き
、
戦
後
の
二
十
三
年
九
月

に
マ
マ
チ
団
地
の
入
札
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
字
根
志
越
在
住
の
後
藤
田
豊
一
が
濶

葉
樹
一
万
八
八
七
二
石
を
六
一
万
円
余
で
、
根
志
越
の
関
久
五
郎
が
濶
葉
樹
一
万
四
五

八
八
石
を
四
九
万
円
余
で
そ
れ
ぞ
れ
落
札
し
た
。

オ
ル
イ
カ
団
地
の
伐
採

昭
和
十
七
年
七
月
八
日
、
オ
ル
イ
カ
一
四
七
三
番
地
の
村
有
林
の
立
木
濶
葉
樹
四
町

六
反
を
材
木
一
一
九
九
石
分
皆
伐
し
、
字
オ
ル
イ
カ
中
央
連
合
部
落
会
（
会
長
市
村
政

五
郎
）
に
九
六
〇
円
で
売
却
し
て
い
る
（『
自
昭
和
十
七
年

町
有
財
産
処
分
に
関
す
る

綴
』）。

コ
ム
カ
ラ
団
地
の
伐
採

コ
ム
カ
ラ
団
地
は
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
に
皆
伐
さ
れ
た
。
売
買
契
約
書
に
は

濶
葉
樹
二
町
三
反
、
一
一
三
五
石
、
一
二
四
九
円
五
銭
、
買
取
人
は
千
歳
村
字
コ
ム
カ

ラ
部
落
連
合
会
長
本
多
豊
次
郎
の
記
録
が
あ
る
。

五．

薪

炭

戦
時
中
、
薪
炭
用
材
の
不
足
に
悩
む
製
炭
業
者
の
た
め
に
、
し
ば
し
ば
村
有
林
の
立

木
払
い
下
げ
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
四
年
六
月
二
十
日
、
千
歳
村
字
ア
ウ
サ
リ
の
村
有

林
内
、
十
九
・
五
�
の
闊
葉
樹
立
木
（
幼
齢
樹
）
八
四
八
・
六
九
五
立
方
�
を
村
は
大

蔵
長
蔵
と
売
買
契
約
し
た
。
伐
採
及
び
処
理
の
期
限
は
翌
十
五
年
五
月
三
十
一
日
迄
で

あ
っ
た
が
、
千
歳
海
軍
航
空
隊
の
設
置
に
伴
う
施
設
工
事
な
ど
の
た
め
人
夫
不
足
に
な

り
、
同
年
五
月
十
二
日
、
長
蔵
は
同
年
七
月
三
十
一
日
迄
延
期
す
る
よ
う
願
い
出
て
い

る
。十

四
年
十
二
月
、
農
林
省
令
「
木
炭
配
給
統
制
規
則
」
に
よ
り
、
生
産
と
消
費
の
道

府
県
を
指
定
区
分
し
た
。
農
林
省
告
示
に
、
北
海
道
は
生
産
地
と
さ
れ
、
移
出
先
と
し

て
宮
城
、
秋
田
、
埼
玉
、
東
京
、
神
奈
川
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
な
ど
の
府
県
が
指
定

さ
れ
た
。

戦
争
の
た
め
鉱
工
業
用
、
自
動
車
用
に
木
炭
の
消
費
が
増
え
、
政
府
は
こ
れ
に
対
処

す
る
た
め
十
五
年
度
か
ら
、
生
産
目
標
を
決
め
、
各
道
府
県
へ
木
炭
・
薪
・
ガ
ス
発
生

用
薪
の
生
産
割
当
を
行
っ
た
。

同
年
七
月
、
農
林
省
令「
薪
炭
材
需
給
調
整
規
則
」が
公
布
さ
れ
、
地
方
公
共
団
体
、

８５６

第４編 開拓の開始と近代社会の成立

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／新千歳市史／第４編（Ｐ４６１～９６６）／第４編　第５章  2010.02.26 10.11.47  Page 396 



生
産
組
合
、
農
事
実
行
組
合
そ
の
他
の
団
体
が
、
木
炭
生
産
用
の
薪
炭
材
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
も
し
供
給
者
と
の
協
議
が
不
調
で
あ
れ
ば
、
地
方
長
官
が
裁
定
し

得
る
こ
と
、
ま
た
さ
ら
に
必
要
が
あ
れ
ば
薪
炭
林
所
有
者
に
、
立
木
の
譲
渡
そ
の
他
を

命
令
で
き
る
な
ど
を
規
定
し
た
。

木
炭
増
産
に
つ
い
て
同
年
、
石
狩
支
庁
は
次
の
と
お
り
通
達
し
て
い
る
。

石
林
第
七
九
六
号

昭
和
十
五
年
八
月
九
日

石
狩
支
庁
長

町
村
林
製
炭
原
木
伐
採
ニ
関
ス
ル
件

本
月
八
日
石
支
第
九
〇
号
ヲ
以
テ
通
知
致
候
昭
和
十
五
年
度

斫
伐
箇
所
ニ
対
シ
テ
ハ
木
炭
増
産
上
速
ニ
売
払
処
分
相
成
度

追
而
売
払
ハ
従
来
ノ
縁
故
製
炭
者
ニ
特
売
相
成
様
致
度
申
添
候

村
役
場
は
八
月
二
十
日
、
従
来
の
焼
き
子
で
あ
る
水
本
清
次
、
大
田
十
太
郎
、
大
蔵

進
に
本
件
に
関
し
て
の
出
頭
を
求
め
、
ま
た
九
月
六
日
、
阿
宇
砂
里
第
一
農
事
実
行
組

合
長
松
本
賢
治
と
同
第
二
農
事
実
行
組
合
長
武
田
菊
五
郎
に
も
出
頭
を
要
請
し
た
。

同
年
十
一
月
一
日
、
両
農
事
実
行
組
合
と
ア
ウ
サ
リ
団
地
の
村
有
林
内
四
四
町
二
段

一
畝
の
立
木
闊
葉
樹
（
幼
齢
樹
）
一
万
一
六
七
二
石
二
斗
の
売
買
契
約
を
し
た
。
製
炭

の
た
め
こ
の
地
域
に
窯
を
築
く
こ
と
を
認
め
た
。

同
時
に
同
様
の
条
件
で
、
千
歳
村
字
コ
ム
カ
ラ
一
四
三
一
番
地
の
村
有
林
二
町
三

段
、
立
木
闊
葉
樹
（
皆
伐
）
一
一
三
五
石
五
斗
を
、
村
は
コ
ム
カ
ラ
部
落
聨
合
会
長
本

田
豊
次
郎
と
売
買
契
約
を
し
た
。
木
材
の
原
木
は
ナ
ラ
、
ア
サ
ダ
、
カ
バ
、
イ
タ
ヤ
、

サ
ク
ラ
、
ヤ
チ
ダ
モ
な
ど
で
あ
っ
た
。
当
時
の
村
の
採
用
市
価
は
、
黒
炭
楢
一
等
四
円

二
三
銭
、
二
等
四
円
、
黒
炭
一
等
三
円
八
五
銭
、
二
等
三
円
六
三
銭
、
三
等
三
円
二
五

銭
、
等
外
二
円
四
三
銭
で
あ
っ
た
。

十
六
年
度
か
ら
、
移
出
木
炭
は
全
部
政
府
買
い
上
げ
対
象
と
な
り
、
同
年
六
月
、
札

幌
に
農
林
省
の
木
炭
事
務
所
が
設
置
さ
れ
、
こ
の
買
い
上
げ
事
務
を
取
り
扱
っ
た
。

「
木
炭
配
給
統
制
規
則
」は
、
十
八
年
五
月
に
廃
止
さ
れ
、「
物
資
統
制
令
」に
よ
り
、

「
薪
炭
配
給
制
規
則
」が
公
布
さ
れ
、
木
炭
の
ほ
か
普
通
薪
、
ガ
ス
薪
も
統
制
さ
れ
た
。

道
は
十
九
年
八
月
、
通
牒
「
薪
炭
生
産
機
構
活
動
推
進
ニ
関
ス
ル
件
」、
お
よ
び
終
戦

間
近
の
二
十
年
七
月
の
通
牒
「
製
炭
実
行
組
合
ノ
整
備
強
化
ニ
関
ス
ル
件
」
な
ど
に
よ

り
、
製
炭
実
行
組
合
を
生
産
の
母
体
と
す
る
よ
う
改
組
し
、
一
町
村
一
組
合
に
整
備
し

て
指
導
督
励
に
あ
た
っ
た
が
間
も
な
く
終
戦
と
な
っ
た
。

町
有
林
の
第
一
期
施
業
計
画
を
実
施
中
で
あ
っ
た
千
歳
町
は
、
普
通
木
炭
お
よ
び
ガ

ス
発
生
用
木
炭
の
増
産
奨
励
に
応
じ
て
、
町
有
林
の
伐
採
地
区
と
伐
採
量
の
拡
大
の
必

要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
第
一
期
施
業
計
画
の
改
定
予
定
の
二
十
年
度
を
迎
え
る
の

に
先
立
っ
て
、
町
有
林
マ
マ
チ
団
地
の
施
業
の
変
更
を
同
年
九
月
に
事
由
書
を
副
え
て

申
請
し
て
い
る
。

千
歳
に
お
け
る
炭
焼
き
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
や
札
幌
、
小
樽
の
人
口
増
な
ど
の
社

会
変
化
を
背
景
に
生
産
量
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
、
大
正
六
年
に
は
、
生
産
数
量
二
七

一
万
八
〇
〇
〇
貫
と
道
内
有
数
の
生
産
を
見
て
い
る
。
し
か
し
、
資
源
の
乱
伐
か
ら
薪

炭
材
の
減
少
、
枯
渇
が
顕
在
化
し
、
千
歳
村
製
炭
実
行
組
合
（
渡
部
栄
蔵
組
合
長
）
は

村
に
対
し
て
し
ば
し
ば
村
有
林
の
薪
炭
材
の
払
い
下
げ
を
陳
情
す
る
よ
う
に
な
る
。
薪

炭
材
の
減
少
が
生
産
量
の
減
少
に
つ
な
が
り
、
や
が
て
産
業
と
し
て
の
役
割
も
小
さ
く

な
る
。

参
考
文
献

北
海
道
庁
「
胆
振
国
千
歳
郡
千
歳
原
野
区
画
図
」（
原
図
は
恵
庭
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
）
一
八
九

四
年
／
同
「
千
歳
村
有
林
施
行
要
領
」『
千
歳
町
有
林
施
業
要
領
』
所
収

一
九
四
一
年
／
道
埋

文
『
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
（
１
）』
北
埋
調
報
１
２
８

一
八
七
七
年
／
千
歳
村
『
経
済
更
正

計
画
書
』
一
九
三
三
年
／
同
「
千
歳
村
昭
和
十
六
年
事
務
報
告
並
財
産
表
」
一
九
三
七
年
／
北
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海
道
山
林
史
戦
後
編
集
会
議
編
『
北
海
道
山
林
史
戦
後
編
』
一
九
八
二
年
／
北
博
昭
編
・
解
説

『
学
生
義
勇
軍
関
係
史
料

復
刻
版
』
不
二
出
版

一
九
九
四
年
／
泉
郷
土
史
編
纂
委
員
会
編
・

清
水
修
『
郷
土
史
ケ
ヌ
フ
チ
物
語
』
一
九
九
三
年
／
帝
室
林
野
局
『
帝
室
林
野
局
五
十
年
史
』
一

九
三
九
年
／
千
歳
発
電
所
ふ
る
さ
と
会
「
千
歳
発
電
所
の
お
い
た
ち
」（
林
嘉
男
「
千
歳
第
四
発

電
所
で
の
暮
ら
し
」『
志
古
津

第
九
号
』
所
収
）
二
〇
〇
九
年
／
高
橋
長
助
『
国
立
公
園
支
笏

湖
沿
革
史
』
一
九
七
二
年
／
千
歳
町
『
元
御
料
地
払
下
関
係
』
一
九
四
七
年
／
石
狩
支
庁
農
業

振
興
部
管
理
課
『
基
本
地
図
目
録

昭
和
二
十
二
年
現
在
』
一
九
四
七
年
／
泉
郷
土
史
編
纂
委

員
会
編
・
清
水
修
『
郷
土
史
ケ
ヌ
フ
チ
物
語
』
一
九
九
三
年
／
大
谷
敏
三
「
明
治
・
大
正
の
千

歳
を
支
え
た
薪
炭
業
」『
志
古
津
』
第
六
号

千
歳
市

二
〇
〇
七
年

第
三
項

鉱
業
（
千
歳
鉱
山
と
朝
鮮
人
労
働
者
）

千
歳
鉱
山
の
開
発

千
歳
鉱
山
は
支
笏
湖
西
岸
の
美
笛
川
（
モ
シ
ル
ン
ピ
プ
イ
川
）
上
流
に
位
置
し
て
お

り
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
山
師
の
大
野
直
澄
が
こ
の
地
域
で
金
の
露
頭
を
発
見

し
た
の
が
開
発
の
発
端
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
鉱
区
は
翌
九
年
、
中
島
飛
行
機
株
式
会
社

系
列
の
中
島
商
事
会
社
（
中
島
門
吉
社
長
）
に
買
収
さ
れ
る
が
、
中
島
社
長
は
「
日
本

の
飛
行
機
王
」
と
称
さ
れ
た
中
島
知
久
平
の
弟
で
「
試
掘
鉱
区
王
」
と
呼
ば
れ
た
人
物

で
あ
る
。
同
年
十
二
月
三
日
の
『
小
樽
新
聞
』
は
、「
中
島
飛
行
機
王
が
本
道
金
山
へ

野
心
／
新
鉱
獲
得
に
暗
中
飛
躍
」
と
い
う
見
出
し
の
下
に
、
開
発
の
背
景
を
「
軍
需
工

業
隆
盛
の
波
に
乗
つ
て
飛
行
機
製
作
で
巨
額
の
利
得
を
収
め
た
政
友
会
代
議
士
中
島
知

久
平
氏
は
だ
ぶ
つ
く
金
を
本
道
の
金
山
開
発
に
注
ぐ
こ
と
に
な
り
目
下
代
表
者
を
派
し

て
金
山
買
収
に
務
め
て
居
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
千
歳
鉱
山
は
い
わ
ば
中
島
兄
弟
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
中
島
商
事
鉱
業
部
は
三
〇
万
円
の
資
金
で
美
笛
川
の
河
口
か
ら
鉱
山
ま
で
の
道
路

開
削
や
専
用
の
ガ
ソ
リ
ン
軌
道
の
敷
設
、
鉱
山
付
近
の
整
地
と
住
宅
建
設
な
ど
を
開
始

し
た
（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
昭
和

十
年
九
月
十
八
日
）。
十
一
年
十

月
に
千
歳
鉱
山
株
式
会
社
が
設

立
さ
れ
、
以
後
は
金
鉱
山
と
し

て
本
格
的
な
開
発
が
開
始
さ
れ

る
が
、
こ
の
時
に
鉱
山
名
も
美

笛
金
山
か
ら
千
歳
金
山
に
改
称

さ
れ
た
。
同
年
八
月
に
は
北
海

タ
イ
ム
ス
社
の
佐
藤
特
派
員
が

現
地
を
訪
れ
、「
世
界
一
の
折

紙
づ
き
美
笛
金
山
」
の
見
出
し

で
詳
細
な
ル
ポ
記
事
を
執
筆
し
て
い
る
（『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
昭
和
十
一
年
八
月
九
日
、
八

月
十
一
日
）。

製
錬
所
の
建
設
と
鉱
害
問
題

昭
和
十
一
年
以
降
の
採
掘
量
を
み
る
と
月
産
七
〇
〇
〇
〜
八
〇
〇
〇
�
の
粗
鉱
を
産

出
し
、
品
位
は
金
一
三
・
五
�
／
�
、
銀
四
五
〜
五
〇
�
／
�
だ
っ
た
。
採
掘
さ
れ
た

鉱
石
は
、
美
笛
川
沿
い
に
敷
設
さ
れ
た
千
歳
鉱
山
の
専
用
軌
道
で
支
笏
湖
畔
ま
で
運
ば

れ
（
図
５－

８
）、
支
笏
湖
上
は
鉱
石
搬
出
専
用
の
発
動
機
船
、
支
笏
湖
の
対
岸
か
ら

苫
小
牧
ま
で
は
「
山
線
」
と
呼
ば
れ
た
王
子
製
紙
の
軽
便
鉄
道
で
輸
送
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
苫
小
牧
か
ら
は
鉄
道
を
利
用
し
て
上
川
の
天
竜
鉱
山
に
附
属
す
る
製
錬
所
に
送
ら

れ
た
。
こ
の
製
錬
所
は
中
島
商
事
鉱
業
部
が
買
収
し
、
昭
和
六
年
か
ら
操
業
を
開
始
し

て
十
五
年
ま
で
稼
働
し
て
い
た
。
し
か
し
、
十
三
年
か
ら
千
歳
鉱
山
・
福
神
沢
坑
の
本

格
的
な
開
発
が
始
ま
り
、
天
竜
製
錬
所
ま
で
送
鉱
し
て
は
採
算
の
取
れ
な
い
低
品
位
の

鉱
石
を
地
元
で
製
錬
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
。
千
歳
鉱
山
は
こ
の
問
題
に
対
応
す

る
た
め
日
量
二
五
〇
�
の
処
理
が
可
能
な
青
化
製
錬
所
の
建
設
に
着
手
し
、
翌
十
四
年

写真５－１０『北海タイムス』昭和１０年９月１８日
記事

８５８
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に
完
成
し
た
。

そ
の
際
、
製
錬
所
新
設
に
伴
う
鉱
滓
堆
積
所
の
設
置
箇
所
変
更
を
め
ぐ
っ
て
札
幌
鉱

山
監
督
局
の
認
可
を
得
る
の
に
難
航
、
帝
室
林
野
局
や
北
海
道
庁
を
巻
き
込
ん
だ
政
治

問
題
に
発
展
し
た
。
そ
の
最
も
大
き
な
原
因
は
、
道
庁
が
鉱
山
と
製
錬
所
の
排
水
に
よ

る
支
笏
湖
の
姫
鱒
孵
化

事
業
へ
の
鉱
害
問
題
を

危
惧
し
て
の
こ
と
だ
っ

た
（『
小
樽
新
聞
』
昭
和

十
三
年
三
月
四
日
）。
こ

の
問
題
で
昭
和
十
五
年

に
千
歳
鉱
山
を
調
査
し

た
北
海
道
水
産
試
験
場

の
五
十
嵐
彦
仁
技
師
ら

は
、
水
産
問
題
の
視
点

か
ら
、
千
歳
鉱
山
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
こ
と

は
坑
内
排
水
と
鉱
滓
で

あ
る
と
指
摘
し
、
と
り

わ
け
坑
道
掘
進
時
に
お

け
る
坑
内
排
水
の
処
理

が
重
要
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
（
五
十
嵐
彦
仁

『
北
海
道
に
於
け
る
鉱
工

業

排

水

と

水

産

被

害
』）。
そ
の
後
、
出
鉱

量
の
増
加
に
よ
っ
て
昭
和
十
六
年
に
同
規
模
の
製
錬
所
が
増
設
さ
れ
、
日
産
五
〇
〇
�

の
製
錬
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

千
歳
鉱
山
の
産
金
量
は
、
操
業
開
始
か
ら
政
府
の
金
政
策
転
換
に
よ
っ
て
昭
和
十
八

年
に
休
山
す
る
ま
で
の
間
、
次
の
よ
う
に
推
移
し
た
。
す
な
わ
ち
十
一
年
の
三
九
七
・

五
�
が
翌
十
二
年
に
は
六
一
五
・
七
�
、
十
三
年
に
は
八
一
一
・
七
�
と
飛
躍
的
に
増

加
、
十
七
年
に
は
九
三
七
・
一
�
と
い
う
戦
前
の
最
高
水
準
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
れ

は
同
年
に
お
け
る
道
内
金
産
出
量
の
一
二
・
九
�
を
占
め
て
お
り
、
住
友
鴻
之
舞
鉱

山
、
手
稲
鉱
山
に
次
い
で
三
番
目
だ
っ
た
（
浅
田
政
広
『
北
海
道
金
鉱
山
史
研
究
』）。

千
歳
鉱
山
の
労
働
者

こ
の
よ
う
な
産
金
量
の
増
加
を
支
え
て
い
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
鉱
山
労
働
者

だ
っ
た
。
昭
和
十
年
六
月
末
の
二
一
五
名
が
十
四
年
六
月
に
は
一
一
〇
〇
名
に
急
増

し
、
最
盛
期
に
は
二
〇
〇
〇
名
を
越
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
千
歳
鉱
山
の
発

展
は
美
笛
山
中
に
一
大
市
街
地
を
作
り
出
し
た
。
十
四
年
六
月
の
段
階
で
は
四
五
〇

戸
・
三
七
〇
〇
名
の
人
び
と
が
生
活
し
、
こ
れ
ら
の
鉱
山
関
係
者
の
生
活
を
支
え
る
た

め
、
事
務
所
・
製
錬
所
・
従
業
員
倶
楽
部
の
他
に
配
給
所
の
本
支
店
三
ヵ
所
、
魚
菜
市

場
三
ヵ
所
、
小
学
校
・
青
年
学
校
・
郵
便
局
・
請
願
巡
査
駐
在
所
・
独
身
寮
・
医
療
施

設
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（『
小
樽
新
聞
』
昭
和
十
四
年
六
月
十
九
日
）。

政
府
は
昭
和
十
二
年
八
月
に
「
産
金
法
」
を
制
定
、
金
の
増
産
と
政
府
へ
の
集
中
政

策
を
実
施
し
て
お
り
、
金
の
増
産
は
金
鉱
山
経
営
に
と
っ
て
緊
急
の
課
題
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
金
増
産
政
策
の
足
か
せ
と
な
っ
た
の
が
道
内
金
鉱
山
に
お
け
る
労
働
力
不
足

で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
鉱
山
だ
け
で
な
く
同
じ
地
下
産
業
の
石
炭
産
業
に
も
共
通
す
る

課
題
で
あ
り
、
政
府
・
関
係
企
業
は
そ
の
解
決
策
を
朝
鮮
人
労
働
者
の
使
用
に
求
め
た

の
で
あ
る
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
「
移
入
」
政
策

昭
和
十
二（
一
九
三
七
）年
七
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
日
中
戦
争
は
、
十
六
年
十
二
月
、

図５－８ 千歳鉱山軌道配線経路図
（守屋憲治「美笛－千歳鉱山専用軌道の一考察」『志古津』第５号より転載）

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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日
本
軍
の
マ
レ
ー
半
島
及
び
ハ
ワ
イ
・
真
珠
湾
攻
撃
に
よ
っ
て
太
平
洋
戦
争
へ
と
拡
大

し
、
日
本
国
内
は
戦
時
体
制
一
色
に
塗
り
固
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
戦
時
体
制
の
進
行

は
、
国
内
の
諸
産
業
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
炭
産
業
な
ど
で
の
労
働
力
不
足

と
い
う
結
果
を
招
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
解
消
す
る
た
め
に
、
政
府
は
日
本
の
植

民
地
だ
っ
た
朝
鮮
か
ら
労
働
者
を
「
移
入
」
す
る
方
針
を
採
用
し
た
。
い
わ
ゆ
る
朝
鮮

人
労
働
者
の
強
制
連
行
で
あ
る
。

こ
の
政
策
は
昭
和
十
四
年
か
ら
二
十
年
の
敗
戦
ま
で
、
募
集
・
官
斡
旋
・
徴
用
の
三

段
階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
た
。
千
歳
市
の
関
係
で
は
、
千
歳
鉱
山
で
の
募
集
形
式
に
よ

る
朝
鮮
人
労
働
者
の
使
用
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
海
軍
の
千
歳
飛
行
場
建

設
に
も
朝
鮮
人
労
働
者
が
使
用
さ
れ
た
（
第
六
章
第
三
節
第
二
項
参
照
）。
こ
こ
で
は

千
歳
鉱
山
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
使
役
の
実
態
を
中
心
に
述
べ
て
お
こ
う
。

千
歳
鉱
山
の
朝
鮮
人
労
働
者

昭
和
十
四
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
朝
鮮
人
の
「
移
入
」
政
策
は
、
最
初
は
国
内
の

企
業
が
朝
鮮
総
督
府
の
承
認
を
得
て
「
募
集
」
す
る
方
式
で
行
わ
れ
た
。
千
歳
鉱
山
が

朝
鮮
総
督
府
に
申
請
・
承
認
さ
れ
た
移
入
枠
は
、
昭
和
十
四
年
度
か
ら
十
六
年
度
ま
で

の
三
年
間
、
毎
年
二
〇
〇
名
で
あ
り
、
計
七
〇
〇
名
ま
で
承
認
さ
れ
て
い
る
（
原
資
料

で
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
六
〇
〇
名
の
誤
記
で
あ
ろ
う
）。
こ
の
他
、

土
建
関
係
と
し
て
「
千
歳
鉱
山
内
」
の
中
村
組
が
昭
和
十
四
年
度
に
一
五
〇
名
の
承
認

を
受
け
て
い
る
（
財
団
法
人
中
央
協
和
会
「
移
入
朝
鮮
人
労
務
者
状
況
調
」
昭
和
十
七
年
三

月
三
十
一
日
現
在
）。
但
し
、
こ
の
数
字
は
募
集
を
承
認
さ
れ
た
数
で
あ
っ
て
実
際
の
採

用
数
で
は
な
い
。

実
際
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
昭
和
十
四
年
度
の
場
合
、
十
月
六
日
に
忠
清
南
道
の
農

民
を
中
心
と
す
る
五
一
二
名
が
朝
鮮
・
元
山
か
ら
船
で
小
樽
に
上
陸
し
、
こ
の
内
五
〇

名
が
千
歳
鉱
山
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。
翌
十
五
年
一
月
と
三
月
に
も
併
せ
て
一
二
三
五

名
の
朝
鮮
人
が
小
樽
に
上
陸
、
住
友
鴻
之
舞
鉱
山
を
中
心
と
す
る
金
属
鉱
山
に
配
属
さ

れ
た
。
こ
の
時
の
千
歳
鉱
山
へ
の
配
属
数
は
不
明
で
あ
る
が
、「
数
十
名
規
模
」
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
千
歳
鉱
山
の
朝
鮮
人
移
入
数
は
、
昭
和

十
四
年
度
が
一
九
八
名
、
十
五
年
度
が
一
九
六
名
、
十
六
年
度
が
八
七
名
と
さ
れ
る（
北

海
道
編
『
北
海
道
と
朝
鮮
人
労
働
者
』）。
こ
の
結
果
か
ら
見
る
と
、
十
四
年
と
十
五
年
の

両
年
度
に
は
二
〇
〇
名
と
い
う
承
認
数
の
九
八
�
以
上
を
募
集
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
十
六
年
度
に
な
る
と
約
四
四
�
に
急
落
し
た
。

昭
和
十
七
年
六
月
末
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
雇
い
入
れ
総
数
は
、
千
歳
鉱
山
が
三
九
四

名
、
中
村
組
が
一
〇
〇
名
、
計
四
九
四
名
と
な
っ
て
お
り
、
同
じ
く
同
年
六
月
末
の
現

在
数
は
、
千
歳
鉱
山
が
二
三
四
名
、
中
村
組
が
一
九
名
、
計
二
五
三
名
で
あ
る
。
千
歳

鉱
山
全
体
の
労
働
者
を
約
二
〇
〇
〇
人
程
度
と
す
れ
ば
、
そ
の
内
二
四
・
七
�
を
朝
鮮

人
労
働
者
が
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
こ
の
数
字
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
り
、

坑
内
・
坑
外
と
い
っ
た
就
業
実
態
で
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
千
歳
鉱
山
の
こ
の
点

に
関
す
る
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恵
庭
鉱
山
や
豊
羽
鉱
山
で
は
、
昭
和
十
六
年

の
段
階
で
全
労
働
者
の
四
〇
〜
五
〇
�
程
度
が
、
ま
た
坑
内
労
働
者
の
約
七
〇
�
が
朝

鮮
人
労
働
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
千
歳
鉱
山
で
も
同
様
の
傾

向
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

千
歳
鉱
山
に
お
け
る
朝
鮮
人
労
働
者
の
待
遇
は
、
日
本
人
労
働
者
と
較
べ
て
そ
れ
程

差
別
的
な
扱
い
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
宿
舎
も
日
本
人
と
朝
鮮
人
が
合
同
で
使
用
し

た
。
こ
の
よ
う
な
管
理
方
針
は
、
経
営
者
で
あ
る
中
島
門
吉
の
「
友
愛
以
上
の
温
か
い

感
情
」
に
よ
る
「
事
業
を
離
れ
た
指
導
や
親
身
の
世
話
」
と
い
う
巧
み
な
労
務
管
理
政

策
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（『
小
樽
新
聞
』
昭
和
十
七
年
八
月
二
十
九
日
、
浅
田
政
広
、
前
掲

書
）。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
朝
鮮
人
労
働
者
に
よ
る
紛
争
を
避
け
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
。

朝
鮮
人
労
働
者
の
抵
抗

昭
和
十
七
年
三
月
一
日
、
三
三
一
名
の
朝
鮮
人
の
内
で
入
山
し
て
間
も
な
い
三
四
名

８６０
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が
食
料
増
配
を
要
求
し
、
宿
舎
の
「
舎
監
室
を
襲
ひ
窓
硝
子
、
机
等
を
破
壊
す
る
等
の

暴
行
」
事
件
を
起
こ
し
て
い
る
。
会
社
側
は
直
ち
に
所
轄
警
察
署
に
通
報
し
、
首
謀
者

六
名
は
「
厳
戒
」、
参
加
者
全
員
に
は
「
厳
諭
」
処
分
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
事
件
に
つ

い
て
内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報
』
は
、「
食
糧
増
配
を
目
的
と
す
る
暴
行
事

件
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

北
海
道
千
歳
郡
千
歳
村
所
在
千
歳
鉱
山
（
朝
鮮
人
労
働
者
総
数
三
三
一
名
）
募
集
朝
鮮

人
労
働
者
三
四
名
は
、
何
れ
も
渡
来
後
日
浅
く
平
素
大
食
に
馴
致
せ
ら
れ
居
り
て
現
在
の

配
給
量
に
て
は
到
底
満
足
す
る
に
到
ら
ず
、
舎
監
佐
々
木
忠
雄
に
対
し
食
事
の
不
足
を
訴

へ
た
る
も
、
舎
監
は
現
下
の
米
穀
事
情
竝
飯
米
の
配
給
制
度
等
に
就
き
説
示
す
る
と
共
に

之
が
協
力
方
要
望
し
た
る
も
、
彼
等
は
其
の
真
意
を
解
せ
ず
「
我
々
が
働
く
に
は
前
通
り

飯
を
腹
一
杯
食
へ
ね
ば
働
け
ぬ
、
飯
を
増
加
し
て
貰
ふ
に
は
何
か
問
題
を
起
せ
ば
何
と
か

な
る
だ
ら
う
」
と
妄
断
し
、
三
月
一
日
は
公
休
日
に
て
一
人
当
り
焼
酎
三
合
の
配
給
を
受

く
る
や
之
を
飲
酒
の
上
、
本
件
主
謀
者
運
搬
夫
安
里
洙
玉
当
三
十
三
年
外
五
名
は
酔
餘
、

夕
食
に
際
し
食
券
引
換
に
食
事
し
た
る
に
拘
ら
ず
未
だ
食
事
せ
ず
と
て
更
に
夕
食
を
請
求

せ
る
を
以
て
炊
事
係
員
は
之
を
拒
否
す
る
や
執
拗
に
繰
り
返
す
を
以
て
舎
監
は
退
去
を
命

じ
戸
外
に
突
き
出
し
た
る
に
、
彼
等
は
同
僚
三
十
四
名
を
糾
合
し
て
舎
監
室
を
襲
ひ
窓
硝

子
、
机
等
を
破
壊
す
る
等
の
暴
行
に
出
で
た
り
。
会
社
側
よ
り
の
報
告
を
受
け
た
る
所
轄

警
察
署
に
於
て
は
現
地
駐
在
員
を
急
行
せ
し
め
之
を
鎮
圧
し
、
首
謀
者
と
目
さ
る
ゝ
前
記

六
名
に
対
し
厳
戒
を
加
ふ
る
と
共
に
参
加
者
全
員
に
対
し
其
の
不
心
得
を
厳
諭
し
た
る

に
、
一
同
斯
の
如
き
行
為
を
敢
行
し
た
る
の
非
を
悟
り
陳
謝
し
、
改
悛
の
情
認
め
ら
れ
た

る
以
て
今
回
限
り
始
末
書
を
徴
し
訓
戒
に
止
め
た
る
が
、
其
の
後
平
常
通
り
稼
働
中
な
る

も
尚
引
続
き
視
察
中
な
り
。（

内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報
』
昭
和
十
七
年
三
月
分
）

千
歳
鉱
山
の
休
山

し
か
し
、
戦
局
の
不
利
は
次
第
に
明
ら
か
と
な
り
、
政
府
の
金
政
策
は
大
き
く
転
換

し
た
。
昭
和
十
七
年
十
一
月
、
政
府
は
「
金
鉱
業
整
備
令
」
に
よ
る
金
鉱
山
の
整
理
・

統
合
の
方
針
を
固
め
、
翌
十
八
年
一
月
に
は
「
金
鉱
業
整
備
ニ
関
ス
ル
件
」
を
閣
議
決

定
し
た
。
同
年
六
月
一
日
に
は
「
戦
力
増
強
企
業
整
備
要
綱
」
を
決
定
、
直
接
的
な
軍

需
部
門
へ
の
労
働
力
と
資
材
・
設
備
の
集
中
を
図
る
と
い
う
方
針
の
下
に
、
当
面
不
要

と
さ
れ
た
金
鉱
業
は
同
年
六
月
一
日
を
期
し
て
休
廃
山
、
あ
る
い
は
保
坑
と
い
う
形
で

整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
措
置
に
伴
い
、
千
歳
鉱
山
の
資
材
・
設
備
と
労
働
力
は
、
道
内
の
徳
舜
別
鉱
山

（
有
珠
郡
大
滝
村
、
現
伊
達
市
）
と
イ
ト
ム
カ
鉱
山
（
常
呂
郡
留
辺
蘂
町
、
現
北
見

市
）、
秋
田
県
の
相
内
鉱
山
、
栃
木
県
の
足
尾
鉱
山
に
そ
れ
ぞ
れ
配
置
転
換
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
徳
舜
別
鉱
山
は
鉄
鉱
石
、
イ
ト
ム
カ
鉱
山
は
水
銀
を
生
産
し
、
産
金
中

心
の
千
歳
鉱
山
に
較
べ
て
は
る
か
に
時
局
の
要
請
に
合
致
し
た
鉱
山
だ
っ
た
。
労
働
者

の
「
転
換
目
標
員
数
」
八
四
〇
名
（
内
地
人
五
三
〇
名
、
半
島
人
三
一
〇
名
）
の
内
、

徳
舜
別
鉱
山
に
一
五
〇
名
（
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
名
、
五
〇
名
）、
イ
ト
ム
カ
鉱
山
に
一

五
〇
名
（
同
五
〇
名
、
一
〇
〇
名
）、
相
内
鉱
山
に
一
五
〇
名
（
同
一
五
〇
名
、
〇
）、

足
尾
鉱
山
に
三
九
〇
名
（
同
二
三
〇
名
、
一
六
〇
名
）
が
割
り
当
て
ら
れ
、
同
年
五
月

中
に
転
出
し
て
い
っ
た
。
千
歳
鉱
山
は
鴻
之
舞
鉱
山
と
共
に
保
坑
鉱
山
に
指
定
さ
れ
、

主
要
坑
道
な
ど
の
保
坑
要
員
と
し
て
最
初
は
一
二
〇
名
程
度
の
労
働
者
が
残
留
し
て
い

た
が
最
後
に
は
半
減
し
た
。
千
歳
鉱
山
が
再
開
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
の
敗

戦
直
後
か
ら
で
あ
る
。

千
歳
鉱
山
軌
道

正
式
の
名
を
千
歳
鉱
山
美
笛
鉱
業
所
専
用
軌
道
と
い
う
坑
外
鉄
道
で
あ
る
。
軌
間
は

七
六
二
�
の
狭
軌
で
、
軽
便
・
森
林
鉄
道
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
十
年
、
千
歳
金
山
の
本
格
操
業
に
先
立
ち
、
ピ
プ
イ
川
口
か
ら
ピ
プ
イ
（
美
笛

川
）、
モ
シ
ル
ン
ピ
プ
イ
沿
い
を
遡
る
幅
員
三
間
の
道
路
が
開
削
さ
れ
、
そ
の
年
の
十

月
初
め
頃
か
ら
降
雪
ま
で
の
間
に
軌
道
が
敷
設
さ
れ
た
。

第５章 日中戦争と海軍航空隊
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軌
道
は
、
採
鉱
石
を
上
川
町
の
石
北
本
線
天
幕
駅
（
昭
和
四
年
開
業－

平
成
十
三
年

廃
止
）
付
近
に
あ
っ
た
買
鉱
専
門
の
天
竜
鉱
山
付
属
精
錬
所
に
運
ぶ
こ
と
が
主
目
的

だ
っ
た
。
天
竜
鉱
山
付
属
精
錬
所
は
昭
和
六
年
に
操
業
し
十
五
年
に
閉
鎖
し
て
い
る
。

支
笏
湖
に
流
入
す
る
美
笛
川
の
川
口
に
は
三
本
の
桟
橋
そ
れ
ぞ
れ
に
軌
道
が
敷
か
れ

は
し
け
え
い
こ
う

て
い
た
。
川
口
事
務
所
は
駅
で
あ
り
、
艀
曳
航
に
よ
る
湖
上
輸
送
の
手
続
き
窓
口
の

デ
ル
タ

役
割
を
担
っ
て
い
た
。
機
関
庫
も
川
口
で
三
角
線
の
先
に
あ
っ
た
。
川
口
か
ら
美
笛
川

右
岸
に
沿
っ
て
軌
道
が
敷
設
さ
れ
、
川
口
か
ら
ほ
ぼ
六
�
で
八
千
代
駅
が
あ
り
、
駅
周

辺
の
草
笛
町
は
総
合
事
務
所
、
郵
便
局
、
配
給
所
、
職
員
社
宅
な
ど
が
あ
る
鉱
山
の
中

心
地
区
だ
っ
た
。

終
点
本
山
駅
に
向
か
う
軌
道
本
線
は
、
美
笛
川
に
架
か
る
八
千
代
橋
で
渡
河
、
モ
シ

ル
ン
美
笛
川
の
右
岸
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
。

途
中
の
鳴
尾
周
辺
に
は
尋
常
小
学

校
、
診
療
所
が
あ
っ
た
。
鳴
尾
町
は
、

多
く
の
六
戸
建
て
鉱
夫
社
宅
が
並
び
配

給
所
な
ど
が
あ
る
生
活
の
利
便
地
区
で

あ
り
、
精
錬
地
区
で
も
あ
っ
た
。
列
車

は
通
勤
・
通
学
に
も
利
用
さ
れ
鳴
尾
に

臨
時
停
車
し
た
。

宝
来
橋
を
渡
り
左
岸
へ
、
さ
ら
に
黄

金
沢
に
架
か
る
萬
歳
橋
を
渡
る
と
左
岸

が
二
股
、
右
岸
が
神
山
で
配
給
所
が
あ

り
、
本
山
町
と
呼
ば
れ
る
採
鉱
地
区
に

な
っ
て
い
た
。

軌
道
は
黄
金
沢
に
沿
っ
て
右
手
に
折

れ
、
選
鉱
場
の
前
が
終
点
本
山
駅
で

あ
っ
た
。
川
口
か
ら
約
九
�
の
本
山
は
、
採
鉱
地
区
で
あ
り
鉱
山
発
祥
の
地
で
も
あ
っ

た
。川

口
事
務
所－

鳴
尾
間
の
約
七
�
は
、
後
に
輸
送
力
増
強
の
た
め
複
線
化
さ
れ
た
。

引
き
込
み
線
と
し
て
美
笛
川
本
流
に
沿
う
福
神
沢
岐
線
（
約
一
・
八
�
）、
鳴
尾
の

こ
う
さ
い

尋
常
小
学
校
手
前
か
ら
分
岐
す
る
鉱
滓
堆
積
場
（
約
一
・
八
�
）、
製
錬
場
（
約
二
五

〇
�
）、
油
槽
所
（
約
三
五
〇
�
）
の
各
岐
線
が
あ
っ
た
。

川
口
と
呼
ば
れ
た
支
笏
湖
西
岸
船
着
場
で
、
艀
に
積
ま
れ
た
カ
マ
ス
入
り
の
採
鉱
石

は
、
約
八
・
七
浬
（
海
里
）
の
湖
上
を
航
行
、
湖
畔
の
支
笏
湖
東
岸
鉱
業
所
埠
頭
で
陸

揚
げ
と
同
時
に
王
子
製
紙
苫
小
牧
工
場
専
用
鉄
道（
山
線
）の
台
車
に
積
み
込
ま
れ
た
。

埠
頭
の
先
に
は
水
制
と
い
う
防
波
堤
が
設
け
ら
れ
た
。
美
笛
か
ら
来
た
船
は
水
制
の

内
側
に
停
泊
し
た
。
水
制
の
南
側
に
は
機
船
を
揚
陸
す
る
た
め
の
ス
ベ
リ（
ス
リ
ッ
プ
）

が
あ
っ
た
。

千
歳
鉱
山
軌
道
は
、
当
初
五
両
の
ガ
ソ
リ
ン
機
関
を
搭
載
し
た
内
燃
機
関
車＝

ガ
ソ

リ
ン
機
関
車
を
保
有
し
て
い
た
。
東
京
の
加
藤
製
作
所
が
製
造
し
た
外
観
が
Ｌ
形
の
典

型
的
な
産
業
用
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
で
あ
る
。
四
・
五
㌧
機
と
三
㌧
機
等
が
あ
っ
た
。

昭
和
十
六
年
七
月
、
日
本
陸
海
軍
が
南
部
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
に
進
駐
し
サ
イ
ゴ
ン
に

入
っ
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
た
め
米
国
が
対
日
石
油
禁
輸
を
発
動
、
十
月
に
は
ガ
ソ
リ

ン
の
規
制
が
強
化
さ
れ
機
関
車
を
稼
動
さ
せ
る
に
は
難
し
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
蒸
気
機

関
車
を
二
両
購
入
の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。

蒸
気
機
関
車
は
、
昭
和
十
七
年
二
月
に
新
造
さ
れ
た
日
本
機
械
車
両
（
↓
市
川
重
工

業
↓
現
・
旭
重
工
業
）
製
の
運
転
整
備
重
量
六
㌧
Ｂ
サ
イ
ド
・
ボ
ト
ム
タ
ン
ク
機
関
車

だ
っ
た
。
弁
装
置
は
ワ
ル
シ
ャ
ー
ト
式
、
炭
庫
は
テ
ン
ダ
式
で
あ
っ
た
。
タ
ン
ク
へ
の

注
水
は
、
美
笛
川
沿
い
を
運
行
す
る
こ
と
か
ら
バ
キ
ュ
ー
ム
式
揚
水
装
置
を
用
い
た
。

こ
の
機
関
車
は
陸
軍
鉄
道
連
隊
の
Ｃ
サ
イ
ド
双
合
機
関
車
を
分
離
改
造
し
た
も
の
だ
っ

た
。
さ
ら
に
、
十
七
年
十
二
月
か
ら
十
八
年
四
月
の
間
、
支
笏
事
業
区
に
お
け
る
御
料

写真５－１１「支笏湖東岸鉱業所埠頭と王子山線湖畔貨物駅」水
制の内側に機船と艀が停泊している
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林
産
材
輸
送
の
た
め
芦
別
森
林
鉄
道
か
ら
運
転
整
備
重
量
七
・
五
㌧
Ｂ
イ
ン
バ
ー
デ
ッ

ド
・
サ
ド
ル
タ
ン
ク
機
関
車
の
英
国
バ
グ
ナ
ル
製
１７
号
ベ
ア
ト
リ
ス
が
臨
時
に
入
線
し

た
。
帝
室
林
野
局
技
官
の
小
熊
米
雄
は
ベ
ア
ト
リ
ス
に
同
行
し
て
美
笛
に
滞
在
し
た

が
、
十
八
年
四
月
時
点
に
お
い
て
新
造
１
、
２
号
機
と
も
に
未
着
だ
っ
た
と
い
う
。

千
歳
鉱
山
は
昭
和
十
八
年
四
月
に
休
山
・
保
坑
扱
い
と
な
っ
た
。

昭
和
十
八
年
頃
、
不
要
と
な
っ
た
２
号
機
が
千
歳
鉱
山
と
同
じ
く
日
本
鉱
業
（
現
・

日
鉱
金
属
）
の
系
列
で
あ
る
石
川
・
小
松
の
尾
小
屋
鉱
山
の
尾
小
屋
鉄
道
に
運
び
込
ま

れ
た
。
し
か
し
、
機
関
車
は
出
力
不
足
の
た
め
本
線
の
営
業
運
転
に
は
向
か
ず
入
替
程

度
に
使
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
車
籍
簿
に
は
登
載
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
た
。

１
号
機
は
整
備
を
行
な
っ
て
い
た
山
線
苫
小
牧
で
、
２
号
機
は
尾
小
屋
鉄
道
新
小
松

で
昭
和
二
十
三
、
四
年
頃
に
解
体
さ
れ
た
と
い
う
。

坑
内
軌
道
に
は
、
戦
前
四
両
、
戦
後
一
三
両
の
蓄
電
池
機
関
車
が
導
入
さ
れ
た
。
坑

内
機
関
車
全
両
は
、
純
国
産
の
蓄
電
池
機
関
車
を
初
め
て
開
発
し
た
日
本
輸
送
機
（
ニ

チ
ユ
）
製
で
、
戦
前
、
戦
後
の
各
一
両
の
二
㌧
機
を
除
い
て
ほ
か
は
四
㌧
機
だ
っ
た
。

軌
間
は
当
初
五
〇
七
�
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
七
年
頃
に
五
〇
〇
�
に
改
軌
し
た
。

戦
後
、
坑
外
軌
道
に
は
ガ
ソ
リ
ン
機
関
車
が
運
行
さ
れ
た
。
軌
道
は
昭
和
二
十
七
年

七
月
に
撤
去
さ
れ
た
が
、
艀
曳
航
に
よ
る
湖
上
輸
送
は
美
笛－

モ
ラ
ッ
プ
間
の
自
動
車

道
（
四
十
一
年
道
道
昇
格
）
が
整
備
さ
れ
る
四
十
年
五
月
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

引
用
・
参
考
文
献

内
務
省
警
保
局
保
安
課
『
特
高
月
報
』
一
九
四
二
年
三
月
分
／
北
海
道
鉱
業
会
編
『
北
海
道
の

金
属
鉱
業
』
一
九
五
二
年
／
五
十
嵐
彦
仁
『
北
海
道
に
於
け
る
鉱
工
業
排
水
と
水
産
被
害
』
北

海
道
鮭
鱒
保
護
協
力
会
連
合
会

一
九
五
六
年
／
浅
田
政
広
『
北
海
道
金
鉱
山
史
研
究
』
第
二

部
第
八
章
「
千
歳
金
山
」、
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会

一
九
九
九
年
／
北
海
道
編
『
北
海
道
と

朝
鮮
人
労
働
者－

朝
鮮
人
強
制
連
行
実
態
調
査
報
告
書－

』
一
九
九
九
年
／
『
小
樽
新
聞
』・『
北

海
タ
イ
ム
ス
』・『
北
海
道
新
聞
』
の
関
係
記
事
／
守
屋
憲
治
「
美
笛－

千
歳
鉱
山
専
用
鉄
道
の

一
考
察
」
新
千
歳
市
史
機
関
紙
『
志
古
津
』
五
号

千
歳
市

二
〇
〇
七
年
／
千
歳
鉱
山
（
株
）

工
作
課
『
千
歳
鉱
山
建
物
配
置
図
』
一
九
四
一
年
（
ト
レ
ー
ス－

千
歳
市
教
育
委
員
会

一
九

七
八
年
）
／
小
熊
米
雄
『
日
本
に
お
け
る
森
林
鉄
道
用
蒸
気
機
関
車
に
つ
い
て
』
北
海
道
大
学

農
学
部
演
習
林

一
九
六
一
年
／
宮
澤
元
和
「
尾
小
屋
鉄
道
」『
鉄
道
ピ
ク
ト
リ
ア
ル
』
七
月
号

電
気
車
研
究
会

一
九
六
八
年
／
松
本
謙
一
「
双
合
余
話－

あ
る
軽
便
フ
ァ
ン
の
ロ
マ
ン－

」

『
と
れ
い
ん
』
十
二
月
号

エ
リ
エ
イ
出
版
部
プ
レ
ス
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
ン

一
九
八
九
年
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第
七
節

宗
教
と
祭
礼

前
述
の
宗
教
と
祭
礼
で
は
、
明
治
期
に
建
立
さ
れ
た
極
楽
寺
・
千
正
寺
・
妙
心
寺
・

真
願
寺
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
は
昭
和
十
六
年
、
太
平
洋
戦
争
へ
突
入
し
た
年

に
創
設
さ
れ
た
千
歳
の
二
つ
の
寺
、
大
禅
寺
と
真
光
寺
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

大
禅
寺
（
曹
洞
宗
）

現
在
千
歳
市
北
信
濃
に
あ
る
大
禅
寺
は
、
昭
和
十
六
年
六
月
に
、
恵
庭
町
に
あ
っ
た

大
安
寺
が
、
当
時
の
同
寺
総
代
で
あ
っ
た
渡
部
栄
蔵
ら
と
と
も
に
、
曹
洞
宗
千
歳
説
教

所
を
駅
前
通
の
現
在
の
千
代
田
町
に
創
立
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

そ
れ
ま
で
は
大
安
寺
か
ら
の
出
張
布
教
が
行
わ
れ
て
お
り
、
出
張
所
の
建
設
が
幾
度

も
望
ま
れ
た
が
、
経
済
的
理
由
な
ど
か
ら
見
送
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
十
四
年
に

海
軍
航
空
隊
の
基
地
と
な
っ
た
千
歳
は
、
そ
れ
以
降
急
激
な
人
口
の
増
加
を
見
る
こ
と

と
な
り
、
説
教
所
が
駅
前
通
り
の
現
在
の
千
代
田
町
二
丁
目
に
設
立
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

開
基
（
経
済
面
を
負
担
す
る
世
俗
の
信
者
）
は
同
じ
渡
部
栄
蔵
、
開
山
（
創
始
者
）

は
恵
庭
町
大
安
寺
三
世
で
あ
っ
た
押
見
龍
江
で
あ
る
。

真
光
寺
（
真
宗
大
谷
派
）

千
歳
市
清
水
町
四
丁
目
に
あ
る
真
光
寺
は
、
大
禅
寺
と
同
様
、
海
軍
航
空
隊
の
開
設

に
よ
っ
て
千
歳
が
徐
々
に
賑
や
か
に
な
っ
て
く
る
の
を
見
て
、
羽
馬
聞
正
（
戦
後
は
民

生
委
員
、
千
歳
町
、
警
察
公
安
委
員
、
そ
の
後
保
護
司
、
千
歳
市
公
平
委
員
、
少
年
院

教
戒
師
等
を
兼
ね
て
活
動
し
た
）
が
翌
十
五
年
よ
り
、
千
歳
市
街
に
大
谷
派
の
説
教
所

の
設
立
を
思
い
立
ち
、
十
六
年
二
月
、
現
在
の
栄
町
一
丁
目
に
建
物
を
完
成
さ
せ
る
。

そ
し
て
同
年
七
月
に
は
千
歳
説
教
所
創
立
係
を
本
山
よ
り
拝
命
し
、
七
月
二
十
八
日
、

初
法
座
を
開
き
同
教
の
始
め
と
す
る
。
現
在
の
清
水
町
に
は
十
九
年
四
月
に
移
転
し
て

い
る
。

し
か
し
昭
和
二
十
年
の
終
戦
を
迎
え
海
軍
航
空
隊
が
解
散
さ
れ
る
と
、
壇
信
徒
の
減

少
が
続
き
一
時
は
経
営
も
危
機
を
迎
え
る
が
、
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
軍
の
千
歳
進
駐
と
い

う
出
来
事
に
よ
っ
て
全
国
よ
り
人
が
押
し
寄
せ
、
再
び
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
し
、
同

時
に
同
寺
の
壇
信
徒
も
再
び
増
加
し
、
経
営
も
安
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

参
考
文
献

『
大
禅
寺
資
料
』
千
歳
市
所
蔵
／
『
北
海
道
宗
教
大
鑑
』
一
九
六
四
年
／
北
海
道
曹
洞
宗
大
会
事

務
局
『
北
海
道
百
年
曹
洞
宗
寺
院
誌
』

一
九
六
八
年
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第
八
節

消

防

警
防
団

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
満
州
事
変
以
来
、
日
本
は
戦
争
へ
の
歩
み
を
強
め
て
い

き
、
消
防
の
体
制
も
徐
々
に
戦
時
体
制
下
の
組
織
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
。
千
歳
に

お
い
て
は
、
初
代
消
防
組
頭
中
川
種
次
郎
に
続
き
、
二
代
組
頭
に
渡
部
栄
蔵
が
就
い
た

十
二
年
、「
防
空
法
」
が
制
定
さ
れ
、
各
府
県
警
察
部
に
防
空
課
が
設
け
ら
れ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
戦
時
消
防
体
制
が
実
質
的
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
二
年
後
の
十
四
年
に
は

「
警
防
団
令
」
が
制
定
さ
れ
、
千
歳
に
お
い
て
も
、
今
ま
で
の
消
防
団
は
警
防
団
へ
と

編
成
替
え
と
な
っ
た
。

初
代
団
長
は
、
以
前
の
二
代
目
消
防
組
頭
で
あ
っ
た
渡
部
栄
蔵
が
引
き
継
い
だ
。
警

防
団
は
防
空
に
重
き
が
置
か
れ
、
団
員
の
増
強
、
そ
し
て
各
部
落
に
分
団
を
設
け
て
、

本
格
的
な
戦
時
体
制
へ
の
以
降
を
強
い
ら
れ
た
。

十
九
年
に
は
「
新
防
空
法
」
が
制
定
さ
れ
、
東
京
、
名
古
屋
の
大
都
市
を
始
め
と
し

て
建
物
の
強
制
疎
開
が
行
わ
れ
た
。戦
時
中
、千
歳
で
は
海
軍
の
航
空
隊
基
地
が
近
か
っ

た
た
め
攻
撃
の
対
象
に
な
る
の
で
は
と
張
り
つ
め
た
空
気
が
流
れ
て
い
た
。
同
年
四
月

に
は
、
日
本
の
各
地
で
空
襲
が
激
し
く
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
空
襲
火
災
と
防
空
監

視
の
た
め
、
常
備
員
二
名
を
増
強
し
た
が
大
き
な
空
襲
の
被
害
に
あ
う
こ
と
無
く
、
そ

の
ま
ま
終
戦
を
迎
え
た
。

翌
二
十
年
、
敗
戦
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
千
歳
進
駐
が
あ
り
、
翌
年
二
十
一
年
五
月

に
は
駐
留
軍
の
要
請
に
よ
り
、
進
駐
軍
兵
舎
の
警
備
増
強
の
た
め
、
常
備
員
一
〇
名
が

配
置
さ
れ
、
八
月
に
は
三
名
が
増
員
さ
れ
一
三
名
と
な
っ
た
。

ま
た
同
年
十
月
に
は
、
元
日
本
海
軍
で
使
用
し
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
三
輪
ポ
ン

プ
自
動
車
を
一
台
ず
つ
、
大
蔵
省
か
ら
払
い
下
げ
を
受
け
、
市
街
地
に
配
置
し
た
。
そ

の
後
こ
の
警
防
団
は
、
二
十
二
年
の
「
消
防
団
条
例
」
に
よ
り
改
組
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

参
考
文
献

千
歳
市
消
防
創
設
七
〇
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会
『
炎
と
纏
』
一
九
九
二
年
／
千
歳
市
消
防

本
部
『
昭
和
四
十
年

消
防
年
報
』
第
一
四
号

一
九
九
二
年
／
同
『
千
歳
市
消
防
の
沿
革
』

二
〇
〇
七
年
／
北
海
道
警
察
本
部
『
北
海
道
警
察
史
』
一
九
六
八
年
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第
九
節

警

察

千
歳
警
部
補
派
出
所

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
海
軍
大
臣
に
よ
り
、
千
歳
に
飛
行
場
を
設
置
す
る
こ
と

を
伝
え
る
旨
の
文
書
が
届
く
。
こ
の
と
き
を
境
と
し
て
千
歳
は
大
き
く
変
わ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
二
年
後
の
十
四
年
に
は
一
級
町
村
千
歳
村
と
な
り
、
同
年
海
軍
航
空
隊
基
地

も
完
成
し
、
こ
こ
に
人
口
の
大
き
な
増
加
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
人
口
が
増

え
る
と
と
も
に
犯
罪
も
比
例
し
て
伸
び
、
治
安
の
悪
化
は
今
ま
で
の
体
制
で
は
防
ぐ
こ

と
が
出
来
ず
、
そ
れ
ま
で
千
歳
は
恵
庭
の
漁
村
巡
査
部
長
派
出
所
の
管
轄
下
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
、
長
沼
土
工
組
合
事
務
所
を
借
り
て
札
幌
警
察
署
千
歳
警
部
補
派

出
所
を
設
置
し
、
千
歳
と
嶮
淵
の
巡
査
駐
在
所
を
管
下
と
し
た
。
初
代
の
所
長
は
中
西

秀
弥
で
あ
る
。

十
六
年
に
は
、
そ
の
中
西
を
中
心
に
、

町
長
岡
本
幸
信
、
郵
便
局
長
中
川
種
次

郎
、
消
防
団
長
渡
部
栄
蔵
が
協
力
し
、
一

万
五
九
六
〇
円
の
寄
附
を
集
め
、
派
出
所

庁
舎
を
新
築
落
成
し
た
。
十
七
年
、
千
歳

は
町
へ
と
昇
格
す
る
。

そ
の
後
二
十
年
に
終
戦
を
迎
え
、
海
軍

航
空
隊
基
地
の
あ
っ
た
千
歳
に
は
、
ア
メ

リ
カ
軍
が
進
駐
し
て
く
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
再
び
治
安
の
悪
化

が
見
ら
れ
、
警
部
補
派
出
所
で
は
巡
査
部

長
一
名
、
巡
査
一
〇
名
を
増
員
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

そ
の
頃
支
笏
湖
は
、
苫
小
牧
警
察
署
の
管
轄
下
に
あ
り
、
烏
柵
舞
村
住
人
か
ら
苫
小

牧
町
へ
の
住
区
変
更
の
陳
情
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
管
轄
区
域
を
め
ぐ
っ
て
あ
つ
れ
き
が

生
じ
て
い
た
が
、
二
十
二
年
九
月
に
千
歳
警
部
補
派
出
所
へ
の
変
更
が
な
さ
れ
る
。

二
十
一
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
基
地
警
備
の
人
員
増
員
が
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
庁
舎

で
は
間
に
合
わ
な
く
な
り
、
消
防
団
長
渡
部
栄
蔵
を
委
員
長
と
す
る
建
築
期
成
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
二
十
二
年
に
庁
舎
を
増
築
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て
同
年
三
月
、
道
庁

告
示
第
一
八
九
号
を
も
っ
て
、
千
歳
警
部
補
派
出
所
管
轄
下
に
、
恵
庭
村
と
広
島
村
が

入
る
こ
と
と
な
る
。

写真５－１２ 札幌警察署千歳警部補派出所落成記念（昭和１６年）
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第
一
〇
節

教

育

第
一
項

地
域
の
学
校
沿
革

千
歳
小
学
校

大
正
十
二
年
八
月
、
児
童
数
の
増
加
に
よ
っ
て
、
校
舎
は
狭
く
老
朽
化
が
著
し
い
た

め
、
笠
井
ユ
キ
所
有
の
土
地
を
買
収
し
て
移
転
改
築
し
た
（
現
校
舎
よ
り
千
歳
神
社
寄

り
）、
移
築
は
教
室
・
廊
下
・
当
直
室
等
一
〇
七
坪
、
新
築
は
職
員
室
・
玄
関
・
便
所

等
二
八
・
五
坪
で
あ
っ
た
。

十
五
年
四
月
、
五
学
級
編
成
と
な
り
児
童
数
二
三
三
名
、
十
月
に
飛
来
し
た
小
樽
新

聞
社
の
飛
行
機
の
着
陸
場
の
造
成
に
は
五
年
生
以
上
が
全
員
参
加
し
た
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
四
月
、
六
学
級
と
初
め
て
単
式
編
成
と
な
り
児
童
数
二
一

四
名
。
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
児
童
の
増
加
が
続
き
、
六
年
に
は
二
五
〇
名
を
越
え
、
校

舎
も
老
朽
化
し
て
来
た
た
め
、
同
年
十
一
月
、
現
在
地
に
新
校
舎
を
建
設
す
る
。
二
階

建
ト
タ
ン
葺
木
造
、
総
面
積
四
七
五
・
七
五
坪
、
総
工
費
一
万
九
四
二
五
円
、
校
地
面

積
五
・
六
八
七
坪
で
あ
っ
た
。

十
一
年
、
陸
軍
大
演
習
（
札
幌
近
郊
を
中
心
に
行
わ
れ
た
）
の
際
の
天
皇
行
幸
を
記

念
し
て
、
渡
部
栄
蔵
か
ら
植
林
地
一
町
三
反
の
寄
贈
が
あ
り
、
落
葉
松
・
え
ぞ
松
を
植

え
る
。

十
六
年
四
月
、
国
民
学
校
令
施
行
に
よ
り
八
学
級
編
成
の
千
歳
国
民
学
校
と
な
る
。

十
二
月
に
は
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
戦
時
体
制
の
強
い
学
校
教
育
と
な
っ
て
い
っ

た
。十

七
年
に
は
海
軍
関
係
の
人
口
増
に
よ
り
、
児
童
数
は
五
〇
二
名
で
一
〇
学
級
編
成

と
な
り
、
十
九
年
四
月
に
は
児
童
数
七
四
五
名
、
一
五
学
級
編
成
と
な
っ
た
。

学
校
施
設
は
限
界
を
超
え
、
初
等
科
二
年
〜
四
年
の
三
学
年
は
二
部
授
業
に
追
い
込

ま
れ
、
十
二
月
に
三
四
六
坪
増
築
し
た
。
二
十
年
四
月
、
一
六
学
級
編
成
、
児
童
数
七

二
七
名
に
な
っ
た
。

新
嶮
淵
尋
常
小
学
校
（
東
丘
小
学
校
）

東
丘
に
最
初
に
入
植
し
た
福
岡
佐
六
の
家
督
を
継
い
だ
長
男
の
辰
吉
は
、大
正
四（
一

九
一
五
）
年
か
ら
小
学
校
開
設
の
た
め
村
理
事
者
と
折
衝
し
、
そ
の
間
、
自
分
の
馬
舎

の
一
部
を
仮
校
舎
と
し
て
開
放
、
自
宅
の
一
部
を
教
師
の
住
居
と
し
て
提
供
、
ま
た
、

小
学
校
建
設
費
と
し
て
四
五
円
を
寄
付
し
、
七
年
新
嶮
淵
尋
常
小
学
校
の
開
設
を
み

る
。こ

の
地
域
の
土
地
は
、
夕
張
炭
鉱
会
社
の
所
有
地
で
あ
っ
た
の
を
、
福
岡
佐
六
が
小

作
契
約
を
し
、
入
地
、
開
拓
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
第
一
次
世
界
大

戦
に
よ
る
農
村
の
好
景
気
に
よ
っ
て
、
地
域
の
戸
数
も
次
第
に
増
加
し
、
学
齢
児
童
は

三
川
や
追
分
に
越
境
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
が
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
な
い
状

況
に
な
っ
た
。

七
年
六
月
六
日
、
福
岡
辰
吉
の
草
小
屋
の
物
置
（
十
二
坪
余
）
を
仮
校
舎
と
し
て
、

千
歳
の
へ
き
地
教
育
に
生
涯
を
捧
げ
た
大
塚
孫
八
を
近
唐
尋
常
小
学
校
か
ら
迎
え
、
新

嶮
淵
尋
常
小
学
校
と
し
て
授
業
を
開
始
し
た
。
児
童
は
男
子
一
九
名
、
女
子
二
四
名
で

あ
っ
た
。
四
三
名
も
の
児
童
が
い
る
の
に
、
一
二
坪
の
草
小
屋
で
授
業
を
す
る
の
は
、

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
す
ぎ
る
状
態
で
あ
る
の
で
、
そ
の
年
の
十
月
に
、
第
一
三
六
三
番
地

の
未
開
地
一
町
一
反
八
畝
二
六
歩
の
無
償
付
与
を
受
け
、
総
建
坪
二
八
坪
の
木
造
校
舎

と
教
員
住
宅
八
・
五
坪
を
新
築
し
た
。

そ
の
後
の
児
童
数
は
、
大
正
八
年
四
六
名
、
十
年
四
一
名
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）

年
五
四
名
と
な
っ
た
。

五
年
に
は
新
た
に
五
四
坪
の
木
造
校
舎
が
新
築
さ
れ
た
（
児
童
数
六
三
名
）。
十
年

に
は
二
学
級
に
な
り
、
十
二
年
九
月
に
は
四
一
・
五
坪
を
増
築
し
た
（
児
童
数
七
二

名
）。昭

和
十
六
年
四
月
、
高
等
科
が
併
置
さ
れ
、
国
民
学
校
令
の
施
行
に
よ
っ
て
、
新
嶮
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淵
国
民
学
校
と
な
る
。
昭
和
二
十
年
七
月
に
校
舎
を
二
七
・
五
坪
増
築
し
た
。

根
志
越
特
別
教
授
所
（
千
歳
第
二
小
学
校
）

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
十
二
月
十
三
日
、
千
歳
尋
常
小
学
校
ま
で
の
冬
期
間
の
通

学
が
困
難
な
た
め
、
根
志
越
青
年
倶
楽
部
の
施
設
を
借
り
て
、
千
歳
尋
常
小
学
校
の
分

教
場
を
開
設
し
、
四
年
生
ま
で
の
単
級
教
育
を
始
め
た
。
教
員
に
高
塚
憲
正
（
千
正
寺

住
職
）
が
配
置
さ
れ
、
児
童
数
は
三
五
名
で
あ
っ
た
。
十
年
三
月
、
第
一
回
の
四
年
修

了
者
は
、
奥
山
金
吉
、
近
藤
ヤ
ス
エ
、
高
橋
チ
ナ
の
三
名
で
あ
る
。

十
三
年
四
月
、
分
教
場
か
ら
根
志
越
特
別
教
授
所
と
な
る
。

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
の
児
童
数
は
、
三
（
一
九
二
八
）
年
三
五
名
、
十
年
三
五
名
、

十
三
年
四
四
名
で
あ
る
。

十
八
年
八
月
、
木
造
平
屋
建
校
舎
を
新
築
す
る
（
建
坪
九
三
・
七
五
坪
）。

二
十
一
年
三
月
、
特
別
教
授
所
が
廃
止
と
な
り
、
四
月
、
千
歳
第
二
国
民
学
校
と
な
っ

た
が
、
依
然
六
学
年
単
級
編
成
で
あ
っ
た
。
初
代
校
長
は
金
森
秀
吉
で
あ
る
。

千
歳
鉱
山
特
別
教
授
所
（
千
歳
鉱
山
小
学
校
）

千
歳
鉱
山
は
、
昭
和
八
年
大
野
真
澄
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
十
一
年
、
中
島
飛
行

機
製
作
場
系
列
の
中
島
商
事
株
式
会
社
（
札
幌
）
が
買
収
し
、
創
立
は
十
一
年
十
月
一

日
で
あ
る
が
、
十
年
か
ら
操
業
に
か
か
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
従
業
員
の
教
育
問
題
に
直
面
し
、
と
り
あ
え
ず
烏
柵
舞
尋
常
高
等
小
学
校

の
千
歳
鉱
山
特
別
教
授
所
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
校
舎
の
建
設
が
遅
々
と
し

て
は
か
ど
ら
な
い
た
め
、
会
社
の
倶
楽
部
の
二
階
で
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二

年
二
月
十
五
日
に
開
校
式
を
行
っ
た
。

教
室
は
一
五
畳
二
間
、
職
員
室
は
八
畳
一
間
、
一
年
生
七
名
、
二
年
生
九
名
、
三
年

生
二
名
を
代
用
教
員
の
矢
野
貞
子
が
担
当
し
、
四
年
生
八
名
、
五
年
生
七
名
、
六
年
生

二
名
を
長
谷
川
和
雄
訓
導
が
担
当
し
た
。

校
舎
が
完
成
し
、三
月
十
一
日
に
新
校
舎
に
移
転
し
た
。新
校
舎
は
教
室
は
三
教
室
、

職
員
室
、
体
操
場
等
が
あ
り
、
児
童
数
は
五
四
名
で
あ
っ
た
（
二
学
級
）。
同
年
十
月

十
五
日
に
千
歳
鉱
山
尋
常
小
学
校
に
な
り
、
十
二
月
二
日
に
千
歳
鉱
山
尋
常
高
等
小
学

校
に
な
っ
た
。

十
三
年
に
一
教
室
、
十
四
年
に
二
教
室
、
十
五
年
に
二
教
室
を
増
築
し
、
こ
の
年
の

児
童
数
は
四
四
五
名
、
八
学
級
編
成
と
な
っ
た
。

児
童
数
増
加
の
理
由
に
つ
い
て
、
千
歳
鉱
山
は
当
初
、
粗
鉱
を
天
竜
製
錬
所
に
送
っ

て
い
た
が
、
十
四
年
に
輸
送
費
が
か
さ
む
た
め
、
山
も
と
に
日
産
二
五
〇
㌧
製
錬
出
来

る
青
化
製
錬
場
を
建
設
し
、
十
六
年
に
も
同
じ
性
能
の
製
錬
場
を
増
設
し
た
こ
と
に
よ

り
従
業
員
が
激
増
し
た
か
ら
で
あ
る
。

十
六
年
四
月
、
国
民
学
校
令
の
施
行
に
よ
っ
て
千
歳
鉱
山
国
民
学
校
と
な
る
。
翌
十

七
年
に
は
二
教
室
増
築
し
て
十
二
学
級
編
成
、
児
童
数
五
四
八
名
ま
で
増
加
し
た
。

し
か
し
、
同
年
十
一
月
、
国
は
金
鉱
業
整
備
令
を
公
布
し
、
金
鉱
山
の
整
理
・
統
合

の
方
針
を
固
め
、
翌
年
六
月
、
当
面
不
要
と
さ
れ
た
金
鉱
業
は
、
休
廃
山
か
保
杭
と
い

う
形
で
整
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
千
歳
鉱
山
は
保
杭
鉱
山
に
指
定
さ
れ
、
多
く
の
従
業
員
が
配
置
転
換

さ
れ
、
保
杭
要
員
と
し
て
四
、
五
〇
名
を
残
す
鉱
山
と
な
り
、
十
八
年
の
千
歳
鉱
山
国

民
学
校
は
二
学
級
、
児
童
数
一
一
六
名
に
激
減
し
た
。
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